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ご挨拶

運営責任者・診療部長・教授　石田秀行

　埼玉医科大学総合医療センターでは2005年４月に内科・外科の診療科
再編が行われ、私が消化管・一般外科の責任者を拝命してから10年が経
過しました。2010年には「消化管・一般外科　５年のあゆみ」を、その
後は年度ごとに「年報」を発刊してまいりました。このたび大きな節目を
迎えるにあたり、診療科のスタッフ全員が自らの軌跡をたどり、今後の成
長の糧とすることと、今までご指導いただいた多くの関係者の方々への深
い感謝の気持ちを込めて、「消化管・一般外科　10周年記念誌」を発行す
ることにいたしました。
　「理想」と「現実」の狭間で、診療科のスタッフ全員が苦楽を共にしてきた10年ともいえるか
と思います。初めの３年間は、診療体制の整備を最重点課題とし、治療方針特に手術手技や周術
期管理の標準化を徹底し、地域の医療機関に信頼される診療科であり続けることを目標に、ひた
すら走り続けていたように思います。その後今日に至るまで、低侵襲治療の急速な普及や化学療
法の進歩、いわゆるエビデンス重視の風潮など、診療科として常に変化を求められると同時に、
DPC制度の導入など、目まぐるしく変化する医療環境に対応することが求められる時期でもあ
りました。このような難しい時期ではありましたが、外科医としての「志」を高く持ち、地域医
療を担う高い臨床能力を有する人材を輩出することは、埼玉医科大学の教官としてあまりにも当
然すぎる責務です。どれだけのことが成しえたかは、はなはだ疑問でございますが、今後もいま
までの姿勢を貫いていきたいと考えております。
　診療科発足以来、レールを敷いてきた臨床研究についてもやっと実を結ぶものが出て参りまし
た。今後はさらに個々の研究を有機的に統合することで、その成果を国内外に発信して行きたい
と考えております。新研修制度から外科研修が必須でなくなったことと相まって、継続的な若手
外科医不足が叫ばれております。一方、２年後には新外科研修制度での修練が始まりますが、当
院は基幹施設として、いままで以上に若手外科医を育成する責務があります。「志」を高く持っ
た若手外科医を育成すべく、鋭意尽力する所存です。
　総合医療センターは2015年６月に設立30周年を迎えました。救命センター新棟、新管理棟、
第２研究棟の設立とともに、病院内部の修改築が進められています。埼玉県の医療の「最後の砦」
としての役割は益々増えていくものと思われます。私たちはこのような立ち位置にある総合医療
センターで医療に携わることの喜びをかみしめ、常日頃ご指導いただいている関係各位の方々へ
の御礼を決して忘れることなく、前進してまいりたいと存じます。
　どうか今後ともご指導・ご鞭撻のほどお願い申し上げ、挨拶にかえさせていただきます。
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消化管・一般外科10周年を迎えて
「今後の消化管・一般外科についての私見」

副診療部長　教授　持木彫人

　消化管一般外科、開設10周年にあたり、私個人が考えている消化管・
一般外科の将来の方向性について述べたいと思います。
　消化管・一般外科はご承知の通り食道癌、胃癌、大腸癌を中心に実臨床
を行っています。食道癌では熊谷准教授、傍島助教が中心となり、安全で
安定した手術を施行し、良好な結果を得ていますが、現在の食道切除の流
れは胸腔鏡下手術に移行してきており、術後の侵襲の低さ、拡大視効果に
よる詳細なリンパ節郭清ができるようになってきています。５—10年先
を見据えて、低侵襲手術の導入が不可欠と考えます。胃癌は私と福地講師、石畝講師が中心に行
っています。福地講師は胃食道接合部癌、石畝講師は腹腔鏡手術に力を入れています。各先生の
ガンバリで平成25年は前年の20％増で手術数が増加しています。胃癌領域で今後改善する点は
２つあると考えています。１）全ての再建を完全腹腔鏡下に行う。現在、幽門側胃切除術以外は
完全腹腔鏡下に施行しておりますが、デルタ吻合等を導入して完全腹腔鏡下で行い、上腹部から
傷をなくす必要があります。２）胃食道接合部癌での縦隔内郭清。この領域は今まさに進歩して
いる分野ですが、腹腔鏡で郭清するのか、胸腔胸で郭清するのか、また縦隔鏡で郭清するのかデ
ィスカッションが行われています。この領域は胃外科医師だけの技量では難しいので、解剖に熟
知した食道外科の先生の助力が必要となります。大腸癌治療では石田教授のもと、天野助教が中
心になって行っており、石橋准教授が化学療法を一手に引き受けて治療しています。他病院では
扱えないUC、クローン、FAPなどに対する治療を積極的に行っており、特に遺伝性大腸癌の分
野では日本をリードする立場となっています。周囲の施設を見ると結腸直腸癌手術のかなりの割
合が腹腔鏡下に行われています。当科の大腸癌症例は高齢者や合併症を多く抱える患者が多く、
腹腔鏡手術の比率を上げる事は難しいかと思いますが、技術の向上によって可能になるかもしれ
ません。
　研究においては、大腸グループではリンチ症候群やミスマッチ修復遺伝子の研究を行っており、
多くの研究結果を学会に発表し、論文化しています。また他施設との共同研究も進行しています。
食道チームは熊谷准教授が拡大内視鏡で科研費を取得し、さらには術中にICGを用いて胃管の血
流測定を行い、術後の縫合不全防止に役立てています。胃グループでは胃切除術後の消化管運動
機能を臨床で測定しており、迷走神経腹腔枝温存の効果を検討しています。基礎実験では新しい
実験動物種であるスンクスを用いて、消化管運動の測定系を確立し、ホルモンや薬剤の作用機序
解明に使用しています。また福地講師はライフワークのTGF-βに注目して、胃癌や大腸癌での
予後との関連を検討しています。このように各チームが縦並びの研究を行っていますが、横の連携
を強化し、また積極的に公的研究費も獲得し、日本をリードする研究にしていきたいと思います。
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消化管・一般外科10周年に寄せて

独立行政法人国立病院機構宇都宮病院　臨床研究部長（元准教授）　芳賀紀裕

　この度は、埼玉医科大学総合医療センター消化管・一般外科10周年を
迎えられたことを心よりお祝い申し上げます。また、今回、10周年記念
誌に寄稿する機会を与えて頂き感謝いたします。
　私は消化管・一般外科に2009年９月から2013年の３月まで約３年半
お世話になりました。赴任後ちょうど教室の５年目に当たり翌春、教室で
2005年から2009年の５年間の業績集の編纂を任され、なんとか刊行に
こぎつけました。その後毎年業績集を刊行され、あれから５年経ったのか
と思うと時の早さを実感させられます。その間も「小さな事でも川越から
世界に発信を」という石田教授の理念の下、臨床面で忙しい中で多くの業績を出し続けているこ
とは本当に素晴らしいと思います。私は上部消化管中心の准教授として群馬大学から当時の講師
宮崎先生の代わりに赴任させて頂きました。その立場上、教育、研究、臨床と３つの大きな仕事
の柱がありましたが、その中でも学生教育に携われたことが今となっては貴重でとても懐かしく
思えます。短い間でしたが実習で指導した学生、チューター制度で担当となった学生、また入学
試験で真剣に受験に取り組む学生（おそらくその中で埼玉医科大学に入学したのは数名でしょう
が・・）、それぞれの表情がまだ目に浮かびます。今はどうしているのか知るすべはないですが、
時々思いを馳せることがあります。現在は国立病院機構宇都宮病院に勤務しており、旧療養所の
ためか若手が少なく少し寂しいですが、年に数回獨協医科大学から学生が地域医療の臨床実習と
して来ることがあります。当院を実習先として選択する学生は基本的に外科系を希望していない
人が多いのですが、なんとか外科の魅力を伝えようと頑張っております。
　３年半の在籍中は非常に忙しく、辛いこともありましたが、今となると何故か忙しい中、２班
に分かれて２泊３日で強行した沖縄への教室旅行、ゴルフなど楽しいことばかりが記憶に蘇って
きます。特に心身ともやや疲れていた中で見た沖縄の夕陽の素晴らしさは忘れられません。また、
石田教授から受けた指導は今でも私の仕事に生かされておりますし、石橋先生、辻先生をはじめ
とした教室の先生方、他の教室の先生、地域の先生方との出会いも私の財産になっております。
人事異動が多い科だったので今も残られている先生、他の施設に出られた先生もおられますが、
また何かの機会にお会いできればうれしく思います。
　残念に思うのは３年半も川越に居ながら、群馬県太田市から約50kmの距離を通っていたため

（半分は部屋に泊まっていましたが・・・）、小江戸と呼ばれる川越の観光ができずに終わってし
まったことです（夜の街は観光しました）。群馬や栃木からですと川越はアクセスが悪くその後
も訪れることがなかなかできません。小江戸マラソンも参加しようと思ったのですが、人気が高
くいつも機会を逸しています。何とか来年は参加しようと思っておりますの、その時はよろしく
お願いいたします。
　未筆ながら、埼玉医科大学総合医療センター消化管・一般外科の一層のご発展と皆様方のご活
躍を祈念致しまして、お祝いの言葉とさせていただきます。
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十年偉大なり、二十年畏るべし、三十年歴史なる

横浜市立みなと赤十字病院　外科部長（元講師）　馬場裕之

　このたび、埼玉医大総合医療センター消化管・一般外科開設10周年を
迎えられましたこと心よりお祝い申し上げます。石田秀行教授をはじめ関
係スタッフ全員の不断の努力の賜物であるとお喜び申し上げます。私自身
はほんの一時期ご一緒させて頂いただけでしたが、石田教授の絶大なるリ
ーダーシップのもと、川越から世界に情報発信することを目指して日々忙
しく活動していたことが懐かしく思い出されます。
　一口に10年と申しますが、昨今の技術革新にともなう新しい医療器材
の出現、それにともなう外科診療の変化、医療者および患者の多様化、急速なIT環境の医療への
導入など外科診療を取り巻く環境が劇的に変化した10年間であったと思います。そしてその変
化は大きなうねりとなってまだまだ続きそうな気配です。そうした変化のなか、消化管・一般外
科のスタッフ全員が魂を込めてひとつひとつに対処し業績を残してきたことに思いを馳せます
と、ただただ頭の下がる思いです。10周年記念誌を刊行するにあたり、この10年間の活動と信
用を踏まえ、新たな10年間に突入し更なる飛躍を期することは大変意義深いことであり、20年、
30年とますますのご発展とご活躍を祈念するところです。
　国民医療費の伸びが青天井であり、診療報酬改定および消費税率改定に伴い医療業界が厳しい
試練の時期を迎えようとしています。３K職場に代表される外科は新卒者の診療離れが進み、期
せずして外科医の高齢化が進行しています。また細分化が進みすぎた影響か、ごく限られた医療
施設でしか診療ができない医師が増えてきております。また専門医制度改革も待ったなしの状況
では、今後の将来像を描くことすら難しい時代かもしれません。私個人で何が出来るわけではご
ざいませんが、日々の診療を通じて新卒医師に対して外科診療の楽しさと難しさの両面を伝えて
いければと考えております。また貴科との御縁を大切にし、遠い横浜の地ではありますが交流を
続けていければと思っております。
　最後になりましたが、消化管・一般外科のさらなるご活躍とご発展をご期待申し上げますとと
もに、石田教授以下スタッフ各位のご健勝・ご多幸をご祈念申し上げます。
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消化管・一般外科10周年をお祝いして

社団法人東松山医師会病院 外科（元講師）横山　勝

　消化管・一般外科の皆様、ご関係者の皆様、消化管・一般外科教室発足
10周年、おめでとうございます。私が、同教室を退職し、早くも６年が
経とうとしています。思い出すのは、診療科再編に伴い、現在の石田教授
を中心に、消化管外科と一般外科を扱う診療科として独立。日々の診療や
緊急手術、当直業務を、少ない人数で無心でこなしていたことです。私自
身まだ若かったこともあり、怖いもの知らずで、坦々と仕事を行っていた
かと思いますが、今になって思うと、当時から責任者として教室を率いて
おられた石田教授の心労は、相当のものだったと思います。現教室総務の石畝先生をはじめ、大
学病院の消化器一般外科（II）の先生が教室に加わり、その後新たに加わった先生方も含め、現
在の診療体制となったわけですが、ここ最近の診療実績、研究活動には、心から敬服いたします。　
一般的な大学病院と違い、定時手術以外に、急患を診療しながら、研究活動を行うのは、在籍し
たことがあるだけに、その大変さは十分解るつもりです。私がとても残念に思うことは、本年６
月に催された教室主催の第21回日本家族性腫瘍学会学術集会が、身内の不幸のために参加でき
なかったことです。特に石田教授の会長講演は、拝聴できず、残念です。同じ医療圏で働くもの
として、消化管・一般外科教室の皆様を頼りにしておりますので、これからも何卒宜しくお願い
致します。
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消化管・一般外科10周年をお祝いして

国立病院機構東京病院　外科（元講師）中田　博

　石田教授率いる消化管・一般外科教室10周年 誠におめでとうございま
す。私は８年前に教室を退職し、現在独立行政法人 病院機構 　東京病院
で勤務しております。10年前、外科教室の臓器別再編で誕生した消化管・
一般外科教室は教室員も少なく、朝早くから夜遅くまで無我夢中で働いて
いた事を思い出します。
　私が石田教授（当時講師）と初めてお会いしたのは、卒後４年目の春で、
外科教室の統合によりすべての疾患を経験することができるようになった
時です。我々教室員は各臓器別チームをローテーションする形をとり、私は下部消化管班（緑チ
ーム）で勉強いたしました。石田教授には大腸内視鏡から下部消化管全般の手術を初歩から教え
ていただきました。臨床分野だけではなく、学術面において、特に動物実験、学会発表、論文作
成に至るまでご指導いただきました。切羽詰まった時にはご自宅や当直先まで押しかけましたが、
嫌な顔もせず、むしろ時間をかけてお世話していただいた事も今は良き思い出です。石田教授の
影響で大腸疾患に興味がわき、今では大腸癌を中心とした診療を行っております。
　昨年は教室の大腸癌手術200症例突破と記念すべき行事もあり、今後さらに大腸癌の増加が
予測されます。新しい化学療法の開発、低侵襲手術や放射線治療との集学的治療の進歩が見込ま
れ、やりがいのある分野と実感しています。
　最後になりますが、『川越から世界へ』のスローガンのもと、ますます臨床や研究に励み、教
室の発展と教室員みなさまのさらなるご活躍を祈念し、お祝いの言葉とさせていただきます。
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埼玉医科大学総合医療センター
消化管・一般外科学開講10周年によせて

群馬大学大学院　病態総合外科　（元講師）宮崎達也

　消化管・一般外科学開講10周年をむかえられましたこと、心からお慶
び申し上げます。石田先生が教授にご就任されて、大変なご努力をされて
今現在の目覚ましいご発展を得られたことを、この教室で育てていただい
た者の一人として大変嬉しく思っております。
　私は2006年から2009年までセンターで共にお仕事をさせていただき
ました。当初は教室の緒方杏一君と赴任させていただき、上部消化管の責
任者という重責を与えていただきましたが、石田教授のご配慮とセンター
の仲間のご協力のおかげで大変仕事のやりやすい環境で、のびのびと診療、研究、教育に携わら
せていただきました。石田教授の「ささやかでも世界に発信できるエビデンスを創り上げていく」
という信念を合言葉に、当時から吉田裕先生、石畝亨先生と共に感染管理のランダム化比較試験
を行っておりました。私の任期中には結果が出せませんでしたが、先輩の芳賀紀裕准教授がInt 
Surg誌に報告してくださったことに大変感謝しています。また、センターに多くご紹介となる
食道異物についての仕事を外間尚子君にしてもらい、気管食道科学会のシンポジウムで発表して
もらうとともに、原著論文として日本気管食道科学会会報で報告していただいたことも心に残っ
ています。緒方君、久保君をはじめとして多くの仲間が朝早くから協力して食道癌登録、胃癌登
録を入力してくれたこともまた昨日のように思い出されます。大腸肛門の分野については割愛さ
せていただきますが、数多くの御研究、御業績が石橋敬一郎准教授を中心に展開され、それは現
在も発展されているかと思います。
　年報で拝見しておりますが、石田教授のリーダーシップのもと、出身教室の先輩である持木彫
人教授、福地稔講師、そして赴任当初から大変お世話になっている石橋敬一郎准教授、学会でい
つもご教授いただいている熊谷洋一准教授、赴任当初から現在までいつもお世話になっている石
畝亨講師をはじめとした教室員の皆様のご努力で教室はますますご発展しており、恭敬の念に堪
えません。今後も埼玉医科大学総合医療センター　消化管・一般外科学講座の更なるご発展を祈
念しております。
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将来への布石

福島医科大学会津医療センター　大腸肛門外科　准教授（元講師）隈元謙介

　私は、平成21年10月から平成25年３月まで教室員としてお世話にな
りました。今回10周年の記念誌を発刊するにあたり、私自身も一時期で
はありましたが教室員として携われたことを大変光栄に存じております。
私は、福島県立医科大学器官制御外科に所属しておりますが、それまで基
礎的な研究生活が長かったこともあり、竹之下教授から石田教授のもとで
大腸癌の臨床について研鑽をつむように命じられて参りました。私は、学
年的にチームリーダーを務めさせていただきましたが、若い先生がみな臨
床的に優れた能力を有しており、私自身あらためて学ぶことが多かったです。石田先生の診療・
研究・教育理念が教室の先生方に行き届いていることを感じていました。私自身も、石田先生か
ら直接手術指導をしていただき、診療においても常に的確なアドバイスをいただくことができま
した。さらに言えば、今回の業績にも表れていますように、学会発表や論文作成のご指導までし
ていただきました。今回の記念誌は、そうした日々の積み重ねのエッセンスだと思います。例え
れば、DNAからRNA、そしてタンパクというセントラルドグマの過程と同じでDNAという膨大
な資料の中から必要なタンパクだけが発現している、すなわち膨大な臨床経験のなかから世界に
発信できるエッセンスに絞った結果であり、常にこうした業績の背景には数字では表せないほど
の努力があったものと思います。したがって、この記念誌には、これまで培ってきた技術や知識
のみならず、医療に真摯に取り組んでこられたな姿勢までも伝わってきます。本誌は、教室がさ
らに成長していくための布石に過ぎないと考えますが、これまでのご尽力に石田教授はじめ教室
の先生方に敬意を表したいと思います。また本年は日本家族性腫瘍学会を主催され、埼玉を舞台
に教室員一丸となって成功させたことはまだ記憶に新しいところです。学会をまとめ上げた組織
力は今後さらに飛躍していくための原動力となり、今後も日本はもちろんのこと世界をリードす
る外科の教室になっていくことを祈念しております。
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二十分の十年

東松山市立市民病院　外科（元講師）岡田典倫

　消化管・一般外科発足より10周年記念誌の寄稿を、と連絡を受けて最
初に思ったのは、もう10年にもなるのか、ということだった。十年一昔、
という言葉の通りの時間の経過を感じるとともに、その期間が外科医人生
の半分を占めることに改めて驚いた。
　平成７年に埼玉医科大学総合医療センターで外科研修医としての一歩を
踏み出す際、当時の第一外科吉竹教授、第二外科出月教授とお会いして、
双方を回ってから入局を決めたいというわがままを快く受け入れていただ
いた。１年目に第一外科、２年目に第二外科を回り、第二外科を回っているときに初めて石田先
生の下について、外科医の基本を教わった。
　結局、２年の研修が終わり、後期研修に入る時には両外科が合併することとなり、どちらに行
こうかという悩みは不要となった。
　その後、近隣の病院と総合医療センターとの間を行き来するうちに、村田宣夫先生のお口添え
もあり、東京大学医学部代謝生理化学教室の久保田俊一郎先生のもとで１年間基礎研究を学んだ。
このとき、石田先生からお預かりした大腸癌肝転移症例の胆汁サンプルの研究が、後日博士論文
となった。思えばこの頃からだんだん石田先生との関わりが多くなったように思う。
　当時の外科は臨床第一で、若手は症例報告が年１件程度しか学会参加がなかった。しかし、橋
本教授になった頃から、石田先生を中心にして、徐々に研究発表が増えていったように思う。自
分も主に石田先生から課題をいただいて少しずつ発表するようになった。
　学位取得後もまた近隣の病院への出向もあり、その間に臓器別診療科への変更（に伴うあれこ
れ）があったので、実は消化管・一般外科の発足時の状況はあまり知らない。
　総合医療センターに戻ってからは、本格的に大腸専門になり、第16研究室の整理・稼働、化
学療法の実施／研究、さらには単孔式手術の導入などをやらせていただき、埼玉よりい病院を経
て現職の東松山市立市民病院に落ち着いた。
　現在は石塚先生と二人体制で外科を維持しており、徐々に患者さんも増えてきた。総合医療セ
ンターには消化管・一般外科中心に重症、専門的、緊急症例の紹介、術後、外来管理、緩和症例
の逆紹介など、連携をとれるようになってきた。
　在職中の皆さんには何かとご迷惑もかけるとは思いますが、ますますの連携をお願いします。
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消化管・一般外科　十周年を迎えて

医療法人共和会塩田病院　副院長（非常勤講師）大澤智徳

　まずは、埼玉医科大学総合医療センター消化管・一般外科、設立十周年
を迎えるにあたり、心よりお祝いを申し上げます。
　当時、より専門性が求められた時代背景もあって、平成17年に旧外科（消
化器全般と小児および血管外科）が再編成され、消化管・一般外科が発足
しました。小生は故出月康夫教授の外科に入局し、研修医２年目には現石
田秀行教授のチーム（当時、東京医科歯科大学から赴任されたばかり）で
半年ほど師事しました。当然、大腸癌を主とした下部消化管チームであり、
現在の消化管・一般外科の診療項目の主軸の一つであります。消化管・一般外科が発足した平成
17年の総合医療センターには、周産期センターやドクターヘリ、教員棟やローソンなどはまだ
なく、現在と比べていささか殺風景でありました。教室運営や日常診療については、もともと一
緒に診療していた先輩や後輩達と概ね変わらずの毎日でしたが、様々な事情で教室を離れる者も
おり、少し寂しい気もしておりました。そんな折、毛呂の大学病院外科の再編成が行われ、当教
室に入職する医師の中に学生時代の知った顔がいくつもあって、とてもうれしく心強く思えまし
た。小生は平成24年から非常勤として診療のお手伝いをさせていただいておりますが、日常臨
床の診療実績や学会の主幹など教室業務を含め、ますます立派な教室に成長しているのだと感じ
ております。結びにあたり、埼玉医科大学総合医療センター消化管・一般外科、創立十周年の節
目の年を皆様方と一緒にお慶び申し上げられますことを光栄に存じます。今後もますますの発展
をお祈りします。
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埼玉医大総合医療センターの思い出

群馬大学病態総合外科　緒方杏一

　　教室10周年を迎えるにあたり、心よりお慶び申し上げます。　　　
　このたびこのような執筆の機会をいただきましたので私なりの思い出を
記してみたいと思います。私は群馬大学医学部を卒業し平成14年４月に
群馬大学病態総合外科（第一外科）に入局しました。平成17年秋、卒後
４年目の外科医として群馬の関連病院で働いていた際、当時の医会長であ
った持木先生からお電話をいただいたのを思い出します。「緒方は埼玉出
身だよな。川越にある埼玉医大総合医療センターに宮崎君と行ってくれな
いか？」というものでした。私は実家が埼玉県深谷市で熊谷高校出身であ
りますが、川越には生まれてから一度も行ったことがなく、正直川越がどこにありどんな街なの
かよく知りませんでした。群馬大学の大先輩である石田先生が食道を中心とする上部消化管外科
医を必要としているというお話を聞き、宮崎先生に白羽の矢が立ち、そのサポートとして一緒に
行ってくれとのことでした。平成18年４月１日から総合医療センターで働き始めました。上部
消化管グループで勉強させていただくこととなり、宮崎先生、吉田先生、石畝先生とのチームで
仕事を始めました。最初の印象はやはり急患、緊急手術の多さとそれに伴う忙しさで、今まで抱
いていた大学病院のイメージが一変しました。また、同門の関連病院と異なる場所に身を置くこ
とで、手術や術後管理、その他細かいことにも微妙な違いがあり、大変勉強になるとともにどう
してそうするのかとディスカッション、ご指導をいただいたものでした。外から入っていった我々
を快く受け入れてくださり、すぐに一員として認めていただける雰囲気があり、大変仕事がしや
すかった事を覚えています。石田先生の手術やカンファレンスその他でのパワフルかつエネルギ
ッシュな姿勢、ご指導には大変感銘を受けました。また、学会・研究会についても多くの発表を
ご指導いただきましたが、なかでも韓国の国際学会に石田先生、岡田先生とご一緒させていただ
き発表したこと、ソウルで美味しい参鶏湯や焼き肉を食べたことは貴重な経験でした。忙しい病
院ではありましたが勤務時間外活動も充実しており、川越という知らない土地でも全く寂しいこ
とはありませんでした。崎元先生や学年の近い石畝先生、乳腺外科の外間先生とはよくご一緒さ
せていただき、川越の美味しいお店を教えてもらったり、深夜までカラオケをしたことも数多く
ありました。
　現在、私は群馬大学医学部附属病院で持木先生の後任として胃外科に従事しております。私が
埼玉医大総合医療センターにいたのはたった１年間ではありましたが、群馬県内の良く知った関
連病院以外のところで勉強させていただいた経験が現在非常に役立っています。育ってきた土壌
の違う人同士が共通の認識と目的のために協力して仕事をする、そのイニシアチブをとってこら
れた石田先生のリーダーシップに敬服の念を抱くとともに、現在の仕事の様々な場面において参
考にさせていただいております。
　石田先生をはじめとして埼玉医大総合医療センターの同門の先生方にはこれからも様々な場面
でお顔を合わせる機会もあるかと存じます。今後とも何卒ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い申し
上げます。
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医師になってからこれまでの自分

田島外科医院　副院長　田島雄介

　2005年に埼玉医科大学総合医療センター消化管・一般外科が発足して
からちょうど10年経過しました。私は、2005年に医師国家試験を合格し、
埼玉医科大学総合医療センターで初期研修を行いました。2007年４月に
消化管・一般外科の一員となりました。私は、消化管・一般外科が発足し
て以降の第１号であり、その年は私１人だけでした。消化管・一般外科の
一員となってからは石田教授をはじめ、上司の先生方に手術や周術期管理
を御教授・御指導いただき、修練してきました。2009年に日本外科学会
の外科専門医の予備試験（筆記試験）を受験し、無事合格しました。その翌年に面接試験を合格
し、2006年に外科専門医を取得しました。私は、肛門疾患に興味があったため、2010年、
2013年に静岡県浜松市にある大腸肛門病専門病院である松田病院に出向させていただく機会を
頂き、肛門・大腸疾患を中心に勉強しました。肛門疾患では、肛門の３大疾患である痔核、痔瘻、
裂肛（肛門狭窄）をはじめ、膿皮症や毛巣洞手術など珍しい肛門疾患の手術なども修練でき、大
腸に関しては、大腸癌の手術（腹腔鏡など）を中心に修練でき、とても勉強になりました。
2012年には、だめもとで日本消化器外科学会の消化器外科専門医の試験を受験しました。夏ぐ
らいから勉強を始めましたが、日々の病棟業務や手術、その他学会発表などがありましたので、
日常業務が終わり次第、夜中まで勉強していたことを覚えています。試験当日、筆記試験と面接
試験があり、手応えはあまりなかったのですが、どうにか合格することができ、とても喜んだこ
とを覚えています。2014年には、リンチ症候群に関する論文で日本外科系連合学会の学会賞を
受賞することができ、これも石田教授をはじめ、上司の先生方の御指導や後輩たちの御協力がな
ければ受賞できなかったと思っております。2015年には、日本大腸肛門病学会の大腸肛門病専
門医試験を受験し、無事合格することができました。消化管・一般外科の一員になって以来、学
会発表を多くさせていただき、論文もこれまで英文２編、邦文17編と多く執筆させてもらいま
した。このように発表の場や執筆の場を作っていただいた石田教授には本当に感謝しております。
この消化管・一般外科の一員となり、石田教授に御指導していただけなければ、今の自分はいな
かったと思います。
　あとは学位を取得することに力を注ぎ、今後の外科医としてさらにレベルアップできるよう頑
張りたいと思います。
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国立がん研究センター中央病院での研修

国立がんセンター中央病院　近谷賢一

　国立がん研究センター中央病院へ外科レジデントとして出向して１年半
が経ちました。赴任してすぐは、新しいことの連続で不安も大きかったで
すが徐々に慣れてきたように思います。
　私の立場は正規外科レジデントというものです。３年の研修期間のうち
最初１年間は集中治療管理・緩和・病理・検査部門を、２年目から食道外
科・胃外科・大腸外科・肝胆膵外科・呼吸器外科・乳腺外科を全てローテ
ートします。長い歴史を持つレジデント制度で、私はその46期生になり
ます。現在は呼吸器外科をローテート中です。肺癌、縦隔腫瘍の手術は初期研修医の時に経験し
た以来で、教科書を開いて一から勉強しています。
　手術症例が非常に多く、日々の業務に追われ毎日があっという間に過ぎていきます。朝早く夜
遅いため、院内の宿舎も借りており平日は泊まることもしばしばです。貯金を切り崩しながら日々
やりくりしています。中央病院は目の前には築地市場、後ろには銀座という好立地ですが、活用
できていません。休日は朝と夕に回診があるため、都内からほとんど出ていません。
　がんセンター各科のスタッフの先生は同じ科内でも出身医局やスタイルが異なり、一つの科で
も様々な手術を勉強することができます。手術の際はスタッフごとに異なる、体位、皮膚切開、糸、
デバイス、縫合器、吻合方法などをそれぞれ会得しなければならず、毎回緊張感を持って臨んで
います。
　これまで食道外科と胃外科をローテートしました。食道外科では、週に２～３件の開胸開腹・
鏡視下それぞれの手術症例があり数多くの症例を経験できました。頸部・腹部操作を主にレジデ
ントが担当しますが、幸運にも胸部操作をさせていただくこともできました。胃外科では、定型
化された切除・吻合手技と徹底的なリンパ節郭清を学びました。これまでの自分の郭清への考え
方を改められました。また、幽門保存胃切除や空腸間置再建の噴門側胃切除など、これまで経験
しなかった手術を経験することができました。　
　研修期間のうち、半分が過ぎました。来年は研修の主たる目的である大腸外科のローテートが
控えています。総合医療センター消化管•一般外科の一員として、気を引き締めて日々精進した
いと思います。
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総務としての挨拶

講師　石畝　亨

　私は埼玉医科大学を卒業後、毛呂山の埼玉医科大学病院　平山廉三教授
の第２外科に入局し、春日部市立病院（３ヶ月）、武蔵野赤十字病院（２
年３ヶ月）、埼玉医大病院消化器・一般外科（Ⅱ）で修練を積みました。
2005年５月より、石田先生が責任者を務める埼玉医科大学総合医療セン
ター　消化管・一般外科に御世話になり、はや10年が経過しました。最
初の２～３年は迷惑をかけてはいけないと必死に食らいついていった記憶
があります。それ以降、少し余裕もできて、横山総務（いわゆる医局長）
時代から副総務（副医局長）として外勤や当直の調整を行って参りました。2015年６月１日か
らは権田（現権田クリニック院長）、﨑元（現助教）、横山（現東松山医師会病院）、大澤（現塩
田病院　副院長）、石橋（准教授）各先生のあとの総務を引き継ぐこととなりました。消化管・
一般外科の当初のメンバーのなかでは崎元先生とともに、10年在籍しておりましたので（2014
年４月より半年間、富士吉田市立病院へ息抜き？に行きましたが）、これまでの歴史は十分に分
かっており、総務としての日常業務にも非常に役立っております。さて、色々なことがありまし
たが、大きな問題もなく、無事10年を迎えることができました。私としては、この10年は消化管・
一般外科を診療・教育・研究のすべてにおいて、総合医療センターの中で中心的役割を担えるよ
う、教室の先生方とともに頑張って参りました。この点に関しまして、まだまだ足りない点はあ
るかと思いますが、ある程度は達成できたのではないか？と感じております。次の目標として、
今後は、各科との連携のさらなる充実、同時に周囲の医師会の先生方、関連病院（派遣病院）の
先生方との連携の充実をはかっていきたいと考えております。今後も、常に当教室の成長を最大
の目標にし、日々精進したいと思いますので、教室の先生方、周囲の医師会の先生方、関連病院
の先生方には今後ともご指導・御協力頂きたく、どうかよろしくお願い申し上げます。
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消化管・一般外科　女医を代表して
「診療科の一員となって２年半経過しました」

助教　牟田　優

　私は2009年、岡山にある川崎医科大学を卒業し、母校の消化器外科に
入局して２年目で長男を授かり、子育てをしながら外科を続けていく目的
で2013年から埼玉医科大学総合医療センター　消化管・一般外科の教室
でお世話になっています。
　仕事と家庭との両立は思っていた程、容易ではなく、生きていくことで
精一杯な日々を過ごしておりますが、こちらにお世話になって早くも２年
半が経過しました。
　最初は右も左もわからず、まずは施設のシステムに慣れることで精一杯でしたが、どの先生に
いつお伺いしても、皆さん優しく対応してくださり、当科の温かさを感じました。また、臨床に
おいてもまだまだ不勉強で今以上に知識のない状態でしたが、こちらはチーム制ということもあ
り、チームの先生方の考えや知識に触れることが出き、自分の今までの考えを改めることも出来
ました。
　移ってきた当初は色々不安だらけでしたが、女性の先生が多いことも大変心強かったです。日々
直面する様々な出来事や、色々な葛藤がある中でも、今でも外科医として働いていられるのは、
消化管・一般外科の皆様の御協力があってこそだと感じており、本当に感謝しております。最近、
医学生や、研修医の先生の中でも、外科に興味を持ってくれている女性の割合が増えているよう
に感じます（最近　医学生の中で女性の割合が増えているだけなのかもしれませんが。。。。。）。彼
女たちの見本になれるよう、これからも子育てをしながら精一杯、一層の修業を重ねていく所存
です。教授をはじめとして、消化管・一般外科の先生方には本当に感謝しております。これから
も沢山御迷惑を掛けてしまうとは存じますが、どうぞよろしくお願い致します。
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記念誌に寄せて

消化管・一般外科　秘書　小山覚巳

　私が消化管・一般外科で秘書のお仕事をさせて頂くようになって、８年
が経過しました。当初は、内視鏡のデータ入力をお手伝いするという事で
したが、初出勤直前に事件？が起こり…。急遽秘書として働いてほしいと
言われ、その日から消化管・一般外科の秘書として勤務することになりま
した。引継ぎなどが全くなく、仕事の進め方、時間の使い方など、今まで
と違う環境に戸惑っていたことを覚えております。仕事に慣れるまで、教
室の先生方に大変ご迷惑をおかけしたことと思いますが、あたたかく見守
ってくださったお心遣いにとても感謝しております。
　秘書としての仕事の他に、データマネージャー（DM）としての仕事、大腸癌研究会家族性大
腸癌委員会のお手伝いなどをしております。
　まずは、DMになったきっかけですが、石田教授から要請があったからです。養成講座を受講し、
資格を取得いたしました。DMの仕事を始めた頃は解らないことが多々ありましたが、質問しや
すい先生方が周りに大勢いたのでとても助かりました。データチェックなど、こつこつ積み重ね
が必要な業務も多く、根気が必要な仕事だと感じております。その他にも臨床試験の事務局とし
ての業務も担当し、より一層の質向上に努めております。DMの仕事と秘書としての仕事との両
立が難しいのですが、今後はクリニカルリサーチコーディネーター（CRC）としての資格も取
得し、さらに上のステップを目指して頑張りたいです。
　大腸癌研究会家族性大腸癌委員会の新委員長に石田教授が就任されたと同時に、こちらのお手
伝いもすることになりました。年に２回、家族性大腸癌委員会が開催されており、全国へ出張が
出来る事が秘かな楽しみです。また、2012年には大腸癌研究会から「遺伝性大腸癌診療ガイド
ライン」を発行するにあたり、文献の整理のお手伝いをさせて頂きました。Abstractを印刷し、
必要なものは論文を取り寄せ、リストを作成するなど、気の遠くなるような思いでしたが、ガイ
ドラインとして発行された時は嬉しく思いました。
　2012年にはBolognaで開催されたISCRUSに教室の先生方に同行する機会を頂きました。私
は観光がメインでしたが、国際学会の雰囲気も味わうことができ、貴重な体験をさせて頂けたこ
とをとても感謝しております。
　現在は、日本癌治療学会認定がん医療ネットワークナビゲーターの資格を取るべく勉強をして
おります。eラーニングや、コミュニケーションセミナーの受講をし、残すは実地研修のみとな
りました。平成28年の春に第１期生として認定されるように邁進してまいりますので、今後と
もご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。
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クリニカルカンファレンス

年月日	 診療チーム　　　内容
2005/04/27	 黄	 Winslow孔ヘルニア
2005/05/18	 緑	 大腸癌卵巣転移
2005/06/08	 紫	 右側、左側閉塞性大腸癌
2005/06/22	 緑	 治療に難渋するFAP
2005/10/05	 黄	 上部消化管穿孔
2005/10/12	 緑	 大腸癌膀胱浸潤
2005/10/19	 紫	 上腸間膜動静脈閉塞症
2005/12/07	 緑	 FOLFOX
2005/12/14	 紫	 直腸カルチノイド
2006/02/01	 緑	 鼡径ヘルニア
2006/02/08	 紫	 直腸脱
2006/02/22	 黄	 食道異物
2006/03/01	 緑	 直腸カルチノイド肝転移
2006/03/08	 紫	 大腿ヘルニア
2006/04/26	 緑	 FOLFOX
2006/05/17	 黄	 食道癌の治療方針
2006/05/24	 紫	 胃腺扁平上皮癌
2006/05/31	 緑	 大腸癌取り扱い規約
2006/06/21	 黄	 内ヘルニアを契機に発症した腸閉塞
2006/06/28	 紫	 乳房外Paget病
2006/11/01	 黄	 噴門部癌
2006/11/08	 緑	 FOLFOX後の手術症例
2006/11/15	 紫	 直腸瘤
2006/12/06	 黄	 上部消化管における予防的抗菌薬投与
2006/12/13	 緑	 再発鼡径ヘルニア
2007/01/24	 紫	 腸間膜静脈門脈血栓症
2007/02/07	 黄	 左胃動静脈瘤
2007/02/14	 緑	 妊娠中の虫垂切除術
2007/02/21	 紫	 虫垂悪性リンパ腫（MACT type）
2007/02/28	 紫	 Crohn病の手術
2007/03/07	 黄	 食道異物
2007/03/14	 緑	 CVカテーテル/ポート挿入　合併症
2007/04/25	 紫	 放射線性腸炎
2007/05/02	 緑	 小腸潰瘍
2007/05/09	 黄	 食道癌取り扱い規約第10版
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2007/06/06	 緑	 潰瘍性大腸炎
2007/06/20	 黄	 鼡径ヘルニア
2007/10/10	 緑	 潰瘍性大腸炎手術症例
2007/11/07	 紫	 上腸間膜動脈血栓塞栓症
2007/11/21	 黄	 オピオイド等の使い方
2007/12/05	 青	 腸間膜嚢腫と腸軸捻転症
2007/12/12	 緑	 平滑筋肉腫
2008/01/30	 黄	 貧血
2008/02/13	 紫	 胃軸捻転症
2008/03/19	 緑	 Pseudo-Meigs症候群手術症例
2008/04/02	 黄	 消化器癌の脳転移に対する全脳照射について
2008/04/09	 青	 胃・十二指腸潰瘍穿孔
2008/04/23	 紫	 肛門管癌
2008/04/30	 緑	 家族性大腸腺腫症
2008/05/21	 黄	 胃内分泌細胞癌
2008/06/11	 紫	 非閉塞性腸管虚血症
2008/10/08	 黄	 S状結腸癌甲状腺転移
2008/11/12	 紫	 部検により診断されたアメーバ赤痢による虫垂炎
2008/12/10	 緑	 転移性肝癌との鑑別に苦慮した症例
2009/01/26	 黄	 PET/CTで治療方針が変更となった食道癌
2009/02/18	 紫	 腹膜垂炎
2009/03/18	 緑	 直腸癌
2009/04/22	 黄	 胃カルチノイド
2009/05/27	 紫	 直腸穿孔を合併したSLE 
2009/06/24	 緑	 ジオン（ALTA療法）
2009/07/01	 黄	 当科における食道癌手術合併症の現状
2009/10/07	 黄	 胃腸管型若年性ポリポーシス
2009/10/28	 緑	 ISR
2009/11/04	 紫	 Meckel憩室
2010/02/10	 黄	 胃軸捻転症
2010/03/31	 緑	 肛門管癌の症例検討
2010/05/12	 紫	 横小切開結腸癌手術
2011/01/28	 黄	 胃癌取扱い規約改定のpointと治療ガイドライン
2011/02/02	 紫	 �人工肛門閉鎖法に関する	

randomized controlled trial（RCT）
2011/03/09	 緑	 StageⅣ大腸癌の治療成績
2011/05/25	 黄	 胃AVM 
2011/06/01	 紫	 直腸癌手術におけるclosed suction drain
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2011/06/29	 緑	 NOMI （non occlusive mesenteric ischemia）
2011/10/18	 黄	 食餌性イレウス
2011/10/26	 緑	 Stage I 大腸癌における再発症例の検討
2012/01/25	 青	 �腹部大動脈瘤置換術	

heterotopic mesenteric ossification（HMO）
2012/02/22	 黄	 胃悪性リンパ腫
2012/05/09	 緑	 大腸癌胃・小腸転移
2012/05/30	 紫	 当科における虫垂粘液瘻の検討
2012/06/06	 青	 PDE蛍光法による胃管血流の評価
2012/07/04	 黄	 Mesh感染
2012/11/14	 青	 S状結腸穿通を来した鼡径ヘルニア再発
2013/01/30	 黄	 輸入脚症候群
2013/06/05	 紫	 FAPの十二指腸ポリポーシスに対する膵温存十二指腸切除術
2013/07/03	 黄	 食道胃接合部癌の治療戦略
2013/07/10	 緑	 閉塞性大腸癌
2013/07/10	 青	 門脈ガス血症と非閉塞性腸間膜虚血症
2014/02/17	 紫	 腸間膜リンパ管嚢腫
2014/03/06	 黄	 胃癌穿孔の症例検討
2014/04/16	 青	 食道癌化学療法（シスプラチン）により腎障害
2014/04/30	 紫	 子宮頸癌小腸転移
2014/05/14	 黄	 胃・十二指腸潰瘍穿孔の検討
2014/12/17	 黄	 ベーチェット病と食道潰瘍
2015/03/18	 緑	 SMAO（superior mesenteric artery occulusion）
2015/03/25	 青	 上腸間膜動脈症候群
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抄読会

2005/04/27	 権田	 Extended local resection for advanced gastric cancer. 
Ann Surgery 236: 159-165, 2002

2005/05/18	 横山	 テーマ：直腸癌の手術で放射線治療は生存率を高めるか？
2005/06/15	 長嶺	 Multiple hemangiomas of the appendix and liver. J Am 

Coll Surg 197: 860-861, 2003	
2005/06/22	 﨑元	 テーマ：Interval appendectomy
2005/06/29	 橋本	 テーマ：胃癌に対する拡大リンパ節郭清
2005/07/19	 中田	 Effect of no touch isolation on survival and recurrence in 

curative resections for colorectal cancer.  Ann Surg 
Oncol 5: 390-393, 1998

2005/07/27	 傍島	 Meta-analysis: low-dose dopamine increases urine output 
but does not prevent renal dysfunction or death. Ann 
Intern Med 142: 510-524, 2005 

	 大澤	 テーマ：TMEはLAR後の再発リスクを下げる？
2005/08/03	 菊地	 Small bowel obstruction after appendicectomy. Br J Surg 

88: 1387-1391, 2001
2005/08/10	 石畝	 Randomized clinical trial of patient-controlled versus fixed 

regimen feeding after elective abdominal surgery. Br J 
Surg 88: 1578-1582, 2001

2005/08/24	 北岡	 テーマ：出血性潰瘍
2005/08/31	 権田	 Prospective analysis of quality of life and survival 

following mesorectal excision for rectal cancer. Br J surg 
88: 1617-1622,2001

2005/09/07	 北郷	 Ranitidine as adjuvant treatment in colorectal cancer. Br 
J Surg 891416-1422, 2002

2005/09/14	 中田	 The results of surgical treatment of cancer of the rectum 
by radical resection and extended abdomino-iliac 
lymphadenectomy. 

2005/09/28	 﨑元	 テーマ：翌日の経口摂取は？
2005/10/12	 橋本	 テーマ：Conservative surgical treatment
2005/12/07	 傍島	 テーマ：胆石と大腸癌の関係は？
2006/01/25	 石畝	 Timing of prophylactic antibiotics in abdominal surgery: 

trial of a pre-operative versus an intra-operative first 
dose. Br J Surg 76: 52-56, 1989

2006/02/01	 長嶺	 テーマ：胃癌の肝転移切除は生存率を向上させるか？
2006/02/15	 権田	 Interval hepatic resection of colorectal metastases 
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improves patient selection. Arch Surg 135: 473-480, 
2000

2006/02/08	 北岡	 Nasogastric intubation causes gastroesophageal reflux in 
patients undergoing elective laparotomy. Surgery 130：
788-791, 2001

2006/03/01	 権田	 Interval hepatic resection of colorectal metastases 
improves patient selection. Cur Surg 57: 504, 2000

2006/03/08	 横山	 テーマ：転移性肝腫瘍の切除は生存期間を延長させるか？
2006/03/18	 中田	 Pre-or Postoperative Radiotherapy in Rectal and 

Rectosigmoid Carcinoma.
2006/04/18	 宮崎	 Extended Local Resection for Advanced Gastric Cancer.

Ann Surg 236: 159-165,2002
2006/04/12	 石塚	 Endoscopic perforation of the colon lesson from a 10 

years study .Am J Gastroenterolgy 95: 3418-3420, 2000
2006/04/26	 北岡	 Stomach-partitioning gastrojejunostomy for unresectable 

gastric carcinoma. Arch Surg 132: 184-187, 1997
2006/05/17	 石畝	 Evaluation of POSSUM scoring system in patients with 

gastric cancer undergoing D2 - gastrectomy. BMC Surg 
15: 5-8, 2005

2006/05/24	 長嶺	 テーマ：開腹術で胃癌の経口摂取は・・・	
	 天野	 Colon and rectal anastomoses do not require routine 

drainage: A systematic review and meta-analysis. Ann 
Surg 229: 174-180: 1999 

2006/06/07	 宮崎	 Hospital volume and hospital mortality for esophagectomy. 
Cancer　91: 1574-1578, 2001

2006/06/21	 緒方	 Perioperative granulocyte colony-stimulating factor does 
not prevent severe infections in patients undergoing 
esophagectomy for esophageal cancer: A randomized 
placebo-controlled clinical trial. Ann Surg 240: 68-75, 
2004

2006/06/28	 横山	 Survival benefit of high ligation of the inferior mesenteric 
artery syuusei in sigmoid colon or rectal cancer surgery. 
Br J Surg　93: 609-615, 2006

2006/07/12	 石橋	 テーマ：ラパコロン　vs　OPE
2006/07/19	 中田	 Effective of No Touch Isolation on Survival and 

Recurrence in CurativeforColorectal Cancer.Ann Surg 5: 
390-398, 1998

2006/07/26	 﨑元	 テーマ：重症患者のアルブミン投与
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2006/08/09	 岡田	 Vegf, Vegf-B, Vegf-C and their receptors KDR, FLT-1 and 
FLT-4 during the neoplastic progression of human colonic 
mucosa. Int J Cancer 15: 174-181, 2000

2006/08/16	 宮崎	 テーマ：ロボット食道手術
2006/08/23	 傍島	 テーマ：大腸穿孔の予後因子
2006/09/06	 長嶺	 テーマ：便潜血
2006/09/13	 石畝	 D2 or not D2? The gastrectomy question. Gastric cancer 

5: 29-34,2002
2006/10/04	 緒方	 Randomized clinical trial of splenectomy versus splenic 

preservation in patients with proximal gastric cancer. Br 
J Surgery 93: 559-563, 2006

2006/10/11	 坂口	 Nonoperative management of perforated appendicitis 
without periappendiceal mass. Am J Surg 179: 177-181, 
2000

2006/10/25	 外間	 Randomized, controlled trial of lateral node dissection vs. 
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51．	 田島雄介，隈元謙介，石橋敬一郎，近　範泰，大澤智徳，横山　勝，芳賀紀裕，樫山　浩，
石田秀行.
腹腔動脈周囲リンパ節転移を伴った結腸癌異時性副腎転移の１例.



― 88 ―

日本外科系連合学会誌 35：787-792，2010　
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71．	 田島雄介，石橋敬一郎，松澤岳晃，石畝　亨，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，熊谷洋一，
馬場裕之，芳賀紀裕，石田秀行．
大腸癌肝転移・腹膜播種に対して集学的治療を行い長期生存中の１例．
癌と化学療法 39：2240-2242，2012

72．	 久保田将，馬場裕之，隈元謙介，幡野　哲，天野邦彦，大澤智徳，岡田典倫，熊谷洋一，
石橋敬一郎，芳賀紀裕，辻　美隆，石井芳正，石田秀行．
転移性肝腫瘍と鑑別が困難であった肝原発類上皮血管内皮腫の１例．
癌と化学療法 39：2012-2014，2012

73．	 近谷賢一，馬場裕之，傍島　潤，石畝　亨，隈元謙介，熊谷洋一，石橋敬一郎，芳賀紀裕，
辻　美隆，岩間毅夫，石田秀行．
後腹膜脂肪肉腫の臨床病理学的特徴と治療成績．
癌と化学療法 39：2426-2428，2012

74．	 新谷大輔，田島雄介，馬場裕之，松澤岳晃，隈元謙介，熊谷洋一，小澤文明，芳賀紀裕，
石田秀行．
門脈腫瘍栓を合併した大腸癌の１例と本邦報告９例の検討．
癌と化学療法 39：2243-2245，2012
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75．	 伊藤徹哉，芳賀紀裕，石畝　亨，桑原公亀，隈元謙介，熊谷洋一，石橋敬一郎，石田秀行，
阿部佳子，田丸淳一，糸山進次．
術前化学療法を施行した胃内分泌細胞癌の１例．
埼玉県医学会雑誌 47：331-337，2013

76．	 木暮憲道，芳賀紀裕，桑原公亀，石畝　亨，傍島　潤，隈元謙介，熊谷洋一，馬場裕之，
石橋敬一郎，石田秀行
胃全摘・Roux-en-Y再建術後２年にY脚器械吻合部の完全閉塞を認めた１例．
日本外科系連合学会誌 38：1191-1195，2013

77．	 Honjo H, Kumagai Y, Ishiguro T, Imaizumi H, Ono T, Suzuki O, Ito T,Haga N, 
Kuwabara K, Sobajima J, Kumamoto K, Ishibashi K, Baba H, Sato O, Ishida H, 
Kuwano H. 
Heterotopic mesenteric ossification after a ruptured abdominal aortic 
aneurism: case report with a review of literatures. 
Int Surg 99:479-484, 2014

78．	 Baba H, Wakabayashi M, Oba A, Baba H, Mitsuoka A, Nakamura H, Sanada T, 
Kuwabara H, Nakajima K, Goseki N, Ishida H .
Unusual bleeding from hepaticojejunostomy controlled by adult variable 
stiffness colonoscopy: report of a case and literature review.
Int Surg 99:584-589, 2014　

79．	 柴田和恵，松澤岳晃，田島雄介，幡野　哲，隈元謙介，熊谷洋一，馬場裕之，石橋敬一郎，
芳賀紀裕，石田秀行．
S状結腸癌術後13年目に吻合部近傍再発を来たし治癒切除を施行し得た１例．
埼玉県医学会雑誌 48：416-419，2014

80．	 中井麻木，石田文孝，大西　清，大澤智徳，横山　勝，隈元謙介，石橋敬一郎，石田秀行．
StageⅣ結腸癌合併家族性大腸腺腫症に認めた甲状腺多発乳頭癌の１例．
日外科系連会誌 39：175-180，2014

81．	 近　範泰，隈元謙介，傍島　潤，石橋敬一郎，芳賀紀裕，松本春信，佐藤　紀，柿本應貴，
岡村孝，石田秀行．
健診を契機に発見された無症候性後腹膜原発褐色細胞腫の１切除例．
日外科系連会誌 39：775-781，2014

82．	 村田知洋，福地　稔，幡野　哲，天野邦彦，松澤岳晃，馬場裕之，熊谷洋一，石橋敬一郎，
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持木彫人，石田秀行．
CA19-9高値を呈した骨盤内mesothelial cystの1例．
日本外科系連合誌 39：1202-1207，2014

83．	 牟田　優，田島雄介，幡野　哲，松澤岳晃，馬場裕之，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
大腸癌の癌部穿孔を契機に診断された家族性大腸腺腫症の１例．
埼玉県医学会雑誌 49：419-421，2015

84．	 大澤智徳，田島雄介，近　範泰，山本　梓，石橋敬一郎，石田秀行．
痔出血による重症貧血を呈した中学生男児に対するALTA療法の１治療例．
臨床肛門病学 7：12-15，2015

その他

1．	 石田秀行.
微小肝転移の思い出.
W’Wave，14：50，2008

2．	 岩間毅夫.
家族性腫瘍.　新「名医」の最新治療2011.
週刊朝日増刊号，朝日新聞社（10月）166，2010

3．	 石田秀行.
大腸癌手術におけるドレーンのエビデンス.
平成22年度消化器外科学会　教育セミナーテキスト

4．	 石田秀行.
ポリポーシス総論.
第13回家族性腫瘍カウンセラー　養成セミナーテキスト

5．	 岩間毅夫.
編集後記.
家族性腫瘍 10：82，2010

6．	 石田秀行．
トピックス　リンチ症候群の診断．
日本外科系連合学会会誌 37：149-150,2012
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7．	 石田秀行．
編集後記
日本消化器外科学会雑誌 45：2012

8．	 石橋敬一郎．
編集後記
日本外科系連合学会誌37：1073,2012

9．	 石橋敬一郎．
消化器癌治療の広場　GI cancer-net　論文紹介　監訳・コメント　2012年12月

10．	 桑原公亀，石橋敬一郎，隈元謙介，岡田典倫，熊谷洋一，芳賀紀裕，石田秀行．
Septic shockに陥った大腸穿孔の予後因子の検討．
Thrombosis Medicine 2：98,2012 

11．	 石田秀行．
下部消化管穿孔手術症例に対するHinchey stage分類応用の可能性．
東レ・メディカル株式会社，2013

12．	 石田秀行，小豆畑丈夫，桑原公亀，多賀　誠．
消化器関連敗血症患者の救命をめざして－全身管理と補助療法－．（座談会）
Thrombosis Medicine 3：90-95，2013

13．	 石田秀行．
少年の日の思い出－ヘルマン・ヘッセと私－
Medical Tribune 47,2014

14．	 福地　稔.
化学療法の進化で可能となったコンバージョン手術．切除不能進行胃がんに対する新し
い手術法２　ステージⅣでも根治を目指す．
がんサポート 140：118-121，2014　

15．	 石田秀行．
遺伝性大腸癌の表現型とチョウの斑紋変異．
W’Waves日本癌病態治療研究会誌 20：17-20，2014

16．	 熊谷洋一．
食道扁平上皮癌の拡大，超拡大内視鏡観察と分子生物学との関連．
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埼玉医科大学雑誌 41：93，2014

17．	 福地　稔．
化学療法の進化で可能となったコンバージョン手術．
がんサポート137：26-29，2014
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学会・研究会発表（2005.４-2015.３）

1．	 三橋敏武，白川一男，石田秀行，平家勇司，小高明雄，若杉　尋，橋本大定.
大腸癌原発巣，肝転移巣における脈管形成，血管新生関連遺伝子の解析と臨床病理学的
検討. 
第105回日本外科学会定期学術集会, 名古屋，2005.5.11-13（示説）

2．	 牧田陽一郎，白川一男，石田秀行，平家勇司，若杉　尋，橋本大定.
大腸癌原発巣におけるリンパ管新生関連遺伝子の発現レベル解析. 
第105回日本外科学会定期学術集会, 名古屋，2005.5.11-13（示説）

3．	 中田　博，石田秀行，傍島　潤，大澤智徳，横山　勝，橋本大定.
解剖学的膜構造を重視した進行結腸癌に対する小切開根治術（sliding window法）. 
第105回日本外科学会定期学術集会, 名古屋，2005.5.11-13（ビデオ）

4．	 Ishida H, Yokoyama M, Hayashi Y, Ohsawa T, Nakada H, Hashimoto D.
Is there a learning curve in performing curative resection of colon cancer via 
minilaparotomy? 
13th international Congress of the European Association for Endoscopic 
Surgery (EAES). Venice, Italy,2005.6.1-4 (Poster)

5．	 Hayashi Y, Ishida H, Yokoyama M,  Ohsawa T, Nakada H, Hashimoto D.
The impact of body mass index on performing curative colectomy via 
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minilaparotomy approach. 
13th international Congress of the European Association for Endoscopic 
Surgery (EAES). Venice, Italy, 2005.6.1-4 (Poster)

6．	 鈴木興秀，中田　博，大澤智徳，横山　勝，石田秀行，橋本大定.
術前CTで診断し得た小腸脂肪腫による成人腸重積の１例. 
第796回外科集談会，東京，2005.6.12（口演）

7．	 権田　剛，石田秀行，大澤智徳，横山　勝，中田　博，橋本大定.
手術リスク評価法E-PASSによる高齢者（75歳以上）結腸癌小切開手術の評価. 
第30回日本外科系連合学会学術集会，東京，2005.6.24-25（口演）

8．	 小高明雄，橋本大定，石田文孝，川嶋　寛，猪熊滋久，石田秀行，星野高伸，谷水長丸，
高橋茂樹，里見　昭.
臍部切開sliding window法よって大きな皮膚切開を回避し得た小児２例の手術経験. 
第42回日本小児外科学会総会，千葉，2005.7.1-3（示説）

9．	 大澤智徳，中田　博，横山　勝，石田秀行，橋本大定.
当科における直腸癌に対する局所切除18例の検討. 
第63回大腸癌研究会，東京，2005.7.8（示説）

10．	 権田　剛，石田秀行，大澤智徳，横山　勝，中田　博，橋本大定.
手術リスク評価法E-PASSによる結腸癌手術の評価. 
第60回日本消化器外科学会定期学術集会，東京，2005.7.20-22（口演）

11．	 傍島　潤，中田　博，大澤智徳，横山　勝，石田秀行.
大腸癌におけるThymidine phosphorylase （TP）, Dihydropyrimidine dehydrogenase 
（DPD）の発現.ELISA法による蛋白発現vs. LCM法によるｍRNA発現. 
第60回日本大腸肛門病学会総会，東京，2005.10.28-29（口演）

12．	 中田　博，大澤智徳，横山　勝，石田秀行.
大腸癌肺転移症例における原発巣のBuddingの検討. 
第60回日本大腸肛門病学会総会，東京，2005.10.28-29（口演）

13．	 長嶺寿秋，北岡　斎，中田　博，横山　勝，橋本大樹，権田　剛，石田秀行.
虫垂に血管腫が存在した直腸びまん性海綿状血管腫の１例. 
第60回日本大腸肛門病学会総会，東京，2005.10.28-29（口演）



― 97 ―

14．	 桑原公亀，中田　博，大澤智徳，横山　勝，石田秀行.
下大静脈血栓症と肝膿瘍を伴ったクローン病の１例. 
第60回日本大腸肛門病学会総会，東京，2005.10.28-29（口演）

15．	 大澤智徳，中田　博，横山　勝，傍島　潤，石田秀行，橋本大定.
横行結腸癌に対する小切開横行結腸切除術の経験. 
第60回日本大腸肛門病学会総会，東京，2005.10.28-29（口演）

16．	 大澤智徳，横山　勝，中田　博，傍島　潤，桑原公亀，石田秀行．
BMIが小開腹による結腸癌根治術に及ぼす影響. 
第60回日本大腸肛門病学会総会，東京，2005.10.28-29（口演）

17．	 権田　剛，大澤智徳，中田　博，横山　勝，石田秀行，橋本大定.
結腸癌に対する小切開根治にstep learning curveは存在するか？ 
第60回日本大腸肛門病学会総会，東京，2005.10.28-29（口演）

18．	 横山　勝，石田秀行，大澤智徳，中田　博，権田　剛.
患者の意思を尊重した進行・再発大腸癌における5-FU系抗癌剤の薬剤選択. 
第60回日本大腸肛門病学会総会，東京，2005.10.28-29（口演）

19．	 中田　博，大澤智徳，横山　勝，石田秀行.
大腸穿孔に対するPMX療法と持続血液濾過（CHDF）併用についての検討. 
第60回日本大腸肛門病学会総会，東京，2005.10.28-29（口演）

20．	 北岡　斎，大澤智徳，中田　博，横山　勝，石田秀行.
横行結腸癌・門脈内腫瘍栓に対し，根治手術を施行し得た１例. 
第60回日本大腸肛門病学会総会，東京，2005.10.28-29（口演）

21．	 三橋敏武，白川一男，石田秀行，平家勇司，小高明雄，若杉　尋，橋本大定.
大腸癌原発巣，肝転移巣における脈管形成，血管新生関連遺伝子の解析と臨床病理学的
検討. 
第105回日本外科学会定期学術集会，名古屋，2005.5.11-13（示説）

22．	 牧田陽一郎，白川一男，石田秀行，平家勇司，若杉　尋，橋本大定.
大腸癌原発巣におけるリンパ管新生関連遺伝子の発現レベル解析. 
第105回日本外科学会定期学術集会，名古屋，2005.5.11-13（示説）

23．	 中田　博，石田秀行，傍島　潤，大澤智徳，横山　勝，橋本大定.
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解剖学的膜構造を重視した進行結腸癌に対する小切開根治術（sliding window法）. 
第105回日本外科学会定期学術集会，名古屋，2005.5.11-13（ビデオセッション）

24．	 傍島　潤，中田　博，天野邦彦，権田　剛，石田秀行.
再発閉鎖孔ヘルニアの１例. 
第67回日本臨床外科学会総会，東京，2005.11.9-11（口演）

25．	 菊地政貴，鈴木興秀，石畝　亨，大澤智徳，横山　勝，石田秀行.
原発不明の腺癌腸間膜転移の１例. 
第67回日本臨床外科学会総会，東京，2005.11.9-11（口演）

26．	 傍島　潤，崎元雄彦，中田　博，権田　剛，石田秀行.
当科における十二指腸潰瘍穿孔の検討. 
第67回日本臨床外科学会総会，東京，2005.11.9-11（口演）

27．	 桑原公亀，石田秀行，横山　勝.
Circular staplerにて肛門狭窄を治癒し得た１例. 
第67回日本臨床外科学会総会，東京，2005.11.9-11（口演）

28．	 今村　仁，横山　勝，鈴木興秀，大澤智徳，中田　博，権田　剛，石田秀行.
腹腔内まで炎症が及んだ縫合糸膿瘍の１例. 
第67回日本臨床外科学会総会，東京，2005.11.9-11（口演）

29．	 長嶺寿秋，権田　剛，崎元雄彦，傍島　潤，中田　博，石田秀行.
術前診断し得たWinslow孔ヘルニアの１例. 
第67回日本臨床外科学会総会，東京，2005.11.9-11（口演）

30．	 横山　勝，石田秀行，大澤智徳，中田　博，権田　剛.
高度進行大腸癌に対するTS-1+CPT-11併用療法の経験. 
第67回日本臨床外科学会総会，東京，2005.11.9-11（口演）

31．	 今村　仁，中田　博，横山　勝，大澤智徳，石田秀行.
肛門管類基底細胞癌（Basaloid carcinoma）の１例. 
第67回日本臨床外科学会総会，東京，2005.11.9-11（口演）

32．	 三谷知之，中田　博，大澤智徳，横山　勝，石田秀行．
放射線療法が奏効した肛門管扁平上皮癌の１例. 
第67回日本臨床外科学会総会，東京，2005.11.9-11（口演）
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33．	 天野邦彦，傍島　潤，桑原公亀，中田　博，権田　剛，石田秀行，青木茂弘
術前内視鏡検査で診断し得た盲腸Burkittリンパ腫の１例. 
第67回日本臨床外科学会総会，東京，2005.11.9-11（口演）

34．	 大澤智徳，横山　勝，中田　博，石田秀行.
短期間に再発した横行結腸原発内分泌細胞癌の１例. 
第67回日本臨床外科学会総会，東京，2005.11.9-11（口演）

35．	 北岡　斎，崎元雄彦，橋本大樹，須藤謙一，長嶺寿秋，石田秀行.
小切開下に胃局所切除を施行した胃窮隆部GISTの２例.（口演）
第67回日本臨床外科学会総会，東京，2005.11.9-11

36．	 中田　博，大澤智徳．横山　勝，石田秀行，松本春信，佐藤　紀.
横行結腸の門脈内腫瘍栓に対し，門脈再建を伴う膵頭十二指腸切除と結腸右半切除（D3）
を施行した１症例. 
第67回日本臨床外科学会総会，東京，2005.11.9-11（ビデオセッション）

37．	 中田　博，傍島　潤，大澤智徳，横山　勝，石田秀行，橋本大定．
腹腔鏡下手術にかわりうる結腸癌に対する小切開手術　３群リンパ節郭清の意義. 
第67回日本臨床外科学会総会，東京，2005.11.9-11（口演）

38．	 権田　剛，大澤智徳，横山　勝，中田　博，石田秀行.
進行・再発大腸癌患者の外来化学療法におけるインフォームドチョイスに基づいた薬剤
選択. 
第67回日本臨床外科学会総会，東京，2005.11.9-11（パネルディスカッション）

39．	 石畝　亨，大澤智徳，横山　勝，中田　博，石田秀行.
超高齢者の上行結腸に発生した腺扁平上皮癌の１例. 
第67回日本臨床外科学会総会，東京，2005.11.9-11（口演）

40．	 崎元雄彦，中田　博，傍島　潤，北岡　斎，石田秀行.
完全直腸脱に対し，PPHが無効であった症例から得られた知見について. 
第23回埼玉外科集談会，さいたま，2005.11.26（口演）

41．	 田島雄介，長嶺寿秋，吉田　裕，須藤謙一，石田秀行.
胃癌穿孔を契機に診断された陶器様胆嚢合併胆嚢癌の一例. 
第23回埼玉外科集談会,さいたま, 2005.11.26（口演）
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42．	 長嶺寿秋，須藤謙一，吉田　裕，崎元雄彦，北郷邦昭，石田秀行，佐藤博重，五条理志，
朝倉利久，許　俊鋭，中村欽生
右房粘液腫を合併した胸部食道癌の１手術例. 
第23回埼玉外科集談会，さいたま，2005.11.26（口演）

43．	 傍島　潤，中田　博，天野邦彦，権田　剛，石田秀行.
人工肛門閉鎖後の合併症について：術後感染を中心に. 
第18回日本外科感染症学会，長岡，2005.11.25-26（口演）

44．	 林　洋一，村田宣夫，岡田典倫，小澤文明，権田　剛，石田秀行，橋本大定.
繰り返す腹痛を訴える患者に大腸内視鏡生検を行い術前診断できた小腸癌の１例. 
第81回日本消化器内視鏡学会関東地方会, 東京，2005.11.26（口演） 

45．	 権田　剛，大澤智徳，横山　勝，中田　博，石田秀行.
Ss（a1）, se（a2）大腸癌の比較検討. 
第64回大腸癌研究会，東京，2006.1.20（口演）　

46．	 中田　博，石畝　亨，大澤智徳，横山　勝，権田　剛，石田秀行.
Rb（P）直腸癌に対する側方リンパ節転移の術前画像診断の工夫：MRIとCTの診断の有
用性について. 
第64回大腸癌研究会，東京，2006.1.20（示説）　

47．	 中田　博，石畝　亨，大澤智徳，吉田　裕，崎元雄彦，横山　勝，須藤謙一，権田　剛，
橋本大樹，北郷邦昭，石田秀行. 
下部消化管穿孔症例に対するPMX施行成績：右側・左側に分けて. 
第10回エンドトキシン血症救命治療研究会，久留米，2006.2.23-24（シンポジウム） 

48．	 石畝　亨，中田　博，大澤智徳，吉田　裕，崎元雄彦，横山　勝，須藤謙一，権田　剛，
橋本大樹，北郷邦昭，石田秀行. 
最近当科で経験した下部消化管穿孔20例の検討.
第10回エンドトキシン血症救命治療研究会，久留米，2006.2.23-24（口演）　　

49．	 中田　博，傍島　潤，大澤智徳，横山　勝，石田秀行，橋本大定．
小切開法で行った結腸癌の術後の合併症と中期予後. 
第106回日本外科学会定期学術集会，東京，2006.3.29-31（示説）

50．	 Ishiguro T, Gonda T, Osawa T, Sakimoto T, Yokoyama M, Nakada H, Ishida H.
Plasma levels of VEGF-C in colorectal cancer. 
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XXI　Biennial congress of the international society of university colon and 
rectal surgeons (ISUCRS). Istanbul, Turkey, 2006.6.25-28 (Poster) 

51．	 Nakada H, Gonda T, Ishiguro T, Osawa T, Sakimoto T, Yokoyama M, Ishida H.
Prognosis of colonic perforation associated with colorectal cancer. 
XXI　Biennial congress of the international society of university colon and 
rectal surgeons (ISUCRS). Istanbul, Turkey, 2006.6.25-28 (Poster)

52．	 Sobajima J, Gonda T, Osawa T, Yokoyama M, Nakada H, Ishida H.
Thymidine phosphorylase(TP) and dihydropyrimidine dehydrogenase(DPD) in 
colorectal cancer: Gene expressions level vs. Protein level. 
XXI　Biennial congress of the international society of university colon and 
rectal surgeons (ISUCRS). Istanbul, Turkey, 2006.6.25-28 (Poster)

53．	 大澤智徳，桑原公亀，中田　博，横山　勝，石田秀行.
複数回の抗癌剤腹腔内投与で比較的長期生存を得た悪性胸腹膜中皮腫の１例. 
第31回日本外科系連合学会学術集会，金沢，2006.6.22-23（示説） 　

54．	 石橋敬一郎，大澤智徳，横山　勝，石塚直樹，宮崎達也，中田　博，権田　剛，石田秀
行.
大腸癌同時性多発肝転移（H3）症例における肝所属リンパ節転移状況. 
第28回日本癌局所療法研究会，東京，2006.6.30（口演）

55．	 権田　剛，岡田典倫，中田　博，横山　勝，宮崎達也，石橋敬一郎，石田秀行，松本吉郎，
三浦　健. 
大腸癌肝転移における肝動注療法の効果と血漿中VEGF・Flt-1の関係. 
第28回日本癌局所療法研究会，東京，2006.6.30（口演）

56．	 石橋敬一郎，傍島　潤，大澤智徳，石塚直樹，横山　勝，宮崎達也，中田　博，権田　剛，
石田秀行，白川一男，橋本大定.
大腸癌原発巣におけるTS, DPD, OPRTmRNA発現の相互関係と5-FU系抗癌剤の効果予
測. 
第65回大腸癌研究会，弘前，2006.7.7（口演）

57．	 中田　博，石畝　亨，大澤智徳，吉田　裕，崎元雄彦，横山　勝，須藤謙一，石塚直樹，
権田　剛，石田秀行.
大腸癌穿孔症例の長期予後の検討. 
第61回日本消化器外科学会定期学術総会，横浜，2006.7.13-15（口演）
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58．	 権田　剛，大澤智徳，横山　勝，須藤謙一，中田　博，石田秀行.
手術リスク評価法E-PASSによるハイリスク症例に対する結腸癌小切開手術の評価. 
第61回日本消化器外科学会定期学術総会，横浜，2006.7.13-15（口演）

59．	 Ishibashi K, Yokoyama M, Hayashi Y, Ohsawa T, Nakada H, Ishida H, 
Hashimoto D.
Factors　affecting the difficulties in performing curative resection for locally 
advanced sigmoid colon cancer via minilaparotomy in non-overweight 
patients. 
10th World Congress of Endoscopic Surgery. Berlin, Germany,2006.9.14 
(Poster) 

60．	 Okada N, Nakada H, Yokoyama M, Miyazaki T, Ishibashi K, Gonda T, Ishida H.
Serum levels of soluble Fms-like tyrosine kinase-1(sFlt-1) in colorectal cancer 
patients. 
The 10th Korea-Japan-China Colorectal Cancer Symposium. Seoul, Korea, 
2006.9.16 (Poster)

61．	 権田　剛，横山　勝，中田　博，石橋敬一郎，石田秀行，岩間毅夫.
Peutz-Jeghers症候群の癌発生に関する近年の傾向（文献集計による検討）. 
第61回日本大腸肛門病学会総会，弘前，2006.9.29-30（ワークショップ）

62．	 石橋敬一郎，石畝　亨，傍島　潤，大澤智徳，崎元雄彦，横山　勝，宮崎達也，中田　博，
権田　剛，石田秀行.
大腸癌同時性肝転移症例における肝所属リンパ節転移状況. 
第61回日本大腸肛門病学会総会，弘前，2006.9.29-30（口演）

63．	 石橋敬一郎，石畝　亨，傍島　潤，大澤智徳，崎元雄彦，横山　勝，宮崎達也，中田　博，
権田　剛，石田秀行.
切除不能・再発大腸癌に対し，2nd line以降に行ったmFOLFOX6療法の治療成績と副作
用について. 
第61回日本大腸肛門病学会総会，弘前，2006.9.29-30（口演）

64．	 桑原公亀，石田秀行，吉田輝彦，岩間毅夫.
家族性大腸腺腫症のデスモイド再発に関する一考察：APC遺伝子変異の検索結果から. 
第61回日本大腸肛門病学会総会，弘前，2006.9.29-30（口演）

65．	 中田　博，石畝　亨，大澤智徳，吉田　裕，崎元雄彦，横山　勝，石橋敬一郎，権田　剛，
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石田秀行.
大腸癌穿孔症例の再発形式と予後. 
第61回日本大腸肛門病学会総会，弘前，2006.9.29-30（口演）

66．	 横山　勝，中田　博，吉田　裕，大澤智徳，傍島　潤，石橋敬一郎，権田　剛，長嶺寿秋，
石田秀行.
DukesA結腸癌に対する小切開根治術のfeasibilityとsafety. 
第61回日本大腸肛門病学会総会，弘前，2006.9.29-30（口演）

67．	 大澤智徳，中田　博，横山　勝，石畝　亨，傍島　潤，崎元雄彦，北岡　齋，石田秀行，
橋本大定.
開腹歴のある結腸癌に対する小切開根治術. 
第61回日本大腸肛門病学会総会，弘前，2006.9.29-30（口演）

68．	 北岡　齋，権田　剛，崎元雄彦，中田　博，石橋敬一郎，石田秀行.
経肛門的に切除しえた成人嚢胞状消化管重複症の一例. 
第61回日本大腸肛門病学会総会，弘前，2006.9.29-30（口演）

69．	 傍島　潤，石橋敬一郎，大澤智徳，横山　勝，宮崎達也，中田　博，権田　剛，石田秀
行.
びまん浸潤型（４型）大腸癌における核酸代謝関連酵素mRNAの発現. 
第61回日本大腸肛門病学会総会，弘前，2006.9.29-30（口演）

70．	 竹内幾也，大西　清，石田秀行，岩間毅夫.
家族性大腸腺腫症（FAP）に対する予防的結腸切除後4年目に認めた甲状腺癌の１例. 
第61回日本大腸肛門病学会総会，弘前，2006.9.29-30（示説）　

71．	 緒方杏一，宮崎達也，崎元雄彦，吉田　裕，石畝 亨，横山　勝，中田　博，石橋敬一郎，
権田　剛，石田秀行.
当科における小切開幽門側胃切除術の検討. 
第36回胃外科・術後障害研究会，栃木，2006.11.3-4（口演）

72．	 石橋敬一郎，傍島　潤，崎元雄彦，大澤智徳，横山　勝，石塚直樹，宮崎達也，中田　博，
権田　剛，石田秀行.
切除不能・再発大腸癌に対するmFOLFOX6療法の使用経験. 
第44回日本癌治療学会総会，東京，2006.11.9-11（口演）

73．	 鈴木　毅，大西　清，中田　博，崎元雄彦，竹内幾也，石田秀行，帯津良一.
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当院における緩和ケア診療の現状. 
第68回日本臨床外科学会総会，広島，2006.11.9-11（パネルディスカッション）　

74．	 石橋敬一郎，傍島　潤，大澤智徳，石塚直樹，横山　勝，宮崎達也，中田　博，権田　剛，
石田秀行. 
肝所属リンパ節転移状況からみた大腸癌多発肝転移に対する治療法の選択. 
第68回日本臨床外科学会総会，広島，2006.11.9-11（口演）

75．	 緒方杏一，宮崎達也，吉田　裕，石畝 亨，傍島　潤，崎元雄彦，横山　勝，大澤智徳，
中田　博，石橋敬一郎，権田　剛，石田秀行.
内ヘルニアを契機に発症した腸閉塞症例の検討. 
第68回日本臨床外科学会総会，広島，2006.11.9-11（口演）

76．	 傍島　潤，石橋敬一郎，大澤智徳，石塚直樹，横山　勝，宮崎達也，中田　博，権田　剛，
石田秀行.
びまん浸潤型（４型）大腸癌の治療成績. 
第68回日本臨床外科学会総会，広島，2006.11.9-11（示説）　

77．	 石橋敬一郎，中田　博，横山　勝，石田秀行.
大腸穿孔に対する血液浄化方法の役割：PMX・CHDF施行例の特徴と予後改善効果. 
第19回日本外科感染症学会総会，東京，2006.11.30-12.1（パネルディスカッション）

78．	 石畝 亨，宮崎達也，崎元雄彦，吉田　裕，岡田典倫，緒方杏一，大澤智徳，傍島　潤，
石塚直樹，横山　勝，三橋敏武，中田　博，石橋敬一郎，権田　剛，石田秀行.
胃癌手術に対する術当日限定抗菌剤投与の妥当性. 
第19回日本外科感染症学会総会，東京，2006.11.30-12.1（口演）

79．	 傍島　潤，大澤智徳，横山　勝，中田　博，権田　剛，石田秀行.
人工肛門閉鎖術後の合併症について：術後感染を中心に. 
第19回日本外科感染症学会総会，東京，2006.11.30-12.1（口演）

80．	 石橋敬一郎，桑原公亀，大澤智徳，横山　勝，宮崎達也，中田　博，権田　剛，石田秀
行.
直腸癌手術における周術期経静脈抗菌剤の投与期間短縮化に関するprospective 
randomized study（中間成績）. 
第19回日本外科感染症学会総会，東京，2006.11.30-12.1（口演）

81．	 桑原公亀，石橋敬一郎，大澤智徳，横山　勝，宮崎達也，中田　博，権田　剛，石田秀
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行.
結腸癌手術における周術期経静脈抗菌剤の投与期間短縮化に関するprospective 
randomized study（中間成績）. 
第19回日本外科感染症学会総会，東京，2006.11.30-12.1（口演）

82．	 緒方杏一，宮崎達也，石畝　亨，吉田　裕，崎元雄彦，権田　剛，石田秀行，田丸淳一，
糸山進次，加部吉男.
腹腔内出血を契機に診断された胃原発GIST再発の一例. 
第24回埼玉外科集談会，さいたま，2006.12.2（口演）

83．	 横山　勝，石橋敬一郎，桑原公亀，大澤智徳，中田　博，石田秀行.
DOX・DITC療法が有効であった家族性大腸腺腫症（FAP）術後デスモイドの１例. 
第24回埼玉外科集談会，さいたま，2006.12.2（口演）

84．	 石塚直樹，石橋敬一郎，大澤智徳，横山　勝，石田秀行，高田　伸.
PET-CTが術前鼡径部リンパ節転移診断に有用であった下部直腸・肛門管癌の１例. 
第24回埼玉外科集談会，さいたま，2006.12.2（口演）

85．	 石橋敬一郎，傍島　潤，大澤智徳，横山　勝，三橋敏武，宮崎達也，中田　博，権田　剛，
石田秀行.
pMP大腸癌に対する至適リンパ節郭清. 
第66回大腸癌研究会，大宮，2007.1.19（示説）　

86．	 岡田典倫，中田　博，横山　勝，宮崎達也，石橋敬一郎，権田　剛，石田秀行.
大腸癌におけるSoluble FMS-LIKE TYROSNE KINASE-1（sFLT-1）レベルと進展，
予後の関係. 
第3回日本消化管学会総会学術集会，東京，2007.2.1-2（口演）

87．	 天野邦彦，中田　博，坂口大介，緒方杏一，石畝　亨，傍島　潤，崎元雄彦，岡田典倫，
三橋敏武，宮崎達也，石橋敬一郎，権田　剛，石田秀行.
当科で切除手術を行ったPerianal Paget’s diseaseの検討. 
第３回日本消化管学会総会学術集会，東京，2007.2.1-2（示説）

88．	 三橋敏武，石橋敬一郎，石畝　亨，傍島　潤，崎元雄彦，横山　勝，宮崎達也，中田　博，
権田　剛，石田秀行.
大腸穿孔の予後予測に有用なスコアーは何か？　APACHE IIとMPI II，PSSとの比較. 
第11回エンドトキシン血症救命治療研究会，東京，2007.2.9-10（ワークショップ） 
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89．	 権田　剛，石田秀行．
腸間膜静脈血栓症の診断と治療の要点. 
第43回日本腹部救急医学会総会，東京，2007.3.8-9（口演）

90．	 三橋敏武，石橋敬一郎，石畝　亨，傍島　潤，崎元雄彦，横山　勝，宮崎達也，中田　博，
権田　剛，石田秀行.
大腸穿孔の予後予測に有用なスコアーは何か？ 
第43回日本腹部救急医学会総会，東京，2007.3.8-9（口演）

91．	 石畝　亨，宮崎達也，田島雄介，緒方杏一，吉田　裕，崎元雄彦，中田　博，石橋敬一郎，
権田　剛，石田秀行.
十二指腸潰瘍穿孔に対する小切開手術の検討. 
第43回日本腹部救急医学会総会，東京，2007.3.8-9（口演）

92．	 田島雄介，宮崎達也，石畝　亨，緒方杏一，崎元雄彦，中田　博，三橋敏武，石橋敬一郎，
権田　剛，石田秀行.
最近経験した胃癌穿孔５例の検討. 
第43回日本腹部救急医学会総会，東京，2007.3.8-9（口演）

93．	 石橋敬一郎，緒方杏一，傍島　潤，大澤智徳，横山　勝，宮崎達也，中田　博，権田　剛，
石田秀行.
大腸癌同時性肝転移（H1,2/H3）における肝所属リンパ節転移. 
第107回日本外科学会定期学術集会，大阪，2007.4.11-13（口演）

94．	 中田　博，石畝　亨，傍島　潤，大澤智徳，崎元雄彦，岡田典倫，石塚直樹，横山　勝，
三橋敏武，宮崎達也，権田　剛，石田秀行.
穿孔部位・原因疾患からみた大腸穿孔の予後予測. 
第107回日本外科学会定期学術集会，大阪，2007.4.11-13（示説）　

95．	 Gonda T, Nakada H, Ishibashi K, Ishida H.
The Peutz-Jeghers Syndrom and Malignant Tumor : A Review of the Recent 
Literature. 
The 2nd Biennial Scientific Meeting of the International Society for 
Gastrointestinal Hereditary Tumours. Yokohama, Japan, 2007.3.27-30 
(Poster)

96．	 宮崎達也，加藤広行，木村　仁，猪瀬崇徳，斉藤加奈，田中成岳，中嶋政信，福地　稔，
石畝　亮，崎元雄彦，中田　博，石橋敬一郎，権田　剛，石田秀行，桑野博行.
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食道癌に対する術前化学放射線療法と治療効果判定の限界. 
第61回日本食道学会学術集会，横浜，2007.6.21-22（示説）　

97．	 石橋敬一郎，傍島　潤，岡田典倫，横山　勝，宮崎達也，中田　博，権田　剛，石田秀
行.
mFOLFOX6療法施行後手術例の末梢神経障害と血中Platinum濃度. 
第32回日本外科系連合学会学術集会，東京，2007.6.22-23（口演）

98．	 石橋敬一郎，岡田典倫，傍島　潤，横山　勝，三橋敏武，宮崎達也，中田　博，権田　剛，
石田秀行.
切除不能・再発大腸癌に対するmFOLFOX6療法の使用経験. 
第16回日本癌病態治療研究会，東京，2007.6.27-28（口演）

99．	 岡田典倫，石橋敬一郎，中田　博，宮崎達也，傍島　潤，三橋敏武，権田　剛，石田秀
行.
腹腔内洗浄・シスプラチン投与を施行した腹膜偽粘液腫の５例. 
第29回日本癌局所療法研究会，東京，2007.6.28-29（口演）

100．天野邦彦，中田　博，岡田典倫，宮崎達也，石橋敬一郎，石田秀行，高橋健夫.
放射線療法によりCRを得た肛門管扁平上皮癌の１例. 
第29回日本癌局所療法研究会，東京，2007.6.28-29（口演）

101．石橋敬一郎，傍島　潤，大澤智徳，岡田典倫，横山　勝，三橋敏武，宮崎達也，中田　博，
権田　剛，石田秀行.
大腸癌同時性肝転移における肝所属リンパ節の大きさと転移. 
第29回日本癌局所療法研究会，東京，2007.6.28-29（口演）

102．石橋敬一郎，傍島　潤，岡田典倫，石塚直樹，横山　勝，三橋敏武，宮崎達也，中田　博，
権田　剛，石田秀行.
虫垂原発腹膜偽粘液腫に対してmFOLFOX6が有効であった１例. 
第29回日本癌局所療法研究会，東京，2007.6.28-29（口演）

103．田島雄介，石橋敬一郎，権田　剛，宮崎達也，中田　博，石田秀行.
大腸癌同時性肝転移における肝所属リンパ節の大きさと転移. 
第29回日本癌局所療法研究会，東京，2007.6.28-29（口演）

104．Ishiguro T, Miyazaki T, Okada N, Sakimoto T, Ishibashi K, Ishida H.
Minilaparotomy approach for perforated duodneal ulcer. 
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15th International Congress of the European Association for Endoscopic 
Surgery (EAES). Athens, Greece, 2007.6.4-7 (Poster) 

105．Ishiguro T, Miyazaki T, Okada N, Sakimoto T, Ishibashi K, Ishida H.
Minilaparotomy approach for gastric cancer : Initial experience of 14 cases. 
15th International Congress of the European Association for Endoscopic 
Surgery (EAES). Athens, Greece, 2007.6.4-7 (Poster) 

106．Ishibashi K, Ohsawa T, Ishiguro T, Yokoyama M, Nakada H, Miyazaki T, Gonda 
T, Ishida H.
Impact of previous laparotomy on curative resection for colon cancer via 
minilaparotomy. 
15th International Congress of the European Association for Endoscopic 
Surgery (EAES). Athens, Greece, 2007.6.4-7 (Poster)

107．Ishida H, Ishibashi K, Yokoyama M, Nakada H, Okada N, Ohsawa T.
Factors affecting the difficulties in curative right hemicolectomy via 
minilaparotomy approach in non-overweight patients. 
15th International Congress of the European Association for Endoscopic 
Surgery (EAES). Athens, Greece, 2007.6.4-7 (Poster)

108．岡田典倫，傍島　潤，横山　勝，中田　博，大澤智徳，石橋敬一郎，宮崎達也，石田秀
行.
当科における結腸sm癌に対する小切開手術の成績. 
第67回大腸癌研究会，神戸，2007.7.6（示説）

109．崎元雄彦，宮崎達也，石畝　亨，緒方杏一，外間尚子，小高明雄，石田秀行.
当院NSTにおける短腸症候群４例の経験. 
第62回日本消化器外科学会定期学術総会，東京，2007.7.18-20（口演）

110．宮崎達也，加藤広行，木村　仁，斉藤加奈，中島政信，崎元雄彦，中田　博，石橋敬一郎，
石田秀行，桑野博行.
高度進行食道癌に対する術前化学放射線治療とその効果判定の検討. 
第62回日本消化器外科学会定期学術総会，東京，2007.7.18-20（口演）

111．石橋敬一郎，傍島　潤，岡田典倫，大澤智徳，横山　勝，三橋敏武，宮崎達也，中田　博，
権田　剛，石田秀行.
切除不能・再発大腸癌に対する1st line mFOLFOX6の治療成績. 
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第62回日本消化器外科学会定期学術総会，東京，2007.7.18-20（口演）

112．岡田典倫，中田　博，坂口大介，石畝　亨，緒方杏一，宮崎達也，石橋敬一郎，権田　剛，
石田秀行.
プロテインC欠損症による門脈血栓症の１例. 
第62回日本消化器外科学会定期学術総会，東京，2007.7.18-20（口演）

113．石畝　亨，宮崎達也，緒方杏一，崎元雄彦，中田　博，石橋敬一郎，権田　剛，石田秀
行.
胃・十二指腸潰瘍穿孔に対する小切開手術の検討. 
第62回日本消化器外科学会定期学術総会，東京，2007.7.18-20（口演）

114．権田　剛，石橋敬一郎，中田　博，石田秀行.
下部直腸癌pA症例における筋層外浸潤距離に関する検討. 
第62回日本消化器外科学会定期学術総会，東京，2007.7.18-20（口演）

115．三橋敏武，小高明雄，石橋敬一郎，沖田剛之，坂口大介，傍島　潤，宮崎達也，中田　博，
権田　剛，石田秀行.
当科における成人鼠径ヘルニアの治療成績. 
第62回日本消化器外科学会定期学術総会，東京，2007.7.18-20（示説）　

116．Ishibashi K, Ohsawa T,Yokoyama M, Miyazaki T, Nakada H, Gonda T, Ishida H.
Hepatic lymph node involvement in patients with synchromous multiple liver 
metastasis of colorectal cancer. 
11th Congress of Asian Federation of Coloproctology.   Tokyo, Japan, 
2007.9.20-22 (Poster)

117．石橋敬一郎，岡田典倫，傍島　潤，大澤智徳，横山　勝，沖田剛之，三橋敏武，宮崎達也，
石田秀行.
切除不能再発大腸癌に対するmFOLFOX6療法. 
第45回日本癌治療学会総会，京都，2007.10.24-26（口演） 

118．岡田典倫，石橋敬一郎，傍島　潤，大澤智徳，横山　勝，沖田剛之，三橋敏武，宮崎達也，
石田秀行.
外来化学療法におけるmFOLFOX6療法．
第45回日本癌治療学会総会，京都，2007.10.24-26（示説）　

119．宮崎達也，崎元雄彦，久保憲生，天野邦彦，石畝　亨，岡田典倫，三橋敏武，石橋敬一郎，
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高橋健夫，石田秀行.
当科における実地臨床に即した食道癌に対する集学的治療．
第45回日本癌治療学会総会，京都，2007.10.24-26（示説）　

120．外間尚子，宮崎達也，久保憲生，天野邦彦，石畝　亨，傍島　潤，崎元雄彦，岡田典倫，
三橋敏武，石橋敬一郎，大畑　敦，菊池　茂，石田秀行.
全身麻酔下で摘出した食道義歯異物の検討．
第59回日本気管食道科学会総会，前橋，2007.11.1-2（ワークショップ）

121．宮崎達也，崎元雄彦，久保憲生，石畝　亨，石橋敬一郎，加藤広行，桑野博行，石田秀
行.
食道癌に対する補助療法の戦略．
第59回日本気管食道科学会総会，前橋，2007.11.1-2（口演）　 

122．久保憲生，宮崎達也，外間尚子，天野邦彦，石畝　亨，崎元雄彦，岡田典倫，三橋敏武，
石橋敬一郎，石田秀行.
食道類基底細胞癌の臨床病理学的検討．
第59回日本気管食道科学会総会，前橋，2007.11.1-2（示説）　

123．岡田典倫，石橋敬一郎，傍島　潤，大澤智徳，横山　勝，石畝　亨，沖田剛之，三橋敏武，
宮崎達也，中田　博，権田　剛，石田秀行.
mFOLFOX6療法の末梢神経障害に対するCa/Mg剤投与と血中白金濃度．
第62回日本大腸肛門病学会総会，東京，2007.11.2-3（シンポジウム）　

124．石橋敬一郎，岡田典倫，久保憲生，傍島　潤，石畝　亨，大澤智徳，横山　勝，宮崎達也，
石田秀行.
大腸癌組織中のDihydripyrimidine dehydrogenase（DPD）発現量とTS-1の効果．
第62回日本大腸肛門病学会総会，東京，2007.11.2-3（口演）

125．三橋敏武，石橋敬一郎，岡田典倫，傍島　潤，石畝　亨，大澤智徳，横山　勝，沖田剛之，
宮崎達也，石田秀行.
穿孔形式に着目した大腸癌穿孔症例の検討．
第62回日本大腸肛門病学会総会，東京，2007.11.2-3（口演）

126．横山　勝，大澤智徳，傍島　潤，石畝　亨，岡田典倫，崎元雄彦，三橋敏武，宮崎達也，
石橋敬一郎，石田秀行，橋本大定.
当科における小切開手術の変遷と成績．
第62回日本大腸肛門病学会総会，東京，2007.11.2-3（口演） 
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127．久保憲生，石橋敬一郎，岡田典倫，傍島　潤，石畝　亨，大澤智徳，横山　勝，宮崎達也，
石田秀行.
大腸MP癌のリンパ節転移の予測は術前に可能か．
第62回日本大腸肛門病学会総会，東京，2007.11.2-3（口演）

128．石橋敬一郎，岡田典倫，傍島　潤，石畝　亨，沖田剛之，大澤智徳，横山　勝，宮崎達也，
石田秀行.
切除不能・再発大腸癌に対するmFOLFOX6の治療成績と副作用．
第62回日本大腸肛門病学会総会，東京，2007.11.2-3（口演）

129．石畝　亨，崎元雄彦，宮崎達也，石橋敬一郎，石田秀行.
虫垂原発悪性MALTリンパ腫の１例．
第62回日本大腸肛門病学会総会，東京，2007.11.2-3（示説）　

130．岡田典倫，石橋敬一郎，久保憲生，石畝　亨，傍島　潤，大澤智徳，横山　勝，宮崎達也，
石田秀行，岡田武倫.
大腸癌同時性肝転移における肝所属リンパ節転移診断は術前CTで可能か．
第62回日本大腸肛門病学会総会，東京，2007.11.2-3（示説）　

131．大野瑠美子，宮崎達也，久保憲生，天野邦彦，石畝　亨，崎元雄彦，石橋敬一郎，松木
盛行，石田秀行，加藤真吾，屋嘉比康治.
術中内視鏡が切除範囲の決定に有用であった空腸動静脈奇形（AVM）の１例．
第33回日本消化器内視鏡学会　埼玉部会　学術講演会，さいたま，2007.11.3（口演）

132．横山　勝，石橋敬一郎，大澤智徳，桑原公亀，傍島　潤，石畝 亨，崎元雄彦，岡田典倫，
沖田剛之，三橋敏武，宮崎達也，松木盛行，石田秀行.
原発巣・肝転移同時切除後の感染．
第20回日本外科感染症学会総会，東京，2007.11.7-9（口演）

133．石橋敬一郎，久保憲生，傍島　潤，石畝 亨，岡田典倫，大澤智徳，横山　勝，三橋敏武，
宮崎達也，松木盛行，石田秀行.
JNISにおける結腸手術と直腸手術の分類は適切か？ 
第20回日本外科感染症学会総会，東京，2007.11.7-9（口演）

134．久保憲生，石畝 亨，外間尚子，天野邦彦，崎元雄彦，宮崎達也，石橋敬一郎，松木盛行，
石田秀行．
JNIS（ESOP）による術後感染サーベイレンスの妥当性と至適T値の検討．
第20回日本外科感染症学会総会，東京，2007.11.7-9（口演）
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135．石畝 亨，大澤智徳，外間尚子，久保憲生，北岡　斉，崎元雄彦，岡田典倫，宮崎達也，
横山　勝，石橋敬一郎，松木盛行，石田秀行.
当科における潰瘍性大腸炎根治術後の感染性合併症と対策．
第20回日本外科感染症学会総会，東京，2007.11.7-9（口演）

136．石畝 亨，大澤智徳，外間尚子，久保憲生，北岡　斉，崎元雄彦，岡田典倫，宮崎達也，
横山　勝，石橋敬一郎，松木盛行，石田秀行.
骨盤内臓全摘術後の手術部位感染．
第20回日本外科感染症学会総会，東京，2007.11.7-9（口演） 

137．久保憲生，宮崎達也，天野邦彦，石畝 亨，崎元雄彦，石橋敬一郎，松木盛行，石田秀行.
当科における残胃の癌の検討．
第37回胃外科・術後障害研究会，大阪，2007.11.9-10（口演）

138．石橋敬一郎，石畝　亨，傍島 潤，岡田典倫，大澤智徳，横山　勝，沖田剛之，三橋敏武，
宮崎達也，石田秀行.
Peutz-Jeghers症候群に対する術中小腸内視鏡，ポリペクトミーの工夫．
第69回日本臨床外科学会総会，横浜，2007.11.29-12.1（ビデオ）　

139．石橋敬一郎，岡田典倫，石畝　亨，傍島　潤，沖田剛之，三橋敏武，横山　勝，宮崎達也，
石田秀行.
地域がん診療連携拠点病院における大腸癌に対するmFOLFOX6療法の現状と問題点．
第69回日本臨床外科学会総会，横浜，2007.11.29-12.1（口演） 

140．宮崎達也，石畝 亨，久保憲生，天野邦彦，崎元雄彦，岡田典倫，三橋敏武，石橋敬一郎，
石田秀行.
消化管手術におけるSSI対策の試み．
第69回日本臨床外科学会総会，横浜，2007.11.29-12.1（口演） 

141．岡田典倫，石橋敬一郎，宮崎達也，石畝　亨，傍島　潤，沖田　剛之，三橋敏武，石田
秀行.
当科における外来化学療法の実績と問題点．
第69回日本臨床外科学会総会，横浜，2007.11.29-12.1（口演）

142．石畝　亨，久保憲生，天野邦彦，崎元雄彦，宮崎達也，石橋敬一郎，石田秀行.
胃癌手術手技標準化における効果の検討．
第69回日本臨床外科学会総会，横浜，2007.11.29-12.1（口演）
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143．天野邦彦，宮崎達也，崎元雄彦，石畝　亨，久保憲生，石田秀行，小澤文明.
診断に難渋した原発性十二指腸癌の一例．
第69回日本臨床外科学会総会，横浜，2007.11.29-12.1（口演） 

144．幡野　哲，宮崎達也，外間尚子，細沼知則，沖田剛之，三橋敏武，石橋敬一郎，藤野幸夫，
望月智之，石田秀行.
CT，血管造影検査で診断，止血しえた小腸潰瘍出血の１例．
第69回日本臨床外科学会総会，横浜，2007.11.29-12.1（口演）

145．田島雄介，石橋敬一郎，岡田典倫，傍島　潤，北岡　斎，宮崎達也，石田秀行.
救命し得た横行結腸癌非癌部穿孔に伴うバリウム腹膜炎の１例．
第69回日本臨床外科学会総会，横浜，2007.11.29-12.1（口演）

146．北岡　斎，岡田典倫，傍島　潤，田島雄介，石井正嗣，石橋敬一郎，宮崎達也，石田秀
行.
小腸穿孔の原因となった魚骨が，腸管内を移動した興味ある１例．
第69回日本臨床外科学会総会，横浜，2007.11.29-12.1（口演）

147．横山　勝，天野邦彦，北岡　斎，石畝　亨，傍島　潤，大澤智徳，崎元雄彦，岡田典倫，
沖田剛之，三橋敏武，宮崎達也，石橋敬一郎，石田秀行.
特別な器械を必要としない小切開結腸癌根治手術．
第69回日本臨床外科学会総会，横浜，2007.11.29-12.1（口演）

148．大澤智徳，石橋敬一郎，外間尚子，沖田剛之，三橋敏武，横山　勝，中田　博，北岡　斎，
天野邦彦，田島雄介，石田秀行.
当科における潰瘍性大腸炎の手術成績．
第69回日本臨床外科学会総会，横浜，2007.11.29-12.1（口演）

149．外間尚子，石橋敬一郎，沖田剛之，三橋敏武，岡田典倫，崎元雄彦，宮崎達也，石田秀行．
妊娠中の急性虫垂炎に関する検討．
第69回日本臨床外科学会総会，横浜，2007.11.29-12.1（口演）

150．石畝　亨，久保憲生，天野邦彦，崎元雄彦，岡田典倫，宮崎達也，石橋敬一郎，石田秀行，
赤木大輔，松本春信，佐藤　紀.
小腸虚血・梗塞性病変手術症例の検討．
第69回日本臨床外科学会総会，横浜，2007.11.29-12.1（口演） 

151．沖田剛之，小高明雄，石橋敬一郎，三橋敏武，石畝　亨，岡田典倫，崎元雄彦，宮崎達也，
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傍島　潤，石田秀行.
成人鼠経ヘルニア修復術Mesh Plug法の再発形式．
第69回日本臨床外科学会総会，横浜，2007.11.29-12.1（口演）

152．久保田将，宮崎達也，久保憲生，天野邦彦，石畝　亨，崎元雄彦，岡田典倫，三橋敏武，
石橋敬一郎，石田秀行.
左胃動脈破裂に対して緊急手術を施行した悪性関節リウマチの１例．
第69回日本臨床外科学会総会，横浜，2007.11.29-12.1（口演）

153．石井正嗣，宮崎達也，久保憲生，天野邦彦，石畝　亨，崎元雄彦，岡田典倫，三橋敏武，
石橋敬一郎，石田秀行.
６cm大の幽門下リンパ節転移を伴った多発早期胃癌の１例．
第69回日本臨床外科学会総会，横浜，2007.11.29-12.1（口演）

154．久保憲生，宮崎達也，天野邦彦，石畝　亨，崎元雄彦，石橋敬一郎，石田秀行.
リンパ節転移を認めた胃gastrointestinal stromal tumor（GIST）の１例．
第69回日本臨床外科学会総会，横浜，2007.11.29-12.1（口演）

155．外間尚子，宮崎達也，田島雄介，岡田典倫，中田　博，石橋敬一郎，松木盛行，鈴木　毅，
中山光男，石田秀行.
転移病巣に対して複数回手術施行したspindle cell sarcomaの１例．
第25回埼玉外科集談会，さいたま，2007.12.1（口演）

156．幡野　哲，岡田典倫，宮崎達也，石橋敬一郎，松木盛行，石田秀行.
出産直後に診断されたstageⅣ大腸癌の１例．
第25回埼玉外科集談会，さいたま，2007.12.1（口演）

157．横山　勝，石橋敬一郎，桑原公亀, 石畝　亨，傍島　潤，大澤智徳，崎元雄彦，岡田典倫，
沖田剛之，三橋敏武，宮崎達也，松木盛行，石田秀行，福田祐樹，儀賀理暁，山畑　健，
江口圭介，中山光男.
大腸癌肺転移切除症例の検討．
第68回大腸癌研究会，久留米，2008.1.25（口演）

158．中村悦子，阿部ふみ，梶原美奈子，横田成子，横山　勝，石橋敬一郎，石田秀行.
一時的回腸人工肛門ケアの現状と今後の課題．
第25回日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会，札幌，2008.2.1-2（口演）　

159．宮崎達也，加藤広行，久保憲生，猪瀬崇徳，石畝　亨，中島政信，福地　稔，岡田典倫，
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崎元雄彦，三橋敏武，石橋敬一郎，桑野博行，石田秀行.
食道癌における複数の評価因子を用いた悪性度評価の臨床応用の可能性．
第4回日本消化管学会総会学術集会，札幌，2008.2.7-8（口演）

160．石畝　亨，久保憲生，北岡　斎，幡野　哲，崎元雄彦，横山　勝，宮崎達也，石橋敬一郎，
松木盛行，石田秀行．
術当日限定Cefazolin投与下のJNIS分類を用いた胃癌手術手術部位感染の検討．
第80回日本胃癌学会総会，横浜，2008.2.27-29（示説）　

161．宮崎達也，久保憲生，天野邦彦，石畝　亨，崎元雄彦，石橋敬一郎，松木盛行，石田秀
行.
残胃癌28例の検討．
第80回日本胃癌学会総会，横浜，2008.2.27-29（示説）　

162．幡野　哲，久保憲生，石畝　亨，崎元雄彦，横山　勝，宮崎達也，石橋敬一郎，松木盛行，
石田秀行，豊住康夫.
AFP産生早期残胃癌の１例．
第80回日本胃癌学会総会，横浜，2008.2.27-29（示説）　

163．石橋敬一郎，石畝　亨，久保憲生，岡田典倫，大澤智徳，三橋敏武，横山　勝，宮崎達也，
松木盛行，石田秀行.
PMX-DHPを施行した大腸癌穿孔症例の術後補助化学療法への移行率と予後．
第12回エンドトキシン血症救命治療研究会，久留米，2008.2.28-29（口演）

164．久保憲生，石畝　亨，天野邦彦，崎元雄彦，横山　勝，大澤智徳，宮崎達也，石橋敬一郎，
松木盛行，石田秀行.
大腸穿孔術後にPMX－DHPを施行した症例の臨床的パラメータの変動～生存例と死亡例
の比較～． 
第12回エンドトキシン血症救命治療研究会，久留米，2008.2.28-29（口演）　

165．久保憲生，石橋敬一郎，石畝　亨，崎元雄彦，岡田典倫，大澤智徳，三橋敏武，横山　勝，
宮崎達也，松本盛行，石田秀行．
PMX-DHP療法施行大腸癌穿孔症例の短期予後規定因子の検討
第44回日本腹部救急医学会総会，横浜，2008.3.14-15（口演）

166．石橋敬一郎，石畝　亨，久保憲生，岡田典倫，大澤智徳，三橋敏武，横山　勝，宮崎達也，
松本盛行，石田秀行．
大腸癌穿孔症例の術後補助化学療法への移行率と予後
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第44回日本腹部救急医学会総会，横浜，2008.3.14-15（口演）

167．佐野元彦，井上尚彦，木村昌行，島田ひろみ，永井芙佐子，岡田典倫，石橋敬一郎，石
田秀行．
インヒューザーポンプの投与所要時間に及ぼすオキサリプラチン，イリノテカンおよび
5-FUの影響．
第６回日本臨床腫瘍学会学術総会，久留米，2008.3.20-21（示説）　

168．石畝　亨，久保憲生，大澤智徳，横山　勝，宮崎達也，石橋敬一郎，松木盛行，石田秀
行.
大腸穿孔術後にPMX-DHPを施行した症例の臨床的パラメータの変動と予後．
第108回日本外科学会定期学術集会，長崎，2008.5.15-17（示説）

169．石橋敬一郎，横山　勝，桑原公亀，石畝　亨，岡田典倫，大澤智徳，三橋敏武，宮崎達也，
松木盛行，石田秀行.
結腸癌手術における経静脈抗菌薬の投与期間短縮化に関するprospective randomized 
study－最終報告－． 
第108回日本外科学会定期学術集会，長崎，2008.5.15-17（示説）

170．宮崎達也，久保憲生，石畝　亨，外間尚子，天野邦彦，崎元雄彦，岡田典倫，三橋敏武，
石橋敬一郎，松木盛行，石田秀行.
食道癌手術における手術部位感染（SSI）リスク評価法の検討（JNIS vs. E-PASS）. 
第108回日本外科学会定期学術集会，長崎，2008.5.15-17（示説）

171．岡田典倫，石橋敬一郎，石畝　亨，傍島　潤，沖田剛之，大澤智徳，横山　勝，三橋敏武，
宮崎達也，松木盛行，石田秀行.
Ca/Mg剤投与がmFOLFOX6療法中の末梢神経障害と血中白金濃度に与える影響. 
第108回日本外科学会定期学術集会，長崎，2008.5.15-17（示説）

172．Ishibashi K, Okada N, Ishiguro T, Yokoyama M, Miyazaki M, Matsuki M, Ishida 
H．
Effect of Ca/Mg on neurotoxicity and blood concentration of platinum therapy: 
A prospective randomized study. 
44th Annual Meeting of American Society of Clinical Oncology (ASCO). 
Chicago, USA, 2008.5.30-6.3 (Poster)

173．三橋敏武，宮崎達也，崎元雄彦，久保憲生，石畝　亨，岡田典倫，横山　勝，石橋敬一郎，
松木盛行，高橋健夫，石田秀行.
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遠隔転移を有する食道癌に対する化学療法，化学放射線治療の意義. 
第30回日本癌局所療法研究会，久留米，2008.5.30（シンポジウム）

174．石畝　亨，北岡　斉，幡野　哲，崎元雄彦，三橋敏武，宮崎達也，横山　勝，石橋敬一郎，
松木盛行，石田秀行.
肝門部リンパ節転移に対し，ステント留置後mFOLFOX6を導入し得た若年女性直腸癌多
発肝転移の１例．
第30回日本癌局所療法研究会，久留米，2008.5.30（口演）

175．石橋敬一郎，横山　勝，岡田典倫，石畝　亨，大澤智徳，三橋敏武，宮崎達也，松木盛行，
石田秀行.
大腸癌同時性肝転移症例における肝所属リンパ節転移状況．
第30回日本癌局所療法研究会，久留米，2008.5.30（口演）

176．石橋敬一郎，横山　勝，岡田典倫，石畝　亨，大澤智徳，三橋敏武，宮崎達也，松木盛行，
石田秀行，福田祐樹，儀賀理暁，山畑　健，中山光男，菊地功次.
大腸癌肝肺転移切除例の検討．
第30回日本癌局所療法研究会，久留米，2008.5.30（口演）

177．横山　勝，田島雄介，外間尚子，北岡　斉，幡野　哲，石畝　亨，桑原公亀，崎元雄彦，
岡田典倫，沖田剛之，三橋敏武，宮崎達也，石橋敬一郎，松木盛行，石田秀行，福田祐樹，
儀賀理暁，山畑　健，江口圭介，中山光男，菊地功次.
新規抗癌剤導入時代の大腸癌肺転移に対する外科治療における諸問題．
第30回日本癌局所療法研究会，久留米，2008.5.30（口演）

178．石橋敬一郎，岡田典倫，横山　勝，石畝　亨，沖田剛之，三橋敏武，宮崎達也，松木盛行，
石田秀行.
結腸癌に対する小切開手術の根治性と整容性．
第33回日本外科系連合学会学術集会，千葉，2008.6.12-13（シンポジウム）　

179．石橋敬一郎，岡田典倫，横山　勝，石畝　亨，沖田剛之，三橋敏武，宮崎達也，松木盛行，
石田秀行.
大腸癌Trymidine phosphorylase(TP),Vascular endothelial growth factor(VEGF)
発現．
第33回日本外科系連合学会学術集会，千葉，2008.6.12-13（示説）　

180．久保田将，岡田典倫，石畝　亨，北岡　斉，崎元雄彦，三橋敏武，宮崎達也，横山　勝，
石橋敬一郎，松木盛行，石田秀行.
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急速な転帰をとった成人後腹膜横紋筋肉腫の１例．
第33回日本外科系連合学会学術集会，千葉，2008.6.12-13（示説）　

181．石畝　亨，北岡　斉，幡野　哲，崎元雄彦，宮崎達也，横山　勝，石橋敬一郎，松木盛行，
石田秀行.
早期胃癌に対する小切開手術30例の短期手術成績．
第33回日本外科系連合学会学術集会，千葉，2008.6.12-13（示説）　

182．久保憲生，石橋敬一郎，石畝　亨，岡田典倫，沖田剛之，横山　勝，宮崎達也，松木盛行，
石田秀行，桑野博行.
術前評価可能因子による大腸mp癌のリンパ節転移予測の試み．
第33回日本外科系連合学会学術集会，千葉，2008.6.12-13（示説）　

183．石畝　亨，石橋敬一郎，岡田典倫，桑原公亀，宮崎達也，横山　勝，松木盛行，石田秀
行.
高齢者に対するmFOLFOX6療法の安全性と有効性．
第29回癌免疫外科研究会，東京，2008.6.19-20（口演）

184．石橋敬一郎，岡田典倫，石畝　亨，沖田剛之，三橋敏武，宮崎達也，横山　勝，松木盛行，
石田秀行.
切除不能・再発大腸癌に対する３剤投与の妥当性．
第29回癌免疫外科研究会，東京，2008.6.19-20（口演）

185．石橋敬一郎，石畝　亨，桑原公亀，大澤智徳，岡田典倫，宮崎達也，横山　勝，松木盛行，
石田秀行.
実地臨床におけるstageⅢ結腸癌に対するPSK投与状況．
第29回癌免疫外科研究会，東京，2008.6.19-20（口演）

186．石畝　亨，宮崎達也，久保憲生，幡野　哲，北岡　斉，崎元雄彦，横山　勝，石橋敬一郎，
松木盛行，石田秀行.
食道類基底細胞癌７例の検討．
第62回日本食道学会学術集会，東京，2008.6.21-22（示説）

187．宮崎達也，外間尚子，久保憲生，石畝　亨，崎元雄彦，岡田典倫，横山　勝，石橋敬一郎，
松木盛行，石田秀行.
食道異物97例の検討．
第62回日本食道学会学術集会，東京，2008.6.21-22（示説）
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188．石畝　亨，北岡　斉，崎元雄彦，宮崎達也，横山　勝，石橋敬一郎，松木盛行，石田秀
行.
特別な器械を必要としない結腸癌小切開手術のfeasibilityとsafety．
第３回小切開・鏡視下手術研究会，徳島，2008.6.20-21（口演）

189．石畝　亨，北岡　斉，崎元雄彦，宮崎達也，横山　勝，石橋敬一郎，松木盛行，石田秀
行.
TINOMO胃癌に対する小切開手術33例の短期手術成績．
第３回小切開・鏡視下手術研究会，徳島，2008.6.20-21（口演）

190．石橋敬一郎，石畝　亨，桑原公亀，岡田典倫，大澤智徳，宮崎達也，横山　勝，松木盛行，
石田秀行，八尾隆史.
大腸sm，mp癌のリンパ節転移は術前予測可能か？． 
第69回大腸癌研究会，横浜，2008.7.4（口演）

191．宮崎達也，久保憲生，石畝　亨，外間尚子，崎元雄彦，岡田典倫，横山　勝，石橋敬一郎，
松木盛行，石田秀行.
右開胸食道癌手術におけるSSIの検討．
第63回日本消化器外科学会定期学術総会，札幌，2008.7.16-18（口演）

192．横山　勝，石橋敬一郎，石畝　亨，桑原公亀，岡田典倫，沖田剛之，三橋敏武，宮崎達也，
松木盛行，石田秀行.
StageⅡ/Ⅲ結腸癌に対する小切開根治術後の予後．
第63回日本消化器外科学会定期学術総会，札幌，2008.7.16-18（口演）

193．石畝　亨，幡野　哲，崎元雄彦，宮崎達也，横山　勝，石橋敬一郎，辻　美隆，松木盛行，
石田秀行.
早期胃癌における小切開（6-7cm）幽門側胃切除術26症例の検討．
第63回日本消化器外科学会定期学術総会，札幌，2008.7.16-18（口演）

194．岡田典倫，石橋敬一郎，石畝　亨，沖田剛之，三橋敏武，宮崎達也，横山　勝，松木盛行，
石田秀行.
切除不能・再発大腸癌に対するmFOLFOX6療法（１次治療）FOLFIRI療法（２次療法）．
第63回日本消化器外科学会定期学術総会，札幌，2008.7.16-18（口演）

195．石橋敬一郎，岡田典倫，石畝　亨，沖田剛之，三橋敏武，宮崎達也，横山　勝，松木盛行，
石田秀行.
切除不能・再発大腸癌に対する5-FU,L-OHP,CPT-11 ３剤投与の妥当性の評価．
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第63回日本消化器外科学会定期学術総会，札幌，2008.7.16-18（口演）

196．外間尚子，石畝　亨，桑原公亀，崎元雄彦，岡田典倫，宮崎達也，横山　勝，石橋敬一郎，
松木盛行，石田秀行.
骨盤内臓全摘術・腹会陰式直腸切断術の手術部位感染．
第63回日本消化器外科学会定期学術総会，札幌，2008.7.16-18（口演）

197．石井正嗣，石畝　亨，北岡　斉，幡野　哲，崎元雄彦，宮崎達也，横山　勝，石橋敬一郎，
松木盛行，石田秀行.
成人腸間膜膿腫４症例の検討．
第63回日本消化器外科学会定期学術総会，札幌，2008.7.16-18（示説）

198．横山洋三，持木彫人，藍原龍介，大野哲郎，桑野博行.
若年者に発生した小網発生GISTの１例．
第63回日本消化器外科学会定期学術総会，札幌，2008.7.16-18（示説）

199．Yokoyama M, Tajima Y, Hokama N, Kitaoka T, Hatano S, Ishiguro T, Kuwabara 
K, Sakimoto T, Okada N, Okita T, Mitsuhashi T, Miyazaki T, Ishibashi K, 
Matsuki M, Ishida H.
Oncological outcomes of curative colectomy via minilaparotomy for stage Ⅱ 
and stage Ⅲ colon cancer. 
International union against cancer UICC World Cancer Congress. Geneva, 
Switzerland, 2008.8.27-31 (Poster)  

200．Miyazaki T, Kato H, Nakajima M, Fukuchi M, Yokoyama M, Ishibashi K, 
Kuwano H, Matsuki M, Ishida H.
FAK overexpression is correlated with tumour invasiveness and lymph node 
metastasis in oesophageal squamous cell carcinoma. 
International union against cancer UICC World Cancer Congress. Geneva, 
Switzerland, 2008.8.27-31 (Poster)

201．Ishibashi K , Yokoyama M , Kuwabara K , Ishii M, Ishiguro T , Ohsawa  T, 
Okada  N, Matsuki M, Ishida H.
Factors affecting the prognosis of patients who underwent resection of 
pulmonary metastasis from colorectal cancer. 
International Society of University Colon & Rectal Surgeons. San Diego, 
USA,2008.9.13-17 (Oral)  
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202．Kuwabara K, Ishibashi K , Ishii M, Ishiguro T , Ohsawa T , Okada N, Yokoyama 
M, Miyazaki T , Matsuki M, Ishida H.
Intermediate results of a prospective randomized study assessing a brief 
course of perioperative intravenous antimicrobial prophylaxis in rectal cancer 
surgery. 
International Society of University Colon & Rectal Surgeons. San Diego, USA, 
2008.9.13-17 (Oral)

203．Ishibashi K, Kuwabara  K, Ishii M , Ishiguro T , Ohsawa T , Okada N , 
Yokoyama M, Miyazaki T, Matsuki M, Ishida H.
Hepatic lymph node involvement in patients with synchronous liver metastasis 
of colorectal cancer． 
International Society of University Colon & Rectal Surgeons. San Diego, USA, 
2008.9.13-17 (Oral)

204．Ishii M, Ishibashi K, Yokoyama M, Kuwabara K , Ishiguro T, Ohsawa T, Okada 
N, Miyazaki T, Matsuki M , Ishida H.
Peudo-Meigs’ syndrome caused by ovarian metastasis from colorectal cancer: 
report of 4 cases and review of the Japanese literature. 
International Society of University Colon & Rectal Surgeons. San Diego, USA, 
2008.9.13-17 (Poster)

205．近　範泰，宮崎達也，横山洋三，北岡　斎，石畝　亨，崎元雄彦，岡田典倫，沖田剛之，
横山　勝，石橋敬一郎，松木盛行，石田秀行，佐藤恵子，屋嘉比康治.
全身麻酔下内視鏡摘出術を施行した食物異物（ティースプーン）の１例．
第34回日本消化器内視鏡学会　埼玉部会　学術講演会，さいたま，2008.10.11（口演）

206．横山　勝，石橋敬一郎，田島雄介，外間尚子，幡野　哲，石畝　亨，桑原公亀，崎元雄彦，
岡田典倫，沖田剛之，宮崎達也，松木盛行，石田秀行.
大腸癌肺転移のstage分類（案）．
第63回日本大腸肛門病学会総会，東京，2008.10.17-18（ワークショップ）　

207．石橋敬一郎，石畝　亨，桑原公亀，大澤智徳，岡田典倫，宮崎達也，横山　勝，松木盛行，
石田秀行.
大腸穿孔症例および大腸癌待機手術症例におけるHMGB-1術後推移．
第63回日本大腸肛門病学会総会，東京，2008.10.17-18（口演）

208．桑原公亀，石橋敬一郎，横山　勝，石畝　亨，岡田典倫，大澤智徳，三橋敏武，宮崎達也，
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松木盛行，石田秀行.
結腸癌待機手術におけるmechanical cleansing sennosideはpolyethylene glycolに
代替し得るか．
第63回日本大腸肛門病学会総会，東京，2008.10.17-18（口演）

209．石橋敬一郎，傍島　潤，石畝　亨，桑原公亀，大澤智徳，岡田典倫，宮崎達也，横山　勝，
松木盛行，石田秀行.
大腸癌原発巣・肝転移巣におけるTP発現：癌細胞中mRNA発現と腫瘍組織中蛋白発現量
の比較．
第63回日本大腸肛門病学会総会，東京，2008.10.17-18（口演）

210．横山　勝，石橋敬一郎，田島雄介，外間尚子，幡野　哲，石畝　亨，桑原公亀，崎元雄彦，
岡田典倫，沖田剛之，宮崎達也，松木盛行，石田秀行.
大腸癌原発巣・肝転移巣におけるDPD発現：癌細胞中mRNA発現と腫瘍組織中蛋白発現
量の比較．
第63回日本大腸肛門病学会総会，東京，2008.10.17-18（口演）

211．岡田典倫，石橋敬一郎，沖田剛之，三橋敏武，桑原公亀，横山　勝，宮崎達也，松木盛行，
石田秀行.
大腸癌非治癒手術症例におけるmFOLFOX6の奏効・非奏効・導入不能例と予後．
第63回日本大腸肛門病学会総会，東京，2008.10.17-18（口演）

212．近　範泰，石橋敬一郎，横山　勝，宮崎達也，松木盛行，石田秀行，松田隆晴，諸角誠人，
山田拓己.
精策に接して孤立性転移をきたした盲腸癌の１例．
第63回日本大腸肛門病学会総会，東京，2008.10.17-18（示説）

213．桑原公亀，石橋敬一郎，石畝　亨，大澤智徳，岡田典倫，宮崎達也，横山　勝，松木盛行，
石田秀行.
大腸癌同時性肝転移症例における肝転移grade分類および肝所属リンパ節転移の意義．
第63回日本大腸肛門病学会総会，東京，2008.10.17-18（示説）

214．宮崎達也，石橋敬一郎，石田秀行.
大腸癌における血漿中のVEGF-Cレベルの臨床学的意義．
第67回日本癌学会学術総会，名古屋，2008.10.28-30（ワークショップ）　

215．石橋敬一郎，宮崎達也，石田秀行.
転移性大腸癌に対して1次治療としてmFOLFOX6療法例におけるTS,ERCC1遺伝子多
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型．　 
第67回日本癌学会学術総会，名古屋，2008.10.28-30（ワークショップ）

216．宮崎達也，石畝　亨，崎元雄彦，横山洋三，幡野　哲，岡田典倫，三橋敏武，石橋敬一郎，
松木盛行，高橋健夫，石田秀行.
当科における食道癌ハイリスク症例の治療選択とその成績．
第46回日本癌治療学会総会，名古屋，2008.10.30-11.1（パネルディスカッション）

217．石橋敬一郎，岡田典倫，石畝　亨，桑原公亀，宮崎達也，横山　勝，松木盛行，石田秀
行.
有害事象が原因でmFOLFOX6療法を中止とした切除不能・再発大腸癌の検討．
第46回日本癌治療学会総会，名古屋，2008.10.30-11.1（口演）

218．岡田典倫，石橋敬一郎，横山　勝，沖田剛之，桑原公亀，外間尚子，宮崎達也，石田秀
行.
大腸癌化学療法におけるBevacizumab併用治療で認められる副作用．
第46回日本癌治療学会総会，名古屋，2008.10.30-11.1（示説）

219．横山洋三，石橋敬一郎，宮崎達也，石畝 亨，近　範泰，崎元雄彦，石橋敬一郎，岡田典倫，
横山　勝，松木盛行，石田秀行.
姑息手術施行後の胃癌化学療法の検討．
第37回胃外科・術後障害研究会，東京，2006.11.6-7（口演）　

220．石橋敬一郎，石畝 亨，桑原公亀，岡田典倫，大澤智徳，宮崎達也，横山　勝，松木盛行，
石田秀行.
大腸手術における手術手技・周術期管理の標準化とSSI防止効果．
第21回日本外科感染症学会総会，札幌，2008.11.5-7（ワークショップ）

221．桑原公亀，石橋敬一郎，石畝 亨，横山　勝，宮崎達也，松木盛行，石田秀行.
大腸穿孔症例における術後創感染対策．
第21回日本外科感染症学会総会，札幌，2008.11.5-7（口演）

222．石畝 亨，石橋敬一郎，桑原公亀，崎元雄彦，岡田典倫，沖田剛之，宮崎達也，横山　勝，
松木盛行，石田秀行.
重症大腸穿孔に対するPMX-DHPおよびCHDFの効果と限界．
第21回日本外科感染症学会総会，札幌，2008.11.5-7（パネルディスカッション）

223．岡田典倫，石橋敬一郎，横山　勝，宮崎達也，石田秀行.
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mFOLFOX6の治療成績と血漿VEGF関連因子．
第21回日本バイオセラピィ学会学術集会総会，東京，2008.11.18-19（ワークショップ）

224．石橋敬一郎，岡田典倫，石畝 亨，桑原公亀，大澤智徳，宮崎達也，横山　勝，松木盛行，
石田秀行.
FOLFIRI療法にavastin併用は有効か．
第21回日本バイオセラピィ学会学術集会総会，東京，2008.11.18-19（ワークショップ）

225．石橋敬一郎，石畝　亨，桑原公亀，大澤智徳，岡田典倫，宮崎達也，横山　勝，松木盛行，
石田秀行.
実施臨床におけるstageⅢ結腸癌に対するUFT/PSK投与の治療成績．
第70回日本臨床外科学会総会，東京，2008.11.27-29（ワークショップ）　

226．石橋敬一郎，桑原公亀，石畝　亨，岡田典倫，宮崎達也，横山　勝，松木盛行，石田秀
行.
結腸手術の術前機械洗浄はセンナ（sennoside）で十分である．
第70回日本臨床外科学会総会，東京，2008.11.27-29（口演）　

227．岡田典倫，石橋敬一郎，横山　勝，沖田剛之，桑原公亀，外間尚子，石畝　亨，宮崎達也，
石田秀行.
FOLFOX治療中に発症したアレルギー症例の検討．
第70回日本臨床外科学会総会，東京，2008.11.27-29（口演）　

228．岡田典倫，石橋敬一郎，横山　勝，沖田剛之，桑原公亀，外間尚子，石畝　亨，宮崎達也，
石田秀行.
FOLFOX治療における末梢神経障害の評価方法の検討．
第70回日本臨床外科学会総会，東京，2008.11.27-29（口演）　

229．石畝　亨，石橋敬一郎，岡田典倫，桑原公亀，宮崎達也，横山　勝，松木盛行，石田秀
行.
高齢者大腸癌に対するmFOLFOX6/FOLFILI療法．
第70回日本臨床外科学会総会，東京，2008.11.27-29（口演）　

230．桑原公亀，石橋敬一郎，岡田典倫，横山　勝，宮崎達也，松木盛行，石田秀行.
潰瘍性大腸炎に合併した大腸Inflammatory fibroid polypの１例．
第70回日本臨床外科学会総会，東京，2008.11.27-29（口演）　

231．外間尚子，石橋敬一郎，沖田剛之，三橋敏武，岡田典倫，崎元雄彦，宮崎達也，松木盛行，



― 125 ―

石田秀行.
妊娠中の急性虫垂炎に関する検討（第２報）．
第70回日本臨床外科学会総会，東京，2008.11.27-29（口演）　

232．幡野　哲，横山　勝，外間尚子，北岡　斎，石畝　亨，桑原公亀，傍島　潤，崎元雄彦，
岡田典倫，沖田剛之，宮崎達也，石橋敬一郎，松木盛行，石田秀行.
当院手術室における手洗い法についての取り組みと変遷．
第70回日本臨床外科学会総会，東京，2008.11.27-29（口演）　

233．久保田将，幡野　哲，傍島　潤，崎元雄彦，沖田剛之，横山　勝，宮崎達也，石橋敬一郎，
松木盛行，石田秀行.
CTで術前診断し得た鼠経ヘルニア嵌頓による続発性大網捻転症の１例．
第70回日本臨床外科学会総会，東京，2008.11.27-29　（口演）

234．横山洋三，宮崎達也，近　範泰，北岡　斎，石畝　亨，岡田典倫，横山　勝，石橋敬一郎，
松木盛行，石田秀行.
腹腔鏡下に摘出した後腹膜原発粘液性嚢胞腺腫の１例．
第70回日本臨床外科学会総会，東京，2008.11.27-29（口演）　

235．石井正嗣，岡田典倫，桑原公亀，外間尚子，石畝　亨，横山　勝，石橋敬一郎，宮崎達也，
松木盛行，石田秀行.
当科における非閉塞腸管虚血症の4例．
第70回日本臨床外科学会総会，東京，2008.11.27-29（口演）　

236．猪野　梓，横山　勝，沖田剛之，幡野　哲，久保田将，岡田典倫，石橋敬一郎，宮崎達也，
松木盛行，石田秀行.
プロテインC欠乏症による門脈血栓症を認めた１例．
第70回日本臨床外科学会総会，東京，2008.11.27-29（口演）　

237．三橋敏武，宮崎達也，崎元雄彦，久保憲生，石畝　亨，岡田典倫，横山　勝，石橋敬一郎，
松木盛行，石田秀行，高橋健夫.
StageⅣb食道癌に対するchemoradiationのQOLに対する影響．
第70回日本臨床外科学会総会，東京，2008.11.27-29（示説）　

238．田島雄介，宮崎達也，近　範泰，横山洋三，石畝　亨，横山　勝，石橋敬一郎，松木盛行，
石田秀行.
急速な転帰をたどった胃内分泌細胞癌の１例．
第26回埼玉外科集談会, さいたま，2008.11.29（口演）
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239．石井正嗣，石橋敬一郎，横山　勝，桑原公亀，石畝　亨，大澤智徳，岡田典倫，宮崎達也，
松木盛行，石田秀行
S状結腸癌卵巣転移によるpseudo-Meigs’症候群の１例．
第26回埼玉外科集談会, さいたま，2008.11.29（口演）

240．久保田将，横山　勝，幡野　哲，沖田剛之，宮崎達也，石橋敬一郎，松木盛行，石田秀
行.
mFOLFOX6で著効が得られた直腸癌・同時性肝転移の１例．
第26回埼玉外科集談会, さいたま，2008.11.29（口演）

241．Ishibashi K, Miyazaki T, Ishiguro T, Okada N, Yokoyama M, Ishida H .
Clinical significance of plasma level of vascular endothelial growth factor-C in 
patients with colorectal cancer. 
The 11th Japan-China-Korea Symposium for Colorectal Cancer. Tokyo, Japan, 
2008.12.4-5（Oral） 

242．Ishibashi K, Okada N, Ishiguro T, Miyazaki T, Yokoyama M, Ishida H.
Polymorphisms of TS and ERCC1 in metastatic colorectal cancer treated by 
first line mFOLFOX6 regimen. 
The 11th Japan-China-Korea Symposium for Colorectal Cancer. Tokyo, Japan, 
2008.12.4-5（Oral）

243．三橋敏武，中村浩一，石原　斌，石田秀行.
胃瘻チューブ交換時の腹腔内挿入を，緊急内視鏡で交換した１例. 
第87回日本消化器内視鏡学会関東地方会，東京，2008.12.12-13（口演）　

244．石畝　亨，石橋敬一郎，大澤智徳，崎元雄彦，宮崎達也，横山　勝，松木盛行，石田秀
行.
リンパ節の大きさからみた下部直腸・肛門管癌における所属リンパ節転移診断の問題点．
第70回大腸癌研究会，東京，2009.1.16（口演）

245．崎元雄彦，森ひろみ，箕輪雄一，荒牧瑞江，竹内恭子，原島典子，小高明雄.
栄養管理計画書を用いたモニタリングシステムの有効性についての検討．
第24回静脈経腸栄養学会，鹿児島，2009.1.29-30（示説）　

246．桑原公亀，石橋敬一郎，石畝　亨，岡田典倫，崎元雄彦，横山　勝，宮崎達也，松木盛行，
石田秀行.
最近10年間に経験した大腸穿孔の検討．
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第46回埼玉県医学会総会，さいたま，2009.2.22（口演）　

247．桑原公亀，石橋敬一郎，横山　勝，梶原美奈子，松木盛行，石田秀行.
汎発性膿性・糞便性腹膜炎を併発する大腸穿孔における人工肛門関連合併症対策．
第26回日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会総会，青森，2009.2.27-28（口演）

248．宮崎達也，横山洋三，石畝　亨，近　範泰，崎元雄彦，岡田典倫，横山　勝，石橋敬一郎，
山田博文，松木盛行，石田秀行.
実地医療における根治切除不能胃癌に対するS-1+CDDP療法の妥当性．
第81回日本胃癌学会総会，東京，2009.3.4-6（示説）　

249．平岡　優，石井正嗣，石橋敬一郎，横山　勝，宮崎達也，大澤智徳，傍島　潤，猪熊滋久，
松木盛行，石田秀行.
結腸癌の卵巣転移によるPseudo-Meigs’症候群についての検討～自験4例と文献例によ
る～． 
第109回日本外科学会定期学術集会，福岡，2009.4.2-4（口演）

250．石橋敬一郎，岡田典倫，石畝　亨，宮崎達也，横山　勝，松木盛行，石田秀行.
切除不能・再発大腸癌における１次治療mFOLFOX療法の治療効果とTS/ERCC1/
ERCC2遺伝子多型の検討．
第109回日本外科学会定期学術集会，福岡，2009.4.2-4（示説）

251．岡田典倫，石橋敬一郎，横山　勝，沖田剛之，幡野　哲，石井正嗣，久保田将，近　範泰，
石田秀行．
アレルギー・神経障害でmFOLFOX6を中止した大腸癌患者の背景と予後．
第109回日本外科学会定期学術集会，福岡，2009.4.2-4（示説）

252．宮崎達也，石畝　亨，近　範泰，横山洋三，幡野　哲，崎元雄彦，岡田典倫，横山　勝，
石橋敬一郎，松木盛行，石田秀行.
胃悪性腫瘍手術における抗菌薬投与期間短縮の試み．
第109回日本外科学会定期学術集会，福岡，2009.4.2-4（示説）

253．外間尚子，石畝　亨，沖田剛之，横山　勝，宮崎達也，石橋敬一郎，松木盛行，石田秀行，
小高明雄.
成人鼠径ヘルニアに対するMesh-plug法のポイント．
第109回日本外科学会定期学術集会，福岡，2009.4.2-4（示説）

254．石畝　亨，石橋敬一郎，横山　勝，大澤智徳，崎元雄彦，岡田典倫，宮崎達也，松木盛行，
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石田秀行，橋本大定.
結腸癌に対する小切開根治術228例の検討．
第109回日本外科学会定期学術集会，福岡，2009.4.2-4（示説）

255．竹田明彦，高橋範夫，伊関大敬，安藤俊夫，桑原公亀，望月秀明，小山　勇．
ラット腸骨リンパ管モデルを用いたリンパ管再生メカニズムの生物学的機能解析． 
第109回日本外科学会定期学術集会，福岡，2009.4.2-4（示説）

256．宮崎達也，石畝　亨，久保田将，外間尚子，横山洋三，崎元雄彦，岡田典倫，横山　勝，
石橋敬一郎，松木盛行，石田秀行.
実地臨床における高齢者高度進行胃癌に対する化学療法の現状と問題点．
第30回癌免疫外科研究会，久留米，2009.5.21-5.22（口演）　

257．石橋敬一郎，外間尚子，石畝　亨，桑原公亀，岡田典倫，大澤智徳，宮崎達也，横山　勝，
松木盛行，石田秀行.
実地臨床におけるstageⅢ直腸癌に対するUFT/PSK投与の治療成績．
第30回癌免疫外科研究会，久留米，2009.5.21-5.22（ワークショップ）　

258．岡田典倫，石橋敬一郎，横山　勝，桑原公亀，石畝　亨，幡野　哲，外間尚子，田島雄介，
石井正嗣，久保田将，近　範泰，宮崎達也，石田秀行.
mFOLFOX6治療におけるアレルギーの発症状況および予後との関係．
第30回癌免疫外科研究会，久留米，2009.5.21-5.22（口演）　

259．Ishibashi K，Okada N，Ishiguro T，Yokoyama M，Miyazaki T，Sano M，Ishida 
H.
Polymorphisms of GSTP1,GSTT1, GSTM1, MTHFR, TS,ERCC1,and ERCC2 in 
metastatic colorectal cancer treated by first-line mFOLFOX6 chemotherapy. 
45th Annual Meeting of American Society of Clinical Oncology (ASCO). 
Orlando, USA,2009.5.29-6.2 (Poster)

260．岡田典倫，石橋敬一郎，横山　勝，桑原公亀，幡野　哲，石井正嗣，久保田将，近　範泰，
田丸純一，宮崎達也，石田秀行.
mFOLFOX6施行後の肝切除の検討．
第31回日本癌局所療法研究会，宇部，2009.6.5（シンポジウム）

261．石畝　亨，石橋敬一郎，近　範泰，田島雄介，外間尚子，幡野　哲，崎元雄彦，宮崎達也，
横山　勝，中田　博，松木盛行，石田秀行.
プレパラート標本からみた下部直腸癌の側方リンパ節転移予測の可能性．
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第31回日本癌局所療法研究会，宇部，2009.6.5（口演）

262．石橋敬一郎，外間尚子，石畝　亨，大澤智徳，岡田典倫，宮崎達也，横山　勝，猪熊滋久，
石田秀行.
直腸癌骨盤内再発に対する治療（切除vs全身化学療法）．
第31回日本癌局所療法研究会，宇部，2009.6.5（口演）

263．石橋敬一郎，傍島　潤，石畝　亨，大澤智徳，岡田典倫，宮崎達也，横山　勝，猪熊滋久，
石田秀行.
大腸癌原発巣・肝転移巣におけるDihydropyrimideine  Dehydrogenase（DPD）発現：
癌細胞内mRNA発現と腫瘍組織中蛋白発現量の関係と5-FU系抗癌剤の治療効果．
第31回日本癌局所療法研究会，宇部，2009.6.5（口演）

264．田島雄介，石橋敬一郎，石畝　亨，大澤智徳，崎元雄彦，岡田典倫，宮崎達也，横山　勝，
松木盛行，石田秀行.
大腸癌脳転移12例の検討．
第31回日本癌局所療法研究会，宇部，2009.6.5（口演）

265．石井正嗣，石橋敬一郎，石畝　亨，桑原公亀，大澤智徳，岡田典倫，宮崎達也，横山　勝，
猪熊滋久，石田秀行.
大腸癌卵巣転移切除例の検討：他の腹膜転移症例と比較して．
第31回日本癌局所療法研究会，宇部，2009.6.5（口演）

266．大澤智徳，石畝　亨，横山　勝，中田　博，桑原公亀，宮崎達也，石橋敬一郎，石田秀
行.
当科で経験した家族性大腸腺腫症の随伴病変．
第15回日本家族性腫瘍学会学術集会，東京　2009.6.13（示説）

267．猪野　梓，石橋敬一郎，岡田典倫，横山洋三，田島雄介，幡野　哲，石畝　亨，大澤智徳，
宮崎達也，横山　勝，石田秀行.
興味ある経緯をたどったS状結腸癌術後孤立性腹膜外転移の１例．
第813回外科集談会，東京，2009.6.13（口演）

268．石橋敬一郎，岡田典倫，石畝　亨，桑原公亀，大澤智徳，宮崎達也，横山　勝，石田秀
行.
切除不能・再発大腸がんに対する１次治療mFOLFOX6療法施行患者のERCC1,ERCC2
遺伝子多型．
第18回日本癌病態治療研究会，福島，2009.6.18-19（ワークショップ）　
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269．石橋敬一郎，岡田典倫，石畝　亨，桑原公亀，大澤智徳，宮崎達也，横山　勝，石田秀
行.
実地臨床におけるmFOLFOX6/FOLFIRIに対するbevacizumabの上乗せ効果について．
第18回日本癌病態治療研究会，福島，2009.6.18-19（口演）　

270．宮崎達也，石畝　亨，崎元雄彦，久保田将，外間尚子，横山洋三，岡田典倫，横山　勝，
石橋敬一郎，石田秀行.
Non-T4,StageⅡ,Ⅲ食道癌症例のリスクに基づいた治療選択とその成績．
第18回日本癌病態治療研究会，福島，2009.6.18-19（口演）　

271．横山洋三，石橋敬一郎，幡野　哲，石畝　亨，桑原公亀，岡田典倫，大澤智徳，宮崎達也，
横山　勝，石田秀行.
大腸癌イレウス症例の特徴と治療上の問題点．
第18回日本癌病態治療研究会，福島，2009.6.18-19（口演）　

272．石田秀行，石畝　亨，大澤智徳，岡田典倫，横山　勝，宮崎達也，石橋敬一郎.
大腸癌に対する骨盤内臓全摘術の功罪：前方・後方全摘術，腹会陰式直腸切断術との比較．
第34回日本外科系連合学会学術集会，東京，2009.6.18-19（ワークショップ）

273．近　範泰，崎元雄彦，桑原公亀，外間尚子，石橋敬一郎，横山　勝，宮崎達也，松木盛行，
石田秀行，長田久人．
妊娠中に発症し，CTで診断しえた腹膜垂炎の１例．
第34回日本外科系連合学会学術集会，東京，2009.6.18-19（示説）　

274．宮崎達也，石畝　亨，崎元雄彦，久保田将，外間尚子，横山洋三，岡田典倫，横山　勝，
石橋敬一郎，石田秀行.
当科におけるサルベージ手術症例の検討．
第62回日本食道学会学術集会，横浜，2009.6.25-26（口演）

275．石橋敬一郎，横山洋三，石畝　亨，桑原公亀，大澤智徳，岡田典倫，宮崎達也，横山　勝，
石田秀行.
StageⅡ大腸癌の高リスク因子についての検討．
第71回大腸癌研究会，さいたま，2009.7.3（口演）　

276．横山洋三，石橋敬一郎，幡野　哲，石畝　亨，岡田典倫，大澤智徳，宮崎達也，横山　勝，
石田秀行.
イレウス・穿孔を来したStageⅡ大腸癌症例の特徴と治療上の問題点．
第71回大腸癌研究会，さいたま，2009.7.3（示説）　
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277．宮崎達也，石畝　亨，崎元雄彦，久保田将，外間尚子，横山洋三，岡田典倫，横山　勝，
石橋敬一郎，石田秀行.
治療切除可能食道癌に対する根治的CRTの適応と当科における治療方針．
第64回日本消化器外科学会総会，大阪，2009.7.16-18（ワークショップ）

278．石畝　亨，宮崎達也，外間尚子，幡野　哲，崎元雄彦，横山　勝，石橋敬一郎，辻　美隆，
松木盛行，石田秀行.
高齢者の胃癌手術の検討．
第64回日本消化器外科学会総会，大阪，2009.7.16-18（口演）

279．幡野　哲，石橋敬一郎，石畝　亨，大澤智徳，岡田典倫，宮崎達也，横山　勝，松木盛行，
石田秀行.
下部直腸，肛門管癌の側方リンパ節径と術前画像診断の問題点．
第64回日本消化器外科学会総会，大阪，2009.7.16-18（口演）

280．岡田典倫，石橋敬一郎，横山　勝，桑原公亀，外間尚子，宮崎達也，石田秀行.
大腸癌組織中血管新生関連因子とmFOLFOX6の治療効果．
第64回日本消化器外科学会総会，大阪，2009.7.16-18（示説）

281．石橋敬一郎，岡田典倫，石畝　亨，大澤智徳，宮崎達也，横山　勝，松木盛行，石田秀
行.
切除不能・再発大腸癌に対する１次治療mFOLFOX，２次治療FOLFIRI±bevacizumab
の治療成績．
第64回日本消化器外科学会総会，大阪，2009.7.16-18（示説）

282．石橋敬一郎，岡田典倫，石畝　亨，横山　勝，宮崎達也，佐野元彦，山田博文，石田秀
行.
切除不能・再発大腸癌における１次治療mFOLFOX6の効果とGSTP1，GSTT1，
GSTM1，MTHFR，TS,ERCC1，ERCC2，遺伝子多型との関係．
第68回日本癌学会学術総会，横浜，2009.10.1-3（示説）　

283．宮崎達也，横山洋三，石畝　亨，崎元雄彦，岡田典倫，石橋敬一郎，桑野博行，石田秀
行.
治癒切除可能食道癌に対する化学放射線治療の位置づけ．
第62回日本胸部外科学会定期学術集会，横浜，2009.10.11-13（示説）　

284．岡田典倫，石橋敬一郎，横山　勝，桑原公亀，幡野　哲，外間尚子，田島雄介，石井正嗣，
久保田将，近　範泰，猪野　梓，宮崎達也，石田秀行.
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mFOLFOX6の治療効果予測と血清CEA濃度の推移．
第47回日本癌治療学会学術集会，横浜，2009.10.22-24（口演）　

285．石橋敬一郎，岡田典倫，石畝　亨，大澤智徳，宮崎達也，横山　勝，佐野元彦，井上尚彦，
石田秀行.
切除不能・再発大腸癌に対する１次治療mFOLFOX6の治療成績．
第47回日本癌治療学会学術集会，横浜，2009.10.22-24（口演）

286．傍島　潤，宮崎達也，石橋敬一郎，石田秀行.
食道扁平上皮癌における放射線・科学放射線療法の治療効果予測因子の検討．
第47回日本癌治療学会学術集会，横浜，2009.10.22-24（示説）

287．井上尚彦，佐野元彦，小松崎健，岸野　亨，岡田典倫，石橋敬一郎，石田秀行.
FOLFOX療法施行患者を対象とした末梢神経障害の評価方法の検討．
第47回日本癌治療学会学術集会，横浜，2009.10.22-24（示説）

288．石井正嗣，岡田典倫，石橋敬一郎，横山　勝，桑原公亀，幡野　哲，宮崎達也，石田秀行，
田丸淳一.
mFOLFOX6施行後の肝切除の安全性の検討．
第47回日本癌治療学会学術集会，横浜，2009.10.22-24（パネルディスカッション）

289．宮崎達也，横山洋三，石畝　亨，外間尚子，石井正嗣，傍島　潤，崎元雄彦，岡田典倫，
横山　勝，石橋敬一郎，山田博文，本戸幹人，石田秀行.
食道癌T4MO症例の治療戦略．
第47回日本癌治療学会学術集会，横浜，2009.10.22-24（口演）

290．石橋敬一郎，岡田典倫，石畝　亨，桑原公亀，大澤智徳，宮崎達也，横山　勝，森　隆，
石田秀行.
切除不能・再発大腸癌における１次治療mFOLFOX6療法の治療効果とTS/ERCC1蛋白
発現の検討．
第64回日本大腸肛門病学会学術集会，福岡，2009.11.6-7（口演）

291．石橋敬一郎，岡田典倫，石畝　亨，横山　勝，宮崎達也，佐野元彦，山田博文，石田秀
行.
治療効果，安全性，費用，効果予測因子からみた１次治療mFOLFOX6に対する
Bevacizumabの併用効果．
第64回日本大腸肛門病学会学術集会，福岡，2009.11.6-7（シンポジウム）
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292．石畝　亨，石橋敬一郎，幡野　哲，大澤智徳，崎元雄彦，宮崎達也，横山　勝，石田秀
行.
プレパラート標本からみた下部直腸癌における傍直腸および側方リンパ節の大きさと転
移．
第64回日本大腸肛門病学会学術集会，福岡，2009.11.6-7（口演）

293．田島雄介，石橋敬一郎，近　範泰，石畝　亨，大澤智徳，崎元雄彦，岡田典倫，宮崎達也，
横山　勝，石田秀行.
大腸癌脳・肺転移に対しmFOLFOX6と放射線治療を施行した２例．
第64回日本大腸肛門病学会学術集会，福岡，2009.11.6-7（口演）

294．田島雄介，石橋敬一郎，近　範泰，大澤智徳，宮崎達也，横山　勝，石田秀行.
下大静脈合併切除を伴った大腸癌副腎転移の１例．
第64回日本大腸肛門病学会学術集会，福岡，2009.11.6-7（口演）

295．石畝　亨，大澤智徳，宮崎達也，横山　勝，石橋敬一郎，石田秀行.
横行結腸癌に対する小切開手術．
第64回日本大腸肛門病学会学術集会，福岡，2009.11.6-7（口演）

296．桑原公亀，石畝　亨，石橋敬一郎，大澤智徳，岡田典倫，横山　勝，宮崎達也，石田秀
行.
小切開アプローチ法による結腸癌根治術における腹部手術既往の影響．
第64回日本大腸肛門病学会学術集会，福岡，2009.11.6-7（口演）

297．桑原公亀，石橋敬一郎，石畝　亨，大澤智徳，岡田典倫，宮崎達也，横山　勝，石田秀
行.
結腸手術の術前機械洗浄はセンナ（sennoside）で十分である-Case-match study．
第64回日本大腸肛門病学会学術集会，福岡，2009.11.6-7（口演）

298．大澤智徳，石畝　亨，横山　勝，田島雄介，桑原公亀，岡田典倫，石橋敬一郎，石田秀
行.
大腸全摘・回腸嚢肛門吻合術：腹腔鏡下操作の簡略化と直腸粘膜切除を中心に．
第64回日本大腸肛門病学会学術集会，福岡，2009.11.6-7（ビデオシンポジウム）

299．大澤智徳，竹内幾也，石畝　亨，横山　勝，石橋敬一郎，吉田輝彦，石田秀行，岩間毅夫.
家族性大腸線種症に対する大腸全摘前のスクリーニング検査で発見された甲状腺癌の１
例．
第64回日本大腸肛門病学会学術集会，福岡，2009.11.6-7（示説）
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300．猪野　梓，石畝　亨，横山　勝，沖田剛之，幡野　哲，久保田将，宮崎達也，石橋敬一郎，
吉田輝彦，石田秀行，岩間毅夫.
貧血を契機に発見され腸重積を伴った結腸原発PEComaの１例．
第64回日本大腸肛門病学会学術集会，福岡，2009.11.6-7（口演）

301．岡田典倫，石橋敬一郎，大澤智徳，桑原公亀，幡野　哲，田島雄介，久保田将，近　範泰，
横山　勝，宮崎達也，石田秀行.
Köhne’s IndexによるmFOLFOX6の治療効果予測．
第64回日本大腸肛門病学会学術集会，福岡，2009.11.6-7（口演）

302．石橋敬一郎，猪熊滋久，鈴木　毅，秦　怜志，朴　英智，廣瀬哲也，望月智行，藤野幸夫，
屋嘉比康治，山田博文，黒田　徹，松本力雄，岡田典倫，石田秀行.
地域連携クリニカルパスの現況-西埼玉消化器ONCOLOGY研究会での試み．
第71回日本臨床外科学会総会，京都，2009.11.19-21（口演）

303．久保田将，幡野　哲，猪野　梓，石畝　亨，崎元雄彦，横山洋三，宮崎達也，石橋敬一郎，
石田秀行.
SLE患者に発症した腸管穿孔の２例．
第71回日本臨床外科学会総会，京都，2009.11.19-21（口演）

304．外間尚子，石橋敬一郎，桑原公亀，石畝　亨，岡田典倫，大澤智徳，宮崎達也，横山　勝，
石田秀行.
直腸癌に対する括約筋温存術における吻合法の検討：single stapling technique（SST）
側端吻合とdouble stapling technique（DST）の比較．
第71回日本臨床外科学会総会，京都，2009.11.19-21（口演）

305．大澤智徳，石畝　亨，横山　勝，幡野　哲，田島雄介，近　範泰，横山洋三，崎元雄彦，
久保田将，岡田典倫，石井正嗣，猪野　梓，宮崎達也，石橋敬一郎，石田秀行.
右側結腸癌手術における上腸間膜静脈系の解剖学的考察．
第71回日本臨床外科学会総会，京都，2009.11.19-21（口演）

306．猪野　梓，久保田将，近　範泰，横山洋三，田島雄介，大澤智徳，横山　勝，石橋敬一郎，
宮崎達也，石田秀行.
プロテインC欠乏症による下大静脈・上腸間膜静脈・門脈血栓症を認めた１例．
第71回日本臨床外科学会総会，京都，2009.11.19-21（口演）

307．幡野　哲，石畝　亨，大澤智徳，宮崎達也，横山　勝，石橋敬一郎，石田秀行.
内視鏡的摘除後の追加切除としての小切開結腸癌根治術．
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第71回日本臨床外科学会総会，京都，2009.11.19-21（口演）

308．石井正嗣，石畝　亨，大澤智徳，宮崎達也，横山　勝，石橋敬一郎，石田秀行.
進行横行結腸癌に対する小切開手術の成績．
第71回日本臨床外科学会総会，京都，2009.11.19-21（口演）

309．岡田典倫，石橋敬一郎，大澤智徳，桑原公亀，幡野　哲，田島雄介，石井正嗣，久保田将，
近　範泰，猪野　梓，横山　勝，宮崎達也，石田秀行.
外科医が行う外来化学療法のレベルアップ：大腸癌化学療法での標準化への取り組み．
第71回日本臨床外科学会総会，京都，2009.11.19-21（口演）

310．石橋敬一郎，岡田典倫，石畝　亨，桑原公亀，大澤智徳，宮崎達也，横山　勝，山田博文，
三浦一郎，石田秀行.
切除不能・再発大腸癌における１次治療mFOLFOX6療法の治療効果はTS，ERCC1，
ERCC2遺伝子多型，mRNA発現，蛋白発現から予測可能か？． 
第71回日本臨床外科学会総会，京都，2009.11.19-21（口演）

311．幡野　哲，石橋敬一郎，外間尚子，石畝　亨，大澤智徳，岡田典倫，宮崎達也，横山　勝，
石田秀行.
新規抗癌剤時代の直腸癌骨盤内再発に対する治療選択．
第71回日本臨床外科学会総会，京都，2009.11.19-21（口演）

312．岡田典倫，石橋敬一郎，大澤智徳，桑原公亀，幡野　哲，田島雄介，石井正嗣，久保田将，
近　範泰，猪野　梓，横山　勝，宮崎達也，石田秀行.
Oxaliplatinによるアレルギー発症症例の予後の検討：case-matching study．
第71回日本臨床外科学会総会，京都，2009.11.19-21（口演）

313．石橋敬一郎，岡田典倫，石畝 亨，大澤智徳，宮崎達也，横山　勝，佐野元彦，井上尚彦，
石田秀行
切除不能・再発大腸癌に対する１次治療mFOLFOX6±bevacizumab，２次治療
FOLFIRI±bevacizumabの治療成績．
第22回日本バイオセラピィ学会学術集会総会，大阪，2009.11.26-27（ワークショップ）

314．大澤智徳，桑原公亀，近　範泰，石井正嗣，石畝　亨，天野邦彦，芳賀紀裕，石田秀行，
岩間毅夫.
胸腹壁desmoid切除12年後に診断されたattenuated FAP（AFAP）の１例．
第27回埼玉県外科集談会，さいたま，2009.11.28（口演）　
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315．石井正嗣，石橋敬一郎，近　範泰，石畝　亨，大澤智徳，岡田典倫，芳賀紀裕，石田秀
行.
横行結腸癌・肝転移に化学療法が著効し切除し得た家族性大腸線種症（FAP）の１例．
第27回埼玉県外科集談会，さいたま，2009.11.28（口演）　

316．近　範泰，石橋敬一郎，石井正嗣，田島雄介，桑原公亀，岡田典倫，横山　勝，芳賀紀裕，
石田秀行.
大腸癌術後の経過観察中にCA19-9高値を呈した巨大肝嚢胞の１例．
第27回埼玉県外科集談会，さいたま，2009.11.28（口演）　

317．石畝　亨，石井正嗣，横山洋三，大澤智徳，崎元雄彦，宮崎達也，横山　勝，石橋敬一郎，
芳賀紀裕，石田秀行.
当科におけるStageⅡ・Ⅲ胃癌術後補助化学療法の現状．
第39回胃外科・術後障害研究会，仙台，2009.11.29-30（口演）

318．外間尚子，石橋敬一郎，桑原公亀，石畝　亨，岡田典倫，大澤智徳，宮崎達也，横山　勝，
石田秀行.
直腸癌に対する括約筋温存術におけるsingle stapling techniqueを用いた端々吻合の
SSI．
第22回日本外科感染症学会総会，宇部，2009.12.9-11（口演）

319．桑原公亀，石橋敬一郎，石畝　亨，大澤智徳，岡田典倫，大澤智徳，横山　勝，宮崎達也，
石田秀行.
ロジスティック回帰分析を用いた大腸穿孔の予後因子解析．
第22回日本外科感染症学会総会，宇部，2009.12.9-11（口演）

320．桑原公亀，石橋敬一郎，外間尚子，石畝　亨，岡田典倫，大澤智徳，宮崎達也，横山　勝，
石田秀行.
大腸穿孔治療におけるAT-Ⅲ値の臨床的意義．
第22回日本外科感染症学会総会，宇部，2009.12.9-11（口演）

321．石橋敬一郎，宮崎達也，桑原公亀，外間尚子，石畝　亨，岡田典倫，大澤智徳，横山　勝，
石田秀行.
Randomized control study の結果から見た胃・結腸・直腸切除に対する周術期抗菌薬
短縮化の妥当性．
第22回日本外科感染症学会総会，宇部，2009.12.9-11（口演）

322．石井正嗣，石橋敬一郎，幡野　哲，石畝　亨，岡田典倫，大澤智徳，崎元雄彦，石塚直樹，
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横山　勝，隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀行.
過去11年間における小腸癌７例の臨床病理学的検討.診断・治療に対する必要事項の検証．
第72回大腸癌研究会，久留米，20010.1.15（示説）　

323．石橋敬一郎，石井正嗣，幡野　哲，石畝　亨，大澤智徳，桑原公亀，隈元謙介，芳賀紀裕，
石田秀行.
大腸癌同時性肝転移症例における肝所属リンパ節の臨床的意義．
第72回大腸癌研究会，久留米，20010.1.15（示説）　

324．幡野　哲，石橋敬一郎，横山洋三，石井正嗣，石畝　亨，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，
芳賀紀裕，石田秀行.
下部直腸癌における側方リンパ節の位置づけ　TNM分類　vs　大腸がん取扱い規約.
第72回大腸癌研究会，久留米，20010.1.15（示説）　

325．外間尚子，石橋敬一郎，傍島　潤，石畝　亨，岡田典倫，大澤智徳，芳賀紀裕，石田秀行，
馬場一憲，関　博之.
妊娠中急性虫垂炎の地域性に関する検討．
第47回埼玉県医学会総会，さいたま，2010.1.24（口演）　

326．石橋敬一郎，幡野　哲，石畝　亨，岡田典倫，大澤智徳，崎元雄彦，石塚直樹，横山　勝，
隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀行.
実地臨床における切除不能・再発大腸癌に対するbevacizumab,cetuximabの治療効果．
第６回日本消化管学会総会学術集会，福岡，2010.2.19-20（ワークショップ）

327．石畝　亨，久保田将，横山洋三，桑原公亀，大澤智徳，岡田典倫，石橋敬一郎，芳賀紀裕，
石田秀行.
当科における十二指腸穿孔のHelicobacter pylori感染率とfollow upにおける問題点．
第６回日本消化管学会総会学術集会，福岡，2010.2.19-20（口演）　

328．石井正嗣，石橋敬一郎，幡野　哲，石畝　亨，岡田典倫，大澤智徳，宮崎達也，横山　勝，
石田秀行.
大腸癌卵巣転移の臨床病理学的特徴と予後．
第６回日本消化管学会総会学術集会，福岡，2010.2.19-20（口演）　

329．横山洋三，石橋敬一郎，石井正嗣，幡野　哲，石畝　亨，桑原公亀，大澤智徳，岡田典倫，
宮崎達也，石田秀行.
左側結腸癌イレウス症例に対する治療成績と問題点．
第６回日本消化管学会総会学術集会，福岡，2010.2.19-20（口演）　



― 138 ―

330．天野邦彦，石畝　亨，横山洋三，隈元謙介，石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀行，宮崎達
也.
当科における高齢者胃癌手術の現状と問題点．
第82回日本胃癌学会総会，新潟，2010.3.3-3.5（口演）　

331．石畝　亨，横山洋三，大澤智徳，隈元謙介，石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀行.
当科の胃癌手術におけるSSI発生の現状と問題点．
第82回日本胃癌学会総会，新潟，2010.3.3-3.5（口演）

332．桑原公亀，芳賀紀裕，石畝　亨，横山洋三，幡野　哲，大澤智徳，崎元雄彦，石橋敬一郎，
石田秀行.
根治切除不能胃癌の予後規定因子に関する検討．
第82回日本胃癌学会総会，新潟，2010.3.3-3.5（示説）

333．横山洋三，石畝　亨，猪野　梓，石井正嗣，久保田将，幡野　哲，桑原公亀，大澤智徳，
崎元雄彦，岡田典倫，石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀行.
低蛋白血症・幽門狭窄をきたした高齢者胃腸管型若年性ポリポーシスの１例．
第82回日本胃癌学会総会，新潟，2010.3.3-3.5（示説）　

334．Ishida H, Ishibashi K, Kumamoto K, Ohsawa T, Okada N, Haga N, Yokoyama 
M, Nakada H, Gonda T, Iwama T.
Significance of Hepatic Lymph Node Metastasis in Patients with Liver 
Metastasis of Colorectal Cancer in the Era of Effective Chemotherapy. 
XXIV Biennial Congress International Society of University Colon & Rectal 
Surgeons (ISUCRS). Seoul, Korea, 2010.3.19-23 (Oral)

335．Tajima Y, Ishibashi  K, Hokama N, Hatano S, Kuwabara K, Orsawa T, Okada 
N, Kumamoto K, Haga N, Ishida H.
Usefulness of Sennoside as a Mechanical Preparation for Elective Colon 
Cancer Surgery. 
XXIV Biennial Congress International Society of University Colon & Rectal 
Surgeons (ISUCRS). Seoul, Korea, 2010.3.19-23 (Oral)  

336．Hatano S, Ishibashi K, Ishiguro T, Ohsawa T, Okada N, Kumamoto K, 
Yokoyama M, Haga N, Ishida H.
Is it Possible to Predict Lateral Lymph Node Metastasis by Their Sizes in 
Patients with Lower Rectal Cancer? Analysis of Paraffin-embedded Sections. 
XXIV Biennial Congress International Society of University Colon & Rectal 
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Surgeons (ISUCRS). Seoul, Korea, 2010.3.19-23 (Oral)  　

337．Hatano S, Ishibashi K, Ishiguro T, Ohsawa T, Okada N, Kumamoto K, 
Yokoyama M, Haga N, Ishida H.
Selection of High-risk Patients with stage Ⅱ　Colon Cancer. 
XXIV Biennial Congress International Society of University Colon & Rectal 
Surgeons (ISUCRS). Seoul, Korea, 2010.3.19-23 (Poster)  

338．Kumamoto K, Ishibashi K, Ishiguro T, Ohsawa T, Okada N, Haga N, Ishida H.
Introduction Rate of Adjuvant Chemotherapy and Prognoses of Patients who 
Underwent Surgery with Colorectal Perforation Associated with Colorectal 
Cancer. 
XXIV Biennial Congress International Society of University Colon & Rectal 
Surgeons (ISUCRS). Seoul, Korea, 2010.3.19-23 (Poster)

339．Kumamoto K, Kuwabara K, Ishibashi K, Ishiguro T, Ohsawa T, Okada N, Haga 
N, Ishida H.
Evaluation of Prognostic Factors of Colorectal Perforation by Logistic 
Regression Analysis. 
XXIV Biennial Congress International Society of University Colon & Rectal 
Surgeons (ISUCRS). Seoul, Korea, 2010.3.19-23 (Poster) 

340．Ishii M.
Curative Resection of Locally Advanced Transverse Colon Cancer via a 
Minilaparotomy Approach. 
XXIV Biennial Congress International Society of University Colon & Rectal 
Surgeons (ISUCRS). Seoul, Korea, 2010.3.19-23 (Poster)

341．Tajima Y, Ishibashi K, Kuwabara K, Ohsawa T, Okada N, Yokoyama M, 
Kumamoto K, Haga N, Ishida H.
Impact of Prior Abdominal Surgery on the Curative Resection of Colon Cancer 
via a Minilaparotomy Approach. 
XXIV Biennial Congress International Society of University Colon & Rectal 
Surgeons (ISUCRS). Seoul, Korea, 2010.3.19-23 (Poster)

342．Yamamoto A, Kumamoto K, Ishiguro T, Ohsawa T, Okada N, Ishibashi K, Haga 
N, Ishida H.
A Very Rare Case of Neoplasm with Perivascular Epithelioid Cell 
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Differentiation (PEComa) of Colon with Invagination Discovered with Anemia. 
XXIV Biennial Congress International Society of University Colon & Rectal 
Surgeons (ISUCRS). Seoul, Korea, 2010.3.19-23 (Poster)

343．桑原公亀，石橋敬一郎，大澤智徳，岡田典倫，石畝　亨，隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀
行.
Hinchey stageから見た大腸穿孔に対するSSI対策．
第46回日本腹部救急医学会総会，富山，2010.3.18-19（ワークショップ）

344．石田秀行，桑原公亀，石畝　亨，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，石橋敬一郎，芳賀紀
裕 .
SSCG（2008）の敗血症分類から見た大腸穿孔に対する治療方針の選択．
第46回日本腹部救急医学会総会，富山，2010.3.18-19（ワークショップ）

345．外間尚子，石橋敬一郎，桑原公亀，石畝　亨，岡田典倫，大澤智徳，隈元謙介，芳賀紀裕，
石田秀行.
DPC制度における急性虫垂炎治療の医療経済的検討．
第46回日本腹部救急医学会総会，富山，2010.3.18-19（要望演題）　

346．岡田典倫，石橋敬一郎，大澤智徳，桑原公亀，石田秀行.
標準化と均てん化を目指した地域がん診療拠点病院におけるFOLFOX/FOLFIRI共通パス
の試み．
第110回日本外科学会定期学術集会, 名古屋, 2010.4.8-10（パネルディスカッション）

347．桑原公亀，石橋敬一郎，石畝　亨，大澤智徳，岡田典倫，石田秀行.
大腸穿孔の予後予測に有用な重症度scoreの検討．
第110回日本外科学会定期学術集会, 名古屋, 2010.4.8-10（口演）

348．幡野　哲，石橋敬一郎，横山洋三，石畝　亨，桑原公亀，大澤智徳，岡田典倫，宮崎達也，
横山　勝，芳賀紀裕，石田秀行.
StageⅡ大腸癌の高リスク因子についての選別と治療戦略．
第110回日本外科学会定期学術集会, 名古屋, 2010.4.8-10（口演）

349．大澤智徳，石橋敬一郎，石畝　亨，岡田典倫，天野邦彦，幡野　哲，隈元謙介，芳賀紀裕，
横山　勝，岩間毅夫，石田秀行.
StageⅡ/Ⅲ大腸癌における閉塞・穿孔症例の予後に与える影響．
第110回日本外科学会定期学術集会, 名古屋, 2010.4.8-10（口演）
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350．傍島　潤，宮崎達也，石橋敬一郎，石田秀行.
食道扁平上皮癌治療前，治療早期生検標本における予後因子としてのアポトーシスイン
デックスの検討．
第110回日本外科学会定期学術集会, 名古屋, 2010.4.8-10（口演）

351．Ohsawa T,Ishiguro T, Okada N,Ishibashi K, Haga N, Ishida H.
Minilaprotomy Approach to Perforated Duodenal Ulcer. 
12th  World Congress of Endoscopic Surgery. Washington, D.C., USA, 
2010.4.14-17 （Oral）

352．Ohsawa T,Ishiguro T, Okada N, Haga N, Ishida H.
Pattern of Arterial Branches Crossing the Superior Mesenteric Vein: Its 
Relevance to Laparoscopic Right Hemicolectomy. 
12th  World Congress of Endoscopic Surgery. Washington, D.C., USA, 
2010.4.14-17 （Poster）

353．Ishida H, Ishiguro T, Ohsawa T, Okada N,Ishibashi K, Haga N.
Oncological Outcome of Stage Ⅱ/ⅢColon Cancer Treated via Minilaparotomy 
Approach. 
12th  World Congress of Endoscopic Surgery. Washington, D.C., USA, 
2010.4.14-17 （Poster）

354．Ohsawa T, Ishida H, Hashimoto D.
Curcumferential Periumbilical Incision Approach for the Resection of T1N0 
and Tis Colon Cancer : Relevance to Single Port Laparoscopic Surgery(SILS). 
12th  World Congress of Endoscopic Surgery. Washington, D.C., USA, 
2010.4.14-17 （Poster）

355．Ishida H, Ishiguro T, Okada N,Ishibashi K, Haga N.
Distal Gastrectomy with Laparoscopic Assistance for Non-Overweight 
Patients with T1N0 Gastric Cancer. 
12th  World Congress of Endoscopic Surgery. Washington, D.C., USA, 
2010.4.14-17 （Poster）

356．幡野　哲，隈元謙介，石畝　亨，大澤智徳，岡田典倫，石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀
行.
MRIを用いた下部直腸癌の転移陽性側方リンパ節検索の試み．
第32回日本癌局所療法研究会, 奈良, 2010.6.11（シンポジウム）
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357．傍島　潤，芳賀紀裕，隈元謙介，石橋敬一郎，石田秀行.
食道扁平上皮癌における化学放射線療法の治療効果とTS/ERCC1蛋白発現の検討．
第32回日本癌局所療法研究会, 奈良，2010.6.11（口演）

358．石橋敬一郎，岡田典倫，石畝　亨，桑原公亀，大澤智徳，横山　勝，隈元謙介，芳賀紀裕，
森　隆，山田博文，三浦一郎，田丸淳一，糸山進次，石田秀行.
切除不能・再発大腸癌における１次治療mFOLFOX6療法の治療効果とTS/ERCC1蛋白
発現の検討．
第32回日本癌局所療法研究会，奈良，2010.6.11（口演）

359．岡田典倫，石橋敬一郎，大澤智徳，傍島　潤，桑原公亀，石畝　亨，天野邦彦，幡野　哲，
外間尚子，田島雄介，石井正嗣，横山洋三，山本　梓，隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀行.
減量・休薬規準を明記したmFOLFOX6療法の試み．
第32回日本癌局所療法研究会 , 奈良, 2010.6.11（口演）

360．石井正嗣，石橋敬一郎，傍島　潤，大澤智徳，横山　勝，岡田典倫，隈元謙介，芳賀紀裕，
石田秀行.
大腸癌卵巣転移によるpseudo-Meigs’症候群の検討．
第32回日本癌局所療法研究会, 奈良,2010.6.11（口演）

361．桑原公亀，石畝　亨，大澤智徳，傍島　潤，幡野　哲，天野邦彦，岡田典倫，隈元謙介，
石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀行.
Stage0，Ⅰ結腸癌に対する小切開アプローチ法結腸癌根治術の検討．
第32回日本癌局所療法研究会 , 奈良, 2010.6.11（口演）

362．山本　梓，石橋敬一郎，岡田典倫，田島雄介，幡野　哲，横山　勝，隈元謙介，辻　美隆，
芳賀紀裕，石田秀行.
興味ある経過をたどったS状結腸癌術後孤立性腹膜外転移の１例．
第32回日本癌局所療法研究会, 奈良, 2010.6.11（口演）

363．天野邦彦，隈元謙介，大澤智徳，岡田典倫，石橋敬一郎，猪熊滋久，中田　博，横山　勝，
芳賀紀裕，石田秀行.
Perianal Paget’s disease５例の手術成績と免疫組織学的検討．
第32回日本癌局所療法研究会, 奈良, 2010.6.11（口演）

364．田島雄介，石橋敬一郎，幡野　哲，石畝　亨，桑原公亀，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，
辻美隆，芳賀紀裕，岩間毅夫，石田秀行.
大腸癌切除不能同時性肝転移における肝所属リンパ節転移の臨床的意義．
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第73回大腸癌研究会  奄美, 2010.7.2（示説）

365．桑原公亀，石橋敬一郎，大澤智徳，幡野　哲，石畝　亨，岡田典倫，隈元謙介，芳賀紀裕，
石田秀行.
大腸癌穿孔症例の短期および長期予後と治療上の問題点．
第73回大腸癌研究会 奄美, 2010.7.2（示説）

366．隈元謙介，斎藤元伸，大澤智徳，石橋敬一郎，芳賀紀裕，竹之下誠一，石田秀行.
大腸癌におけるING2発現亢進を介した癌浸潤のメカニズム．
第65回日本消化器外科学会総会, 下関, 2010.7.14-16（口演）

367．岡田典倫，石橋敬一郎，傍島　潤，桑原公亀，幡野　哲，外間尚子，隈元謙介，芳賀紀裕，
石田秀行.
小切開手技を応用したSILS colectomy.（口演）
第65回日本消化器外科学会総会, 下関, 2010.7.14-16

368．幡野　哲．
切除不能・再発大腸癌に対する１次治療mFOLFOX6療法に対するbevacizumab上乗せ
効果．
第65回日本消化器外科学会総会, 下関, 2010.7.14-16（示説）

369．石橋敬一郎，石畝　亨，幡野　哲，大澤智徳，桑原公亀，岡田典倫，隈元謙介，芳賀紀裕，
辻　美隆，石田秀行.
大腸癌肝転移症例における肝所属リンパ節径から転移診断は可能か．
第65回日本消化器外科学会総会, 下関, 2010.7.14-16（示説）

370．芳賀紀裕，宮崎達也，石畝　亨，隈元謙介，石橋敬一郎，石田秀行.
術前リスクを有するnon-T4，StageⅡ，Ⅲ食道癌治療方針の検討．
第65回日本消化器外科学会総会, 下関, 2010.7.14-16（示説）

371．桑原公亀，芳賀紀裕，石畝　亨，幡野　哲，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，石橋敬一郎，
石田秀行.
根治切除不能胃癌の最適な治療法と予後予測に関する検討．
第65回日本消化器外科学会総会, 下関, 2010.7.14-16（示説） 

372．伊藤徹哉.
胃癌術後後腹膜出血に対し塞栓止血後十二指腸狭窄を続発した一例．
第13回埼玉県外科医会外科臨床問題検討会, さいたま, 2010.7.31（口演）
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373．Tajima Y,Ishibashi K,Kuwabara K,Ishiguro T, Ohsawa T, Okada N,Kumamoto 
K, Haga N,Ishida H.
Study of the curative resection for colon cancer in stage 0 and Ⅰ as via a 
minilaparotomy Approach. 
9 th I n te rna t i ona l  Conr fe rence  o f  the  As ian  C l i n i ca l  Onco logy 
Society,Gifu,Japan，2010.8.25-27 (Poster)

374．Tajima Y,Ishibashi K,Kuwabara K,Ishiguro T, Ohsawa T, Okada N,Kumamoto 
K, Haga N,Ishida H.
Relationship between the size and metastasis of hepatic lymph nodes in 
patients with synchronous liver metastasis of colorectal cancer. 
9 th I n te rna t i ona l  Conr fe rence  o f  the  As ian  C l i n i ca l  Onco logy 
Society,Gifu,Japan，2010.8.25-27 (Poster)

375．Ishibashi K, Okada N,Tajima Y, Ishiguro T, Ohsawa T, Yokoyama M ,Kumamoto 
K, Tsuji Y, Haga N,Sano M, Yamada H, Ishida H. 
Polymorphisms of GSTP1, GSTT1, GSTM1, MTHFR, TS, ERCC1 and ERCC2 in 
metastatic colorectal cancer treated by first line mfolfox6 chemotherapys. 
9th International Conrference of the Asian Clinical Oncology Society, Gifu, 
Japan，2010.8.25-27 (Poster)

376．Miura E, Ishibashi K, Tajima Y, Sobajima J, Ohsawa T, Okada N, Kumamoto K, 
Haga N, Ishida H. 
Significance  of hepatic lymph node metastasis in patients with synchronous 
unresectable liver metastasis of colorectal cancer. 
9th International Conrference of the Asian Clinical Oncology Society, Gifu, 
Japan，2010.8.25-27 (Poster)

377．Hatano S, Ishibashi K, Ohsawa T, Okada N, Kumamoto K, Haga N, Ishida H.
Are NCCN and ESMO guidelines appropriate for the management of stage Ⅱ 
colon cancer？. 
9 th I n te rna t i ona l  Conr fe rence  o f  the  As ian  C l i n i ca l  Onco logy 
Society,Gifu,Japan，2010.8.25-27 (Poster)

378．Hatano S, Ishibashi K, Ohsawa T, Okada N, Ishiguro T, Kumamoto K, Haga 
N,Ishida H.
Predictin of lateral lymph node metastasis by magnetic resonance imaging. 
9 th I n te rna t i ona l  Conr fe rence  o f  the  As ian  C l i n i ca l  Onco logy 
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Society,Gifu,Japan，2010.8.25-27 (Poster)

379．Kuwabara K, Haga N, Ishiguro T, Hatano S, Ohsawa T, Okada N, Kumamoto 
K, Ishibashi K, Ishida H.
Evalution of the prognostic factors for non-curative gastric cancer. 
9 th I n te rna t i ona l  Conr fe rence  o f  the  As ian  C l i n i ca l  Onco logy 
Society,Gifu,Japan，2010.8.25-27 (Poster)

380．Kuwabara K, Kumamoto K, Ishiguro T, Ohsawa T, Okada N, Ishibashi K, Haga 
N, Ishida H.
Pattern of recurrence and prognosis in patients with stage Ⅱ/Ⅲ colon cancer 
treated via the minilaparotomy approach. 
9 th I n te rna t i ona l  Conr fe rence  o f  the  As ian  C l i n i ca l  Onco logy 
Society,Gifu,Japan，2010.8.25-27 (Poster)

381．Miyazaki T, Ishibashi K, Hokama N, Ishiguro T,Sohda M, Tanaka N,Sakai M, 
Suzuki S,Sano A, Nakajima M, Fukuchi M, Kato H,Kuwano H, Ishida H.
Treatment strategy of esophageal foreign bodies. 
12th World Congress of the International Society for Diseases of the 
Esophagus,　Kagoshima,Japan，2010.9.2-5 (Poster)

382．本城裕章，芳賀紀裕，伊藤徹哉，平岡　優，近谷賢一，三浦恵美，天野邦彦，石畝　亨，
石田秀行.
食道癌術後に脾腫瘍を形成した１例．
第818回外科集談会，東京，2010.9.18（口演）

383．隈元謙介，岡山洋和，早瀬　傑，小船戸康英，佐藤　雄，中村　泉，大木進司，石田秀行，
竹之下誠一.
消化器癌におけるMECA-79の発現と臨床学的意義．
第69回日本癌学会学術総会，大阪，2010.9.22-24（示説）

384．石畝　亨，芳賀紀裕，天野邦彦，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，石橋敬一郎，石田秀
行.
食道類基底細胞癌10例の検討．
第8回日本消化器外科学会大会，横浜，2010.10.15-16（示説）

385．芳賀紀裕，石畝　亨，山本　梓，石井正嗣，天野邦彦，幡野　哲，大澤智徳，岡田典倫，
隈元謙介，石橋敬一郎，石田秀行.
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根治切除不能進行胃癌に対する化学後手術施行症例の検討．
第８回日本消化器外科学会大会，横浜，2010.10.15-16（示説）

386．外間尚子，石橋敬一郎，桑原公亀，石畝　亨，岡田典倫，大澤智徳，隈元謙介，芳賀紀裕，
石田秀行.
DPC制度における急性虫垂炎治療の医療経済学的検討．
第８回日本消化器外科学会大会，横浜，2010.10.15-16（示説）

387．岡田典倫，石橋敬一郎，傍島　潤，幡野　哲，外間尚子，桑原公亀，大澤智徳，田島雄介，
石井正嗣，山本　梓，天野邦彦，石畝　亨，天野邦彦，隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀行.
SILS結腸切除における腸管切除・吻合のための切開創長とwindow size．
第８回日本消化器外科学会大会，横浜，2010.10.15-16（示説）

388．宮崎達也，芳賀紀裕，横山洋三，石畝　亨，浅尾高行，石橋敬一郎，桑野博行，石田秀
行.
巨大嚢胞性腫瘍の腹腔鏡手術におけるミニループリトラクターの有用性．
第23回日本内視鏡外科学会総会，横浜，2010.10.18-20（口演）

389．石橋敬一郎，岡田典倫，石畝　亨，桑原公亀，大澤智徳，隈元謙介，芳賀紀裕，佐野元彦，
小松崎健，石田秀行．
外来化学療法の現状と問題点-効果的で患者に優しいがん治療を目指して．
第48回日本癌治療学会学術集会，京都，2010.10.28-30（口演）

390．芳賀紀裕，桑原公亀，伊藤徹哉，本城裕章，天野邦彦，石畝　亨，隈元謙介，石橋敬一郎，
石田秀行．
腹膜播種陽性胃癌症例の検討．
第48回日本癌治療学会学術集会，京都，2010.10.28-30（示説）

391．堤　荘一，石橋敬一郎，中里健二，保田尚邦，平山　功，内田信之，細内康男，浅尾高行，
西田保二，石田秀行，桑野博行．
大腸癌に対するBevacizumab治療継続の有効性・安全性の検討　第Ⅱ相試験（中間報告）．
第48回日本癌治療学会学術集会，京都，2010.10.28-30（口演）

392．幡野　哲，石橋敬一郎，石畝　亨，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀行．
StageⅡ結腸癌に対し欧米のガイドライン（ASCO, NCCN, ESMO）を用いることは妥
当か？．
第48回日本癌治療学会学術集会，京都，2010.10.28-30（口演）
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393．岡田典倫，石橋敬一郎，大澤智徳，傍島　潤，桑原公亀，幡野　哲，天野邦彦，外間尚子，
田島雄介，隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀行．
mFOLFOX6の治療効果と大腸癌組織中VEGF，FLT-1，KDR，DPD，PynPase濃度の
関係．
第48回日本癌治療学会学術集会，京都，2010.10.28-30（口演）

394．石畝　亨，伊藤徹哉，本城裕章，天野邦彦，幡野　哲，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，
石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀行．
切除可能なStageⅡ,Ⅲ食道癌における化学放射線療法の検討．
第62回日本気管食道科学会総会，別府，2010.11.4-5（口演）

395．芳賀紀裕，桑原公亀，大澤智徳，隈元謙介，石橋敬一郎，岩間毅夫，石田秀行．
家族性大腸線種症のデスモイド再発に関する遺伝子学的検討．
第21回日本消化器癌発生学会総会，軽井沢，2010.11.18-19（示説）

396．大澤智徳，隈元謙介，桑原公亀，石橋敬一郎，芳賀紀裕，竹内幾也，岩間毅夫，石田秀行，
大西　清，牛尾美年子，吉田輝彦．
家族性大腸線種症に発生した甲状腺癌のAPC遺伝子の20アミノ酸リピート数の検討（自
験例２例と本邦報告例の検討）．
第21回日本消化器癌発生学会総会，軽井沢，2010.11.18-19（示説）

397．隈元謙介，岡山洋和，中村　泉，大木進司，石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀行，竹之下
誠一．
胃癌におけるMECA-79発現の臨床的意義．
第21回日本消化器癌発生学会総会，軽井沢，2010.11.18-19（示説）

398．本城裕章，石橋敬一郎，外間尚子，桑原公亀，大澤智徳，隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀
行.
直腸切除における縫合不全危険因子と予防的閉鎖式ドレーン留置の意義．
第23回日本外科感染症学会総会，東京，2010.11.18-19（要望演題）

399．芳賀紀裕，三浦恵美，伊藤徹哉，本城裕章，天野邦彦，隈元謙介，石橋敬一郎，石田秀行．
当科における消化管GISTの検討．
第72回日本臨床外科学会総会，横浜，2010.11.21-23（ワークショップ）

400．平岡　優，隈元謙介，大澤智徳，幡野　哲，岡田典倫，桑原公亀，石橋敬一郎，芳賀紀裕，
石田秀行．
中毒性巨大結腸症を伴う潰瘍性大腸炎に対し大腸全摘・回腸嚢肛門管吻合術を行った３



― 148 ―

例．
第72回日本臨床外科学会総会，横浜，2010.11.21-23（口演）

401．傍島　潤，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀行．
横小切開による結腸癌根治術の経験．
第72回日本臨床外科学会総会，横浜，2010.11.21-23（口演）

402．近谷賢一，傍島　潤，岡田典倫，隈元謙介，石橋敬一郎，辻　美隆，芳賀紀裕，石田秀行．
高齢者の４重複癌（前立腺癌，悪性黒色腫，肺癌，大腸癌）の一例．
第72回日本臨床外科学会総会，横浜，2010.11.21-23（口演）

403．本城裕章，石橋敬一郎，石井正嗣，田島雄介，外間尚子，幡野　哲，天野邦彦，桑原公亀，
石畝　亨，傍島　潤，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀行．
直腸前方切除における閉鎖式ドレーンの意義に関する検討．
第72回日本臨床外科学会総会，横浜，2010.11.21-23（口演）

404．伊藤徹哉，石井正嗣，近　範泰，田島雄介，幡野　哲，桑原公亀，大澤智徳，岡田典倫，
隈元謙介，石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀行．
再発を繰り返した後腹膜脂肪肉腫の一例．
第72回日本臨床外科学会総会，横浜，2010.11.21-23（口演）

405．三浦恵美，伊藤徹哉，本城裕章，天野邦彦，石畝　亨，隈元謙介，石橋敬一郎，芳賀紀裕，
石田秀行．
腺扁平上皮癌と類基底細胞癌が同一病変に存在する食道癌の１例．
第72回日本臨床外科学会総会，横浜，2010.11.21-23（口演）

406．Ishibashi K, Ishida H,Tajima Y, Okada N, Ohsawa T,Kumamoto K, Haga N. 
Single-incision laparoscopically-assisted surgery for colon cancer via 
periumbilical approach. 
2010 Korean Surgical International Symposium, Seoul, Korea, 2010.10.18-21 
(Oral) 

407．田島雄介，隈元謙介，石井正嗣，天野邦彦，幡野　哲，石畝　亨，桑原公亀，大澤智徳，
岡田典倫，石橋敬一郎，辻　美隆，芳賀紀裕，岩間毅夫，石田秀行.
当科で最近経験した肛門管扁平上皮癌の４例．
第65回日本大腸肛門病学会学術集会，浜松，2010.11.26-27（口演）

408．桑原公亀，石橋敬一郎，大澤智徳，石畝　亨，幡野　哲，岡田典倫，隈元謙介，芳賀紀裕，
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石田秀行.
75歳以上高齢者の大腸癌stageⅢの検討．
第65回日本大腸肛門病学会学術集会，浜松，2010.11.26-27（口演）

409．久保田将，幡野　哲，石畝　亨，岡田典倫，隈元謙介，石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀
行.
結腸癌に対する小切開根治術280例の検討．
第65回日本大腸肛門病学会学術集会，浜松，2010.11.26-27（口演）

410．大澤智徳，山口研成，西村洋治，八岡利昌，田中洋一，石田秀行，赤木　究.
MLH1 V384Dバリアントの大腸癌発症感受性に卵する検討．
第65回日本大腸肛門病学会学術集会，浜松，2010.11.26-27（口演）

411．本城裕章，岡田典倫，石橋敬一郎，大澤智徳，傍島　潤，桑原公亀，幡野　哲，天野邦彦，
外間尚子，田島雄介，石井正嗣，伊藤徹哉，近谷賢一，平岡　優，隈元謙介，芳賀紀裕，
石田秀行.
mFOLFOX6/FOLFIRI failure後のcetuximab治療成績．
第65回日本大腸肛門病学会学術集会，浜松，2010.11.26-27（口演）

412．石橋敬一郎，岡田典倫，石畝　亨，石井正嗣，田島雄介，幡野　哲，桑原公亀，大澤智徳，
隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀行.
FOLFOX/FOLFILI療法にBevacizumab,Cetuximabは何を付与するのか？．
第65回日本大腸肛門病学会学術集会，浜松，2010.11.26-27（パネルディスカッション）

413．岡田典倫，石橋敬一郎，大澤智徳，傍島　潤，桑原公亀，石畝　亨，幡野　哲，天野邦彦，
外間尚子，田島雄介，石井正嗣，本城裕章，伊藤徹哉，近谷賢一，平岡　優，隈元謙介，
芳賀紀裕，石田秀行.
右側結腸に対する単孔式腹腔鏡補助下手術の経験．
第65回日本大腸肛門病学会学術集会，浜松，2010.11.26-27（口演）

414．桑原公亀，石橋敬一郎，大澤智徳，石畝　亨，幡野　哲，岡田典倫，隈元謙介，芳賀紀裕，
石田秀行.
大腸癌穿孔と大腸憩室穿孔の比較検討．
第65回日本大腸肛門病学会学術集会，浜松，2010.11.26-27（口演）

415．田島雄介，石橋敬一郎，石井正嗣，石畝　亨，桑原公亀，大澤智徳，岡田典倫，横山　勝，
隈元謙介，芳賀紀裕，辻　美隆，岩間毅夫，石田秀行.
高齢者切除不能大腸癌に対するmFOLFOX6/FOLFILI療法の安全性と有効性．
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第65回日本大腸肛門病学会学術集会，浜松，2010.11.26-27（口演）

416．幡野　哲，石橋敬一郎，石畝　亨，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀
行.
StageⅡ結腸癌のhigh risk症例の選別と術後補助化学療法の選択．
第65回日本大腸肛門病学会学術集会，浜松，2010.11.26-27（口演）

417．橋本昌幸，幡野　哲，隈元謙介，石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀行.
カペシタビンによる吃逆が誘引となり気道粘膜下血腫で気管切開を要した１例．
第28回埼玉県外科集談会，さいたま，2010.11.27（口演）

418．三浦恵美，大澤智徳，隈元謙介，石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀行，加藤真吾，屋嘉比
康治，田丸淳一.
治癒切除し得た潰瘍性大腸炎合併４型直腸癌の１例．
第28回埼玉県外科集談会，さいたま，2010.11.27（口演）

419．Ito T, Honjyou H, Amano K, Hatano S, Ishiguro T, Ohsawa T, Okada N, 
Kumamoto K, Ishibashi K, Haga N, Ishida H.
The risk factor of anastomosis leakage in rectal cancer and the clinical 
significance of the use of closed drain system. 
The 12th China-Japan-Korea Colorectal Cancer Symposium，Shanghai，China, 
2010.12.4-5（Oral） 

420．Amano K, Hatano S, Ishibashi K, Ohsawa T, Okada N, Kumamoto K, Haga N, 
Ishida H.
Selection of high-risk stage Ⅱ colon cancer. 
The 12th China-Japan-Korea Colorectal Cancer Symposium，Shanghai，China, 
2010.12.4-5（Oral）

421．岡田典倫，石橋敬一郎，大澤智徳，傍島　潤，桑原公亀，石畝　亨，天野邦彦，幡野　哲，
外間尚子，田島雄介，石井正嗣，久保田将，近　範泰，伊藤徹哉，近谷賢一，平岡　優，
本城裕章，隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀行. 
結腸癌内視鏡的切除後のSILS colectomy. 
第91回日本消化器内視鏡学会関東地方会，東京，2010.12.10-11（口演）

422．小野朋二郎，隈元謙介，天野邦彦，幡野　哲，大澤智徳，石橋敬一郎，石田秀行.
当科における過去10年間の大腸非上皮性腫瘍の臨床病理学的検討. 
第74回大腸癌研究会，福岡，2011.1.21（示説）　
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423．田島雄介，石橋敬一郎,　岡田典倫,　土屋長二，上野秀樹，原　彰男，遠藤正人，石川文彦，
前田　徹，関田吉久，湖山信篤，石原　斌，遠藤　健，廣瀬哲也，朴英智，大澤俊也，新
田新吾，富塚龍二，黒田　徹，松本力雄，山田博文，佐藤精一，村上哲朗，横山　勝，鈴
木　毅，奈良橋喜芳，宮川隆平，國富道人，堤　謙二，安江英晴，二川康郎，貴島章徳，
石田秀行.
埼玉県北西部地域における結腸癌術後補助化学療法―アンケート調査報告―. 
第48回埼玉県医学会総会，さいたま，2011.2.20（口演）　

424．芳賀紀裕，桑原公亀，石畝　亨，隈元謙介，石橋敬一郎，石田秀行.
根治切除不能胃癌に対する緩和手術の臨床的意義．
第３回日本胃癌学会総会，青森，2011.3.3-5（パネルディスカッション）　

425．伊藤徹哉，天野邦彦，石畝　亨，本城裕章，芳賀紀裕，石田秀行，長田久人，大野仁司.
胃癌術後後腹膜出血に対し塞栓止血後十二指腸狭窄を続発した一例．
第３回日本胃癌学会総会，青森，2011.3.3-5（示説）

426．近谷賢一，芳賀紀裕，田島雄介，石畝　亨，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，石橋敬一郎，
石田秀行．
切除と放射線治療が有効であった胃癌異時性脳転移の一例．
第３回日本胃癌学会総会，青森，2011.3.3-5（示説）　

427．田島雄介，芳賀紀裕，近谷賢一，傍島　潤，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，石橋敬一郎，
石田秀行.
胃癌術後7年目に横行結腸に転移をきたした１例．
第３回日本胃癌学会総会，青森，2011.3.3-5（示説）　

428．桑原公亀，隈元謙介，石橋敬一郎，石畝　亨，岡田典倫，芳賀紀裕，石田秀行.
大腸穿孔術後重症合併症発生に関与する因子の解析．
第47回日本腹部救急医学会総会，福岡，2011.3.17-18（ビューポイント）（東日本大震
災で中止）

429．橋本昌幸，幡野　哲，隈元謙介，石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀行.
小腸GISTにより腸重積をきたしたVon Reckling-Hausen病の１例．
第47回日本腹部救急医学会総会，福岡，2011.3.17-18（口演）（東日本大震災で中止）

430．石畝　亨，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀行.
胃・十二指腸潰瘍穿孔症例における腹水量の臨床的意義．
第47回日本腹部救急医学会総会，福岡，2011.3.17-18（口演）（東日本大震災で中止）
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431．橋本昌幸，隈元謙介，三浦恵美，本城裕章，小野朋二郎，石橋敬一郎，芳賀紀裕，松本
春信，佐藤　紀，近　範泰，柿元應貴，岡村　孝，石田秀行.
検診を契機に発見された無症候性後腹膜原発褐色細胞腫の１切除例．
第820回外科集談会，東京，2011.3.26（口演）（東日本大震災で中止）

432．Suzuki O, Murata K, Fukunaga M, Takemoto H, Ohue M, Ikeda R, Wada S, 
Eguchi H, Tomita N, Watanabe M, Ishida H, Nishiyama M.
Exploration for possible predictive biomarkers for individual response to 
mFOLFOX6 in colorectal cancer patients. 
American Association for Cancer Research 102nd Annual Meeting，Orlando，
USA, 2011.4.2-6（Poster） 

433．Haga N, Miyazaki T, Ishiguro T, Kumamoto K, Ishibashi K, Tsuji Y,Ishida H.
A prospective randomized study assessing the duration of perioperative 
intravenous antimicrobial prophylaxis in elective gastric cancer surgery. 
9th International Gastric Cancer Congress，Seoul，Korea, 2011.4.20-23
（Poster） 

434．Ishiguro T, Haga N, Kuwabara K, Hatano S, Ohsawa T, Okada N, Kumamoto 
K, Ishibashi K, Tsuji Y,Ishida H.
Evaluation of the prognostic factors for non-curative gastric cancer. 
9th International Gastric Cancer Congress，Seoul，Korea, 2011.4.20-23
（Poster）

435．Kuwabara K, Ishiguro T, Haga N, Hatano S, Ohsawa T, Okada N, Kumamoto 
K, Ishibashi K, Tsuji Y,Ishida H.
Glasgow prognostic score and performance status as the prognostic factors 
for non-curative gastric cancer. 
9th International Gastric Cancer Congress，Seoul，Korea, 2011.4.20-23
（Poster）

436．Tsuji Y, Ishiguro T, Kumamoto K, Ishibashi K, Haga N,Ishida H.
The evaluation of immunological factors with S-1/lentinan treatment for 
elderly patients with non-curative gastric cancer. 
9th International Gastric Cancer Congress，Seoul，Korea, 2011.4.20-23
（Poster）

437．石橋敬一郎，岡田典倫，田島雄介，幡野　哲，天野邦彦，石畝　亨，桑原公亀，傍島　潤，



― 153 ―

隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀行.
切除不能・再発大腸癌における1次治療mFOLFOX6療法の有害事象と遺伝子多型の検討.
第111回日本外科学会定期学術集会（紙上開催），2011.5.25　

438．石畝　亨，大澤智徳，伊藤徹哉，本城裕章，天野邦彦，岡田典倫，隈元謙介，石橋敬一郎，
芳賀紀裕，石田秀行.
胃癌手術におけるSSIの危険因子：抗菌薬投与期間を検討したRCTの結果から.
第111回日本外科学会定期学術集会（紙上開催），2011.5.25　

439．天野邦彦，石橋敬一郎，本城裕章，外間尚子，幡野　哲，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，
芳賀紀裕，石田秀行.
直腸癌切除手術における縫合不全の危険因子と予防的ドレーン留置の意義.
第111回日本外科学会定期学術集会（紙上開催），2011.5.25　

440．岡田典倫，石橋敬一郎，大澤智徳，傍島　潤，桑原公亀，天野邦彦，幡野　哲，田島雄介，
本城裕章，伊藤徹哉，平岡　優，近谷賢一，隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀行.
FOLFOX，FOLFIRIの治療効果と大腸癌組織中VEGF，DPD，PynPase濃度.
第111回日本外科学会定期学術集会（紙上開催），2011.5.25　

441．隈元謙介，石橋敬一郎，岡田典倫，田島雄介，幡野　哲，天野邦彦，桑原公亀，大澤智徳，
芳賀紀裕，石田秀行.
大腸癌におけるTS，ERCC1遺伝子発現とFOLFOX治療効果の検討.
第111回日本外科学会定期学術集会（紙上開催），2011.5.25　

442．田島雄介，石橋敬一郎，幡野　哲，天野邦彦，石畝　亨，桑原公亀，大澤智徳，傍島　潤，
岡田典倫，隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀行.
切除不能大腸癌に対するmFOLFOX6療法の治療効果予測因子の検討.
第111回日本外科学会定期学術集会（紙上開催），2011.5.25　

443．俵　英之，小柳和夫，小山　勇，小川展二，中村純一，石田秀行，田中洋一，伊藤　博，
小西文雄，山本順司，山口真彦，橋本光正.
埼玉県におけるGIST治療の現状-埼玉県GIST研究会による調査.
第111回日本外科学会定期学術集会（紙上開催），2011.5.25　

444．近谷賢一，石橋敬一郎，田島雄介，幡野　哲，天野邦彦，石畝　亨，桑原公亀，傍島　潤，
大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，辻　美隆，芳賀紀裕，岩間毅夫，石田秀行.
切除不能大腸癌・同時性肝転移におけるmFOLFOX6の検討．
第33回日本癌局所療法研究会，大阪， 2011.6.10（口演）　
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445．小野朋二郎，岡田典倫，隈元謙介，石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀行.
mFOLFOX6療法により消失した大腸癌肝転移の再増大に対する検討．
第33回日本癌局所療法研究会，大阪，2011.6.10（口演）　

446．本城裕章，石橋敬一郎，岡田典倫，田島雄介，石畝　亨，桑原公亀，大澤智徳，隈元謙介，
辻　美隆，芳賀紀裕，岩間毅夫，石田秀行.
大腸癌肝転移切除後mFOLFOX6療法の治療成績．
第33回日本癌局所療法研究会，大阪， 2011.6.10（口演）　

447．石橋敬一郎，岡田典倫，田島雄介，石畝　亨，桑原公亀，大澤智徳，隈元謙介，辻　美隆，
芳賀紀裕，岩間毅夫，石田秀行，小野内常子，屋嘉比康治.
原発巣mRNA発現からみた切除不能大腸癌肝転移に対するmFOLFOX6．
第33回日本癌局所療法研究会，大阪， 2011.6.10（口演）　

448．桑原公亀，石橋敬一郎，岡田典倫，石畝　亨，大澤智徳，隈元謙介，芳賀紀裕，三浦一郎，
石田秀行.
大腸癌に対するmFOLFOX6療法とTP/DPD/TS/ERCC-1の蛋白発現の検討．
第33回日本癌局所療法研究会，大阪， 2011.6.10（口演）　

449．田島雄介，石橋敬一郎，傍島　潤，本城裕章，小野朋二郎，石畝　亨，桑原公亀，大澤
智徳，岡田典倫，芳賀紀裕，岩間毅夫，石田秀行.
大腸癌肝転移切除症例における肝所属リンパ節転移の検討．
第33回日本癌局所療法研究会，大阪，2011.6.10（口演）　

450．伊藤徹哉，石橋敬一郎，田島雄介，幡野　哲，傍島　潤，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，
芳賀紀裕，石田秀行.
鼠径リンパ節転移陽性のPagetoid spreadを伴うpSM肛門管癌の１例．
第33回日本癌局所療法研究会，大阪， 2011.6.10（口演）　

451．芳賀紀裕，宮崎達也，石畝　亨，隈元謙介，石橋敬一郎，石田秀行.
高リスクnon-T4，cStage2，3食道癌治療法の選択と治療成績．
第33回日本癌局所療法研究会，大阪，2011.6.10（口演）　

452．横山　勝，浦川雅巳，村上哲朗，天野邦彦，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，石橋敬一郎，
石田秀行.
超高齢者切除不能進行直腸癌に対してm-FOLFOX6+Bevを施行した１例．
第33回日本癌局所療法研究会，大阪， 2011.6.10（口演）　



― 155 ―

453．石橋敬一郎，岡田典倫，石畝　亨，田島雄介，幡野　哲，桑原公亀，傍島　潤，大澤智徳，
隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀行.
切除不能再発大腸癌に対する２次治療FOLFIRI療法に対するbevacizumabの上乗せ効果．
第36回日本外科系連合学会学術集会，千葉，2011.6.16-17（シンポジウム）

454．岡田典倫，石橋敬一郎，傍島　潤，隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀行.
巨大虫垂粘液嚢胞腺腫を臍周囲切開SILSにて切除しえた１例．
第36回日本外科系連合学会学術集会，千葉，2011.6.16-17（ビデオセッション）

455．伊藤徹哉，田島雄介，幡野　哲，傍島　潤，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，石橋敬一郎，
辻　美隆，芳賀紀裕，岩間毅夫，石田秀行，大野仁司，長田久人.
IVRが有効であった後腹膜出血の一例．
第36回日本外科系連合学会学術集会，千葉，2011.6.16-17（示説）

456．Ishibashi K, Ishida H, Ohsawa T, Okada N, Kumamoto K, Haga N.
Significance of hepatic lymph node metastasis in patients with unresectable 
synchronous liver metastasis of colorectal cancer. 
The 57th Annual Congress of the Japan Section，Nagoya，Japan, 2011.6.25 
（Free Papers） 

457．石橋敬一郎，隈元謙介，天野邦彦，桑原公亀，大澤智徳，岡田典倫，芳賀紀裕，岩間毅夫，
石田秀行.
当科におけるStageⅣ大腸癌の治療成績の検討. 
第75回大腸癌研究会，東京，2011.7.8（口演）　

458．近谷賢一，石橋敬一郎，田島雄介，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，辻　美隆，芳賀紀裕，
岩間毅夫，石田秀行.
切除不能大腸癌同時性肝転移におけるmFOLFOX6療法の検討．
第66回日本消化器外科学会総会，名古屋，2011.7.13-15（口演）　　

459．傍島　潤，岡田典倫，隈元謙介，石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀行.
人工肛門閉鎖法に関するrandomized controlled trial（RCT）（中間報告）：閉鎖vs開
放（環状縫合）．
第66回日本消化器外科学会総会，名古屋，2011.7.13-15（口演）

460．桑原公亀，隈元謙介，天野邦彦，石畝　亨，岡田典倫，石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀
行.
大腸癌における血清p53抗体の治療モニタリングマーカーとしての有用性の検討．
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第66回日本消化器外科学会総会，名古屋，2011.7.13-15（口演）

461．天野邦彦，隈元謙介，桑原公亀，石畝　亨，大澤智徳，岡田典倫，石橋敬一郎，芳賀紀裕，
石田秀行.
大腸癌における血清p53抗体測定の実用性について．
第66回日本消化器外科学会総会，名古屋，2011.7.13-15（口演）　　

462．隈元謙介，桑原公亀，天野邦彦，岡田典倫，大澤智徳，石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀
行.
転移性大腸癌に対するmFOLFOX6の効果予測因子としてのTS，ERCC1の発現．
第66回日本消化器外科学会総会，名古屋，2011.7.13-15（口演）　　

463．小野朋二郎，岡田典倫，石橋敬一郎，隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀行.
mFOLFOX6により消失した大腸癌肝転移病変の再増大に対する検討．
第66回日本消化器外科学会総会，名古屋，2011.7.13-15（口演）　　

464．芳賀紀裕，石畝　亨，桑原公亀，天野邦彦，近谷賢一，隈元謙介，石橋敬一郎，石田秀
行.
食道癌術後における早期免疫調整栄養剤投与の検討．
第66回日本消化器外科学会総会，名古屋，2011.7.13-15（口演）　　

465．石畝　亨，桑原公亀，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀
行.
胃・十二指腸潰瘍穿孔術後合併症発症のリスク因子としての腹水量．
第66回日本消化器外科学会総会，名古屋，2011.7.13-15（口演）　　

466．石橋敬一郎，桑原公亀，石畝　亨，岡田典倫，大澤智徳，隈元謙介，辻　美隆，芳賀紀裕，
岩間毅夫，石田秀行.
Randomized control study の結果からみた結腸，直腸切除に対する手術当日のみ周術
期抗菌薬短縮化の妥当性．
第66回日本消化器外科学会総会，名古屋，2011.7.13-15（パネルディスカッション）　　

467．岡田典倫，石橋敬一郎，傍島　潤，桑原公亀，幡野　哲，近谷賢一，伊藤徹哉，隈元謙介，
芳賀紀裕，石田秀行.
臍縁を超えないΩ（オメガ）―incisionによるSILS colectomy．
第66回日本消化器外科学会総会，名古屋，2011.7.13-15（ビデオ）　　

468．田島雄介，石橋敬一郎，石畝　亨，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，辻　美隆，芳賀紀裕，



― 157 ―

岩間毅夫，石田秀行.
大腸癌肝転移症例における肝所属リンパ節転移の検討．
第66回日本消化器外科学会総会，名古屋，2011.7.13-15（口演）

469．伊藤徹哉，本城裕章，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，石橋敬一郎，辻　美隆，芳賀紀裕，
岩間毅夫，石田秀行.
直腸癌に対する低位吻合後のclosed suction drain留置の意義．
第66回日本消化器外科学会総会，名古屋，2011.7.13-15（口演）　　

470．幡野　哲，石橋敬一郎，石畝　亨，桑原公亀，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，芳賀紀裕，
岩間毅夫，石田秀行.
大腸癌腹膜播種に対するmFOLFOX6の効果．
第66回日本消化器外科学会総会，名古屋，2011.7.13-15（口演）　　

471．大城　充，石橋敬一郎，松岡　宏，手塚　徹，加藤良二，石田秀行，前田耕太郎，坂本
純一，幸田圭史.
進行・再発大腸癌患者に対するBevacizumab併用mFOLFOX7療法間欠投与の検討　第
Ⅱ相試験―CRAFT study―初回報告．
第66回日本消化器外科学会総会，名古屋，2011.7.13-15（口演）

472．Amano T，Shimada Y，Nishina T，Shinozaki K，Esaki T，Komatsu Y，Tsuji A, 
Tsuji Y, Amagai K, Sato T, Ishibashi K, Shimozuma K, Akita H, Ohashi Y, 
Frederick H.hausheer.
Validation of self-reported questionnaire(PNQ) for neurotoxicity of oxaliplatin 
with comparison between physician’s and patient’s toxicity assessments: 
CSP-HOR 16. 
第９回日本臨床腫瘍学会学術集会，横浜，2011.7.21-23（口演）　

473．桑原公亀，隈元謙介，石橋敬一郎，石畝　亨，岡田典倫，芳賀紀裕，石田秀行.
大腸穿孔術後重症合併症発生に関与する因子の解析．
第47回日本腹部救急医学会総会，福岡，2011.8.11-12（ビューポイント）　

474．石畝　亨，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀行.
胃・十二指腸潰瘍穿孔症例における腹水量の臨床的意義．
第47回日本腹部救急医学会総会，福岡，2011.8.11-12（口演）

475．橋本昌幸，幡野　哲，隈元謙介，石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀行.
小腸GISTにより腸重積をきたしたVon Reckling-Hausen病の１例．
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第47回日本腹部救急医学会総会，福岡，2011.8.11-12（口演）　

476．本城裕章，芳賀紀裕，平岡　優，近谷賢一，伊藤徹哉，天野邦彦，石畝　亨，岡田典倫，
石橋敬一郎，隈元謙介，本戸幹夫，石田秀行，高橋健夫.
進行食道癌化学放射線療法施行後に食道狭窄を来たし，その後原発巣が消失した１例．
第822回外科集談会，高崎，2011.9.17（口演）

477．高林英日己，石田周幸，山本龍一，隈元謙介，加藤真吾，石橋敬一郎，石田秀行，屋嘉
比康治.
当院における緊急下部消化管内視鏡検査の現況．
第29回日本大腸検査学会総会，東京，2011.9.17-18（ワークショップ）

478．石畝　亨，芳賀紀裕，本城裕章，天野邦彦，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，石橋敬一郎，
辻　美隆，石田秀行.
T4M0食道癌に対する化学放射線療法の検討．
第65回日本食道学会学術集会，仙台，2011.9.26（示説）　

479．Ishibashi K，Koda K，Oshiro M，Matsuoka H，Baba H，Ishida H，Katoh R，
Maeda K，Hamada C，Sakamoto J.
Craft trial- Result from multicenter phase Ⅱstudy of modified  FOLFOX7 
(combination chemotherapy of infusional 5-FU/I-leucovorin and intermittent 
oxaliplatin) with bevacizumab in the first-line therapy of colorectal cancer. 
The 2011 European multidisciplinary cancer congress，Stockholm，Sweden, 
2011.9.23-27（poster）

480．石橋敬一郎，岡田典倫，田島雄介，石畝　亨，桑原公亀，大澤智徳，隈元謙介，辻　美隆，
芳賀紀裕，岩間毅夫，石田秀行．
原発巣mRNA発現からみた切除不能大腸癌肝転移に対するmFOLFOX6．
第９回日本消化器外科学会大会，福岡，2011.10.20-23（示説）　

481．芳賀紀裕，石畝　亨，桑原公亀，隈元謙介，石橋敬一郎，辻　美隆，石田秀行.
胃癌待機手術におけるSSIの危険因子の検討．
第９回日本消化器外科学会大会，福岡，2011.10.20-23（示説）　　

482．隈元謙介，天野邦彦，桑原公亀，大澤智徳，岡田典倫，石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀
行.
当科における根治切除不能StageⅣ大腸癌の治療成績．
第９回日本消化器外科学会大会，福岡，2011.10.20-23（示説）　　



― 159 ―

483．桑原公亀，隈元謙介，天野邦彦，幡野　哲，石畝　亨，大澤智徳，岡田典倫，石橋敬一郎，
芳賀紀裕，石田秀行.
進行大腸癌に対する化学療法の効果判定における血清抗p53抗体価測定の意義．
第９回日本消化器外科学会大会，福岡，2011.10.20-23（示説）　　

484．本城裕章，石橋敬一郎，岡田典倫，田島雄介，石畝　亨，桑原公亀，大澤智徳，隈元謙介，
辻　美隆，芳賀紀裕，岩間毅夫，石田秀行.
大腸癌肝転移切除後mFOLFOX6療法の治療成績―同時性と異時性を比較して―．
第９回日本消化器外科学会大会，福岡，2011.10.20-23（示説）　

485．石橋敬一郎，岡田典倫，田島雄介，桑原公亀，傍島　潤，石畝　亨，大澤智徳，隈元謙介，
芳賀紀裕，石田秀行.
大腸癌根治切除後補助化学療法としてのmFOLFOX6療法の安全性と有用性．
第49回日本癌治療学会学術集会，名古屋，2011.10.27-29（口演） 

486．本城裕章，石橋敬一郎，岡田典倫，石畝　亨，大澤智徳，傍島　潤，桑原公亀，幡野　哲，
天野邦彦，隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀行.
切除不能再発大腸癌に対するFOLFOX/FOLFIRI failure後の抗EGFR抗体の治療成績．
第49回日本癌治療学会学術集会，名古屋，2011.10.27-29（口演） 

487．幡野　哲，石橋敬一郎，石畝　亨，桑原公亀，傍島　潤，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，
芳賀紀裕，石田秀行.
StageⅡ直腸癌に高リスク因子は存在するか？．
第49回日本癌治療学会学術集会，名古屋，2011.10.27-29（口演）

488．傍島　潤，岡田典倫，石橋敬一郎，隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀行.
StageⅡ/Ⅲ　大腸癌の穿孔・閉塞症例の比較検討．
第49回日本癌治療学会学術集会，名古屋，2011.10.27-29（示説） 

489．岡田典倫，石橋敬一郎，大澤智徳，傍島　潤，桑原公亀，石畝　亨，天野邦彦，幡野　哲，
田島雄介，隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀行.
XELOXとmFOLFOX6の治療効果の比較検討及び有害事象の発生状況．
第49回日本癌治療学会学術集会，名古屋，2011.10.27-29（ミニシンポジウム） 

490．今泉英子，石橋敬一郎，岡田典倫，田島雄介，天野邦彦，桑原公亀，傍島　潤，石畝　亨，
大澤智徳，隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀行．
切除不能再発大腸癌K-ras野生型における１次治療mFOLFOX6+bevacizumab療法.
第49回日本癌治療学会学術集会，名古屋，2011.10.27-29（示説）
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491．川崎晋吾，神谷　宏，手塚　徹，大城　充，石橋敬一郎，松岡　宏，宮内英聡，新村兼康，
橋本拓造，秋山清次，浜田知久馬，坂本純一，幸田圭史.
進行・再発大腸癌に対する1st line BV+mFOLFOX7間欠投与の検討―CRAFT study―
最終報告．
第49回日本癌治療学会学術集会，名古屋，2011.10.27-29（ミニシンポジウム）

492．俵　英之，小柳和夫，小山　勇，小川展二，中村純一，石田秀行，田中洋一，小西文雄，
吉田行雄，伊藤　博，長谷和生，山本順司，山口真彦，上田善彦，伴　慎一.
埼玉県におけるGIST治療の現状―埼玉県GIST研究会アンケート調査．
第49回日本癌治療学会学術集会，名古屋，2011.10.27-29（口演）

493．桑原公亀，石橋敬一郎，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀行.
76歳以上高齢者stageⅢ大腸癌の補助化学療法の安全性．
第66回日本大腸肛門病学会学術集会，東京，2011.11.25-26（口演） 

494．桑原公亀，石橋敬一郎，隈元謙介，大澤智徳，岡田典倫，芳賀紀裕，石田秀行.
高齢者大腸癌における腫瘍内TS，DPD，OPRT，TPの発現．
第66回日本大腸肛門病学会学術集会，東京，2011.11.25-26（口演） 

495．田島雄介，石橋敬一郎，桑原公亀，岡田典倫，傍島　潤，大澤智徳，隈元謙介，芳賀紀裕，
石田秀行.
mFOLFOX6療法の効果予測因子としてのTP，DPD，ERCC1，TS発現．
第66回日本大腸肛門病学会学術集会，東京，2011.11.25-26（口演） 

496．天野邦彦，石橋敬一郎，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀行，三鍋俊
春.
Perianal Paget’s Disease手術における会陰部皮膚皮弁再建術の有用性．
第66回日本大腸肛門病学会学術集会，東京，2011.11.25-26（示説）

497．傍島　潤，岡田典倫，石橋敬一郎，隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀行.
結腸癌に対する横小切開根治術．
第66回日本大腸肛門病学会学術集会，東京，2011.11.25-26（口演）

498．隈元謙介，石橋敬一郎，天野邦彦，桑原公亀，大澤智徳，岡田典倫，岩間毅夫，石田秀
行.
当科におけるStageⅣ大腸癌の治療成績の検討．
第66回日本大腸肛門病学会学術集会，東京，2011.11.25-26（口演）
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499．岡田典倫，石橋敬一郎，大澤智徳，桑原公亀，傍島　潤，天野邦彦，幡野　哲，田島雄介，
久保田将，本城裕章，近谷賢一，平岡　優，隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀行.
Köhne’s IndexによるmFOLFOX6±bevacizumabの治療効果予測．
第66回日本大腸肛門病学会学術集会，東京，2011.11.25-26（示説） 

500．小野朋二郎，岡田典倫，隈元謙介，石橋敬一郎，石田秀行.
mFOLFOX6療法により消失・囊胞化した大腸癌肝転移病巣の再増大に対する検討．
第66回日本大腸肛門病学会学術集会，東京，2011.11.25-26（示説）

501．石橋敬一郎，田島雄介，桑原公亀，傍島　潤，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，芳賀紀裕，
石田秀行.
大腸癌同時性肝転移根治的切除の肝所属リンパ節の意義．
第66回日本大腸肛門病学会学術集会，東京，2011.11.25-26（口演）

502．石橋敬一郎，岡田典倫，田島雄介，桑原公亀，傍島　潤，石畝　亨，大澤智徳，隈元謙介，
芳賀紀裕，石田秀行.
StageⅣ大腸癌根治切除後mFOLFOX6療法の安全性と有用性．
第66回日本大腸肛門病学会学術集会，東京，2011.11.25-26（口演） 

503．近谷賢一，石橋敬一郎，田島雄介，桑原公亀，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，芳賀紀裕，
石田秀行.
大腸穿孔症例におけるHMGB-1術後推移．
第66回日本大腸肛門病学会学術集会，東京，2011.11.25-26（示説）

504．大澤智徳，田島雄介，小野朋二郎，天野邦彦，幡野　哲，桑原公亀，傍島　潤，岡田典倫，
隈元謙介，石橋敬一郎，石田秀行.
当科における痔核に対するALTA治療経験と成績．
第66回日本大腸肛門病学会学術集会，東京，2011.11.25-26（示説）

505．隈元謙介，石橋敬一郎，天野邦彦，幡野　哲，桑原公亀，傍島　潤，大澤智徳，岡田典倫，
芳賀紀裕，石田秀行.
大腸癌同時性肝転移症例に対する治療戦略と成績．
第73回日本臨床外科学会総会，東京，2011.11.17-19（パネルディスカッション）

506．岡田典倫，石橋敬一郎，傍島　潤，幡野　哲，田島雄介，隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀行.
進行結腸癌への応用を念頭に置いた臍周囲孤状切開によるSILSの工夫．
第73回日本臨床外科学会総会，東京，2011.11.17-19（ビデオ）
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507．傍島　潤，岡田典倫，石橋敬一郎，隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀行.
直腸癌切除吻合後のclosed suction drain留置の意義．
第73回日本臨床外科学会総会，東京，2011.11.17-19（口演）

508．芳賀紀裕，石橋敬一郎，岡田典倫，石畝　亨，桑原公亀，大澤智徳，隈元謙介，佐野元彦，
小松崎健，石田秀行.
当科における外来化学療法室での効率化と安全性への取り組み．
第73回日本臨床外科学会総会，東京，2011.11.17-19（口演）

509．岡田典倫，石橋敬一郎，傍島　潤，幡野　哲，田島雄介，隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀行.
Ω（オメガ）-incisionでのSILS colectomyによる巨大虫垂囊胞性腫瘍切除．
第73回日本臨床外科学会総会，東京，2011.11.17-19（ビデオ）

510．伊藤徹哉，石橋敬一郎，三浦恵美，傍島　潤，幡野　哲，隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀行.
Multidetectior-row Computed Tomography（MDCT）にて術前に診断し得た虫垂憩
室穿孔の１例．
第73回日本臨床外科学会総会，東京，2011.11.17-19（口演）

511．近谷賢一，天野邦彦，本城裕章，大澤智徳，隈元謙介，石橋敬一郎，辻　美隆，芳賀紀裕，
石田秀行.
Crohn病に伴うS状結腸狭窄病変に発症した４型大腸癌の１例．
第73回日本臨床外科学会総会，東京，2011.11.17-19（口演）

512．大澤智徳，隈元謙介，田島雄介，天野邦彦，幡野　哲，桑原公亀，傍島　潤，岡田典倫，
石畝　亨，石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀行.
併存疾患を有する痔核患者に対するALTA療法の治療成績．
第73回日本臨床外科学会総会，東京，2011.11.17-19（口演）

513．平岡　優，小野朋二郎，桑原公亀，石畝　亨，岡田典倫，隈元謙介，石橋敬一郎，芳賀
紀裕，石田秀行.
繰り返す出血のため胃切除術を施行した胃AVMの１例．
第73回日本臨床外科学会総会，東京，2011.11.17-19（口演）

514．天野邦彦，隈元謙介，伊藤徹哉，久保田将，大澤智徳，岡田典倫，石橋敬一郎，芳賀紀裕，
石田秀行，池田理恵.
術前免疫染色が有用であった肛門管癌Pagetoid spreadの１例．
第73回日本臨床外科学会総会，東京，2011.11.17-19（口演）
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515．小野朋二郎，桑原公亀，石畝　亨，隈元謙介，岡田典倫，石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田
秀行.
当科で手術を施行した小腸穿孔症例の検討．
第73回日本臨床外科学会総会，東京，2011.11.17-19（口演）

516．伊藤徹哉，芳賀紀裕，石畝　亨，桑原公亀，隈元謙介，熊谷洋一，石橋敬一郎，石田秀行，
阿部佳子，田丸淳一，糸山進次.
術前化学療法を施行した胃神経内分泌細胞癌の１例．
第29回埼玉県外科集談会，さいたま，2011.11.26（口演）

517．桑原公亀，石橋敬一郎，近谷賢一，石畝　亨，岡田典倫，隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀
行.
大腸穿孔症例におけるAT-Ⅲ活性と敗血症の重症度，DIC発症との関係．
第24回日本外科感染症学会総会，志摩，2011.12.1-2（口演）

518．近谷賢一，石橋敬一郎，桑原公亀，田島雄介，傍島　潤，芳賀紀裕，石田秀行.
大腸穿孔症例におけるHMGB-1のPMX-DHP前後における推移．
第24回日本外科感染症学会総会，志摩，2011.12.1-2（口演） 

519．石橋敬一郎，桑原公亀，近谷賢一，田島雄介，傍島　潤，石畝　亨，大澤智徳，岡田典倫，
隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀行.
大腸穿孔症例および大腸癌待機手術症例におけるHMGB-1術後推移．
第24回日本外科感染症学会総会，志摩，2011.12.1-2（口演）

520．芳賀紀裕，石橋敬一郎，石畝　亨，桑原公亀，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，石田秀
行.
胃癌・大腸癌に対する周術期抗菌薬短縮化の妥当性とSSIの危険因子：単一施設による前
向きランダム化非劣性試験．
第24回日本外科感染症学会総会，志摩，2011.12.1-2（シンポジウム）

521．桑原公亀，石橋敬一郎，田島雄介，近谷賢一，石畝　亨，岡田典倫，隈元謙介，芳賀紀裕，
石田秀行.
大腸穿孔128例の治療成績からみた治療方針．
第24回日本外科感染症学会総会，志摩，2011.12.1-2（ワークショップ）

522．傍島　潤，岡田典倫，隈元謙介，石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀行.
緊急ハルトマン手術の諸問題．
第24回日本外科感染症学会総会，志摩，2011.12.1-2（口演）



― 164 ―

523．田島雄介，石橋敬一郎，近谷賢一，本城裕章，石畝　亨，桑原公亀，傍島　潤，大澤智徳，
岡田典倫，隈元謙介，芳賀紀裕，岩間毅夫，石田秀行.
結腸癌根治手術症例におけるドレーン非留置の検討．
第24回日本外科感染症学会総会，志摩，2011.12.1-2（口演）

524．傍島　潤，岡田典倫，隈元謙介，石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀行.
人工肛門閉鎖時の創感染に関する対策（randomized  controlled  trial（RCT）．
第24回日本外科感染症学会総会，志摩，2011.12.1-2（口演） 

525．天野邦彦，石橋敬一郎，幡野　哲，桑原公亀，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，熊谷洋一，
芳賀紀裕，岩間毅夫，石田秀行.
TNM分類第7版Stage Ⅳ（Stage ⅣA，ⅣB）大腸癌における腹膜播種の位置づけ．
第76回大腸癌研究会，宇都宮，2012.1.20（口演）

526．幡野　哲，石橋敬一郎，桑原公亀，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，熊谷洋一，芳賀紀裕，
岩間毅夫，石田秀行．
新規抗癌剤時代にPCI（peritoneal cancer index）は，大腸癌腹膜播種の予後の予測に
有用か？．
第76回大腸癌研究会，宇都宮，2012.1.20（口演）

527．桑原公亀，石畝　亨，芳賀紀裕，岡田典倫，隈元謙介，石橋敬一郎，石田秀行.
StageⅣ胃癌におけるmodified Glasgow prognostic score（mGPS）の有用性．
第84回日本胃癌学会総会，大阪，2012.2.8-10（口演）

528．芳賀紀裕，石畝　亨，桑原公亀，岡田典倫，隈元謙介，石橋敬一郎，辻　美隆，石田秀行.
StageⅣ胃癌における術前化学療法の成績．
第84回日本胃癌学会総会，大阪，2012.2.8-10（示説）

529．隈元謙介，石橋敬一郎，中村　泉，大木進司，石田秀行，竹之下誠一．
転移性大腸癌に対するmFOLFOX6の効果予測因子の検討．
第45回制癌剤適応研究会，東京，2012.3.2（ワークショップ） 

530．桑原公亀，石橋敬一郎，伊藤徹哉，今泉英子，幡野　哲，熊谷洋一，隈元謙介，芳賀紀裕，
石田秀行．
高齢者大腸穿孔における臨床病理学的特徴の検討． 
第48回日本腹部救急医学会総会，金沢，2012.3.14-15（口演）

531．幡野　哲，石橋敬一郎，桑原公亀，熊谷洋一，隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀行．



― 165 ―

StageII結腸癌穿孔症例の検討． 
第48回日本腹部救急医学会総会，金沢，2012.3.14-15（口演） 

532．今泉英子，桑原公亀，伊藤徹哉，幡野　哲，熊谷洋一，隈元謙介，石橋敬一郎，芳賀紀裕，
石田秀行．
当科における妊娠中の腹部救急手術について． 
第48回日本腹部救急医学会総会，金沢，2012.3.14-15（口演）

533．伊藤徹哉，桑原公亀，今泉英子，幡野　哲，熊谷洋一，隈元謙介，石橋敬一郎，芳賀紀裕，
石田秀行．
転移性大腸癌化学療法中に消化管穿孔（穿通）を併発した２症例． 
第48回日本腹部救急医学会総会，金沢，2012.3.14-15（口演）

534．橋本昌幸，桑原公亀，熊谷洋一，隈元謙介，石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀行．
大腸癌穿孔における癌部穿孔と非癌部穿孔の検討． 
第48回日本腹部救急医学会総会，金沢，2012.3.14-15（口演） 

535．酒庭康孝，隈元謙介，桑原公亀，橋本昌幸，伊藤徹哉，今泉英子，幡野　哲，熊谷洋一，
石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀行．
若年男子に発症し腸重積の原因となった腸管嚢腫様気腫症の１例． 
第48回日本腹部救急医学会総会，金沢，2012.3.14-15（口演） 

536．北村智恵子，桑原公亀，芳賀紀裕，伊藤徹哉，今泉英子，幡野　哲，熊谷洋一，隈元謙介，
石橋敬一郎，石田秀行．
椎茸による食餌イレウスの１例． 
第48回日本腹部救急医学会総会，金沢，2012.3.14-15（口演） 

537．芳賀紀裕，石畝　亨，桑原公亀，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，石橋敬一郎，辻　美隆，
石田秀行.
胃全摘術におけるSSIの危険因子の検討．
第112回日本外科学会定期学術集会，千葉，2012.4.12-4.14（示説）

538．石橋敬一郎，桑原公亀，石畝　亨，岡田典倫，大澤智徳，隈元謙介，辻　美隆，芳賀紀裕，
岩間毅夫，石田秀行.
直腸癌待機手術における周術期抗菌薬投与期間の短縮化とSSI危険因子．
第112回日本外科学会定期学術集会，千葉，2012.4.12-4.14（口演）

539．桑原公亀，石畝　亨，芳賀紀裕，岡田典倫，隈元謙介，石橋敬一郎，石田秀行.
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StageⅣ胃癌における予後予測因子の検討． 
第112回日本外科学会定期学術集会，千葉，2012.4.12-4.14（示説）

540．幡野　哲，石橋敬一郎，天野邦彦，桑原公亀，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，芳賀紀裕，
岩間毅夫，石田秀行.
FOLFOXは腹膜播種陽性大腸癌の予後を改善させたか？． 
第112回日本外科学会定期学術集会，千葉，2012.4.12-4.14（示説）

541．天野邦彦，石橋敬一郎，幡野　哲，桑原公亀，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，芳賀紀裕，
岩間毅夫，石田秀行.
TNM分類第７版StageⅣ（StageⅣA,ⅣB）大腸癌における腹膜播種の位置づけ．
第112回日本外科学会定期学術集会，千葉，2012.4.12-4.14（示説）

542．田島雄介，石橋敬一郎，天野邦彦，幡野　哲，桑原公亀，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，
芳賀紀裕，岩間毅夫，石田秀行.
大腸癌転移巣切除後mFOLFOX6療法の治療成績．
第112回日本外科学会定期学術集会，千葉，2012.4.12-4.14（示説）

543．熊谷洋一，川田研朗，田久保海誉．
エンドサイトスコピーシステム開発の経緯と現状．
第83回日本消化器内視鏡学会総会，東京，2012.5.12-14（ビデオ）

544．隈元謙介，石橋敬一郎，幡野　哲，天野邦彦，桑原公亀，大澤智徳，岡田典倫，熊谷洋一，
芳賀紀裕，石田秀行．
StageIV大腸癌の治療成績とTNM細分類の妥当性． 
第34回日本癌局所療法研究会，福島，2012.6.8（口演）

545．桑原公亀，隈元謙介，天野邦彦，石畝　亨，大澤智徳，岡田典倫，熊谷洋一，石橋敬一郎，
芳賀紀裕，石田秀行．
大腸癌における血清p53抗体測定の有用性． 
第34回日本癌局所療法研究会，福島，2012.6.8（口演）

546．天野邦彦，隈元謙介，桑原公亀，石畝　亨，大澤智徳，岡田典倫，熊谷洋一，石橋敬一郎，
芳賀紀裕，石田秀行．
大腸癌治療モニタリングマーカーとしてのp53抗体の有用性の検討． 
第34回日本癌局所療法研究会，福島，2012.6.8（口演）

547．石橋敬一郎，岡田典倫，田島雄介，天野邦彦，幡野　哲，桑原公亀，傍島　潤，石畝　亨，
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大澤智徳，隈元謙介，熊谷洋一，芳賀紀裕，石田秀行．
Köehne’s Indexによる大腸癌肝転移２次FOLFIRI±bevの効果予測． 
第34回日本癌局所療法研究会，福島，2012.6.8（口演）

548．今泉英子，石橋敬一郎，岡田典倫，田島雄介，天野邦彦，幡野　哲，桑原公亀，傍島　潤，
石畝　亨，大澤智徳，隈元謙介，熊谷洋一，芳賀紀裕，石田秀行．
切除不能再発大腸癌K-ras野生型における１次治療Oxa+bev療法． 
第34回日本癌局所療法研究会，福島，2012.6.8（口演）

549．幡野　哲，石橋敬一郎，天野邦彦，石畝　亨，桑原公亀，大澤智徳，傍島　潤，岡田典倫，
熊谷洋一，隈元謙介，芳賀紀裕，石田秀行．
大腸癌転移・再発切除症例の術後治療の検討． 
第34回日本癌局所療法研究会，福島，2012.6.8（口演）

550．岡田典倫，石橋敬一郎，大澤智徳，傍島　潤，桑原公亀，天野邦彦，幡野　哲，鈴木興秀，
隈元謙介，熊谷洋一，芳賀紀裕，石田秀行．
大腸癌肝転移に対するKöhne’s Indexによる治療効果予測． 
第34回日本癌局所療法研究会，福島，2012.6.8（口演）

551．鈴木興秀，芳賀紀裕，桑原公亀，今泉英子，田島雄介，天野邦彦，幡野　哲，傍島　潤，
石畝　亨，岡田典倫，大澤智徳，隈元謙介，熊谷洋一，石橋敬一郎，石田秀行．
根治切除不能胃癌における減量手術と姑息手術の臨床上の差異． 
第34回日本癌局所療法研究会，福島，2012.6.8（口演）

552．久保田将将，隈元謙介，幡野　哲，天野邦彦，大澤智徳，岡田典倫，熊谷洋一，石橋敬
一郎，芳賀紀裕，石田秀行．
大腸癌多発肝転移と鑑別が困難であった肝類上皮血管内皮腫の１例． 
第34回日本癌局所療法研究会，福島，2012.6.8（口演）

553．田島雄介，石橋敬一郎，石畝　亨，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，熊谷洋一，芳賀紀裕，
石田秀行．
大腸癌肝転移，腹膜播種に対して積極的治療を行い長期生存した１例． 
第34回日本癌局所療法研究会，福島，2012.6.8（口演）

554．新谷大輔，田島雄介，石橋敬一郎，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，熊谷洋一，小澤文明，
芳賀紀裕，石田秀行．
門脈腫瘍栓を合併した大腸癌の１例と本邦報告９例の検討． 
第34回日本癌局所療法研究会，福島，2012.6.8（口演）
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555．石畝　亨，熊谷洋一，隈元謙介，石橋敬一郎，芳賀紀裕，辻　美隆，石田秀行．
当科におけるStageⅡ，Ⅲ（non-T4）食道癌化学放射線療法の検討． 
第34回日本癌局所療法研究会，福島，2012.6.8（口演）

556．本城裕章，芳賀紀裕，岡田典倫，石畝　亨，隈元謙介，熊谷洋一，石橋敬一郎，宮崎達也，
石田秀行．
食道癌リンパ節転移陽性例における術後FP療法の有効性の検討． 
第34回日本癌局所療法研究会，福島，2012.6.8（口演）

557．近谷賢一，傍島　潤，幡野　哲，石橋敬一郎，隈元謙介，熊谷洋一，芳賀紀裕，石田秀行．
巨大脂肪肉腫の一例． 
第34回日本癌局所療法研究会，福島，2012.6.8（口演）

558．岩間毅夫．
家族性大腸腺腫症の温故知新．
第18回日本家族性腫瘍学会学術集会，大阪，2012.6.15（講演）

559．伊藤徹哉，田島雄介，岡田典倫，隈元謙介，熊谷洋一，石橋敬一郎，芳賀紀裕，諸角誠人，
川上　理，山田拓己，岩間毅夫，石田秀行． 
改訂ベセスダ基準による腎孟・尿管癌からのLynch症候群絞り込みの検討． 
第18回日本家族性腫瘍学会学術集会，大阪，2012.6.15-6.16（口演）

560．田島雄介，伊藤徹哉，石橋敬一郎，隈元謙介，熊谷洋一，芳賀紀裕，岩間毅夫，石田秀行．
Lynch症候群を絞り込むための改訂Bethesdaガイドラインの問題点．
第18回日本家族性腫瘍学会学術集会，大阪，2012.6.15-6.16（シンポジウム）

561．幡野　哲，隈元謙介，大澤智徳，岡田典倫，熊谷洋一，石橋敬一郎，芳賀紀裕，岩間毅夫，
石田秀行．
家族性大腸腺腫症（FAP）に対しSILS（single incision laparoscopic surgery）によ
るtotal colectomyを施行した１例． 
第18回日本家族性腫瘍学会学術集会，大阪，2012.6.15-6.16（口演）

562．天野邦彦，隈元謙介，伊藤徹哉，鈴木興秀，大澤智徳，熊谷洋一，石橋敬一郎，芳賀紀裕，
岩間毅夫，石田秀行．
家族性大腸腺腫症に発症した多発小腸癌の１例． 
第18回日本家族性腫瘍学会学術集会，大阪，2012.6.15-6.16（口演）

563．芳賀紀裕，石畝　亨，隈元謙介，熊谷洋一，石橋敬一郎，宮崎達也，石田秀行．
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食道癌根治切除後のリンパ節転移陽性例に対する実臨床としての術後補助化学療法の成
績．
第66回日本食道学会学術集会，軽井沢，2012.6.21-22（示説）

564．石畝　亨，熊谷洋一，本城裕章，小野朋二郎，今泉英子，隈元謙介，石橋敬一郎，芳賀
紀裕，辻　美隆，石田秀行．
PET/CTで右反回神経のみに集積を認めた逆流性食道炎の１例． 
第66回日本食道学会学術集会，軽井沢，2012.6.21-22（示説）

565．熊谷洋一，相田順子，星原芳雄，石畝　亨，芳賀紀裕，隈元謙介，石橋敬一郎，石田秀行，
河野辰幸，田久保海誉．
拡大内視鏡を用いた正常食道柵状血管網の観察． 
第66回日本食道学会学術集会，軽井沢，2012.6.21-22（示説）

566．熊谷洋一，川田研郞，芳賀紀裕，石畝　亨，石橋敬一郎，隈元謙介，石田秀行，山崎繁，
河野辰幸，田久保海誉．
エンドサイトスコピーシステム（GIF-Y0002）による食道病変の観察． 
第66回日本食道学会学術集会，軽井沢，2012.6.21-22（示説）

567．幡野　哲，石橋敬一郎，桑原公亀，傍島　潤，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，熊谷洋一，
芳賀紀裕，石田秀行．
新規抗癌剤時代における大腸癌腹膜播種症例の予後因子の検討． 
第37回日本外科系連合学会学術集会，福岡，2012.6.28-29（シンポジウム）

568．石橋敬一郎．
大腸癌化学療法の治療戦略－Bevacizumab継続投与の真の意義－． 
第37回日本外科系連合学会学術集会，福岡，2012.6.28-29（スポンサードシンポジウム）

569．桑原公亀，石橋敬一郎，隈元謙介，熊谷洋一，馬場裕之，芳賀紀裕，石田秀行．
76歳以上の高齢者大腸癌における腫瘍内TS,DPD,OPRT,TPの発現． 
第77回大腸癌研究会，東京，2012.7.6（示説）

570．天野邦彦，隈元謙介，幡野　哲，桑原公亀，岡田典倫，熊谷洋一，馬場裕之，石橋敬一郎，
芳賀紀裕，石田秀行．
化学療法により画像上消失・囊胞化した大腸癌肝転移巣の臨床経過の検討． 
第77回大腸癌研究会，東京，2012.7.6（口演）

571．田島雄介，石橋敬一郎，岡田典倫，隈元謙介，熊谷洋一，馬場裕之，芳賀紀裕，石田秀行．
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76歳以上の切除不能StageIV大腸癌に対するfirst line oxaliplatin-based chemotherapy．
第77回大腸癌研究会，東京，2012.7.6（示説）

572．近　範泰，石橋敬一郎，岡田典倫，田島雄介，隈元謙介，熊谷洋一，馬場裕之，芳賀紀裕，
石田秀行．
高齢者（76歳以上）に対する切除不能再発大腸癌に対する２次治療FOLFIRI±bev療法
の効果と安全性． 
第77回大腸癌研究会，東京，2012.7.6（示説）

573．芳賀紀裕，石畝　亨，桑原公亀，岡田典倫，隈元謙介，熊谷洋一，石橋敬一郎，石田秀行．
術前リスクを有するStageII/III胃癌手術症例に対する郭清範囲と成績． 
第67回日本消化器外科学会総会，富山，2012.7.18-20（口演）

574．岡田典倫，石橋敬一郎，幡野　哲，大澤智徳，傍島　潤，天野邦彦，隈元謙介，熊谷洋一，
芳賀紀裕，石田秀行．
腹腔鏡手術の導入術式としてのSILS-colectomy．
第67回日本消化器外科学会総会，富山，2012.7.18-20（口演）

575．田島雄介，石橋敬一郎，桑原公亀，石畝　亨，岡田典倫，隈元謙介，熊谷洋一，芳賀紀裕，
石田秀行．
結腸癌待機手術症例の機械的腸管洗浄におけるsennosideとpolyethylene glycolの比
較検討． 
第67回日本消化器外科学会総会，富山，2012.7.18-20（口演）

576．桑原公亀，石橋敬一郎，隈元謙介，岡田典倫，熊谷洋一，芳賀紀裕，石田秀行．
Septic shockに陥った大腸穿孔の予後因子の検討． 
第67回日本消化器外科学会総会，富山，2012.7.18-20（特別セッション）

577．幡野　哲，石橋敬一郎，天野邦彦，傍島　潤，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，熊谷洋一，
芳賀紀裕，石田秀行．
TNM分類第７版において大腸癌腹膜播種単独転移をStageIVBに分類するのは妥当か？． 
第67回日本消化器外科学会総会，富山，2012.7.18-20（口演）

578．熊谷洋一，戸井雅和，石畝　亨，芳賀紀裕，隈元謙介，石橋敬一郎，桑原公亀，大澤智徳，
岡田典倫，石田秀行．
食道癌発癌早期の多段階血管新生（拡大内視鏡観察と分子生物学との関連）． 
第67回日本消化器外科学会総会，富山，2012.7.18-20（口演）
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579．隈元謙介，石橋敬一郎，幡野　哲，天野邦彦，桑原公亀，大澤智徳，岡田典倫，熊谷洋一，
芳賀紀裕，石田秀行．
当科の治療成績からみたStageIV大腸癌の治療戦略とTNM細分類の妥当性． 
第67回日本消化器外科学会総会，富山，2012.7.18-20（口演）

580．天野邦彦，石橋敬一郎，石畝　亨，桑原公亀，大澤智徳，岡田典倫，隈元謙介，熊谷洋一，
芳賀紀裕，石田秀行．
高齢者消化器癌手術の現状と問題点：胃癌と大腸癌を比較して． 
第67回日本消化器外科学会総会，富山，2012.7.18-20（ワークショップ）

581．新谷大輔，幡野　哲，石田秀行．
直腸癌肝転移と鑑別に苦慮した多発肝類上皮性血管内皮腫の切除例． 
第67回日本消化器外科学会総会，富山，2012.7.18-20（口演）

582．小野朋二郎，隈元謙介，石田秀行，竹之下誠一．
大腸癌肝転移症例におけるFOLFOX療法に対する治療効果予測因子としてのTS,ERCC1
の有用性についての検討． 
第67回日本消化器外科学会総会，富山，2012.7.18-20（口演）

583．松岡　宏，手塚　徹，小杉千弘，平野　敦，石橋敬一郎，前田耕太郎，石田秀行，浜田
知久馬，坂本純一，幸田圭史．
大腸癌患者に対する1st line Bevacizumab併用maFOLFOX7療法CRAFTstudy－追跡
報告－． 
第67回日本消化器外科学会総会，富山，2012.7.18-20（口演）

584．Kumamoto K, Kuwabara K, Tajima Y, Amano K, Ohsawa T, Okada N, Kumagai 
Y, Ishibashi K, Haga N, Ishida H.
Thymidylate synthase and thymidine phosphorylase mRNA expression of 
primary lesions by laser capture microdissection is useful for prediction of the 
efficacy of FOLFOX treatment in colorectal cancer patients with liver 
metastasis. 
XXV International Society of University Colon & Rectal Surgeons,Bologna, 
Italy,　2012.6.24-26 (Oral)

585．Kumamoto K, Kuwabara K, Amano K, Okada N, Kumagai Y, Ishibashi K, Haga 
N, Ishida H.
The usefulness of serum anti-p53 antibody for early diagnosis in colorectal 
cancer patients. 
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XXV International Society of University Colon & Rectal Surgeons, Bologna, 
Italy,　2012.6.24-26 (Poster)

586．Amano K, Kumamoto K, Hatano S, Kuwabara K, Ohsawa T, Okada N, Kumagai 
Y, Ishibashi K, Haga N, Ishida H.
Clinical significance of the peritoneum dissemination in Stage IV colorectal 
cancer bassed on the seventh edition of TNM classification. 
XXV International Society of University Colon & Rectal Surgeons, Bologna, 
Italy, 2012.6.24-26 (Poster)

587．Suzuki O, Kumamoto K, Ono T, Amano K, Ohsawa T, Okada N, Kumagai Y, 
Haga N, Ishida H.
Outcome in disappearing colorectal cancer liver metastases during oxaliplatin-
based chemotherapy. 
XXV International Society of University Colon & Rectal Surgeons, Bologna, 
Italy, 2012.6.24-26 (Oral)

588．Baba H, Sanada T, Kuwabara H, Goseki N, Arai S, Ishida H.
Cystic duct cancer presenting hemobilia. 
10th World Congress of the International Hepato-Pancreato-Biliary Association, 
Paris, France, 2012.7.1-5  (Poster)

589．Baba H, Sanada T, Kuwabara H, Goseki N, Arai S, Ishida H.
Can postoperative pancreatic fistula be predicted by simple clinical 
measure?． 
10th World Congress of the International Hepato-Pancreato-Biliary Association, 
Paris, France,2012.7.1-5 (Poster)

590．Baba H, Ono T, Matsuzawa T, Okada N, Kensuke K, Kumagai Y, Ishibashi K, 
Haga N, Ishida H.
Outcome in disappearing colorectal cancer livber metastases during 
oxaliplatin-based chemotherapy. 
The 13th Korea-Japan-China Colorectal Cancer Symposium,Seoul, Korea, 
2012.9.8-9 (Oral)

591．Matsuzawa T, Amano K, Baba H, Hatano S, Okada N, Kumamoto K, Kumagai 
Y, Baba H, Ishibashi K, Haga N, Ishida H.
Should isolated peritoneal carcinomatosis from colorectal cancer be sub-
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classified into Stage IVB in era of modern chemotherapy?. 
The 13th Korea-Japan-China Colorectal Cancer Symposium,Seoul, Korea, 
2012.9.8-9 (Oral)

592．Hatano S, Kumamoto K, Ishibashi K, Amano K, Matsuzawa T, Tsuji Y, Kumagai 
Y, Baba H, Haga N, Ishida H.
Should isolated peritoneal carcinomatosis from colorectal cancer be sub-
classified into stage IVB in era of modern chemotherapy?． 
5th Scientific Meeting of the Japan-Hungarian Surgical Society, Budapest, 
Hungery, 2012.10.4-6 (Oral)

593．石橋敬一郎，岡田典倫，田島雄介，天野邦彦，幡野　哲，桑原公亀，傍島　潤，石畝　亨，
大澤智徳，隈元謙介，熊谷洋一，芳賀紀裕，石田秀行．
Köhne’s Index による切除不能再発大腸癌に対する２次FOLFIRI±bevの効果予測． 
第10回日本消化器外科学会大会，神戸，2012.10.10-13（示説） 

594．鈴木興秀，石橋敬一郎，岡田典倫，今泉英子，田島雄介，天野邦彦，幡野　哲，桑原公亀，
傍島　潤,石畝　亨，大澤智徳，隈元謙介，熊谷洋一，芳賀紀裕，石田秀行．
切除不能再発大腸癌K-ras野生型，変異型における１次治療oxaliplatin＋bevacizumab
療法． 
第10回日本消化器外科学会大会，神戸，2012.10.10-13（示説） 

595．今泉英子，石橋敬一郎，岡田典倫，田島雄介，天野邦彦，幡野　哲，桑原公亀，傍島　潤，
石畝　亨，大澤智徳，隈元謙介，熊谷洋一，芳賀紀裕，石田秀行．
切除不能再発大腸癌K-ras野生型における２次治療FOLFIRI＋bevacizumab療法．
第10回日本消化器外科学会大会，神戸，2012.10.10-13（示説） 

596．伊藤徹哉，岡田典倫，隈元謙介，熊谷洋一，石橋敬一郎，芳賀紀裕，岡田洋平，諸角誠人，
川上　理，山田拓己，岩間毅夫，石田秀行．
腎孟・尿管癌からみたLynch症候群スクリーニングの実用性． 
第10回日本消化器外科学会大会，神戸，2012.10.10-13（示説） 

597．木暮憲道，松澤岳晃，田島雄介，幡野　哲，大森敏秀，石田秀行．
直腸肛門管癌を合併し腹腔鏡補助下腹会陰式大腸全摘術を施行した潰瘍性大腸炎の１例． 
第30回埼玉県外科集談会，さいたま，2012.10.20（口演）

598．柴田和恵，松澤岳晃，田島雄介，幡野　哲，隈元謙介，熊谷洋一，馬場裕之，石橋敬一郎，
芳賀紀裕，石田秀行．
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S状結腸癌術後13年目に吻合部近傍再発を来たし根治手術を施行し得た１例． 
第30回埼玉県外科集談会，さいたま，2012.10.20（口演） 

599．芳賀紀裕，石畝　亨，桑原公亀，田島雄介，隈元謙介，熊谷洋一，馬場紀裕，石橋敬一郎，
石田秀行．
当院での切除不能再発進行胃癌に対するXP+トラスツズマブ療法の使用経験． 
第50回日本癌治療学会学術集会，横浜，2012.10.25-27（示説） 

600．石橋敬一郎，岡田典倫，幡野　哲，天野邦彦，松澤岳晃，桑原公亀，傍島　潤，隈元謙介，
熊谷洋一，馬場裕之，芳賀紀裕，佐野元彦，石田秀行．
結腸癌StageIII根治切除後補助化学療法としてのmFOLFOX6療法． 
第50回日本癌治療学会学術集会，横浜，2012.10.25-27（示説） 

601．桑原公亀，馬場裕之，石橋敬一郎，幡野　哲，岡田典倫，隈元謙介，熊谷洋一，芳賀紀裕，
石田秀行．
実臨床で得られる因子から切除不能StageIV大腸癌の予後予測因子の検討． 
第50回日本癌治療学会学術集会，横浜，2012.10.25-27（口演） 

602．幡野　哲，石橋敬一郎，天野邦彦，桑原公亀，岡田典倫，隈元謙介，熊谷洋一，馬場裕之，
芳賀紀裕，石田秀行．
FOLFOXが大腸癌腹膜播種症例に及ぼした効果は？． 
第50回日本癌治療学会学術集会，横浜，2012.10.25-27（口演） 

603．佐野元彦，石橋敬一郎，小松崎健，加藤沙織，岡田典倫，隈元謙介，岸野　亨，石田秀行．
オキサリプラチン誘発性の末梢神経障害に対するプレガバリンの使用経験． 
第50回日本癌治療学会学術集会，横浜，2012.10.25-27（示説） 

604．小高雅人，生本太郎，當山鉄男，奥山正樹，篠崎勝則，橋爪英二，岩永一郎，石橋敬一郎，
有留邦明，橋本祐樹．
エルプラット特定使用成績調査（結腸癌における術後補助化学療法）中間報告． 
第50回日本癌治療学会学術集会，横浜，2012.10.25-27（口演） 

605．石橋敬一郎，岡田典倫，田島雄介，幡野　哲，天野邦彦，松澤岳晃，桑原公亀，傍島　潤，
隈元謙介，熊谷洋一，馬場裕之，芳賀紀裕，石田秀行．
転移臓器個数，転移臓器からみた切除不能再発大腸癌に対するoxliplatin based 
chemotherapy の治療効果． 
第67回日本大腸肛門病学会学術集会，福岡，2012.11.16-17 （示説） 
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606．山本　梓，伊藤徹哉，隈元謙介，熊谷洋一，石橋敬一郎，芳賀紀裕，岩間毅夫，石田秀行．
卵巣癌からLynch症候群はどの程度絞り込めるか？． 
第67回日本大腸肛門病学会学術集会，福岡，2012.11.16-17 （示説） 

607．山本　梓，伊藤徹哉，田島雄介，隈元謙介，熊谷洋一，石橋敬一郎，芳賀紀裕，岩間毅夫，
石田秀行．
子宮内膜癌症例を対象としたLynch症候群スクリーニング． 
第67回日本大腸肛門病学会学術集会，福岡，2012.11.16-17 （示説）

608．伊藤徹哉，隈元謙介，田島雄介，熊谷洋一，馬場裕之，石橋敬一郎，芳賀紀裕，岩間毅夫，
石田秀行．
腎孟・尿管癌症例からのLynch症候群スクリーニングの試み． 
第67回日本大腸肛門病学会学術集会，福岡，2012.11.16-17 （示説）

609．田島雄介，隈元謙介，伊藤徹哉，松澤岳晃，熊谷洋一，芳賀紀裕，石田秀行．
実臨床におけるLynch症候群１次スクリーニング精度向上のための注意点－大腸癌1000
例の検討から． 
第67回日本大腸肛門病学会学術集会，福岡，2012.11.16-17 （示説）

610．幡野　哲，石橋敬一郎，天野邦彦，桑原公亀，岡田典倫，隈元謙介，熊谷洋一，馬場裕之，
芳賀紀裕，石田秀行．
切除不能腹膜播種単独転移に対するFOLFOXの効果． 
第67回日本大腸肛門病学会学術集会，福岡，2012.11.16-17 （示説）

611．桑原公亀，石橋敬一郎，隈元謙介，熊谷洋一，馬場裕之，芳賀紀裕，石田秀行．
StageIV大腸癌に対する化学療法（１次治療と２次治療）の効果予測にmGPSは有用性
か？． 
第67回日本大腸肛門病学会学術集会，福岡，2012.11.16-17 （示説）

612．田島雄介，石橋敬一郎，岡田典倫，幡野　哲，天野邦彦，松澤岳晃，桑原公亀，隈元謙介，
熊谷洋一，馬場裕之，芳賀紀裕，芳賀紀裕，石田秀行．
76歳以上の切除不能・再発大腸癌に対する化学療法． 
第67回日本大腸肛門病学会学術集会，福岡，2012.11.16-17 （示説）

613．桑原公亀，石橋敬一郎，隈元謙介，熊谷洋一，馬場裕之，芳賀紀裕，石田秀行．
StageIV大腸癌の予後改善因子の検討． 
第67回日本大腸肛門病学会学術集会，福岡，2012.11.16-17 （示説）
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614．傍島　潤，隈元謙介，石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀行．
直腸切断術のドレーン留置について． 
第25回日本外科感染症学会総会，千葉，2012.11.21-22 （口演）

615．芳賀紀裕，木暮憲道，田島雄介，桑原公亀，石畝　亨，隈元謙介，熊谷洋一，馬場裕之，
石橋敬一郎，石田秀行．
T1N0-1胃癌に対する小切開手術と腹腔鏡補助下手術の低侵襲性の比較． 
第74回日本臨床外科学会総会，東京，2012.11.29-12.1（口演）

616．石橋敬一郎，田島雄介，伊藤徹哉，松澤岳晃，隈元謙介，熊谷洋一，馬場裕之，芳賀紀裕，
石田秀行．
Lynch症候群診断の問題点－１次スクリーニング精度向上のために－． 
第74回日本臨床外科学会総会，東京，2012.11.29-12.1（口演）

617．熊谷洋一，相田順子，落合高徳，山崎　繁，河野辰幸，石田秀行，田久保海誉．
表層拡大型を示した表在性食道粘表皮癌の１例． 
第74回日本臨床外科学会総会，東京，2012.11.29-12.1（口演）

618．傍島　潤，桑原公亀，石畝　亨，熊谷洋一，芳賀紀裕，石田秀行．
当科における胃癌手術ドレーン留置に関する検討． 
第74回日本臨床外科学会総会，東京，2012.11.29-12.1（口演）

619．傍島　潤，隈元謙介，熊谷洋一，石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀行．
当科における直腸癌手術ドレーン留置に関する検討． 
第74回日本臨床外科学会総会，東京，2012.11.29-12.1（示説）

620．石畝　亨，熊谷洋一，伊藤徹哉，木暮憲道，鈴木興秀，今泉英子，桑原公亀，隈元謙介，
馬場裕之，石橋敬一郎，芳賀紀裕，辻　美隆，石田秀行．
胃管の血流評価の客観的指標としてICG蛍光法が有用であった１例． 
第74回日本臨床外科学会総会，東京，2012.11.29-12.1（口演）

621．松澤岳晃，石橋敬一郎，天野邦彦，幡野　哲，桑原公亀，石畝　亨，隈元謙介，熊谷洋一，
馬場裕之，芳賀紀裕，石田秀行．
当科での大腸穿孔に対する術式選択． 
第74回日本臨床外科学会総会，東京，2012.11.29-12.1（要望口演）

622．田島雄介，石橋敬一郎，桑原公亀，松澤岳晃，石畝　亨，隈元謙介，熊谷洋一，馬場裕之，
芳賀紀裕，石田秀行．
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当科における結腸癌待機手術の術前腸管処置と経静脈抗菌薬投与期間の短縮化の検討（ベ
ストプラクティスへのアプローチ）． 
第74回日本臨床外科学会総会，東京，2012.11.29-12.1（要望口演）

623．木暮憲道，芳賀紀裕，田島雄介，今泉英子，隈元謙介，熊谷洋一，馬場裕之，石橋敬一郎，
石田秀行．
PET-CTにてリンパ節転移偽陽性であった胃消化管間質腫瘍の１例． 
第74回日本臨床外科学会総会，東京，2012.11.29-12.1（口演）

624．近谷賢一，傍島　潤，石橋敬一郎，隈元謙介，熊谷洋一，芳賀紀裕，石田秀行．
再発機序を考察する上で興味ある知見が得られた後腹膜脂肪肉腫の一例． 
第74回日本臨床外科学会総会，東京，2012.11.29-12.1（示説）

625．久保田将，石井芳正，山田睦夫，斎藤　勝，鈴木　剛，藤田正太郎，岡野舞子．
イレウスを呈した多発性骨髄腫の小腸多発転移の１例． 
第74回日本臨床外科学会総会，東京，2012.11.29-12.1（口演）

626．松澤岳晃，幡野　哲，天野邦彦，隈元謙介，熊谷洋一，馬場裕之，石橋敬一郎，石田秀行．
局所進行直腸癌に対する術前化学療法としてmFOLFOX6療法を施行した５例． 
第78回大腸癌研究会，東京，2013.1.18（示説）

627．Ishibashi K, Munemoto Y, Matsuoka M, Hata T, Kobayashi M, Hasegawa J, 
Fukunaga M, Takagane A, Otsuji T, Miyake Y, Nagase M, Oba K, Sakamoto J, 
Mishima H.
XELOX with bevacizumab in elderly patients age 75 or older with metastatic 
colorectal cancer:Results of a planned interim analysis for multicenter phase 
II ASCA study. 
2013 American Society of Clinical Oncology Gastrointestinal Cancers 
Symposium(ASCO GI),San Francisco, USA, 2013.1.24-26 (Poster)

628．馬場裕之，桑原公亀，石畝　亨，傍島　潤，隈元謙介，熊谷洋一，石橋敬一郎，芳賀紀裕，
石田秀行．
StageIV 胃癌における予後因子とGPS． 
第28回日本静脈経腸栄養学会学術集会，金沢，2013.2.21-22（口演）

629．庄司和春，室谷孝志，関根和江，廣瀬久江，原島則子，三橋知明，横田稚子，桑原公亀，
小高明雄，山田博文．
鉄剤長期投与によりフェリチン高値を来たした１症例． 
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第28回日本静脈経腸栄養学会学術集会，金沢，2013.2.21-22（示説）

630．芳賀紀裕，桑原公亀，石畝　亨，今泉英子，鈴木興秀，木暮憲道，隈元謙介，熊谷洋一，
馬場裕之，石橋敬一郎，辻　美隆，石田秀行．
StageIV胃癌に対する外科手術の意義． 
第85回日本胃癌学会総会，大阪，2013.2.27-3.1（ワークショップ）

631．石畝　亨，芳賀紀裕，隈元謙介，熊谷洋一，馬場裕之，石橋敬一郎，辻　美隆，石田秀行，
阿部佳子，田丸淳一．
当科における胃神経内分泌細胞癌切除例の治療成績． 
第85回日本胃癌学会総会，大阪，2013.2.27-3.1（要望演題）

632．木暮憲道，芳賀紀裕，今泉英子，桑原公亀，石畝　亨，隈元謙介，熊谷洋一，馬場裕之，
石橋敬一郎，石田秀行．
胃全摘・Roux-enY再建術後２年にY脚器械吻合部の完全閉塞を認めた１例． 
第85回日本胃癌学会総会，大阪，2013.2.27-3.1（示説）

633．松澤岳晃，幡野　哲，天野邦彦，隈元謙介，熊谷洋一，馬場裕之，石橋敬一郎，芳賀紀裕，
石田秀行．
当科における大腸ステント留置後の腹腔鏡補助下大腸癌根治手術． 
第49回日本腹部救急医学会総会，福岡，2013.3.13-14（口演）

634．柴田和恵，松澤岳晃，田島雄介，隈元謙介，熊谷洋一，馬場裕之，石橋敬一郎，芳賀紀裕，
石田秀行．
妊娠29週で緊急手術を施行した穿孔性メッケル憩室炎の１例． 
第49回日本腹部救急医学会総会，福岡，2013.3.13-14（研修医企画・示説）

635．北村智恵子，天野邦彦，近　範泰，隈元謙介，馬場裕之，熊谷洋一，石橋敬一郎，芳賀
紀裕，石田秀行．
胃癌術後10年目に外傷を契機として横行結腸皮膚瘻を発症した遅発性メッシュ感染の１例．
第49回日本腹部救急医学会総会，福岡，2013.3.13-14（研修医企画・口演）

636．石田秀行．　
急性虫垂炎の治療方針-保存的治療vs開腹手術vs腹腔鏡手術
第49回日本腹部救急医学会総会，福岡，2013.3.13-14（ワークショップ・特別発言）

637．石田秀行．　
「進行下部直腸癌における側方リンパ節郭清の意義〈リンパ節郭清vs.化学放射線療法〉」　
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リンパ節郭清
第113回日本外科学会定期学術集会，福岡，2013.4.11-13（口演：（ディベート））

638．芳賀紀裕，桑原公亀，石畝　亨，木暮憲道，隈元謙介，熊谷洋一，馬場裕之，辻美隆，石
田秀行．
胃癌同時性肝転移症例の予後因子についての検討． 
第113回日本外科学会定期学術集会，福岡，2013.4.11-13（示説）

639．石橋敬一郎，岡田典倫，田島雄介，幡野　哲，天野邦彦，松澤岳晃，桑原公亀，傍島　潤，
隈元謙介，熊谷洋一，馬場裕之，芳賀紀裕，石田秀行．
切除不能再発大腸癌に対するoxaliplatin,irinotecan,bevacizumab,抗EGFR抗体投与の
効果． 
第113回日本外科学会定期学術集会，福岡，2013.4.11-13（示説）

640．熊谷洋一，永田耕治，石畝　亨，芳賀紀裕，隈元謙介，石橋敬一郎，桑原公亀，馬場裕之，
傍島　潤，石田秀行．
類基底細胞癌成分を含む食道癌９例の臨床病理学的検討． 
第113回日本外科学会定期学術集会，福岡，2013.4.11-13（示説）

641．天野邦彦，石橋敬一郎，石畝　亨，桑原公亀，幡野　哲，隈元謙介，熊谷洋一，馬場裕之，
芳賀紀裕，石田秀行．
当科における超高齢者に対する消化器癌手術の現状と問題点． 
第113回日本外科学会定期学術集会，福岡，2013.4.11-13（示説）

642．田島雄介，石橋敬一郎，近　範泰，幡野　哲，天野邦彦，松澤岳晃，傍島　潤，隈元謙介，
熊谷洋一，馬場裕之，芳賀紀裕，石田秀行．
当科における多臓器転移を有する同時性大腸癌の治療成績． 
第113回日本外科学会定期学術集会，福岡，2013.4.11-13（パネルディスカッション）

643．木暮憲道，松澤岳晃，田島雄介，幡野　哲，隈元謙介，熊谷洋一，馬場裕之，石橋敬一郎，
芳賀紀裕，石田秀行．
当科におけるcolitic cancer手術症例５例の検討． 
第113回日本外科学会定期学術集会，福岡，2013.4.11-13（示説）

644．熊谷洋一，川田研郞，石畝　亨，芳賀紀裕，石橋敬一郎，馬場裕之，隈元謙介，河野辰幸，
田久保海誉．
デジタルズーム機能を用いたエンドサイトスコピーシステム（GIF-Y0002）による食道
病変の観察． 
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第85回日本消化器内視鏡学会総会，京都，2013.5.10-12（示説）

645．石橋敬一郎，石田秀行，岡田典倫，幡野　哲，天野邦彦，松澤岳晃，桑原公亀，傍島　潤，
隈元謙介，熊谷洋一，馬場裕之，芳賀紀裕．
当科で考案した結腸癌に対する臍周囲切開によるSILSの理論的背景． 
第35回日本癌局所療法研究会，神戸，2013.5.31（口演） 

646．松澤岳晃，幡野　哲，桑原公亀，石畝　亨，傍島　潤，隈元謙介，熊谷洋一，馬場裕之，
石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀行．
進行癌を合併した家族性大腸腺腫症の治療方針． 
第35回日本癌局所療法研究会，神戸，2013.5.31（口演）

647．幡野　哲，石橋敬一郎，松澤岳晃，隈元謙介，熊谷洋一，馬場裕之，芳賀紀裕，石田秀行．
Oxaliplatinが腹膜播種を伴うstageIV大腸癌に及ぼした効果は？． 
第35回日本癌局所療法研究会，神戸，2013.5.31（口演） 

648．鈴木興秀，隈元謙介，幡野　哲，今泉英子，松澤岳晃，桑原公亀，石畝　亨，傍島　潤，
馬場裕之，熊谷洋一，辻　美隆，石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀行．
原発性小腸癌の治療成績と遺伝子発現解析からみた化学療法の検討． 
第35回日本癌局所療法研究会，神戸，2013.5.31（口演） 

649．田島雄介，隈元謙介，馬場裕之，石橋敬一郎，辻　美隆，芳賀紀裕，岩間毅夫，石田秀行．
家族性大腸腺腫症に伴うSM以深浸潤癌のKRASstatusの検討． 
第35回日本癌局所療法研究会，神戸，2013.5.31（口演） 

650．近　範泰，石橋敬一郎，隈元謙介，岡田典倫，幡野　哲，天野邦彦，松澤岳晃，桑原公亀，
傍島　潤，熊谷洋一，馬場裕之，芳賀紀裕，石田秀行．
50歳以下のMSI-H大腸癌の原発巣における化学療法の効果． 
第35回日本癌局所療法研究会，神戸，2013.5.31（口演）

651．石橋敬一郎，鈴木興秀，幡野　哲，天野邦彦，松澤岳晃，桑原公亀，傍島　潤，隈元謙介，
熊谷洋一，馬場裕之，芳賀紀裕，佐野元彦，石田秀行．
外科医が行う大腸癌外来化学療法の試み． 
第38回日本外科系連合学会学術集会，東京，2013.6.6-7（シンポジウム） 

652．石橋敬一郎，鈴木興秀，幡野　哲，天野邦彦，松澤岳晃，桑原公亀，傍島　潤，隈元謙介，
熊谷洋一，馬場裕之，芳賀紀裕，佐野元彦，石田秀行．
切除不能再発大腸癌に対する１次oxaliplatin，２次irinotecanに対する分子標的薬上乗せ．
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第38回日本外科系連合学会学術集会，東京，2013.6.6-7（シンポジウム） 

653．鈴木興秀，石橋敬一郎，幡野　哲，今泉英子，松澤岳晃，桑原公亀，石畝　亨，傍島　潤，
馬場裕之，隈元謙介，熊谷洋一，辻　美隆，芳賀紀裕，石田秀行．
抗EGFR抗体薬治療におけるミノサイクリン予防療法の検討． 
第38回日本外科系連合学会学術集会，東京，2013.6.6-7（要望演題） 

654．大澤智徳，石橋敬一郎，近　範泰，田島雄介，鈴木興秀，天野邦彦，幡野　哲，松澤岳晃，
石畝　亨，桑原公亀，傍島　潤，隈元謙介，馬場裕之，石田秀行．
内痔核に対するALTA療法の治療成績の検討． 
第38回日本外科系連合学会学術集会，東京，2013.6.6-7（口演）

655．今泉英子，木暮憲道，伊藤徹哉，天野邦彦，松澤岳晃，隈元謙介，熊谷洋一，馬場裕之，
石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀行．
人工肛門近傍の憩室穿通による腹壁膿瘍を形成した１例． 
第38回日本外科系連合学会学術集会，東京，2013.6.6-7（示説） 

656．村田知洋，近　範泰，石畝　亨，熊谷洋一，馬場裕之，隈元謙介，辻　美隆，芳賀紀裕，
石田秀行．
鼠径ヘルニア修復術後，メッシュプラグがS状結腸に穿通した１例． 
第38回日本外科系連合学会学術集会，東京，2013.6.6-7（示説） 

657．村田知洋，近　範泰，幡野　哲，天野邦彦，馬場裕之，隈元謙介，熊谷洋一，辻　美隆，
芳賀紀裕，石田秀行．
CA19-9産生を伴う骨盤内mesothelial cystの１例． 
第38回日本外科系連合学会学術集会，東京，2013.6.6-7（示説） 

658．布谷玲子，佐野元彦，石橋敬一郎，石田秀行．
外来化学療法室でのチーム医療－看護師の役割－． 
第38回日本外科系連合学会学術集会，東京，2013.6.6-7（ワークショップ）

659．佐野元彦，石橋敬一郎，布谷玲子，岸野　亨，石田秀行．
外来化学療法室でのチーム医療－薬剤師の役割－． 
第38回日本外科系連合学会学術集会，東京，2013.6.6-7（ワークショップ） 

660．熊谷洋一，戸井雅和，石畝　亨，傍島　潤，石橋敬一郎，桑原公亀，芳賀紀裕，隈元謙介，
石田秀行，河野辰幸．
血管新生の見地からみた食道拡大内視鏡観察所見の考察． 
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第67回日本食道学会学術集会，大阪，2013.6.13-14（ワークショップ）

661．Tsuji Y, Kuwabara K, Baba H, Ishiguro T, Ishibashi K, Haga N, Ishida H.
Shignificance of the serum CRP level as a predictor of the prognosis in stage 
IV gastric cancer. 
IGCC 2013 10th International Gastric Cancer Congress,Verona, Italy, 
2013.6.19-22　(Poster)

662．藤澤直顕，張　漢秀，本郷博貴，小池　司，塩出健人，土屋　掌，印東雅大，中村　巧，
大宅宗一，松居　徹，石田秀行，石畝　亨．
一期的に全摘出を施行できた仙骨部巨大神経鞘腫の一手術例． 
第261回埼玉脳神経外科懇話会，さいたま，2013.6.21（口演）

663．松澤岳晃，隈元謙介，石橋敬一郎，石田秀行．
転移性大腸癌に対するmFOLFOX6の効果予測因子についての検討． 
第79回大腸癌研究会，大阪，2013.7.5（示説）

664．鈴木興秀，隈元謙介，田島雄介，桑原公亀，岡田典倫，石橋敬一郎，石田秀行．
切除不能・再発大腸癌におけるFOLFOX代謝関連遺伝子の遺伝子多型と治療成績の検討． 
第79回大腸癌研究会，大阪，2013.7.5（口演）

665．石橋敬一郎，幡野　哲，松澤岳晃，桑原公亀，隈元謙介，熊谷洋一，馬場裕之，芳賀紀裕，
石田秀行．
切除不能再発大腸癌に対するbevacizumab継続投与の意義． 
第68回日本消化器外科学会総会，宮崎，2013.7.17-19（ミニオーラル）

666．熊谷洋一，川田研郞，石橋敬一郎，隈元謙介，芳賀紀裕，石畝　亨，傍島　潤，石田秀行，
河野辰幸，田久保海誉．
デジタルズーム機能を用いたエンドサイトスコピーシステム（GIF-Y0002）による食道
病変の観察． 
第68回日本消化器外科学会総会，宮崎，2013.7.17-19（ミニオーラル）

667．辻　美隆，桑原公亀，馬場裕之，石畝　亨，隈元謙介，石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀行．
stageIV胃癌予後予測因子としての血清CRP値の有用性． 
第68回日本消化器外科学会総会，宮崎，2013.7.17-19（ミニオーラル）

668．馬場裕之，桑原公亀，松澤岳晃，石畝　亨，隈元謙介，石橋敬一郎，辻　美隆，芳賀紀裕，
石田秀行．
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StageIV大腸癌の予後予測因子としてのCRPの意義． 
第68回日本消化器外科学会総会，宮崎，2013.7.17-19（ミニオーラル）

669．傍島　潤，隈元謙介，熊谷洋一，石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀行．
直腸切除，直腸切断術の閉鎖式骨盤内ドレーンの逆行性感染の可能性． 
第68回日本消化器外科学会総会，宮崎，2013.7.17-19（ミニオーラル）

670．石畝　亨，熊谷洋一，近　範泰，松澤岳晃，隈元謙介，馬場裕之，石橋敬一郎，芳賀紀裕，
辻　美隆，石田秀行．
蛍光PDE法を用いた再建胃管の血行動態の検討． 
第68回日本消化器外科学会総会，宮崎，2013.7.17-19（要望ビデオ）

671．鈴木興秀，石橋敬一郎，天野邦彦，幡野　哲，桑原公亀，石畝　亨，隈元謙介，辻　美隆，
芳賀紀裕，石田秀行．
当科における切除不能進行空腸・回腸癌に対するmFOLFOX6療法の検討． 
第68回日本消化器外科学会総会，宮崎，2013.7.17-19（ミニオーラル）

672．幡野　哲，石橋敬一郎，天野邦彦，松澤岳晃，傍島　潤，隈元謙介，熊谷洋一，馬場裕之，
芳賀紀裕，石田秀行．
新規抗癌剤時代における大腸癌腹膜播種CurC症例の予後因子の検討． 
第68回日本消化器外科学会総会，宮崎，2013.7.17-19（要望演題）

673．近谷賢一，吉村哲規，山本洋平，本山一夫，柿本應貴，後藤博志，輿石晴也，岡村　孝，
鶴田耕二，石田秀行．
胃癌術後に静脈血栓症を発症した左側下大静脈の１例． 
第68回日本消化器外科学会総会，宮崎，2013.7.17-19（ミニオーラル）

674．石田秀行，岩間毅夫，上野秀樹，小林宏寿，田中屋宏爾，赤木　究，小西　毅，石田文生，
山口達郎，新井正美，檜井幸夫，永坂岳司，中島　健，隈元謙介，松原長秀，池永雅一，
竹之下誠一，固武健二郎，赤木由人，五十嵐正弘，池田正孝，石岡千加史，石川俊昭，石
川秀樹，井上靖浩，金光幸秀，金沢孝満，倉地清隆，小泉浩一，小森康司，小山　基，菅
野康吉，田村和朗，千野晶子，中村利夫，長谷川博俊，藤田　伸，古川洋一，松本主之，
吉田輝彦，吉松和彦，冨田尚裕，渡邉聡明，杉原健一．
遺伝性大腸癌に関する大腸癌研究会の今後の活動の方向性． 
第19回日本家族性腫瘍学会学術集会，別府，2013.7.26-27（シンポジウム）

675．近　範泰，松澤岳晃，幡野　哲，傍島　潤，福地　稔，馬場裕之，熊谷洋一，石橋敬一郎，
持木彫人，石田秀行．
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進行大腸癌を合併した家族性大腸腺腫症の治療方針：近年の当科の現状． 
第19回日本家族性腫瘍学会学術集会，別府，2013.7.26-27（口演）

676．Baba H, Ishiguro T, Kuwabara K, Matsuzawa T, Kumamoto K, Ishibashi K, 
Haga N, Ishida H．
Estimating acites volume caused by perforated peptic ulcer and its clinical 
significance. 
International Surgical Week 2013,Helsinki, Finland, 2013.8.25-29 (Poster)

677．Baba H, Kuwabara K, Ishiguro T, Matsuzawa T, Kumamoto K, Ishibashi K, 
Haga N, Ishida H.
Prognostic factors for stage IV gastric cancer. 
International Surgical Week 2013,Helsinki, Finland, 2013.8.25-29 (Poster) 

678．Kumagai Y, Kawada K, Ishida H, Takubo K.
Endocytoscopic observation of esophageal squamous cell carcinoma. 
12th World Conference Cancers of the Esophagus,Paris, France, 2013.8.27-
30 (Poster)

679．Kumagai Y． 
Can endo-cytoscopy replace biopsy histology for sqamous cell carcinoma?． 
12th World Conference Cancers of the Esophagus,Paris, France, 2013.8.27-
30（Topic Forum）

680．Matsubara N, Tomita N, Iwama T, Kizumi K, Furukawa Y, Sugano K, Watanabe 
T, Ishida H, Sugihara K.
Newly established guideline for the hereditary colorectal cancers in Japan 
and the importance of stomach cancer as lynch syndorome related cancer. 
International Society for Gastrointestinal Hereditary Tumours 5th Biennial 
Meeting,Cairns, Austraria, 2013.8.28-31 (Poster)

681．Otsuji T, Munemoto Y, Matsuoka M, Ishibashi K, Hata T, Miyake Y, Hasegawa 
J, Oba K, Sakamoto J, Mishima H. 
Safety and efficacy of XELOX with B-mab in 75 years and more patients with 
metastatic colorectal cancer(ASCA study). 
第11回日本臨床腫瘍学会学術集会，仙台，2013.8.29-31（ワークショップ）

682．藤澤直顕，張　漢秀，本郷博貴，小池　司，塩出健人，土屋　掌，印東雅大，中村　巧，
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大宅宗一，松居　徹，石田秀行，石畝　亨．
一期的に全摘出を施行できた仙骨部巨大神経鞘腫の一手術例． 
第261回埼玉脳神経外科懇話会，東京，2013.9.28（口演）

683．Ishibashi K, Matsuda C, Tamagawa H, Munemoto Y, Tanaka C, Fukunaga M, 
Tokunaga Y, Oba K, Sakamoto J, Mishima H.
Randomized phase II study of oxaliplatin reintroduction and biweekly XELOX 
in previously treated patients with metastatic colorectal cancer(mCRC):ORION 
study. 
17th ECCO-38th ESMO-32ndESTRO European Cancer Congress Reinforcing 
multidisciplinarity,Amsterdam, Nederland, 2013.9.27-10.1 (Poster)

684．熊谷洋一，川田研郞，田久保海誉．
エンドサイトスコピーシステム（ECS）による食道病変の観察． 
第86回日本消化器内視鏡学会総会，東京，2013.10.11-12（ワークショップ）

685．石橋敬一郎，岡田典倫，松澤岳晃，幡野　哲，桑原公亀，傍島　潤，石畝　亨，隈元謙介，
熊谷洋一，馬場裕之，芳賀紀裕，石田秀行．
切除不能・再発大腸癌２次治療FOLFIRI療法とUGT1A１遺伝子多型． 
第11回日本消化器外科学会大会，東京，2013.10.11-12（示説）

686．幡野　哲，松澤岳晃，隈元謙介，熊谷洋一，馬場裕之，石橋敬一郎，芳賀紀裕，石田秀行．
緩和治療目的に大腸ステントを留置した16例の検討． 
第11回日本消化器外科学会大会，東京，2013.10.11-12（示説）

687．鈴木興秀，隈元謙介，松澤岳晃，石畝　亨，桑原公亀，傍島　潤，馬場裕之，熊谷洋一，
芳賀紀裕，石橋敬一郎，石田秀行．
遺伝子発現解析からみた原発性小腸癌に対する化学療法の検討． 
第11回日本消化器外科学会大会，東京，2013.10.11-12（示説）

688．Baba H, Kuwabara K, Ishiguro T, Hatano S, Matsuzawa T, Fukuchi M, Kumagai 
Y, Ishibashi K, Mochiki E, Ishida H.
C-reactive protein as a useful prognostic marker for predicting prognosis of 
stage IV gastric cancer. 
The American College of Gastroenterology 2013,Sandiego, USA, 2013.10.11-
16 (Poster)

689．持木彫人，鈴木興秀，緒方杏一，福地　稔，石田秀行，桑野博行．
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早期胃癌に対する腹腔鏡補助下幽門側胃切除術の長期成績と消化管機能に対する低侵襲性． 
第51回日本癌治療学会学術集会，京都，2013.10.24-26（口演）

690．石橋敬一郎，岡田典倫，田島雄介，近　範泰，幡野　哲，松澤岳晃，傍島　潤，隈元謙介，
福地　稔，熊谷洋一，馬場裕之，佐野元彦，持木彫人，石田秀行．
大腸癌R0切除後の補助化学療法としてのoxaliplatin-base療法後の末梢神経障害． 
第51回日本癌治療学会学術集会，京都，2013.10.24-26（口演）

691．鈴木興秀，石橋敬一郎，天野邦彦，幡野　哲，今泉英子，松澤岳晃，石畝　亨，桑原公亀，
傍島　潤，隈元謙介，福地　稔，馬場裕之，熊谷洋一，持木彫人，石田秀行．
切除不能・再発大腸癌１次治療oxaliplatin-base治療におけるGrade3以上の有害事象検
討． 
第51回日本癌治療学会学術集会，京都，2013.10.24-26（口演）

692．佐野元彦，島田ひろ美，石橋敬一郎，名越澄子，布谷玲子，小松崎健，茂木美穂，中村
めぐみ，石田秀行，岸野　亨．
外来化学療法室におけるがん患者のB型肝炎ウイルス保有率調査． 
第51回日本癌治療学会学術集会，京都，2013.10.24-26（口演）

693．福永　睦，松田　宙，玉川浩司，宗本義則，石橋敬一郎，田中千弘，徳永行彦，大庭幸治，
坂本純一，三嶋秀行．
既治療大腸癌に対するL-OHP再導入とXELOX至適レジメンを検討する無作為第２相試
験． 
第51回日本癌治療学会学術集会，京都，2013.10.24-26（口演）

694．畑　泰司，宗本義則，石橋敬一郎，三嶋秀行，小林道也，福永　睦，大辻俊雄，大庭幸治，
坂本純一，松岡正樹．
75歳以上の高齢者切除不能大腸癌に対するXELOX+bevacizumab療法の第２相試験
（ASCA）． 
第51回日本癌治療学会学術集会，京都，2013.10.24-26（口演）

695．持木彫人，橋本昌幸，鈴木興秀，石畝　亨，福地　稔，石田秀行．
消化管運動測定法を用いた幽門側胃切除術後の機能評価． 
第43回胃外科・術後障害研究会，新潟，2013.11.1-2（口演）

696．福地　稔，石畝　亨，傍島　潤，鈴木興秀，今泉英子，馬場裕之，熊谷洋一，石橋敬一郎，
石田秀行，持木彫人．
当科における食道胃接合部癌の治療戦略． 
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第43回胃外科・術後障害研究会，新潟，2013.11.1-2（口演）

697．木暮憲道，芳賀紀裕，木村明春，鈴木雅貴，豊増嘉高，緒方杏一，持木彫人，浅尾高行，
石田秀行，桑野博行．
胃全摘・Roux-enY再建術後2年にY脚器械吻合部の完全閉塞を認めた１例． 
第43回胃外科・術後障害研究会，新潟，2013.11.1-2（口演）

698．石橋敬一郎，桑原公亀，幡野　哲，松澤岳晃，隈元謙介，福地　稔，熊谷洋一，馬場裕之，
石田秀行．
切除不能・再発大腸癌に対するoxaliplatin-base治療の予後予測因子の検討． 
第68回日本大腸肛門病学会学術集会，東京，2013.11.15-16（プレナリーセッション）

699．石橋敬一郎，田島雄介，近　範泰，幡野　哲，松澤岳晃，傍島　潤，桑原公亀，隈元謙介，
福地　稔，熊谷洋一，馬場裕之，石田秀行．
StageIV大腸癌の予後予測因子の検討． 
第68回日本大腸肛門病学会学術集会，東京，2013.11.15-16（口演）

700．松澤岳晃，幡野　哲，石畝　亨，桑原公亀，傍島　潤，福地　稔，馬場裕之，熊谷洋一，
石橋敬一郎，石田秀行．
進行大腸癌合併の有無別にみた家族性大腸腺腫症の治療方針． 
第68回日本大腸肛門病学会学術集会，東京，2013.11.15-16（口演）

701．幡野　哲，松澤岳晃，桑原公亀，傍島　潤，福地　稔，馬場裕之，熊谷洋一，石橋敬一郎，
石田秀行．
新規抗癌剤時代における大腸癌腹膜播種の予後因子の検討． 
第68回日本大腸肛門病学会学術集会，東京，2013.11.15-16（口演）

702．鈴木興秀，石橋敬一郎，馬場裕之，熊谷洋一，石田秀行．
切除不能再発空腸・回腸癌に対するoxaliplatin base療法の検討． 
第68回日本大腸肛門病学会学術集会，東京，2013.11.15-16（口演）

703．鈴木興秀，石橋敬一郎，馬場裕之，熊谷洋一，石田秀行．
新規抗癌剤治療における大腸癌肝転移CR症例の検討． 
第68回日本大腸肛門病学会学術集会，東京，2013.11.15-16（口演）

704．近　範泰，隈元謙介，幡野　哲，松澤岳晃，福地　稔，馬場裕之，熊谷洋一，石橋敬一郎，
石田秀行．
有効なリンチ症候群同定法の確立に向けて． 



― 188 ―

第68回日本大腸肛門病学会学術集会，東京，2013.11.15-16（口演）

705．大澤智徳，田島雄介，天野邦彦，幡野　哲，鈴木興秀，山本　梓，石畝　亨，福地　稔，
隈元謙介，馬場裕之，熊谷洋一，石橋敬一郎，石田秀行．
痔核に対するALTA療法と結紮切除術併用療法の術後成績の検討． 
第68回日本大腸肛門病学会学術集会，東京，2013.11.15-16（口演）

706．大澤智徳，田島雄介，福地　稔，馬場裕之，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
中学生男児に対するALTA療法の１治療例． 
第68回日本大腸肛門病学会学術集会，東京，2013.11.15-16（示説）

707．牟田　優，田島雄介，福地　稔，馬場裕之，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
大腸癌の穿孔を契機に発見された家族性大腸腺腫症（FAP）の１例． 
第31回埼玉県外科集談会，さいたま，2013.11.16（口演）

708．岩間毅夫．
急性虫垂炎の手術適応を今いちど問う
第75回日本臨床外科学会総会，名古屋，2013.11.21-23（パネルディスカッション：
特別発言）

709．熊谷洋一，石畝　亨，傍島　潤，桑原公亀，松澤岳晃，幡野　哲，福地　稔，馬場裕之，
石橋敬一郎，持木彫人，河野辰幸，石田秀行．
蛍光PDE法を用いた食道癌術中再建胃管の血行動態の検討． 
第75回日本臨床外科学会総会，名古屋，2013.11.21-23（ビデオシンポジウム）

710．熊谷洋一，石畝　亨，傍島　潤，桑原公亀，松澤岳晃，幡野　哲，福地　稔，馬場裕之，
石橋敬一郎，持木彫人，河野辰幸，石田秀行．
食道粘表皮癌の臨床病理学的検討．125例の文献的考察． 
第75回日本臨床外科学会総会，名古屋，2013.11.21-23（口演）

711．福地　稔，石畝　亨，桑原公亀，傍島　潤，鈴木興秀，橋本昌幸，今泉英子，馬場裕之，
熊谷洋一，石橋敬一郎，石田秀行，持木彫人．
食道胃接合部癌に対する手術術式の検討． 
第75回日本臨床外科学会総会，名古屋，2013.11.21-23（口演）

712．石畝　亨，桑原公亀，松澤岳晃，福地　稔，馬場裕之，熊谷洋一，石橋敬一郎，辻　美隆，
持木彫人，石田秀行．
大腸穿孔158例の検討と治療戦略． 
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第75回日本臨床外科学会総会，名古屋，2013.11.21-23（パネルディスカッション）

713．松澤岳晃，幡野　哲，福地　稔，馬場裕之，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
閉塞性大腸癌に対するステント留置術． 
第75回日本臨床外科学会総会，名古屋，2013.11.21-23（ワークショップ）

714．幡野　哲，松澤岳晃，石畝　亨，傍島　潤，福地　稔，馬場裕之，熊谷洋一，石橋敬一郎，
持木彫人，石田秀行．
Oxaliplatin時代の腹膜播種陽性stageIV大腸癌の治療戦略． 
第75回日本臨床外科学会総会，名古屋，2013.11.21-23（ワークショップ）

715．鈴木興秀，福地　稔，橋本昌幸，幡野　哲，今泉英子，松澤岳晃，石畝　亨，傍島　潤，
馬場裕之，熊谷洋一，石橋敬一郎，辻　美隆，持木彫人，石田秀行．
IgG4関連硬化性疾患と考えられた硬化性腸間膜炎の１例． 
第75回日本臨床外科学会総会，名古屋，2013.11.21-23（口演）

716．渡辺雄一郎，幡野　哲，馬場裕之，福地　稔，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木彫人，石田
秀行．
下部直腸癌の側方リンパ節転移診断におけるPET/CTの意義． 
第75回日本臨床外科学会総会，名古屋，2013.11.21-23（要望演題）

717．小野澤寿，石橋敬一郎，田島雄介，幡野　哲，松澤岳晃，福地　稔，熊谷洋一，馬場裕之，
持木彫人，石田秀行．
新規抗がん剤時代におけるStageIV大腸癌に対する治療戦略． 
第75回日本臨床外科学会総会，名古屋，2013.11.21-23（ワークショップ）

718．村田知洋，幡野　哲，北岡　斎，近　範泰，鈴木興秀，福地稔，馬場裕之，熊谷洋一，石
橋敬一郎，出口順夫，佐藤　紀，持木彫人，石田秀行．
当院における上腸間膜動脈閉鎖症の現状． 
第75回日本臨床外科学会総会，名古屋，2013.11.21-23（口演）

719．橋本昌幸，鈴木興秀，桑原公亀，福地　稔，馬場裕之，熊谷洋一，石橋敬一郎，石田秀行，
持木彫人．
成人Nuck管水腫内に子宮内膜症を併発した１例． 
第75回日本臨床外科学会総会，名古屋，2013.11.21-23（口演）

720．傍島　潤，幡野　哲，松澤岳晃，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
Closed suction drainを留置した待機的直腸癌低位前方切除術後縫合不全と危険因子． 
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第26回日本外科感染症学会総会学術集会，神戸，2013.11.25-26（口演）

721．傍島　潤，幡野　哲，松澤岳晃，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
術前に機械洗浄を行わない待機的結腸癌根治手術におけるSSI発生状況． 
第26回日本外科感染症学会総会学術集会，神戸，2013.11.25-26（口演）

722．持木彫人，桑野博行，鈴木興秀，石畝　亨，傍島　潤，福地　稔，熊谷洋一，石田秀行．
腹腔鏡下胃切除術におけるmini loop retractorを用いた視野展開の工夫． 
第26回日本内視鏡外科学会総会，福岡，2013.11.28-30（主要関連演題：口演）

723．幡野　哲，松澤岳晃，牟田　優，近　範泰，小野澤寿志，鈴木興秀，石畝　亨，傍島　潤，
馬場裕之，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
憩室炎によるS状結腸膀胱瘻に対して腹腔鏡下手術を施行した１例． 
第26回日本内視鏡外科学会総会，福岡，2013.11.28-30（口演）

724．阿久澤有，鈴木興秀，隈元謙介，近　範泰，幡野　哲，今泉英子，松澤岳晃，石畝　亨，
傍島　潤，福地　稔，馬場裕之，熊谷洋一，石橋敬一郎，辻　美隆，持木彫人，石田秀行．
MSH6の生殖細胞系列変異を同定したLynch症候群の１例． 
第831回外科集談会，東京，2013.12.21（口演）

725．石畝　亨，松澤岳晃，桑原公亀，馬場裕之，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
Hinchey stageⅢ/Ⅳ大腸穿孔に対する治療戦略． 
第18回エンドトキシン血症救命治療研究会，東京，2014.1.17-18（パネルディスカッ
ション）

726．松澤岳晃，傍島　潤，幡野　哲，石畝　亨，福地　稔，馬場裕之，熊谷洋一，石橋敬一郎，
持木彫人，石田秀行，東　守洋，田丸淳一．
当科で経験した神経内分泌腫瘍７例の治療成績． 
第80回大腸癌研究会，東京，2014.1.24（示説）

727．小野澤寿志，幡野　哲，松澤岳晃，福地　稔，熊谷洋一，馬場裕之，石橋敬一郎，持木
彫人，隈元謙介，中村　泉，大木進司，石田秀行，竹之下誠一．
側方郭清を伴う進行下部直腸癌に対する術前放射線療法の意義：２施設間の比較． 
第80回大腸癌研究会，東京，2014.1.24（示説）

728．板橋道朗，小池淳一，船橋公彦，管　隼人，吉松和彦，石田秀行，斉田芳久，勝又健次，
長谷川博俊，幸田圭史，坂本一博，落合　匠，番場嘉子，橋本拓造，廣澤知一郎，小川
真平，亀岡信悟．
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T3またはT4のStageⅡ/Ⅲ直腸癌に対する術前化学療法としてのmFOLFOX6療法の有
効性および安全性の検討． 
第80回大腸癌研究会，東京，2014.1.24（示説）

729．石橋敬一郎，小野澤寿志，幡野　哲，松澤岳晃，桑原公亀，石畝　亨，傍島　潤，隈元
謙介，福地　稔，熊谷洋一，馬場裕之，持木彫人，石田秀行．
結腸癌StageIV R0症例に対するoxaliplatin-base補助化学療法－結腸癌StageIIIと比較
して－． 
第10回日本消化管学会総会学術集会，福島，2014.2.14-15（口演）

730．熊谷洋一，川田研郞，石畝　亨，福地　稔，馬場裕之，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行，
河野辰幸，田久保海誉．
エンドサイトスコピーシステム開発，研究の現状と展望． 
第10回日本消化管学会総会学術集会，福島，2014.2.14-15（ワークショップ）

731．福地　稔，鈴木興秀，石畝　亨，傍島　潤，今泉英子，馬場裕之，熊谷洋一，石橋敬一郎，
石田秀行，持木彫人．
食道胃接合部癌の手術術式の検討－胃管再建は可能か？－． 
第10回日本消化管学会総会学術集会，福島，2014.2.14-15（ワークショップ）

732．松澤岳晃，幡野　哲，福地　稔，馬場裕之，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
大腸ステント導入後の悪性大腸閉塞に対する治療状況． 
第10回日本消化管学会総会学術集会，福島，2014.2.14-15（ワークショップ）

733．鈴木興秀，石橋敬一郎，幡野　哲，松澤岳晃，石畝　亨，福地　稔，馬場裕之，熊谷洋一，
持木彫人，石田秀行．
小腸癌の治療成績． 
第10回日本消化管学会総会学術集会，福島，2014.2.14-15（口演）

734．小野澤寿志，幡野　哲，松澤岳晃，桑原公亀，石畝　亨，傍島　潤，隈元謙介，福地　稔，
熊谷洋一，馬場裕之，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
StageII・III大腸癌穿孔症例における補助化学療法oxaliplatinの導入の現状． 
第10回日本消化管学会総会学術集会，福島，2014.2.14-15（口演）

735．渡辺雄一郎，松澤岳晃，幡野　哲，馬場裕之，福地　稔，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木
彫人，石田秀行．
緩和治療目的に大腸ステントを施行した18例の検討． 
第10回日本消化管学会総会学術集会，福島，2014.2.14-15（口演）
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736．田島雄介，隈元謙介，福地　稔，馬場裕之，熊谷洋一，石橋敬一郎，辻　美隆，持木彫人，
岩間毅夫，石田秀行.
家族性大腸腺腫症に発生したSM以深浸潤大腸癌と肝転移病変のKRAS statusの検討． 
第10回日本消化管学会総会学術集会，福島，2014.2.14-15（口演）

737．近　範泰，石橋敬一郎，小野澤寿志，渡辺雄一郎，鈴木興秀，幡野　哲，松澤岳晃，傍
島　潤，福地　稔，熊谷洋一，馬場裕之，持木彫人，石田秀行．
50歳以下大腸癌のMSIとoxaliplatin-based,irinotecan-based化学療法の効果．
第10回日本消化管学会総会学術集会，福島，2014.2.14-15（口演）

738．緒方杏一，豊増嘉高，鈴木雅貴，木暮憲道，木村明春，持木彫人，浅尾高行，桑野博行．
GIST集積研究：234例の検討－特にイマチニブ投与の4１例に注目して－． 
第10回日本消化管学会総会学術集会，福島，2014.2.14-15（コアシンポジウム）

739．鈴木雅貴，豊増嘉高，緒方杏一，大野哲郎，持木彫人，浅尾高行，桑野博行．
六君子湯はシスプラチンによる食欲不振を改善させる． 
第10回日本消化管学会総会学術集会，福島，2014.2.14-15（ワークショップ）

740．宮﨑達也，宗田　真，酒井　真，本城裕章，原　圭吾，小澤大悟，田中成岳，鈴木茂正，
横堀武彦，佐野彰彦，猪瀬崇德，中島政信，福地　稔，桑野博行．
食道癌治療における低侵襲集学的治療戦略の概念． 
第10回日本消化管学会総会学術集会，福島，2014.2.14-15（ワークショップ）

741．小澤大悟，宮崎達也，本城裕章，原　圭吾，横堀武彦，酒井　真，宗田　真，中島政信，
福地　稔，桑野博行．
局所進行食道癌に対する食道ステント治療の有用性．
第10回日本消化管学会総会学術集会，福島，2014.2.14-15（ワークショップ）

742．矢内充洋，豊増嘉高，森田廣樹，緒方杏一，持木彫人，細内康男，西田保二，桑野博行．
シスプラチン投与後の消化管運動と嘔吐． 
第10回日本消化管学会総会学術集会，福島，2014.2.14-15（口演）

743．馬場裕之，桑原公亀，鈴木興秀，福地　稔，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
StageIV胃癌に栄養介入する上での血清アルブミン値とC反応性蛋白の意義． 
第29回日本静脈経腸栄養学会学術集会，横浜，2014-2-27-28（要望演題）

744．松澤岳晃，石畝　亨，桑原公亀，幡野　哲，傍島　潤，福地　稔，馬場裕之，熊谷洋一，
持木彫人，石田秀行．
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当科での大腸穿孔に対する治療戦略． 
第50回日本腹部救急医学会総会，東京，2014.3.6-7（ワークショップ）

745．幡野　哲，松澤岳晃，近　範泰，福地　稔，馬場裕之，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木彫人，
石田秀行．
閉塞性大腸癌に対する大腸ステント治療の有効性． 
第50回日本腹部救急医学会総会，東京，2014.3.6-7（主題関連演題）

746．小野澤寿志，幡野　哲，松澤岳晃，桑原公亀，福地　稔，熊谷洋一，馬場裕之，石橋敬
一郎，持木彫人，石田秀行．
透析患者の大腸穿孔の特徴と治療成績． 
第50回日本腹部救急医学会総会，東京，2014.3.6-7（口演）

747．柴田和恵，松澤岳晃，久保田将，小野澤寿志，渡辺雄一郎，福地　稔，馬場裕之，熊谷
洋一，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
単孔式腹腔鏡補助下手術を施行した小腸潰瘍を合併し下血を繰り返した異所性胃粘膜を
伴う成人Meckel憩室の１例． 
第50回日本腹部救急医学会総会，東京，2014.3.6-7（口演）

748．牟田　優，松澤岳晃，久保田将，橋本昌幸，幡野　哲，福地　稔，馬場裕之，熊谷洋一，
石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
結腸重積を来たした家族性大腸腺腫症の１例． 
第50回日本腹部救急医学会総会，東京，2014.3.6-7（口演）

749．持木彫人，石田秀行，鈴木興秀，石畝　亨，福地　稔，桑野博行．
早期胃癌に対して施行した腹腔鏡補助下幽門側胃切除術の15年間の成績． 
第86回日本胃癌学会総会，横浜，2014.3.20-22（示説）

750．福地　稔，鈴木興秀，石畝　亨，傍島　潤，斎藤加奈，内藤　浩，馬場裕之，熊谷洋一，
石橋敬一郎，石田秀行，持木彫人．
食道胃接合部癌の術式として胃管再建は可能か？－２施設の検討－． 
第86回日本胃癌学会総会，横浜，2014.3.20-22（口演）

751．石畝　亨，持木彫人，鈴木興秀，馬場裕之，福地　稔，熊谷洋一，石橋敬一郎，石田秀行，
桑野博行．
根治切除不能高度進行胃癌に対する治療法の検討－化学療法単独vs. conversion 
surgery－． 
第86回日本胃癌学会総会，横浜，2014.3.20-22（パネルディスカッション）



― 194 ―

752．鈴木興秀，持木彫人，福地　稔，石畝　亨，傍島　潤，馬場裕之，熊谷洋一，石橋敬一郎，
辻　美隆，石田秀行．
CY1胃癌の治療成績に影響を与える因子の検討． 
第86回日本胃癌学会総会，横浜，2014.3.20-22（示説）

753．緒方杏一，豊増嘉高，鈴木雅貴，木暮憲道，木村明春，持木彫人，浅尾高行，桑野博行．
腹腔鏡補助下幽門側胃切除術（LADG）における迷走神経腹腔枝温存の工夫と術後消化管
運動機能におよぼす影響．
第86回日本胃癌学会総会，横浜，2014.3.20-22（ワークショップ）

754．Baba H, Watanabe Y, Ishida H, Tanabe M.
Pancreas preserving surgery for primary adenocarcinoma of the distal 
duodenum. 
11th World Congress of the International Hepato-Pancreato Biliary Association,　
Seoul,Korea, 2014.3.22-27 (Poster)

755．Watanabe Y, Baba H, Iwama T, Tanabe M, Ishida H.
Pancreas sparing total duodenectomy for multiple duodenal adenomas in 
familial adenomatous polyposis;report of a case. 
11th World Congress of the International Hepato-Pancreato Biliary Association,　
Seoul, Korea, 2014.3.22-27 (Poster)

756．持木彫人，石田秀行，鈴木興秀，石畝　亨，福地　稔，桑野博行．
上部早期胃癌に対する腹腔鏡下噴門側胃切除・細径胃管再建術の術式と再建腸管機能． 
第114回日本外科学会定期学術集会，京都，2014.4.3-5（ビデオシンポジウム）

757．石橋敬一郎，鈴木興秀，幡野　哲，松澤岳晃，桑原公亀，石畝　亨，傍島　潤，福地　稔，
熊谷洋一，馬場裕之，持木彫人，石田秀行．
大腸癌転移巣に対するR0切除後の切除不能再発症例に対する新規抗がん剤の使用成績． 
第114回日本外科学会定期学術集会，京都，2014.4.3-5（示説）

758．熊谷洋一，桑原公亀，石畝　亨，傍島　潤，福地　稔，馬場裕之，持木彫人，石橋敬一郎，
河野辰幸，田久保海誉，石田秀行．
食道粘表皮癌の臨床病理学的特徴に関する文献的検討． 
第114回日本外科学会定期学術集会，京都，2014.4.3-5（示説）

759．福地　稔，宮崎達也，桑野博行，馬場裕之，熊谷洋一，石橋敬一郎，石田秀行，持木彫人．
食道癌の診断治療における細胞周期関連因子の役割． 
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第114回日本外科学会定期学術集会，京都，2014.4.3-5（示説）

760．石畝　亨，熊谷洋一，今泉英子，松澤岳晃，傍島　潤，福地　稔，馬場裕之，石橋敬一郎，
辻　美隆，持木彫人，石田秀行．
ICG蛍光法を用いた食道癌手術胃管再建における縫合不全回避の工夫． 
第114回日本外科学会定期学術集会，京都，2014.4.3-5（示説）

761．傍島　潤，熊谷洋一，石畝　亨，福地　稔，馬場裕之，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
表在型食道癌における血管新生の検討． 
第114回日本外科学会定期学術集会，京都，2014.4.3-5（口演）

762．幡野　哲，松澤岳晃，近　範康，渡辺雄一郎，石畝　亨，福地　稔，馬場裕之，熊谷洋一，
石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
下部直腸癌に対する側方リンパ節転移を予測するうえでの問題点． 
第114回日本外科学会定期学術集会，京都，2014.4.3-5（示説）

763．田島雄介，熊谷洋一，村田知洋，近　範泰，鈴木興秀，石畝　亨，福地　稔，馬場裕之，
石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
腹水中IL-6を用いた胃癌手術における侵襲評価． 
第114回日本外科学会定期学術集会，京都，2014.4.3-5（示説）

764．熊谷洋一，川田研郎，石畝　亨，傍島　潤，福地　稔，馬場裕之，石橋敬一郎，持木彫人，
河野辰幸，石田秀行，田久保海誉．
デジタルズーム機能を用い600倍でのエンドサイトスコピーシステム（GIF-Y0002）に
よる食道病変の観察． 
第87回日本消化器内視鏡学会総会，福岡，2014.5.15-17（口演）

765．福地　稔，持木彫人，石畝　亨，辻　美隆，鈴木興秀，傍島　潤，馬場裕之，熊谷洋一，
石橋敬一郎，石田秀行．
高齢者切除不能胃癌のTS-1+レンチナン併用療法に対する宿主の免疫能評価． 
第35回癌免疫外科研究会，大阪，2014.5.22-23（口演）

766．鈴木興秀，福地　稔，小野澤寿志，近　範泰，石畝　亨，桑原公亀，傍島　潤，馬場裕之，
熊谷洋一，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
StageⅣ胃癌における予後予測因子としての顆粒球・リンパ球比の検討． 
第35回癌免疫外科研究会，大阪，2014.5.22-23（示説）

767．小野澤寿志，幡野　哲，松澤岳晃，桑原公亀，石畝　亨，傍島　潤，福地　稔，熊谷洋一，
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馬場裕之，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
StageⅣ大腸癌における化学療法の予後予測因子としての顆粒球・リンパ球比の意義． 
第35回癌免疫外科研究会，大阪，2014.5.22-23（示説）

768．田島雄介，近　範泰，村田知洋，渡辺雄一郎，幡野　哲，松澤岳晃，大澤智徳，馬場裕之，
石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
完全直腸脱に対する小切開（±腹腔鏡補助下）直腸固定術の検討． 
第24回骨盤外科機能温存研究会，名古屋，2014.5.31（口演）

769．Koike J,Funahashi K,Yoshimatsu K,Yokomizo H,Kan H,Yamada T,Ishida 
H,Ishibashi K,Saida Y,Enomoto T,Katsumata K,Hisada M,Hasegawa H,Koda 
K,Ochiai T,Sakamoto K,Shiokawa H,Ogawa S,Itabashi M,Kameoka S. 
Neoadjuvant mFOLFOX6 for stage Ⅱ/Ⅲ rectal cancer patients with a T3/T4 
tumor. 
The American Society of Clinical Oncology(ASCO)Annual Meeting, Chicago, 
USA, 　2014.5.30-6.3（Poster）

770．近　範泰，石畝　亨，牟田　優，鈴木興秀，松澤岳晃，福地　稔，馬場裕之，熊谷洋一，
石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
傍ストーマヘルニア嚢内でバンド形成によるイレウスを発症した１例． 
第12回日本ヘルニア学会学術集会，東京，2014.6.6-7（示説）

771．柴田和恵，石畝　亨，近　範泰，松澤岳晃，馬場裕之，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木彫人，
石田秀行．
当科における内ヘルニア９手術例の検討． 
第12回日本ヘルニア学会学術集会，東京，2014.6.6-7（示説）

772．渡辺雄一郎，馬場裕之，幡野　哲，松澤岳晃，福地　稔，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木
彫人，岩間毅夫，田邉　稔，石田秀行．
家族性大腸腺腫症に合併した十二指腸ポリポーシスに対する膵温存十二指腸切除術のポ
イント． 
第26回日本肝胆膵外科学会学術集会，和歌山，2014.6.11-13（示説）

773．松澤岳晃，近　範泰，田島雄介，鈴木興秀，幡野　哲，石畝　亨，傍島　潤，福地　稔，
熊谷洋一，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
進行大腸癌合併の家族性大腸腺腫症の治療方針． 
第20回日本家族性腫瘍学会学術集会，福島，2014.6.13-14（シンポジウム）
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774．鈴木興秀，隈元謙介，近　範泰，福地　稔，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行，
赤木　究，山口研成．
リンチ症候群に発生した切除不能・進行大腸癌に対する化学療法． 
第20回日本家族性腫瘍学会学術集会，福島，2014.6.13-14（口演）

775．近　範泰，渡辺雄一郎，鈴木興秀，松澤岳晃，福地　稔，馬場裕之，熊谷洋一，石橋敬
一郎，持木彫人，石田秀行，石川秀樹．
Spigelman分類StageⅣ十二指腸ポリポーシスに対し，膵温存十二指腸切除術を行った
家族性大腸腺腫症の１例． 
第20回日本家族性腫瘍学会学術集会，福島，2014.6.13（口演）

776．Fukuchi M,Kuwabara K,Tsuji Y,Ishibashi K,Chika N,Hatano S,Matsuzawa 
T,Kumagai Y,Mochiki E,Ishida H. 
CRP is a negative independent factor in stage Ⅳ colorectal cancer patients 
receiving chemotherapy. 
The 60th Annual Congress of International College of Surgeons Japan Section,　
Takasaki, Japan, 2014.6.14 (Oral)

777．今泉英子，石畝　亨，松澤岳晃，近　範泰，福地　稔，馬場裕之，熊谷洋一，石橋敬一郎，
持木彫人，石田秀行．
Hinchey stage Ⅲ/Ⅳ 大腸穿孔の手術合併症を回避のための工夫． 
第39回日本外科系連合学会学術集会，東京，2014.6.19-20（口演）

778．大澤智徳，田島雄介，近　範泰，村田知洋，山本　梓，幡野　哲，鈴木興秀，天野邦彦，
柴田和恵，石畝　亨，傍島　潤，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
痔核に対する結紮切除術を併用したALTA療法の治療成績． 
第39回日本外科系連合学会学術集会，東京，2014.6.19-20（口演）

779．村田知洋，幡野　哲，田島雄介，渡辺雄一郎，石畝　亨，馬場裕之，福地　稔，熊谷洋一，
石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行，山本順司．
急激に発育した巨大リンパ管嚢腫（乳糜嚢腫）の１例． 
第39回日本外科系連合学会学術集会，東京，2014.6.19-20（口演）

780．幡野　哲，松澤岳晃，近　範泰，田島雄介，渡辺雄一郎，福地　稔，馬場裕之，熊谷洋一，
石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
化学療法を行った切除不能大腸癌におけるステント留置期間の検討． 
第36回日本癌局所療法研究会，八尾，2014.6.27（口演）
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781．幡野　哲，松澤岳晃，福地　稔，馬場裕之，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
新規抗癌剤時代の大腸癌におけるPCIは予後予測に有効か？． 
第36回日本癌局所療法研究会，八尾，2014.6.27（口演）

782．鈴木興秀，隈元謙介，近　範泰，福地　稔，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行，
赤木　究，山口研成．
リンチ症候群の切除不能・進行大腸癌に対する化学療法． 
第36回日本癌局所療法研究会，八尾，2014.6.27（口演）

783．小野澤寿志，幡野　哲，松澤岳晃，桑原公亀，石畝　亨，傍島　潤，隈元謙介，福地　稔，
熊谷洋一，馬場裕之，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
大腸癌穿孔症例に対する補助化学療法oxaliplatin導入の現状． 
第36回日本癌局所療法研究会，八尾，2014.6.27（口演）

784．小野澤寿志，幡野　哲，松澤岳晃，福地　稔，熊谷洋一，馬場裕之，石橋敬一郎，持木
彫人，隈元謙介，中村　泉，大木進司，石田秀行，竹之下誠一．
進行下部直腸癌に対する術前放射線療法，側方郭清の意義． 
第36回日本癌局所療法研究会，八尾，2014.6.27（口演）

785．渡辺雄一郎，幡野　哲，松澤岳晃，福地　稔，馬場裕之，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木
彫人，石田秀行．
PET/CTによる下部直腸癌の側方リンパ節転移診断． 
第36回日本癌局所療法研究会，八尾，2014.6.27（口演）

786．渡辺雄一郎，馬場裕之，幡野　哲，松澤岳晃，福地　稔，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木
彫人，石田秀行．
PET/CTによる大腸癌肝転移の肝門部リンパ節転移診断． 
第36回日本癌局所療法研究会，八尾，2014.6.27（口演）

787．熊谷洋一，傍島　潤，石畝　亨，川田研郎，松澤岳晃，幡野　哲，馬場裕之，石橋敬一郎，
持木彫人，石田秀行．
食道癌発癌早期における血管新生の検討． 
第68回日本食道学会学術集会，東京，2014.7.3-4（口演）

788．熊谷洋一，傍島　潤，石畝　亨，松澤岳晃，幡野　哲，福地　稔，石橋敬一郎，持木彫人，
河野辰幸，石田秀行．
術後再建胃管壊死を起こした２症例の検討． 
第68回日本食道学会学術集会，東京，2014.7.3-4（示説）
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789．石畝　亨，熊谷洋一，松澤岳晃，福地　稔，馬場裕之，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行，
山野貴史，高橋健夫．
当科におけるStageⅡ，Ⅲ（non-T4）食道癌に対する化学放射線療法の検討． 
第68回日本食道学会学術集会，東京，2014.7.3-4（示説）

790．山野貴史，高橋健夫，西村敬一郎，上野周一，石畝　亨，傍島　潤，熊谷洋一．
当施設におけるT4食道癌にたいする放射線治療成績（初期効果）の報告． 
第68回日本食道学会学術集会，東京，2014.7.3-4（示説）

791．田島雄介，石橋敬一郎，近　範泰，渡辺雄一郎，今泉英子，幡野　哲，松澤岳晃，福地　稔，
熊谷洋一，持木彫人，石田秀行．
高齢者（75歳以上）大腸癌に対する標準治療の意義． 
第81回大腸癌研究会，名古屋，2014.7.4（示説）

792．近　範泰，石橋敬一郎，田島雄介，渡辺雄一郎，鈴木興秀，幡野　哲，松澤岳晃，福地　稔，
熊谷洋一，石田秀行．
高齢者切除不能StageⅣ大腸癌に対する新規抗癌剤の効果と安全性について． 
第81回大腸癌研究会，名古屋，2014.7.4（示説）

793．熊谷洋一，川田研郎，傍島　潤，福地　稔，馬場裕之，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行，
河野辰幸，田久保海誉．
エンドサイトスコピーシステムを用いた食道癌診断における生検診断省略の試み． 
第69回日本消化器外科学会総会，郡山，2014.7.16-18（シンポジウム）

794．石畝　亨，熊谷洋一，今泉英子，傍島　潤，福地　稔，石橋敬一郎，辻　美隆，持木彫人，
石田秀行．
当科における縫合不全回避のための食道癌胃管再建手術―ICG蛍光法を用いた胃管作成お
よび吻合部位の決定―． 
第69回日本消化器外科学会総会，郡山，2014.7.16-18（口演）

795．福地　稔，持木彫人，鈴木興秀，石畝　亨，斎藤加奈，内藤　浩，馬場裕之，熊谷洋一，
石橋敬一郎，石田秀行．
食道胃接合部癌の手術術式の検討―胃全摘術症例からの検討―． 
第69回日本消化器外科学会総会，郡山，2014.7.16-18（口演）

796．傍島　潤，幡野　哲，松澤岳晃，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
当科における最近の待期的左側結腸癌根治手術におけるSSI発生状況． 
第69回日本消化器外科学会総会，郡山，2014.7.16-18（口演）
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797．幡野　哲，松澤岳晃，福地　稔，馬場裕之，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
StageⅡ結腸癌のhigh risk症例の選別と術後補助化学療法の有効性の検討． 
第69回日本消化器外科学会総会，郡山，2014.7.16-18（口演）

798．渡辺雄一郎，馬場裕之，幡野　哲，松澤岳晃，福地　稔，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木
彫人，岩間毅夫，石田秀行．
Spigelman分類StageⅣ多発十二指腸腺腫に対する膵温存十二指腸切除術． 
第69回日本消化器外科学会総会，郡山，2014.7.16-18（口演）

799．木暮憲道，小川　敦，木村明春，鈴木雅貴，豊増嘉高，緒方杏一，持木彫人，桑野博行．
胃癌腹膜転移陽性症例に対する術後腹腔内温熱化学療法． 
第69回日本消化器外科学会総会，郡山，2014.7.16-18（口演）

800．木村明春，矢内充洋，木暮憲道，渡辺　亮，鈴木雅貴，豊増嘉高，緒方杏一，持木彫人，
桑野博行．
六君子湯の上部消化管運動に関する実験的検討． 
第69回日本消化器外科学会総会，郡山，2014.7.16-18（口演）

801．豊増嘉高，木村明春，木暮憲道，鈴木雅貴，矢内充洋，小川　敦，緒方杏一，持木彫人，
浅尾高行，桑野博行．
噴門側胃切除術の再建法に関する検討空腸間置vs.胃管再建―消化管運動と逆流性食道炎
発生に注目して―． 
第69回日本消化器外科学会総会，郡山，2014.7.16-18（口演）

802．石橋敬一郎，幡野　哲，松澤岳晃，隈元謙介，福地　稔，熊谷洋一，馬場裕之，長田久人，
持木彫人，石田秀行．
切除不能大腸癌肝転移に対するbev併用化学療法とCT上の形態学的評価． 
第52回日本癌治療学会学術集会，横浜，2014.8.28-30（口演）

803．小野澤寿志，幡野　哲，松澤岳晃，隈元謙介，福地　稔，熊谷洋一，馬場裕之，石橋敬
一郎，持木彫人，石田秀行．
大腸癌における血清p53抗体測定の有用性の検討． 
第52回日本癌治療学会学術集会，横浜，2014.8.28-8.30（口演）

804．小野澤寿志，幡野　哲，松澤岳晃，傍島　潤，福地　稔，熊谷洋一，馬場裕之，石橋敬
一郎，持木彫人，石田秀行．
化学療法を導入したStageⅣ大腸癌における予後予測因子の検討． 
第52回日本癌治療学会学術集会，横浜，2014.8.28-30（示説）



― 201 ―

805．鈴木興秀，福地　稔，近　範泰，幡野　哲，今泉英子，石畝　亨，桑原公亀，傍島潤，馬
場裕之，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
StageⅣ胃癌における予後因子の検討． 
第52回日本癌治療学会学術集会，横浜，2014.8.28-30（示説）

806．渡辺雄一郎，石橋敬一郎，松澤岳晃，幡野　哲，福地　稔，馬場裕之，熊谷洋一，佐野
元彦，持木彫人，石田秀行．
大腸ステント留置後化学療法を施行した切除不能高度進行大腸癌７例の検討． 
第52回日本癌治療学会学術集会，横浜，2014.8.28-30（示説）

807．山野貴史，高橋健夫，西村敬一郎，上野周一，石畝　亨，傍島　潤，熊谷洋一，持木彫人，
石田秀行．
当施設におけるT4食道癌にたいする放射線治療成績（初期効果）の報告． 
第52回日本癌治療学会学術集会，横浜，2014.8.28-30（示説）

808．西村敬一郎，高橋健夫，石橋敬一郎，隈元謙介，松澤岳晃，幡野　哲，山野貴史，上野
周一，石田秀行．
肛門機能温存を目指した局所進行下部直腸癌に対する術前化学放射線療法の初期経験． 
第52回日本癌治療学会学術集会，横浜，2014.8.28-30（示説）

809．佐野元彦，石橋敬一郎，島田ひろ美，布谷玲子，茂木美穂，中村めぐみ，石田秀行，岸
野　亨．
外来化学療法室でのレゴラフェニブ治療への取り組み． 
第52回日本癌治療学会学術集会，横浜，2014.8.28-30（示説）

810．隈元謙介，矢澤　貴，小船戸康英，門馬智之，高　和正，鈴木　聡，八島　玲，中村　泉，
大木進司，志村龍男，石橋敬一郎，石田秀行，竹之下誠一．
大腸癌同時性肝転移症例の治療成績をふまえた治療戦略の検討． 
第52回日本癌治療学会学術集会，横浜，2014.8.28-30（シンポジウム）

811．Watanabe Y,Baba H,Hatano S,Matsuzawa T,Fukuchi M,Kumagai Y,Ishibashi 
K,Mochiki E,Iwama T,Ishida H. 
Pancreas preserving total duodenectomy for spigelman Stage Ⅳ duodenal 
polyposis associated with familial adenomatous polyposis. 
The 14th Japan-China-Korea Colorectal Cancer Symposium, Osaka, 
Japan,2014.9.13-14 (Oral)

812．傍島　潤，幡野　哲，松澤岳晃，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
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当科における大腸穿孔症例予後予測因子の検討． 
第６回日本Acute Care Surgery学会学術集会，青森，2014.9.20-21（口演）

813．Kumagai Y,Sobajima J,Higashi M,Ishiguro T,Fukuchi M,Ishibashi K,Baba 
H,Mochiki E,Kawano T,Ishida H. 
Microvessel density in superficial esophageal squamous cell carcinoma using 
anti-CD34 and anti-CD105 antibody. 
14th World Congress of the International Society for Diseases of the 
Esophagus,　Vancouver, Canada, 2014.9.22-24（Poster）

814．Kumagai Y,Ishiguro T,Sobajima J,Fukuchi M,Ishibashi K,Baba H,Mochiki 
E,Kawano T,Ishida H. 
Indocyanine green fluorescence method for reconstructed gastric tube during 
esophagectomy. 
14th World Congress of the International Society for Diseases of the 
Esophagus,　Vancouver, Canada, 2014.9.22-24（Poster）

815．Fujiwara H,Nakajima Y,Kawada K,Okada T,Tokairin Y,Okuda M,Ogo T,Saito 
K,Fujiwara N,Ryoutokuji T,Miyawaki Y,Kumagai Y,Nagai K,Kawano T. 
Efficacy of endoscopy for evaluating esophago-gastric anastomosis on post-
esophagectomy day 1. 
14th World Congress of the International Society for Diseases of the 
Esophagus,　Vancouver, Canada, 2014.9.22-24（Poster）

816．Kumagai Y,Kawada K,Ishiguro T,Sobajima J,Higashi M,Fukuchi M,Ishibashi 
K,Baba H,Mochiki E,Aida J,Kawano T,Ishida H. 
Endocytoscopic observation (GIF-Y0002) of various esophageal lesions at 
X600. 
14th World Congress of the International Society for Diseases of the 
Esophagus,　Vancouver, Canada, 2014.9.22-24（Oral）

817．Kumagai Y,Ishiguro T,Sobajima J,Fukuchi M,Ishibashi K,Baba H,Mochiki 
E,Kawano T,Takubo K,Ishida H. 
Mucoepidermoid carcinoma of the esophagus: an analysis based on 125 
reported cases. 
14th World Congress of the International Society for Diseases of the 
Esophagus,　Vancouver, Canada, 2014.9.22-24（Poster）
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818．Kosugi C, Koda K, Denda T, Ishibashi K, Ishida H, Seike K, Sakata H, 
Yanagisawa S, Natsume T, Takayama W, Koike N, Matsubara H, Tanaka K, 
Yamazaki M, Shuto K, Suzuki M, Matsuo K, Mori M, Hirano A . 
Voice trial-results from a multicenter phase II study of assessment of clinical 
efficacy and safety in capecitabine plus intermittent oxaliplatin together with 
bevacizumab as the first-line therapy for the patients with advanced 
colorectal cancer. 
39th European Society for Medical Oncology(ESMO) Congress, Madrid, Spain,  
2014.9.26-30 (Poster)

819．Yokomizo H, Yoshimatsu K, Koike J, Funahashi K, Kan H, Yamada T, Ishida H, 
Ishibashi K, Saida Y, Enomoto T, Katsumata K, Hasegawa H, Koda K, Ochiai T, 
Sakamoto K, Nakayama M, Naritaka Y, Ogawa S, Itabashi M, Kameoka S .
Multicenter phase II trial of neoadjuvant chemotherapy with mFOLFOX6 for 
stage II/III rectal cancer with a T3/T4 tumor fact trial. 
39th European Society for Medical Oncology(ESMO) Congress, Madrid, Spain, 
2014.9.26-30 (Poster)

820．幡野　哲，松澤岳晃，柴田和恵，牟田　優，近　範泰，小野澤寿志，傍島　潤，石橋敬
一郎，持木彫人，石田秀行．
骨盤死腔炎予防のための鏡視下大網形成術の方法と有効性． 
第27回日本内視鏡外科学会総会，盛岡，2014.10.2-4（口演）

821．近　範泰，松澤岳晃，牟田　優，鈴木興秀，柴田和恵，幡野　哲，石畝　亨，石橋敬一郎，
持木彫人，石田秀行．
腹膜透析カテーテルの繰り返す位置異常に対して腹腔鏡下PDカテーテル留置・整復術お
よびPWATを施行した１例． 
第27回日本内視鏡外科学会総会，盛岡，2014.10.2-4（口演）

822．石橋敬一郎，幡野　哲，松澤岳晃，隈元謙介，福地　稔，熊谷洋一，馬場裕之，長田久人，
持木彫人，石田秀行．
切除不能・再発大腸癌肝転移に対するoxa based療法と造影ＣＴによる形態学的評価． 
第12回日本消化器外科学会大会，神戸，2014.10.25-26（示説）

823．熊谷洋一，川田研郎，田久保海誉．
食道病変におけるエンドサイトスコピーシステムの研究と到達点． 
第88回日本消化器内視鏡学会総会，神戸，2014.10.23-26（口演）
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824．鈴木興秀，近　範泰，幡野　哲，松澤岳晃，石畝　亨，傍島　潤，福地　稔，熊谷洋一，
石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行，石田周幸，櫻田智也，屋嘉比康治，青柳治彦．
早期結腸癌を合併したSerrated polyposisの１例． 
第88回日本消化器内視鏡学会総会，神戸，2014.10.23-26（示説）

825．田島雄介，村田知洋，牟田　優，近　範泰，渡辺雄一郎，幡野　哲，松澤岳晃，石橋敬
一郎，持木彫人，石田秀行．
Peutz-Jeghers症候群の消化管癌発生に関する近年の傾向． 
第88回日本消化器内視鏡学会総会，神戸，2014.10.23-26（示説）

826．持木彫人，柴田和恵，今泉英子，小野澤寿志，鈴木興秀，傍島　潤，福地　稔，熊谷洋一，
石田秀行．
内圧測定法を用いた胃切除術後の消化管機能評価―幽門側胃切除術における迷走神経腹
腔枝温存の妥当性―． 
第44回胃外科・術後障害研究会，富士，2014.10.30-31（口演）

827．福地　稔，鈴木興秀，石畝　亨，傍島　潤，小野澤寿志，今泉英子，熊谷洋一，石橋敬
一郎，石田秀行，持木彫人．
当科における胃神経内分泌癌の検討． 
第44回胃外科・術後障害研究会，富士，2014.10.30-31（口演）

828．鈴木興秀，福地　稔，小野澤寿志，今泉英子，石畝　亨，傍島　潤，熊谷洋一，石橋敬
一郎，持木彫人，石田秀行．
Circular staplerを用いたY脚器械吻合部の閉塞により輸入脚症候群をきたした２例． 
第44回胃外科・術後障害研究会，富士，2014.10.30-31（口演）

829．Tada Y，Kohda M，Hirata T，Eguchi H，Ishida H，Okazaki Y．
Clinical diagnosis of known genes that target familial colorectal cancer by 
targeted resequencing. 
第12回RCGMフロンティア国際シンポジウム，日高，2014.10.31-11.1（示説）

830．渡辺雄一郎，馬場裕之，松澤岳晃，福地　稔，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木彫人，岩間
毅夫，石田秀行，石川秀樹．
家族性大腸腺腫症に随伴するSpigelman stageⅣ十二指腸ポリポーシスに対する治療戦
略―膵温存全十二指腸切除術の経験―． 
第２回日本家族性大腸腺腫症研究会学術集会，東京，2014.11.6（口演）

831．石橋敬一郎，石田秀行，小池淳一，船橋公彦，吉松和彦，横溝　肇，菅　隼人，山田岳史，
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斉田芳久，榎本俊行，勝又健次，長谷川博俊，幸田圭史，落合　匠，坂本一博，天野邦彦，
松澤岳晃，小川真平，板橋道朗，亀岡信悟．
T3またはT4のStageⅡ/Ⅲ直腸癌に対する術前化学療法としてのmFOLFOX6療法の有
効性および安全性の検討． 
第69回日本大腸肛門病学会学術集会，横浜，2014.11.7-8（パネルディスカッション）

832．松澤岳晃，柴田和恵，山本　梓，福地　稔，熊谷洋一，石橋敬一郎，石田秀行．
閉塞性大腸癌に対する治療比較． 
第69回日本大腸肛門病学会学術集会，横浜，2014.11.7-8（示説）

833．渡辺雄一郎，松澤岳晃，福地　稔，熊谷洋一，石橋敬一郎，石田秀行．
PET/CTおよびMRIによる下部直腸癌の側方リンパ節転移診断の比較． 
第69回日本大腸肛門病学会学術集会，横浜，2014.11.7-8（口演）

834．渡辺雄一郎，松澤岳晃，福地　稔，熊谷洋一，石橋敬一郎，石田秀行．
PET/CTによる大腸癌肝転移の肝門部リンパ節転移診断． 
第69回日本大腸肛門病学会学術集会，横浜，2014.11.7-8（口演）

835．田島雄介，大澤智徳，小野澤寿志，松澤岳晃，隈元謙介，石橋敬一郎，石田秀行．
Peutz-Jeghers症候群に合併する婦人科悪性腫瘍に関する近年の傾向：文献的考察． 
第69回日本大腸肛門病学会学術集会，横浜，2014.11.7-8（示説）

836．幡野　哲，松澤岳晃，田島雄介，福地　稔，熊谷洋一，石橋敬一郎，山口研成，石田秀行．
Stapled ileal-pouch anal anastomosis後の残存直腸に繰り返し発生した粘膜内癌に対
し全周性の粘膜切除を施行したFAPの１例． 
第69回日本大腸肛門病学会学術集会，横浜，2014.11.7-8（示説）

837．小野澤寿志，石畝　亨，傍島　潤，福地　稔，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
切除を行った膜性腎症合併食道癌の１例． 
第166回日本胸部外科学会関東甲信越地方会，高崎，2014.11.8（口演）

838．柴田和恵，福地　稔，牟田　優，今泉英子，鈴木興秀，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木彫人，
石田秀行．
下降性縦隔炎の１治療例． 
第166回日本胸部外科学会関東甲信越地方会，高崎，2014.11.8（口演）

839．斎藤加奈，福地　稔，内藤　浩，桑野博行．
化学療法が奏功した食道神経内分泌癌の１切除例． 
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第166回日本胸部外科学会関東甲信越地方会，高崎，2014.11.8（口演）

840．隈元謙介，斎藤元伸，石橋敬一郎，石田秀行，竹之下誠一．
Development of novel cancer-related genes in colorectal cancer. 
第25回日本消化器癌発生学会総会，第８回国際消化器癌発生会議，福岡，2014.11.13-
14（口演）

841．熊谷洋一，石畝　亨，傍島　潤，福地　稔，松澤岳晃，幡野　哲，鈴木興秀，今泉英子，
小野澤寿志，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行，河野辰幸．
蛍光PDE法を用いた再建胃管の血流に影響を及ぼす因子の検討． 
第76回日本臨床外科学会総会，郡山，2014.11.20-22（口演）

842．福地　稔，持木彫人，鈴木興秀，石畝　亨，傍島　潤，小野澤寿志，今泉英子，熊谷洋一，
石橋敬一郎，石田秀行．
StageⅣ胃癌の外科治療に対するCY1の影響． 
第76回日本臨床外科学会総会，郡山，2014.11.20-22（口演）

843．福地　稔，持木彫人，鈴木興秀，石畝　亨，傍島　潤，小野澤寿志，今泉英子，斎藤加奈，
内藤　浩，熊谷洋一，石橋敬一郎，石田秀行．
食道胃接合部癌の治療戦略―再発形式からの検討―． 
第76回日本臨床外科学会総会，郡山，2014.11.20-22（口演）

844．傍島　潤，田島雄介，幡野　哲，松澤岳晃，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
待期的腹腔鏡下左側結腸癌手術に機械的前処置は必要か？． 
第76回日本臨床外科学会総会，郡山，2014.11.20-22（口演）

845．鈴木興秀，石橋敬一郎，近　範泰，田島雄介，渡辺雄一郎，小野澤寿志，今泉英子，幡
野　哲，松澤岳晃，傍島　潤，福地　稔，熊谷洋一，持木彫人，石田秀行．
切除不能再発大腸癌に対してレゴラフェ二ブを長期使用できた２例．
第76回日本臨床外科学会総会，郡山，2014.11.20-22（口演）

846．鈴木興秀，福地　稔，牟田　優，東　守洋，近　範泰，幡野　哲，今泉英子，松澤岳晃，
傍島　潤，辻　美隆，石橋敬一郎，熊谷洋一，持木彫人，田丸淳一，石田秀行．
小腸穿孔による腹膜炎を契機に診断されたⅡ型腸管症型T細胞リンパ腫の１例． 
第76回日本臨床外科学会総会，郡山，2014.11.20-22（口演）

847．小野澤寿志，石畝　亨，傍島　潤，福地　稔，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木彫人，石田
秀行．
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集学的治療により切除できた巨大リンパ節転移を伴う食道癌の１例． 
第76回日本臨床外科学会総会，郡山，2014.11.20-22（示説）

848．今泉英子，福地　稔，柴田和恵，牟田　優，小野澤寿志，鈴木興秀，石畝　亨，傍島　潤，
熊谷洋一，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
当科における胃癌穿孔症例の検討． 
第76回日本臨床外科学会総会，郡山，2014.11.20-22（口演）

849．柴田和恵，福地　稔，鈴木興秀，牟田　優，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
胃全摘術後に発症した小腸軸捻転症の１例． 
第76回日本臨床外科学会総会，郡山，2014.11.20-22（口演）

850．坂本眞之介，石橋敬一郎，近　範泰，幡野　哲，松澤岳晃，傍島　潤，福地　稔，熊谷
洋一，持木彫人，石田秀行．
多発大腸癌を伴った若年者潰瘍性大腸炎の１例． 
埼玉県外科集談会，さいたま，2014.11.29（口演）

851．石田秀行．
直腸癌に対する括約筋温存術における縫合不全． 
第27回日本外科感染症学会総会学術集会，東京，2014.12.4-5（基調講演・シンポジウム）

852．石橋敬一郎，近　範泰，田島雄介，幡野　哲，松澤岳晃，桑原公亀，傍島　潤，福地　稔，
熊谷洋一，持木彫人，石田秀行．
直腸癌手術に対する周術期予防的抗菌薬短縮化に関するランダム化非劣性試験－サブセ
ット解析による検討－． 
第27回日本外科感染症学会総会学術集会，東京，2014.12.4-5（ミニシンポジウム）

853．傍島　潤，幡野　哲，松澤岳晃，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木彫人，石田秀行．
待機的腹腔鏡下結腸癌手術における機械的前処置廃止の検討． 
第27回日本外科感染症学会総会学術集会，東京，2014.12.4-5（ミニシンポジウム）

854．松澤岳晃，傍島　潤，近　範泰，田島雄介，渡辺雄一郎，小野澤寿志，鈴木興秀，石畝　亨，
福地　稔，石橋敬一郎，石田秀行.
機械的前処置とドレーン留置を行わない腹腔鏡補助下結腸癌手術の妥当性．
第82回大腸癌研究会，東京，2015.1.22（ミニオーラル）

855．熊谷洋一，傍島　潤，石畝　亨，松澤岳晃，幡野　哲，鈴木興秀，福地　稔，石橋敬一郎，
持木彫人，石田秀行.
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当科における表在食道癌に対する新規拡大内視鏡分類の検証と研究の現状．
第11回日本消化管学会総会学術集会，東京，2015.2.13-15（ワークショップ）

856．渡辺雄一郎，鈴木興秀，馬場裕之，松澤岳晃，福地　稔，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木
彫人，岩間毅夫，石田秀行.
家族性大腸腺腫症に合併する十二指腸ポリポーシスのSpigelman分類に基づく治療戦略．
第11回日本消化管学会総会学術集会，東京，2015.2.13-15（口演）

857．宮崎達也，原　圭吾，宗田　真，酒井　真，熊倉裕二，本城裕章，田中成岳，鈴木茂正，
福地　稔，桑野博行.
Barrett食道癌の病態と治療方針の検討．
第11回日本消化管学会総会学術集会，東京，2015.2.13-15（ワークショップ）

858．小勝未歩，大室美紀，横田雅子，高橋宏和，井上嘉代子，斎藤恵子，佐藤美雪，徳山美
奈子，室谷孝志，知念克哉，森田智子，崎元雄彦，山田博文，小高明雄.
NST介入にて適切な栄養量の設定を行ったことにより褥瘡と栄養状態の改善傾向を認め
た一例．
第30回日本静脈経腸栄養学会学術集会，神戸，2015.2.12-13（示説）

859．持木彫人，石畝　亨，今泉英子，小野澤寿志，鈴木興秀，傍島　潤，熊谷洋一，福地　稔，
石田秀行.
消化管運動機能で評価した腹腔鏡補助下幽門側胃切除術における迷走神経腹腔枝温存の
効果．
第87回日本胃癌学会総会，広島，2015.3.4-6（パネルディスカッション）

860．福地　稔，持木彫人，鈴木興秀，石畝　亨，傍島　潤，小野澤寿志，今泉英子，斎藤加奈，
内藤　浩，熊谷洋一，石橋敬一郎，石田秀行.
食道胃接合部癌再発の危険因子からみた治療戦略．
第87回日本胃癌学会総会，広島，2015.3.4-6（示説）

861．石畝　亨，福地　稔，鈴木興秀，緒方杏一，木村明春，熊谷洋一，石橋敬一郎，石田秀行，
桑野博行，持木彫人.
切除不能胃癌に対するconversion surgeryの意義．
第87回日本胃癌学会総会，広島，2015.3.4-6 （口演）

862．Kogure N, Yanoma T, Kimura A, Suzuki M, Toyomasu Y, Ogata K, Ohno T, 
Mochiki E, Kuwano H.
Clinical benefit of curative surgery as a conversion therapy after 
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chemotherapy for unresectable advanced gastric cancer. 
第87回日本胃癌学会総会，広島，2015.3.4-6 （International session)

863．Kimura A, Kogure N, Yanoma T, Suzuki M, Toyomasu Y, Ogata K, Ohno T, 
Mochiki E, Kuwano H.
Outcome of laparoscopic gastrectomy patients with postoperatively 
diagnosed advanced gastric cancer. 
第87回日本胃癌学会総会，広島，2015.3.4-6 （International poster)

864．緒方杏一，豊増嘉高，鈴木雅貴，木暮憲道，木村明春，矢野間透，大野哲郎，持木彫人，
桑野博行.
腹腔鏡補助下噴門側胃切除術，胃管再建に関する消化管運動機能評価．
第87回日本胃癌学会総会，広島，2015.3.4-6（示説）

865．山本　梓，福地　稔，近　範泰，渡辺雄一郎，松澤岳晃，熊谷洋一，石橋敬一郎，持木
彫人，石田秀行.
門脈ガス血症を伴った穿孔性壊死性胆嚢炎の１例．
第51回日本腹部救急医学会総会，京都，2015.3.5-6（口演）

866．山本　梓，渡辺雄一郎，近　範泰，松澤岳晃，崎元雄彦，福地　稔，熊谷洋一，石橋敬
一郎，持木彫人，石田秀行.
ワルファリンカリウム内服中に生じたＳ状結腸巨大粘膜下血腫の１例．
第51回日本腹部救急医学会総会，京都，2015.3.5-6（示説）

867．坂本眞之介，鈴木興秀，松澤岳晃，石畝　亨，傍島　潤，福地　稔，熊谷洋一，石橋敬
一郎，辻　美隆，持木彫人，石田秀行.
動脈塞栓術による止血を要した腹直筋鞘血腫の１例．
第51回日本腹部救急医学会総会，京都，2015.3.5-6（示説）
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座長・司会（2005.４-2015.３）

1．	 （座長）石田秀行　大腸・肛門２（一般演題：ビデオ）
第60回日本消化器外科学会定期学術総会，東京，2005.7.20-22

2．	 （座長）石田秀行　大腸癌転移６（示説）
第60回日本大腸肛門病学会学術集会，東京，2005.10.28-29

3．	 （座長）石田秀行　大腸癌の深展度診断A（示説）
第64回大腸癌研究会，東京，2006.1.20

4．	 （座長）石田秀行　大腸（１）（口演）
第28回日本癌局所療法研究会，東京，2006.6.30

5．	 （座長）石田秀行　小腸良性３（穿孔）（示説）
第61回日本消化器外科学会定期学術総会，横浜，2006.7.13-15

6．	 （座長）石田秀行　大腸・肛門・小腸　薬物療法（１）（示説）
第44回日本癌治療学会総会，東京，2006.10.18-20　

7．	 （座長）石田秀行　消化器全般（１）（口演）
第44回日本癌治療学会総会，東京，2006.10.18-20　

8．	 （座長）石田秀行　小腸５（示説）
第68回日本臨床外科学会総会，広島，2006.11.9-11　

9．	 （座長）石田秀行　周術期抗菌剤投与２（口演）
第19回日本外科感染症学会総会，東京，2006.11.30-12.1

10．	（座長）石田秀行　消化管①（示説）
第３回日本消化管学会総会学術集会，東京，2007.2.1-2　

11．	（座長）石田秀行　化学療法（口演）
第16回日本癌病態治療研究会，東京，2007.6.27-28

12．	（座長）石田秀行　大腸・肛門　診断・検査２（示説）　 
第62回日本消化器外科学会定期学術総会，東京，2007.7.18-20　
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13．	（座長）石田秀行　消化器　進行・再発癌の治療（１）（口演）
第45回日本癌治療学会総会，京都，2007.10.24-26

14．	（座長）石田秀行　小腸５（示説：Freshman Award）
第69回日本臨床外科学会総会，横浜，2007.11.29-12.1

15．	（座長）石田秀行　診断，非外科治療，内視鏡治療（示説）
第68回大腸癌研究会，福岡，2008.1.25　 

16．	（座長）石田秀行　大腸（化学療法－1）（示説）
第108回日本外科学会定期学術集会，長崎，2008.5.15-17　

17．	（座長）石田秀行　分子標的・抗体療法（臨床）（口演）　
第29回癌免疫外科研究会，東京，2008.6.19-20　

18．	（座長）宮崎達也　異物（示説）
第62回日本食道学会学術集会，東京，2008.6.21-22　

19．	（座長）石田秀行　一般演題１（口演）　
第17回日本癌病態治療研究会，京都，2008.6.26-27　

20．	（座長）石田秀行　消化器外科医必見の肛門疾患ベストトリートメント（口演）
第63回日本消化器外科学会定期学術総会，札幌，2008.7.16-18

21．	（座長）石橋敬一郎　大腸悪性９（示説）
第63回日本消化器外科学会定期学術総会，札幌，2008.7.16-18

22．	（座長）石田秀行　 大腸SM癌（口演）
第63回日本大腸肛門病学会総会，東京，2008.10.17-18　

23．	（座長）石田秀行　大腸・肛門　進行・再発２（口演）　
第46回日本癌治療学会総会，名古屋，2008.10.30-11.1　

24．	（座長）石田秀行（口演）　
第21回日本バイオセラピィ学会学術集会総会，東京，2008.11.18-19

25．	（座長）石田秀行 大腸Ⅰ（口演）
第26回埼玉県外科集談会，さいたま，2008.11.29
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26．	（Chairmen）Ishida　H　New approach of colorectal cancer surgery（oral）　 
The 11th Japan-China-Korea Symposium for Colorectal Cancer. Tokyo, Japan, 
2008.12.4-5 

27．	（座長）石田秀行　ドレナージ１（示説）
第26回日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会総会，青森，2009.2.27-28

28．	（座長）石田秀行　私の印象に残る癌局所療法：大腸・カテーテル合併症（口演）
第31回日本癌局所療法研究会，宇部，2009.6.5　

29．	（座長）石橋敬一郎　大腸癌転移・再発（口演）
第813回外科集談会，東京，2009.6.13

30．	（座長）石田秀行　癌治療全般（口演）
第18回日本癌病態治療研究会，福島，2009.6.18-19　

31．	（座長）石田秀行　stageⅡの治療戦略（示説）
第71回大腸癌研究会，さいたま，2009.7.3　

32．	（座長）石田秀行　高齢者手術の諸問題２（口演）
第64回日本消化器外科学会総会，大阪，2009.7.16-18

33．	（座長）石田秀行　大腸・肛門　薬物療法４（口演）
第47回日本癌治療学会学術集会，横浜，2009.10.22-24　

34．	（座長）石田秀行　大腸・肛門　薬物療法２（示説）
第47回日本癌治療学会学術集会，横浜，2009.10.22-24　

35．	（座長）石田秀行　早期大腸癌１（示説）
第64回日本大腸肛門病学会学術集会，福岡，2009.11.6-7

36．	（座長）石田秀行　手術時のSSI対策、ドレーン管理-４（口演）
第71回日本臨床外科学会総会，京都，2009.11.19-21

37．	（座長）石田秀行　SSIサーベイランスの影響（口演）
第22回日本外科感染症学会総会，宇部，2009.12.9-11

38．	（座長）石田秀行　症例報告４（示説）
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第82回日本胃癌学会総会，新潟，2010.3.3-5　

39．	（座長）石田秀行　忘れられない症例５（口演）
第46回日本腹部救急医学会総会，富山，2010.3.18-19　

40．	（司会）石田秀行　大腸癌化療-６（口演）
第110回日本外科学会定期学術集会, 名古屋, 2010.4.8-10　

41．	（座長）石田秀行　大腸２（口演）
第32回日本癌局所療法研究会, 奈良, 2010.6.11

42．	（座長）石田秀行　大腸疾患に対する緊急手術２（示説）
第73回大腸癌研究会, 奄美, 2010.7.2

43．	（座長）石田秀行　人工肛門の諸問題３（要望演題）
第65回日本消化器外科学会総会, 下関, 2010.7.14-16

44．	（座長）石橋敬一郎　大腸　化学・免疫療法７（示説）
第65回日本消化器外科学会総会, 下関, 2010.7.14-16

45．	（Chairmen）Ishida H　Chemotherapy for the colorectal cancer (Poster)
9th International Conference of the Asian Clinical Oncology Society, Gifu, 
Japan, 2010.8.25-27 	

46．	（座長）隈元謙介　糖鎖３（示説）
第69回日本癌学会学術総会，大阪，2010.9.22-24

47．	（座長）石田秀行　大腸-化学療法２（示説）
第８回日本消化器外科学会大会，横浜，2010.10.15-16

48．	（座長）石田秀行　大腸・肛門　薬物療法２（示説）
第48回日本癌治療学会学術集会，京都，2010.10.28-30

49．	（座長）石田秀行　術式とSSI 1（口演）
第23回日本外科感染症学会総会，東京，2010.11.18-19　

50．	（座長）岩間毅夫　大腸21（口演）
第72回日本臨床外科学会総会，横浜，2010.11.21-23
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51．	（司会）石田秀行　エビデンスに基づいた最善のSSI対策１（口演）
第72回日本臨床外科学会総会，横浜，2010.11.21-23

52．	（座長）岩間毅夫　大腸癌検査１（口演）
第65回日本大腸肛門病学会学術集会，浜松，2010.11.26-27

53．	（座長）石田秀行　大腸癌術後管理の現状～早期退院はどこまで可能か？～（ワークショ
ップ）
第65回日本大腸肛門病学会学術集会，浜松，2010.11.26-27

54．	（座長）石橋敬一郎　大腸癌術後管理３（口演）
第65回日本大腸肛門病学会学術集会，浜松，2010.11.26-27

55．	（座長）石田秀行　小腸Ⅱ（口演）
第28回埼玉県外科集談会，さいたま，2010.11.27

56．	（Chairman）Ishida H　Special Lecture （Oral）
The 12th China-Japan-Korea Colorectal Cancer Symposium, Shanghai, China, 
2010.12.4-5

57．	（座長）芳賀紀裕　胃Ⅴ（口演）
第91回消化器内視鏡学会関東地方会，東京，2010.12.10-11

58．	（座長）石畝　亨　腹膜・ヘルニア（口演）
第820回外科集談会，東京，2011.3.26　（東日本大震災のため中止）

59．	（司会）石田秀行　大腸　化学療法２（口演）
第111回日本外科学会定期学術集会（紙上開催），2011.5.25　

60．	（座長）石田秀行　 大腸（口演）
第33回日本癌局所療法研究会，堺，2011.6.10　

61．	（座長）石田秀行　 下部消化管３（示説）
第36回日本外科系連合学会学術集会，千葉，2011.6.16-17　

62．	（座長）隈元謙介　 癌のepigeneticsとmicroRNA（ワークショップ）
第20回日本癌病態治療研究会，東京，2011.6.17-18　 
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63．	 (Chairmen）Ishida H　 IBD (Poster)
The 57th Annual Congress of the Japan Section，Nagoya，Japan,2011.6.25 

64．	（座長）石田秀行　StageⅣの細分類（示説）
第75回大腸癌研究会，東京，2011.7.8

65．	（司会）石田秀行　消化器癌に対する分子生物学の臨床応用（下部消化管）（ワークショ
ップ）
第66回日本消化器外科学会総会，名古屋，2011.7.13-15　

66．	（座長）石橋敬一郎　大腸癌その他（口演）
第66回日本消化器外科学会総会，名古屋，2011.7.13-15　

67．	 (Moderator・Chairmen)Ishida H　 Basic and malignant miscellaneous (Poster)
International Surgical Week 2011(ISDS)，Yokohama，Japan, 2011.8.28-9.1

68．	（座長）桑原公亀　大腸１（口演）
第822回外科集談会，高崎，2011.9.17

69．	（座長）石田秀行　大腸 症例２（示説）
第9回日本消化器外科学会大会，福岡，2011.10.20-23

70．	（司会）石田秀行　大腸２（ワークショップ）
第49回日本癌治療学会学術集会，名古屋，2011.10.27-29

71．	（プレゼンター・ディスカッサント）石田秀行　クリニカルカンファレンス２　進行癌（ク
リニカルカンファレンス）
第66回日本大腸肛門病学会学術集会，東京，2011.11.25-26　

72．	（司会）石田秀行　StageⅣ大腸癌に対する補助療法（ワークショップ）
第66回日本大腸肛門病学会学術集会，東京，2011.11.25-26

73．	（座長）石橋敬一郎　神経内分泌腫瘍２（口演）
第66回日本大腸肛門病学会学術集会，東京，2011.11.25-26

74．	（司会）石田秀行　大腸癌肝転移のおける新たな治療戦略（パネルディスカッション）
第73回日本臨床外科学会総会，東京，2011.11.17-19
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75．	（座長）石田秀行　 消化管手術の新しい周術期感染管理（パネルディスカッション）
第24回日本外科感染症学会総会，志摩，2011.12.1-2　 

76．	（座長）石橋敬一郎　創感染症対策１（口演）
第24回日本外科感染症学会総会，志摩，2011.12.1-2

77．	（座長）石田秀行　腹膜転移のすべて（示説）
第76回大腸癌研究会，宇都宮，2012.1.20　

78．	（司会）石田秀行　大腸２：大腸穿孔（口演）
第48回日本腹部救急医学会総会，金沢，2012.3.14-15

79．	（司会）芳賀紀裕　外傷３：消化管1（口演）
第48回日本腹部救急医学会総会，金沢，2012.3.14-15

80．	（司会）桑原公亀　イレウス１：胆石イレウス（示説）
第48回日本腹部救急医学会総会，金沢，2012.3.14-15

81．	（司会）石田秀行　大腸　化学療法―２（示説）
第112回日本外科学会定期学術集会，千葉，2012.4.12-14

82．	（司会）石橋敬一郎　大腸　周術期管理―２（示説）
第112回日本外科学会定期学術集会，千葉，2012.4.12-14

83．	（座長）熊谷洋一　胃：症例４（示説）
第83回日本消化器内視鏡学会総会，東京，2012.5.12-14

84．	（座長）石田秀行　大腸１（口演）
第34回日本癌局所療法研究会，福島，2012.6.8

85．	（座長）石田秀行　一般口演２-１（口演）
第18回日本家族性腫瘍学会学術集会，大阪，2012.6.15-16

86．	（座長）芳賀紀裕　食道良性腫瘍Ⅱ（示説）
第66回日本食道学会学術集会，軽井沢，2012.6.21-22

87．	（座長）熊谷洋一　興味深い症例Ⅲ（示説）
第66回日本食道学会学術集会，軽井沢，2012.6.21-22
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88．	（座長）石田秀行　腹膜播種の治療戦略１（シンポジウム）
第37回日本外科系連合学会学術集会，福岡，2012.6.28-29

89．	（座長）石田秀行　ポスター３（示説）
第21回日本癌病態治療研究会，前橋，2012.7.6-7

90．	（座長）石田秀行　局所進行直腸癌に対する治療戦略（シンポジウム）
第67回日本消化器外科学会総会，富山，2012.7.18-20

91．	（座長）石橋敬一郎　大腸外科治療３（口演）
第67回日本消化器外科学会総会，富山，2012.7.18-20

92．	 (Moderator)Baba H　Robotics & Rare Cases (Oral)
The 13th Korea-Japan-China Colorectal Cancer Symposium,Seoul, Korea, 
2012.9.8-9

93．	 (Chairperson)Tsuji Y　 Breast Surgery II(Oral)
5th Scientific Meeting of the Japan-Hungarian Surgical Society, Budapest, 
Hungary, 2012.10.4-6

94．	（座長）石田秀行　大腸（合併症１）（示説）
第10回日本消化器外科学会大会,神戸，2012.10.10-13

95．	（座長）石田秀行　小腸１（口演）
第30回埼玉県外科集談会，さいたま，2012.10.20

96．	（座長）石田秀行　遺伝性大腸癌（口演）
第67回日本大腸肛門病学会学術集会，福岡，2012.11.16-17

97．	（座長）石橋敬一郎　遺伝性大腸腫瘍（示説）
第67回日本大腸肛門病学会学術集会，福岡，2012.11.16-17

98．	（司会）石田秀行　下部進行直腸癌の治療戦略（口演）
第74回日本臨床外科学会総会，東京，2012.11.29-12.1

99．	（座長）石田秀行　大腸癌肝・肺転移治療の新展開３（口演）
第74回日本臨床外科学会総会，東京，2012.11.29-12.1
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100．（座長）石田秀行　局所進行直腸癌の治療戦略（口演）
第78回大腸癌研究会，東京，2013.1.18

101．（座長）石田秀行　静脈栄養－適応・処方・投与速度－（口演）
第28回日本静脈経腸栄養学会学術集会，金沢，2013.2.21-22

102．（座長）馬場裕之　褥瘡の栄養管理－症例－（口演）
第28回日本静脈経腸栄養学会学術集会，金沢，2013.2.21-22

103．（座長）芳賀紀裕　集学的治療・放射線化学療法（示説）
第85回日本胃癌学会総会，大阪，2013.2.27-3.1

104．（指定発言）石田秀行　急性虫垂炎の治療方針　－保存的治療vs.開腹手術vs.腹腔鏡手術
（ワークショップ）
第49回日本腹部救急医学会総会，福岡，2013.3.13-14

105．（座長）熊谷洋一　胃癌　化学療法２（示説）
第99回日本消化器病学会総会，鹿児島，2013.3.21-23

106．（司会）馬場裕之　周術期管理　栄養（示説）
第113回日本外科学会定期学術集会，福岡，2013.4.11-13

107．（司会）石橋敬一郎　大腸　化学療法-２（示説）
第113回日本外科学会定期学術集会，福岡，2013.4.11-13 

108．（司会）石田秀行　大腸４（口演）
第35回日本癌局所療法研究会，神戸，2013.5.31

109．（司会）石田秀行　外科系各科におけるがん分子標的治療－現状と展望－（シンポジウム）
第38回日本外科系連合学会学術集会，東京，2013.6.6-7

110．（司会）石橋敬一郎　消化器癌術前化学療法の意義と問題点（パネルディスカッション）
第38回日本外科系連合学会学術集会，東京，2013.6.6-7

111．（座長）石田秀行　大腸癌のバイオマーカー（示説）
第79回大腸癌研究会，大阪，2013.7.5 

112．（座長）石田秀行　進行・再発直腸癌３（企画関連口演）
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第68回日本消化器外科学会総会，宮崎，2013.7.17-19

113．（座長）石橋敬一郎　大腸　外科治療１（ミニオーラル）
第68回日本消化器外科学会総会，宮崎，2013.7.17-19

114．（座長）石橋敬一郎　大腸　合併症３（ミニオーラル）
第68回日本消化器外科学会総会，宮崎，2013.7.17-19

115．（座長）石田秀行　大腸-手術治療２（示説）
第11回日本消化器外科学会大会，東京，2013.10.11-12

116．（座長）石田秀行　大腸・小腸　分子標的４（口演）
第51回日本癌治療学会学術集会，京都，2013.10.24-26

117．（座長）石田秀行　大腸２（口演）
第31回埼玉県外科集談会，さいたま，2013.11.16

118．（司会）石田秀行　縫合不全の予防と治療（大腸）（ワークショップ）
第75回日本臨床外科学会総会，名古屋，2013.11.21-23

119．（座長）石田秀行　一般口演　プログラム委員会推薦演題-１（口演）
第26回日本外科感染症学会総会学術集会，神戸，2013.11.25-26

120．（司会）石田秀行　腹腔鏡下胃切除術における鏡視下再建の工夫５（主要関連演題：口演）
第26回日本内視鏡外科学会総会，福岡，2013.11.28-30

121．（座長）石田秀行　新しいWHO分類に基づいた内分泌腫瘍の診断と治療方針（口演）
第80回大腸癌研究会，東京，2014.1.24

122．（司会）石田秀行　Lynch症候群の診断と治療－最近の話題－（教育講演）
第10回日本消化管学会総会学術集会，福島，2014.2.14-15

123．（司会）持木彫人　鏡視下手術（口演）
第10回日本消化管学会総会学術集会，福島，2014.2.14-15

124．（司会）石橋敬一郎　腹部救急　下部（示説）
第10回日本消化管学会総会学術集会，福島，2014.2.14-15
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125．（司会）熊谷洋一　食道悪性（示説）
第10回日本消化管学会総会学術集会，福島，2014.2.14-15

126．（司会）石田秀行　閉塞性大腸癌に対する治療戦略（主題関連演題：口演）．
第50回日本腹部救急医学会総会，東京，2014.3.6-7

127．（座長）持木彫人　ハイリスク腹腔鏡手術（示説）
第86回日本胃癌学会総会，横浜，2014.3.20-22

128．（司会）石田秀行　大腸　化学療法－２（口演）
第114回日本外科学会定期学術集会，京都，2014.4.3-5

129．（司会）持木彫人　胃　基礎－１（示説）
第114回日本外科学会定期学術集会，京都，2014.4.3-5

130．（司会）石橋敬一郎　虫垂　手術（示説）
第114回日本外科学会定期学術集会，京都，2014.4.3-5

131．（座長）石田秀行　分子標的治療（口演）
第35回癌免疫外科研究会，大阪，2014.5.22-23

132．（座長）石田秀行　家族性大腸腫瘍（シンポジウム）
第20回日本家族性腫瘍学会学術集会，福島，2014.6.13-14

133．（座長）石田秀行　小腸・虫垂（示説）
第39回日本外科系連合学会学術集会，東京，2014.6.19-20

134．（座長）石田秀行　大腸11（口演）
第36回日本癌局所療法研究会，八尾，2014.6.27

135．（座長）熊谷洋一　T1b N0 食道癌1（示説）
第68回日本食道学会学術集会，東京，2014.7.3-4

136．（座長）石田秀行　高齢者大腸癌（75歳以上）の治療戦略（示説）
第81回大腸癌研究会, 名古屋，2014.7.4

137．（司会）石田秀行　結腸切除術におけるリスク評価と治療成績向上に向けた対策（パネル
ディスカッション）



― 222 ―

第69回日本消化器外科学会総会，郡山，2014.7.16-18

138．（座長）石橋敬一郎　大腸：外科治療１（ミニオーラル）
第69回日本消化器外科学会総会，郡山，2014.7.16-18

139．（座長）石田秀行　家族性腫瘍（口演）
第52回日本癌治療学会学術集会，横浜，2014.8.28-30

140．（座長）持木彫人　有害事象対策（口演）
第52回日本癌治療学会学術集会，横浜，2014.8.28-30

141．（Chairmen）Ishida H　Cancer Detection/Familial Cancer (Oral) 
The 14th Japan-China-Korea Colorectal Cancer Symposium, Osaka, Japan, 
2014.9.13-14

142．（座長）石田秀行　大腸９（示説）
第12回日本消化器外科学会大会，神戸，2014.10.25-26

143．（座長）石田秀行　大腸ステント１（示説）
第88回日本消化器内視鏡学会総会，神戸，2014.10.23-26

144．（座長）持木彫人　上部-周術期管理１（示説）
第88回日本消化器内視鏡学会総会，神戸，2014.10.23-26

145．（座長）石橋敬一郎　大腸ステント５（示説）
第88回日本消化器内視鏡学会総会，神戸，2014.10.23-26

146．（司会）持木彫人　腹腔鏡下胃手術の工夫２（口演）
第44回胃外科・術後障害研究会，富士，2014.10.30-31

147．（座長）石田秀行　閉塞性大腸癌に対する治療戦略２（要望演題：口演）
第69回日本大腸肛門病学会学術集会，横浜，2014.11.7-8

148．（座長）石田秀行　食道癌３（口演）
第66回日本気管食道科学会総会，高知，2014.11.13-14

149．（司会）石田秀行　治癒切除不能大腸癌に対するconversion therapy（ワークショップ）
第76回日本臨床外科学会総会，郡山，2014.11.20-22
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150．（座長）持木彫人　胃・十二指腸：悪性（口演）
第76回日本臨床外科学会総会，郡山，2014.11.20-22 

151．（座長）石橋敬一郎　直腸：悪性２（口演）
第76回日本臨床外科学会総会，郡山，2014.11.20-22

152．（座長）熊谷洋一　吻合部トラブルの低減を目指した食道癌再建術の工夫（口演）
第76回日本臨床外科学会総会，郡山，2014.11.20-22

153．（座長）石田秀行　進行大腸癌に対する腹腔鏡下手術を検証する（ミニオーラル）
第82回大腸癌研究会，東京，2015.1.22

154．（座長）持木彫人　私のこだわりの手技１（教育映像）
第87回日本胃癌学会総会，広島，2015.3.4-6

155．（司会）石田秀行　閉塞性大腸癌に対する標準治療―手術，イレウス管，ステント？―（シ
ンポジウム）
第51回日本腹部救急医学会総会，京都，2015.3.5-6
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講演会・懇話会など（2005.４-2015.３）

座長・司会

1．	 石田秀行　第１回大腸癌治療ガイドライン講座
さいたま，2006.9.1（アドバイザー）

2．	 石田秀行　消化器外科緩和ケア懇話会　
さいたま，2006.9.9（座長）

3．	 石田秀行　第２回西部第一（東）医療圏　消化器癌化学療法セミナー　
川越，2006.11.22（座長）

4．	 石田秀行　大腸癌化学療法WEB講演会
川越，2007.4.20　（司会）

5．	 石田秀行　埼玉地区座談会
さいたま，2007.6.8（司会）

6．	 石田秀行　川越市外来化学療法講演会　
川越，2007.6.15（座長）

7．	 石田秀行　第３回　大腸癌治療ガイドライン講座　
川越，2007.9.14（司会）

8．	 石田秀行　川越市外科医会臨床検討会
川越，2007.9.19（司会）

9．	 石田秀行　埼玉コロンセミナー特別講演
川越，2007.9.19（司会）

10．	 石田秀行　大腸癌外来化学療法研究会
さいたま，2007.12.8（座長）

11．	 石田秀行　アバスチン川越カンファレンス
川越，2008.3.12（特別講演司会）　

12．	 石田秀行　“がん診療連携拠点病院の役割”～大腸癌化学療法を中心に～
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東京，2008.4.23（司会）

13．	 松木盛行　川越外科臨床研究会　
川越，2008.9.25（座長）　

14．	 石田秀行　第２回川越外来化学療法懇話会
川越，2008.10.15（座長）

15．	 石田秀行　第10回川越消化器病談話会
川越，2008.10.23（座長）　

16．	 石田秀行　第10回　侵襲と生体反応研究会
東京，2009.2.21（司会）

17．	 石田秀行　BMKK　大腸がんセミナー
さいたま，2009.3.9（座長）

18．	 石田秀行　第１回　埼玉GIフォーラム
さいたま，2009.3.26（司会）

19．	 石田秀行　川越ゼローダ講演会
川越，2009.5.25（司会）　

20．	 石田秀行　第１回地域がん診療連携拠点病院埼玉医科大学総合医療センター　市民公開
講座
川越，2009.7.11（座長）

21．	 石田秀行　第７回　北関東上部消化管癌化学療法研究会　
さいたま，2009.10.31（特別講演座長）

22．	 石田秀行　大腸癌治療カンファレンス
川越， 2010.1.13（司会）

23．	 石田秀行　第11回　侵襲と生体反応研究会
さいたま，2010.2.27（司会）

24．	 石田秀行　外科領域における敗血症治療を考える会
川越，2011.4.15（座長） 
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25．	 石田秀行　大腸癌治療カンファレンス 2011 in 川越
川越，2011.5.18（司会） 

26．	 石田秀行　がん治療地域病診連携勉強会
川越，2011.5.20（司会） 

27．	 石田秀行　川越大腸がん治療セミナー
川越，2010.5.26（座長）

28．	 石田秀行　胃癌治療カンファレンス 2011 in 川越
川越，2011.6.8（司会） 

29．	 石田秀行　最先端消化器病フォーラム Meet the Expert～消化器疾患治療の最前線～
川越，2011.6.21（座長） 

30．	 石田秀行　がんの地域連携パスに関する勉強会 
川越，2011.7.19（司会） 

31．	 石田秀行　埼玉県大腸外科教育セミナー
さいたま，2011.9.2（座長） 

32．	 石田秀行　第２回西埼玉消化器外科手術手技カンファレンス 
川越，2011.10.12（座長） 

33．	 石田秀行　川越ヘルニアセミナー 
川越，2011.10.18（座長） 

34．	 石田秀行　大腸癌治療カンファレンス in 川越
川越，2011.11.2（座長） 

35．	 石田秀行　最新の大腸癌治療を考える会
さいたま，2012.2.4（座長） 

36．	 石橋敬一郎　第２回大腸癌治療ガイドライン講座－実践編－
川越，2012.2.17（司会） 

37．	 石田秀行　川越消化器外科 KAMPO セミナー
川越，2012.2.24（座長） 
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38．	 石田秀行　第１回埼玉大腸癌外科カンファレンス
さいたま，2012.3.5（座長） 

39．	 石田秀行　大腸癌治療カンファレンス in 川越 
川越，2012.3.30（座長）

40．	 石田秀行　最先端食道疾患フォーラム
川越，2012.4.4（座長）

41．	 石田秀行　埼玉西部敗血症治療セミナー
川越，2012.4.20（座長）

42．	 石田秀行　第１回川越「あしたのもと会」
川越，2012.4.23（座長）

43．	 石田秀行　Chugai Gastric Cancer Symposium in Kawagoe
川越，2012.7.11（座長）

44．	 熊谷洋一　埼玉医科大学総合医療センター消化管・一般外科／小川赤十字病院外科合同
キャンサーボード
川越，2012.7.25（座長）

45．	 石田秀行　埼玉消化器癌学術講演会
川越，2012.9.14（座長）

46．	 石田秀行　第２回埼玉県大腸外科教育セミナー
さいたま，2012.9.15（座長）

47．	 石田秀行　第３回西埼玉消化器外科手術手技カンファレンス
川越，2012.9.26（座長）

48．	 芳賀紀裕　川越外科臨床研究会
川越，2012.10.3（座長）

49．	 石田秀行　埼玉大腸癌術後補助化学療法講演会
さいたま，2012.11.9（司会）

50．	 石田秀行　大腸癌治療カンファレンスin 川越
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川越，2012.11.26（司会）

51．	 石田秀行　西埼玉エリア大腸癌術後補助化学療法懇話会
川越，2013.1.30（司会）

52．	 石橋敬一郎　埼玉大腸癌地域連携キャンサーボード
さいたま，2013.2.1（司会）

53．	 芳賀紀裕　第７回埼玉GIST 研究会
さいたま，2013.2.15（座長）

54．	 石田秀行　第７回埼玉GIST 研究会
さいたま，2013.2.15（座長）

55．	 石田秀行　第３回埼玉西部敗血症治療セミナー
川越，2013.4.19（座長）

56．	 石田秀行　胃がん市民公開講座
さいたま，2013.4.25（座長）

57．	 石田秀行　大腸癌治療カンファレンスin 川越
川越，2013.5.29（司会）

58．	 石田秀行　消化器外科DIC座談会
川越，2013.6.18（司会）

59．	 持木彫人　第12回群馬消化管機能研究会
前橋，2013.6.20（座長）

60．	 石田秀行　埼玉医科大学総合医療センター消化管・一般外科／小川赤十字病院外科合同
キャンサーボード
川越，2013.7.31（座長）

61．	 石田秀行　第３回埼玉県大腸外科教育セミナー～困難症例への取り組み～
さいたま，2013.9.21（司会）

62．	 石田秀行　第４回西埼玉消化器外科手術手技カンファレンス
川越，2013.10.30（座長）
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63．	 石田秀行　大腸癌治療カンファレンスin 川越
川越，2013.11.13（司会）

64．	 石橋敬一郎　埼玉大腸癌地域連携キャンサーボード
上尾，2014.1.17（司会）

65．	 石田秀行　第13回埼玉IBDカンファレンス
さいたま，2014.1.18（司会）

66．	 持木彫人　第４回埼玉県がん診療連携協議会合同キャンサーボード
川越，2014.2.1（座長）

67．	 石田秀行　大腸癌化学療法研修会
川越，2014.2.7（座長）

68．	 石田秀行　第20回北関東外科機能温存治療研究会
東京，2014.3.1（座長）

69．	 持木彫人　第20回北関東外科機能温存治療研究会
東京，2014.3.1（座長）

70．	 石田秀行　大腸癌治療ガイドライン講座
川越，2014.4.18（司会）

71．	 石田秀行　Saitama Colorectal Cancer Seminar
さいたま，2014.5.14（司会）

72．	 石橋敬一郎　Saitama Colorectal Cancer Forum
さいたま，2014.5.22（司会）

73．	 石田秀行　大腸癌治療カンファレンスin 川越
川越，2014.6.18（司会）

74．	 石田秀行　第４回埼玉県大腸外科教育セミナー
さいたま，2014.7.12（司会）

75．	 石田秀行　第４回埼玉西部敗血症治療セミナー
川越，2014.7.25（座長）
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76．	 石田秀行　第13回埼玉GM研究会
さいたま，2014.9.16（座長）

77．	 石田秀行　第22回消化器外科感染・管理検討委員会
東京，2014.9.17（座長）

78．	 石田秀行　Colorectal Cancer Symposium in SAITAMA 2014
さいたま，2014.9.19（司会）

79．	 石田秀行　第５回西埼玉消化器外科手術手技カンファレンス
川越，2014.10.15（座長）

80．	 持木彫人　川越外科臨床研究会
川越，2014.10.22（座長）

81．	 石田秀行　大腸癌治療カンファレンスin 川越
川越，2014.11.26（司会）

82．	 石田秀行　第１回リンチ症候群研究会シンポジウム
東京，2014.11.29（座長）

83．	 持木彫人　第１回埼玉上部消化器癌研究会
さいたま，2014.12.2（司会）

84．	 持木彫人　胃がん県民公開講座
さいたま，2015.1.31（座長）

教育講演・一般講演

1．	 大腸癌化学療法の臨床研究実施について．
石田秀行
西埼玉消化器ONCOLOGY研究会，川越，2007.11.14

2．	 消化器がん化学療法と地域連携．
石田秀行
消化器がん化学療法と地域連携学術講演会，盛岡，2007.11.16
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3．	 大腸癌治療と地域連携．
石田秀行
大腸癌治療地域連携講演会，金沢，2007.11.24

4．	 当院における外来化学療法mFOLFOX6の実際．
石橋敬一郎
第２回西埼玉消化器ONCOLOGY研究会，川越，2008.1.16

5．	 本邦でのFOLFOX療法・現状と副作用対策．
石橋敬一郎
Colorectal Cancer Symposium in NIIGATA，新潟，2008.3.5

6．	 大腸癌標準化学療法の実際．
石田秀行
第４回東部がん化学療法セミナー，春日部，2008.6.16

7．	 －治癒切除不能な進行・再発大腸癌の化学療法－．
石橋敬一郎
地域医療連携カンファレンス，川越，2008.7.30

8．	 大腸癌化学療法と地域連携．　
石田秀行
第２回　東群馬大腸がん懇話会，伊勢崎，2009.1.23　

9．	 大腸癌術後補助化学療法における治療戦略．
石田秀行
群馬ゼローダMeeting，前橋，2009.2.6　　

10．	 大腸癌化学療法と地域連携．
石田秀行
第２回　彩の国　大腸癌外来化学療法研究会，さいたま，2009.2.14

11．	 結腸癌術後補助化学療法の変遷と最新情報．
石橋敬一郎
川越Xeloda講演会，川越，2008.7.30

12．	 ガイドライン改訂をふまえた大腸癌化学療法の実際．
石田秀行
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大腸癌セミナー（川越），川越，2009.9.29　

13．	 FAP・UCに対する大腸（結腸）全摘　～低侵襲手術の工夫～．　
石橋敬一郎
第11回　川越消化器病談話会，川越，2009.10.8　

14．	 大腸癌治療における医療連携に関して．
石田秀行
第２回　北埼玉消化器癌カンファレンス，深谷，2009.11.12　

15．	 大腸癌化学療法の実際と地域連携．
石田秀行
西毛地区大腸癌懇話会，高崎，2009.11.13　　

16．	 大腸癌化学療法の治療戦略　～アドバンス・アジュバントの現状と展望．　
石田秀行
GI-WEBシンポジウム，さいたま，2010.3.10　

17．	 大腸がんに対する化学療法の変遷．　
岡田典倫
消化器癌セミナー　2010 in 熊谷，熊谷，2010.3.25　

18．	 ポリポージス総論（手術ビデオ供覧を含む）．
石橋敬一郎
第13回家族性腫瘍カウンセラー養成セミナー，藤沢，2010.8.27

19．	 大腸がん化学療法の治療戦略．
石橋敬一郎
群馬大腸癌治療講演会，前橋，2010.9.30

20．	 XELOX+Bevacizumab療法の取り組みについて．
石橋敬一郎
大腸癌治療カンファレンス in 川越，川越，2010.10.6

21．	 結腸癌の術後補助化学療法について．
石橋敬一郎
第３回　北埼玉消化器カンファレンス，深谷，2010.11.4
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22．	 だれにでも出来る低浸襲手術：小切開・SILS．
石田秀行 
第11回うつくしま臨床外科フォーラム，郡山，2011.7.22 

23．	 FOLFOX 療法の効果予測因子の探求～付随研究の臨床的意義～．
隈元謙介 
Colorectal Cancer Forum，東京，2011.8.27 

24．	 がんの診断と評価．
石橋敬一郎
地域がん診療連携拠点病院必修研修会（放射線治療ならびに化学療法の理解に向けて），
川越，2011.8.30

25．	 進行大腸がんの診断と治療．
石田秀行 
埼玉県病院薬剤師会 抗がん剤勉強会，さいたま，2011.10.5 

26．	 進行大腸がんの治療．
石田秀行 
がんプロフェッショナル養成プラン 北関東連携がん先進医療人育成プラン 合同セミナ
ー，前橋，2011.10.31 

27．	 大腸癌肝転移に対する薬物治療と手術治療．
石田秀行 
第11回新札幌がんフォーラム，札幌，2011.11.11 

28．	 Bevacizumab継続投与の有効性・安全性～SILK Study解析結果～．
石橋敬一郎 
Colorectal Cancer Conference　～カペシタビン・ベバシズマブの位置付け，前橋，
2011.11.13 

29．	 オキサリプラチンを用いた大腸癌術後補助化学療法．
石橋敬一郎 
第76回大腸癌研究会，ランチョンセミナー，宇都宮，2012.1.20 

30．	 大腸がんの外科治療と補助療法．
石田秀行 
市民公開講座 もっと知ってほしい大腸がんのこと in 埼玉，さいたま，2012.2.2 
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31．	 進行・再発大腸癌治療における最近の話題．
石橋敬一郎
大腸癌治療カンファレンスin 狭山，狭山，2012.5.14

32．	 ASCO 最新報告．
石橋敬一郎
第４回消化器癌セミナーin 熊谷，熊谷，2012.7.12

33．	 胃癌化学療法の現況と展望．
芳賀紀裕
埼玉医科大学総合医療センター消化管・一般外科／小川赤十字病院外科合同キャンサー
ボード，川越，2012.7.25

34．	 大腸癌化学療法における最新の知見．
石橋敬一郎
前橋 ─ 高崎Colorectal Cancer Board，前橋，2012.9.13

35．	 地域連携と大腸癌化学療法．
石田秀行
第２回伊勢志摩大腸癌化学療法研究会，伊勢，2012.11.2

36．	 大腸疾患に対する低侵襲手術の工夫．
石田秀行
第15回栃木県内視鏡外科研究会，宇都宮，2013.1.12

37．	 ASCO-GI 2013報告．
石橋敬一郎
第３回大腸癌治療ガイドライン講座－実践編－，川越，2013.4.19

38．	 遺伝性大腸癌の診断と治療．
石田秀行
岡山大腸腫瘍治療研究会，岡山，2013.4.26

39．	 大腸癌化学療法について～術後補助化学療法・進行再発癌に対する化学療法～．
石橋敬一郎
第67回抗がん剤研修会，さいたま，2013.5.9

40．	 押さえておきたい大腸癌術後補助化学療法の考え方．
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石橋敬一郎
第１回埼玉がん薬物療法講演会，さいたま，2013.5.16

41．	 最先端の胃癌治療．
持木彫人
市民講座，前橋，2013.6.29

42．	 切除不能な大腸癌に対する最近の化学療法．
石橋敬一郎
横須賀消化器癌化学療法学術講演会，横須賀，2013.7.12

43．	 家族性大腸腺腫症の外科治療と術後の注意点．
石田秀行
ハーモニー・ライフ講演会，東京，2013.9.29

44．	 遺伝性大腸癌の診断と治療～回腸嚢肛門吻合術のコツも含めて～．
石田秀行
第20回群馬肛門疾患懇話会，前橋，2013.10.31

45．	 最新の大腸癌治療～日本vs.欧米の治療法の違い～．
石田秀行
第12回薬薬連携研修会，川越，2013.11.1

46．	 胃癌治療の最前線．
持木彫人
川越市医師会学術講演会，川越，2013.11.5

47．	 胃癌に対する低侵襲治療と胃切除術後の消化管機能障害．
持木彫人
第328回日本消化器病学会関東支部例会，ランチョンセミナー，東京，2014.2.22 

48．	 遺伝性大腸癌の診断と治療の進歩．
石田秀行
第10回千葉県大腸疾患研究会，千葉，2014.3.8

49．	 大腸癌化学療法におけるゼローダの位置づけ．
石橋敬一郎　
Xeloda適正使用カンファレンスin 川越 Small meeting，川越，2014.3.20
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50．	 私のこだわり．
持木彫人
第４回埼玉上部消化管手術研究会，さいたま，2014.3.29

51．	 大腸癌治療におけるスチバーガの役割. 
石橋敬一郎
East Saitama Regorafenib Forum，越谷，2014.5.29

52．	 その点滴，本当にいりますか？ 
﨑元雄彦
第64回埼玉医科大学総合医療センター緩和ケア研究会，川越，2014.6.2

53．	 IBD外科治療の現状. 
石橋敬一郎
潰瘍性大腸炎・クローン病市民公開講座，川越，2014.6.8

54．	 分子生物学的観点からみたリンチ症候群大腸癌の治療戦略. 
石田秀行
第20回日本家族性腫瘍学会学術集会，ランチョンセミナー，福島，2014.6.14

55．	 Gastrointestinal motility-basic and clinical research. 
Mochiki Erito 
The 60th Annual Congress of International College of Surgeons : Japan 
Section，Takasaki，Japan, ランチョンセミナー，2014.6.14

56．	 遺伝性大腸癌：診断と治療の要点. 
石田秀行
第11回東京外科系臨床研究会フォーラム，東京，2014.6.21

57．	 大腸癌化学療法治療ライン別　各種臨床試験のOverview. 
石橋敬一郎
大腸がん化学療法Expert meeting in Saitama，さいたま，2014.7.8

58．	 大腸穿孔200例の検討. 
桑原公亀　石田秀行
第４回埼玉西部敗血症治療セミナー，川越，2014.7.25

59．	 保険診療に基づく最適な大腸癌治療戦略Up-to-Date. 
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石橋敬一郎
埼玉西部地区消化器・一般外科懇話会，川越，2014.7.25

60．	 当院における外来化学療法の取り組み. 
石橋敬一郎
第１回がん外来化学療法フォーラム，東京，2014.7.28

61．	 進行再発大腸がん最新知見と副作用コントロールのコツ. 
石橋敬一郎
北毛大腸がん治療セミナー，渋川，2014.8.1

62．	 大腸癌治療ガイドライン改訂にあたって. 
石橋敬一郎
新臨床消化器研究会サマーセミナー，川越，2014.8.2

63．	 消化管ポリポーシスと遺伝性大腸癌の最新知見. 
石田秀行
富士北麓地区消化器研究会，富士吉田，2014.8.5

64．	 遺伝性大腸癌の最新知見. 
石田秀行
第６回北陸消化器癌FORUM，金沢，2014.8.9

65．	 胃癌に対する手術治療と薬物療法．
持木彫人
第４回地域がん診療連携拠点病院必修研修会，川越，2014.9.9

66．	 症状コントロールとしての緩和的癌治療．
﨑元雄彦
第４回地域がん診療連携拠点病院必修研修会，川越，2014.9.9

67．	 大腸がん化学療法の最新の知見と副作用コントロール. 
石橋敬一郎
大腸がん化学療法カンファレンス，富士吉田，2014.9.12

68．	 当院におけるレゴラフェニブのマネージメンド.
石橋敬一郎
スチバーガ・コンソーシアム　カンファレンス，Web講演会，東京，2014.9.13
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69．	 胃癌治療の最新情報の提供.
持木彫人
中外eセミナー川越会場，川越，2014.10.10

70．	 食道胃接合部癌再発の危険因子の検討. 
福地　稔
第１回埼玉上部消化器癌研究会，さいたま，2014.12.2

71．	 大腸癌治療におけるスチバーガの役割. 
石橋敬一郎
福島県消化管外科セミナー，郡山，2014.12.5

72．	 ここまで進んだ胃がん治療－楽にそして諦めない治療－. 
持木彫人
消化器癌治療セミナーin 川越，川越，2015.1.28

その他の発表

1．	 幽門下リンパ節の著明な腫大を伴った早期胃癌の１例.
宮崎達也
第２回　川越胃がん勉強会，川越，2007.2.9　

2．	 mFOLFOX6におけるアレルギーと神経障害について.
岡田典倫
第２回DACHカンファレンス，さいたま，2008.6.21　 

3．	 mFOLFOX6療法が著効した直腸癌・同時性肝転移の１例.
久保田将
川越外科臨床研究会，川越，2008.9.25　 

4．	 当科における胃・十二指腸潰瘍穿孔の現状.
石畝　亨
BMKK　大腸がんセミナー，さいたま，2009.3.9

5．	 下肢深部静脈血栓症を契機に診断された進行胃癌の１例.
北岡　斎
川越外科臨床研究会，川越，2009.10.1
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6．	 化学療法と二期手術によって根治切除し得た胃癌同時性肝転移の１例.
石井正嗣
川越外科臨床研究会，川越，2009.10.1　

7．	 StageⅡ/Ⅲ(non-T4）食道癌ハイリスク症例における治療法の選択.
石畝　亨
第７回　北関東上部消化管癌化学療法研究会，さいたま，2009.10.31　　

8．	 当科における大腸穿孔の検討．
桑原公亀 
外科領域における敗血症を考える会，川越，2011.4.15 

9．	 当科における胃・十二指腸潰瘍穿孔の検討～術式，Helicobacter pylori 除菌率を中心
に～．
石畝　亨 
最先端消化器病フォーラム，川越，2011.6.21

10．	 大腸癌．
石橋敬一郎 
がんの地域連携パスに関する勉強会，川越，2011.7.19 

11．	 胃癌事前アンケート結果報告．
芳賀紀裕 
第１回胃癌 TV ネットワークセミナー，川越，2011.9.16 

12．	 StageIV 胃癌患者に対する免疫栄養剤使用への展望． 
桑原公亀 
埼玉西部地区 NST 講演会 がん免疫栄養について考える，川越，2011.9.30 

13．	 アンケート結果報告．
桑原公亀 
川越“あしたのもと会”，川越，2011.10.3 

14．	 局所・多発肝転移を呈した直腸カルチノイドの１例．
本城裕章 
川越外科臨床研究会，川越，2011.10.6 

15．	 当科での Panitumumab 施行症例．
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田島雄介 
第２回西埼玉消化器外科手術手技カンファレンス，川越，2011.10.12 

16．	 大腸がんを合併した潰瘍性大腸炎，クローン病の各 1 例．
天野邦彦 
第13回川越消化器病談話会，川越，2011.11.16

17．	 神経障害に対する対処法．
石橋敬一郎 
第９回西埼玉消化器 ONCOLOGY 研究会，川越，2012.2.13 

18．	 オキサリプラチンによる末梢神経障害に対する対策～Ca/Mg 剤を中心に～．
石橋敬一郎 
川越消化器外科 KAMPO セミナー，川越，2012.2.24 

19．	 上部消化管内視鏡診断～拡大・超拡大内視鏡について～. 
熊谷洋一
最先端食道疾患フォーラム，川越，2012.4.4

20．	 Herceptin+XP 療法の使用経験. 
芳賀紀裕
Chugai Gastric Cancer Symposium in Gunma，前橋，2012.4.27

21．	 根治切除不能胃癌における当科の治療方針． 
石畝　亨
Chugai Gastric Cancer Symposium in Kawagoe，川越，2012.7.11

22．	 重篤な転機をたどった過食による胃破裂の１例. 
近　範泰
第15回埼玉県外科医会外科臨床問題検討会，さいたま，2012.7.28

23．	 若手医師の行う開腹幽門側胃切除術．
芳賀紀裕
第１回埼玉上部消化管手術研究会，さいたま，2012.8.4

24．	 悪性大腸狭窄に対するステント治療～大腸用メタリックステントの有用性．
松澤岳晃　
北関東エリア大腸ステント講演会，さいたま，2012.9.21
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25．	 当科における腹腔鏡補助下大腸手術．
松澤岳晃
第３回西埼玉消化器外科手術手技カンファレンス，川越，2012.9.26

26．	 当科での大腸穿孔症例におけるリコモジュリンの使用経験．
桑原公亀
第３回埼玉西部敗血症治療セミナー，川越，2013.4.19

27．	 下部消化管穿孔の予後因子（在院死／生存に関する因子の検討）．
桑原公亀
消化器外科DIC座談会，川越，2013.6.18

28．	 下部直腸癌に関する１例．
渡辺雄一郎
埼玉医科大学総合医療センター消化管・一般外科／小川赤十字病院外科合同キャンサー
ボード，川越，2013.7.31

29．	 鼠径ヘルニア修復術後，メッシュプラグがS状結腸に穿通した１例．
村田知洋
川越外科臨床研究会，川越，2013.10.9

30．	 大腸ステント導入後の閉塞性大腸癌治療．
松澤岳晃
大腸ステント治療懇話会，東京，2013.12.5

31．	 閉塞で発症した多臓器転移直腸癌の１例．
近　範泰
埼玉大腸癌地域連携キャンサーボード，上尾，2014.1.17

32．	 進行胃癌に対する治療の現状．
石畝　亨
第４回埼玉県がん診療連携協議会合同キャンサーボード，川越，2014.2.1

33．	 家族性大腸腺腫症に随伴する多発十二指腸腺腫に対する膵温存十二指腸切除術．
渡辺雄一郎
第20回北関東外科機能温存治療研究会，東京，2014.3.1

34．	 蛍光法PDEを用いた食道癌手術中の再建胃管血流評価の探索的研究．
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石畝　亨
平成24年度若手医師育成研究費成果報告会，川越，2014.3.24

35．	 下降性壊死性縦隔炎．
福地　稔
第22回消化器外科感染・管理検討委員会症例検討会，東京，2014.9.17

36．	 壊死性下降性縦隔炎の１治療例．
柴田和恵
川越外科臨床研究会，川越，2014.10.22

パネリスト

1．	 石橋敬一郎　Colorectal Cancer Symposium in SAITAMA 2012，さいたま，2012.	
5.11

2．	 石田秀行　大腸癌肝転移治療セミナー，さいたま，2013.5.21

3．	 持木彫人　第１回さいたまLAGセミナー「No.６ 郭清」，さいたま，2013.7.13

4．	 松澤岳晃　第２回埼玉大腸癌化学療法講演会，さいたま，2013.12.3

5．	 持木彫人　第２回さいたまLAGセミナー「膵上縁郭清」，さいたま，2013.12.14

6．	 松澤岳晃　第７回埼玉県腹腔鏡下大腸切除懇話会，さいたま，2014.3.8

7．	 石橋敬一郎　埼玉県大腸癌治療セミナー　大腸癌薬物療法の現状と今後の課題とは？，さ
いたま，2014.10.8

8．	 石橋敬一郎　大腸癌治療カンファレンスin 川越　切除不能大腸癌化学療法のBest 
Practiceを考える，川越，2014.11.26
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表彰等





― 247 ―

表彰等（2005.４-2015.３）

1．	 石橋敬一郎【日本外科学会　研究奨励賞（2010年）】
Short-term intravenous antimicrobial prophylaxis in combination with 
preoperative oral antibiotics on surgical site infection and Methicillin-Resistant 
Staphylococcus Aureus infection in elective colon cancer surgery. Results of 
a prospective randomized trial. 
Surg Today 39: 1032-1039, 2009

2．	 傍島　潤【日本外科系連合学会　学会賞（2013年）】
進行結腸癌に対する横小切開法による根治術の経験．
日本外科系連合学会誌 37：924-931, 2012

3．	 田島雄介【日本外科系連合学会　学会賞（2014年）】
リンチ症候群の診療録から第１次スクリーニングを行う場合のpitfall．
日本外科系連合学会誌 38：944-949, 2013

4．	 久保憲生【第44回日本腹部救急医学会総会　会長賞（2008年）】
PMX-DHP療法施行大腸穿孔症例の短期予後規定因子の検討

5．	 大澤智徳【第21回日本消化器癌発生学会　優秀ポスター賞（2010年】
家族性大腸腺腫症に発生した甲状腺癌のAPC遺伝子の20アミノ酸リピート数の検討（自
験例２例と本邦報告例の検討）

6．	 隈元謙介【第21回日本消化器癌発生学会　優秀ポスター賞（2010年）】
胃癌におけるMECA-79発現の臨床的意義

7．	 石橋敬一郎【第９回日本消化器外科学会大会　ポスター優秀演題賞（2011年）】
原発巣mRNA発現からみた切除不能大腸癌肝転移に対するmFOLFOX6

8．	 隈元謙介【第９回日本消化器外科学会大会　ポスター優秀演題賞（2011年）】
当科における根治切除不能Stage IV大腸癌の治療成績

9．	 今泉英子【第49回日本癌治療学会学術集会　優秀演題賞（2011年）】
切除不能再発大腸癌K-ras野生型における１次治療mFOLFOX6+bevacizumab療法

10．	 北村智恵子（研修医）【第48回日本腹部救急医学会総会　研修医優秀賞（2012年）】
椎茸による食餌イレウスの1例
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11．	 持木彫人【第44回胃外科術後障害研究会　優秀演題賞（2014年）】
内圧測定法を用いた胃切除術後の消化管機能評価—幽門側胃切除術における迷走神経腹
腔枝温存の妥当性— 



━ 00 ━ 00 ━ 00 ━ 00  00 ━ 00  00  00 ━ 00 

獲得研究費等
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獲得研究費等（2005.４-2015.３）

1．	 隈元謙介
平成23年度厚生労働科学研究費補助金（基盤研究C）
大腸癌におけるING2遺伝子発現の臨床学的意義の検討

2．	 持木彫人
平成25年-27年度厚生労働科学研究費補助金（年基盤研究C）
胃切除術における迷走神経温存の消化管運動およびホルモン分泌からみた生理学的評価

3．	 熊谷洋一
平成26年度厚生労働科学研究費補助金（基盤研究C）
エンドサイトスコピーシステム（GIF-Y0002）を用いた食道病変の観察

4．	 石田秀行（分担）
平成27年度厚生労働科学研究費補助金（難治等（難）一般）
消化管良性多発腫瘍後発疾患の医療水準向上のための研究

5．	 隈元謙介
平成23年度埼玉医科大学研究グラント
大腸癌におけるマイクロRNA発現解析と薬剤感受性関連遺伝子の包括的研究

6．	 熊谷洋一
平成24年度埼玉医科大学研究グラント
エンドサイトスコピーシステム（GIF-Y0002）を用いた食道病変の観察

7．	 桑原公亀
平成24年度若手育成研究費（かもだ特別賞）
実臨床における遺伝性大腸癌スクリーニング法の確立と新規大腸癌関連遺伝子の発見に
向けて

8．	 幡野　哲
平成24年度若手育成研究費（かもだ研究支援賞）
下部進行直腸癌に対する術前化学放射線療法の効果予測因子の検索

9．	 石畝　亨
平成24年度若手育成研究費（かもだ研究奨励賞）
蛍光法PDEを用いた食道癌手術中の再建胃管血流の探索的研究
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10．	 田島雄介
平成24年度若手育成研究費（かもだ研究奨励賞）
切除不能進行大腸癌における薬剤代謝遺伝子の遺伝子多型は化学療法の効果予測因子と
なりうるか？

11．	 鈴木興秀
平成26年度若手育成研究費（かもだ研究支援賞）
各種腫瘍組織における免疫染色・マイクロサテライト不安定性検査からリンチ症候群候
補を同定する探索的研究

12．	 傍島　潤
平成26年度若手育成研究費（かもだ研究奨励賞）
蛍光法PDEを用いた食道癌手術中の再建胃管血流評価の探索的研究

13．	 近　範泰
平成26年度若手育成研究費（かもだ研究奨励賞）
大腸穿孔手術（待機的大腸癌手術）におけるHMGB1（high mobility group box-1）の
術後推移の検討

14．	 石田秀行（分担）
文部科学省　私立大学戦略的研究基盤形成支援事業（平成25年度～）
次世代医療を指向するゲノム医学総合研究拠点の創生と展開



━ 00 ━ 00 ━ 00 ━ 00  00 ━ 00  00  00 ━ 00 

倫理委員会申請研究課題
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倫理委員会申請研究課題

申請年度 申請番号 申請課題 申請者

2005年度 19

大腸癌肝転移に対する肝切除後の動注化学療法と全
身化学療法併用

（WHF+UFT/oralLV療法）の有効性に関する研究
（第Ⅲ相試験）

中田　博

　 31 RTP（rapid turnover protein）からみたNSTの
実質的効果の検討 﨑元　雄彦

2006年度 43 ELISA法による大腸癌核酸代謝酵素蛋白量の解析 石田　秀行

　 52

直腸癌術後補助化学療法におけるフッ化ピリミジン
系薬剤の有用性に関する多施設共同比較臨床試験

（治癒切除直腸癌に対するUFT療法とTS-1療法との
比較試験）

石田　秀行

　 60
薬物動態学からみた切除不能の進行・再発結腸・直
腸癌に対するmodified FOLFOX6療法の有効性と
安全性の検討

石橋　敬一郎

　 70 胃癌における核酸代謝関連酵素蛋白量および
mRNA発現量の解析 宮崎　達也

　 88 StageⅡ大腸癌に対する術後補助化学療法に関する
研究（第Ⅲ相臨床試験） 権田　剛

　 93
StageⅡ大腸癌における分子生物・病理学的マーカ
ーによる再発high-risk群とフッ化ピリミジン感受
性群の選択に関する研究

権田　剛

　 91 非切除・再発食道癌に対するDocetaxel, 
Nedaplatin, 5-FU併用化学療法（第Ⅱ相臨床試験） 宮崎　達也

　 92 非切除・再発食道癌に対するDocetaxel併用化学
放射線療法（第Ⅱ相臨床試験） 宮崎　達也

　 102 上部消化管手術における周術期経静脈抗菌薬の投与
期間短縮化に関する無作為割付非劣性比較試験 宮崎　達也

　 103 進行・再発胃癌に対するTS-1単独療法/TS-1+レ
ンチナン併用療法による第Ⅲ相試験 宮崎　達也

　 101 人工肛門閉鎖術の術式の違いによる合併症頻度など
の検討 岡田　典倫

2007年度 140
ERCC1およびTSの発現を指標とした切除不能の進
行・再発結腸・直腸癌に対するmodified FOLFOX6
療法の効果予測

石橋　敬一郎

　 141
切除不能進行胃癌および切除再発胃癌に対する
TS-1療法とTS-1+PSK療法の多施設共同無作為第
Ⅱ相比較臨床試験

宮崎　達也
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　 522
ERCC1およびTSの発現を指標とした切除不能の進
行・再発結腸・直腸癌に対するmodified FOLFOX6
療法の効果予測

石橋　敬一郎

　 43-Ⅱ ELISA法による大腸癌核酸代謝酵素蛋白量の解析 石田　秀行

2008年度 170 直腸癌手術に対する術後感染予防薬の投与期間に関
する比較試験 石橋　敬一郎

　 173

StageⅢ結腸癌治療切除例に対する術後補助化学療
法としてのUFT/Leucovorin療法とTS-1療法の第
Ⅲ相比較臨床試験および遺伝子発現に基づく効果予
測因子の探索的研究

横山　勝

　 174

切除不能・再発大腸癌に対するmFOLFOX6療法と
テ ガ フ ー ル・ ウ ラ シ ル（UFT）・ ロ イ コ ボ リ ン

（Leucovorin）療法によるModified OPTIMOXの
探索的検討

石田　秀行

　 187
治療切除不能御大腸癌患者に対するBevacizumab
治療継続の有効性・安全性及び治療効果予測因子に
関する研究　臨床第Ⅱ相試験SILK study

石田　秀行

　 190
StageⅢ（Dukes’S）結腸癌治療切除例に対する
術後補助化学療法としてのカペシタビンの至適投与
期間に関するランダム化第Ⅲ相比較試験

石田　秀行

　 192 大腸癌の転移・浸潤因子および抗癌剤感受性関連因
子の包括的検討 石田　秀行

　 198 新規癌抑制遺伝子候補SVS-1の腫瘍内発現に関す
る研究 桑原　公亀

　 522-Ⅱ
ERCC1およびTSの発現を指標とした切除不能の進
行・再発結腸・直腸癌に対するmodified FOLFOX6
療法の効果予測

石橋　敬一郎

　 197 高齢者における切除不能進行胃癌に対するTS-1+
レンチナン併用療法の第Ⅱ相試験 石田　秀行

　 199 結腸切除手術時の術前処置におけるsennosideと
polyethylene glycolの前向き比較臨床研究 桑原　公亀

　 214
切除不能進行・再発胃がんに対する
Paclitaxel+Cisplatin+5-Fluorouracil併用療法の
第Ⅱ相臨床試験

石田　秀行

　 215
S-1単独療法に治療抵抗性を示した進行・再発胃癌
に対するCPT-11+CDDP併用化学療法VS CPT-
11単独療法の無作為化比較第Ⅲ相臨床試験

石田　秀行

　 217 漿膜浸潤胃癌症例を対象とした術後補助化学療法の
Factorial Designによるランダム化比較試験 石田　秀行

　 216 大腸癌化学療法による肝繊維及び脂肪肝炎に対する
非侵襲的評価の検討 岡田　典倫
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　 225 胃全摘手術に対する術後感染予防薬の投与期間に関
する比較研究 宮崎　達也

　 567 大腸癌に対する2nd line FOLFIRI+Erbitax療法の
臨床第２相試験（FLIER） 石田　秀行

　 234

pTNM stageⅡ直腸癌症例に対する手術単独療法
及びUFT/PSK療法のランダム化第Ⅲ相比較臨床試
験多施設共同比較臨床試験（治癒切除直腸癌に対す
る手術単独療法と手術+UFT/PSK療法との比較試
験)　JFMC38

石橋　敬一郎

　 237 大腸癌に対する2nd line FOLFIRI+Erbitax療法の
臨床第２相試験（FLIER） 石田　秀行

　 239 上部消化管癌の転移・浸潤因子および抗癌剤・放射
線感受性関連因子の包括的検討 宮崎　達也

　 235

「抗がん剤の神経毒性に関するQOL研究」に関する、
多施設共同比較臨床試験（結腸直腸癌症例における
oxaliplatin投与症例における神経毒性を主とした
QOLに及ぼす影響についての前向き調査研究）

石橋　敬一郎

　 248
治癒切除不能な進行・再発の結腸・直腸癌患者に対
するmodified（m）FOLFOX7間欠投与+ベバシツ
マブ（BV）療法の併用第Ⅱ相臨床-CRAFT試験-

石田　秀行

　 251
治癒切除結腸癌（StageⅢ）を対象としたフッ化ピ
リミジン系薬剤を用いた術後補助化学療法の個別化
治療に関するコホート研究

石橋　敬一郎

2009年度 187-Ⅱ
治癒切除不能大腸癌患者に対するBevacizumab治
療継続の有効性・安全性及び治療効果予測因子に関
する研究　臨床第Ⅱ相試験　SILK study

石田　秀行

　 261 mFOLFOX6+BV（ベバシズマブ）療法後の肝切
除の有効性と安全性の検討-第Ⅱ相臨床試験- 石橋　敬一郎

　 262
FOLFOX療法に起因する末梢神経症状に対する牛
車腎気丸の有効性を検討する二重盲検無作為比較第
Ⅱ相臨床試験（GONE Studdy）

石橋　敬一郎

　 263
胃癌・結腸癌開腹手術患者に対する術前術後免疫増
強健康食品（GPS）摂取の効果に関する無作為第
Ⅱ相比較試験

石橋　敬一郎

　 255-Ⅱ 胃全摘手術に対する術後感染予防薬の投与期間に関
する比較研究 芳賀　紀裕

　 277

オキサリプラチン、ベバシズマブ既治療進行再発　大
腸癌に対する２次治療ベバシズマブ併用　FOLFIRI療
法におけるベバシズマブ至適投与量の第Ⅲ相ランダ
ム化比較試験（EAGLE trial）

石橋　敬一郎

　 140-Ⅱ
ERCC1,TSなどの発現を指標とした切除不能の進
行・再発結腸・直腸癌に対するmodified FOLFOX6
療法の効果予測

石橋　敬一郎
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　 192-Ⅱ 大腸癌の転移・浸潤因子および抗癌剤感受性関連因
子の包括的検討 石橋　敬一郎

　 239-Ⅱ 上部消化管癌の転移・浸潤因子および抗癌剤・放射
線感受性関連因子の包括的検討 芳賀　紀裕

　 290 大腸がんにおけるKRAS遺伝子変異率の検討 石橋　敬一郎

　 522-Ⅲ
ERCC1およびTSの発現を指標とした切除不能の進
行・再発結腸・直腸癌に対するmodified FOLFOX6
療法の効果予測

石橋　敬一郎

2010年度 305
StageⅢ結腸癌治癒切除例に対する補助化学療法と
してのmFOLFOX6療法（L-OHP+l-LV/5-FU）の
臨床第Ⅱ相試験

石田　秀行

　 592
遺伝性大腸癌の遺伝子変異の様態と形質発現との関
連性の解析による臨床応用の可能性の研究（臨床的
腫瘍病理学的研究、遺伝子解析研究）

石田　秀行

　 315 直腸癌治癒切除術例に対する手術後のQOLに影響
する関連要因の包括的検討 岡田　典倫

　 317
EGFR陽性及びKRAF・BRAF野生型の進行・再発
の結腸・直腸癌に対するFOLFOX又はXELOX+ 
Erbitux併用療法の第Ⅱ相試験（FLEET試験）

石橋　敬一郎

　 325 侵襲（手術・感染）に惹起される分子マーカーに関
する探索的研究 桑原　公亀

　 337 消化器腫瘍の発生・進展に関わる因子の探索的研究 石田　秀行

　 606 消化器腫瘍の発生・進展に関わる因子の探索的研究
(遺伝子解析研究・腫瘍病理学的研究) 石田　秀行

　 261-Ⅱ
大腸癌肝転移（H2,H3）に対するmFOLFOX6+BV

（ベバシズマブ）療法後の肝切除の有効性と安全性
の検討-第Ⅱ相臨床試験-

石橋　敬一郎

　 357 治癒切除不能進行・再発大腸癌に対する初回化学療
法の治療成績のプール解析による検討 石橋　敬一郎

　 358
後期高齢者における治癒切除不能な進行・再発の結
腸・直腸患者に対するXELOX+ベバシズマブ（BV）
療法の併用第Ⅱ相臨床試験（ASCA Trial）

石橋　敬一郎

　 359

化学療法既治療の進行再発大腸癌に対するオキサリ
プラチン再投不の有効性とXELOX療法の至適投不
スケジュールを検討する無作為化第Ⅱ相臨床試験

（ORION study）

石橋　敬一郎

　 197-Ⅱ 高齢者における切除不能進行胃癌に対するTS-1+
レンチナン併用療法の第Ⅱ相試験 石田　秀行

　 362
StageⅡ/StageⅢ結腸癌治癒切除例に対する 術後
補助化学療法としてのmFOLFOX6療法の 認容性
に関する検討（JOIN Trial）

石橋　敬一郎
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　 369
局所進行胃癌に対する術前 docetaxel＋cisplatin
＋S-1併用療法＋外科切除の第Ⅱ相臨床試験（多施
設共同試験）

芳賀　紀裕

　 377
大腸癌におけるオキサリプラチンの末梢神経障害に
対する漢方薬：牛車腎気丸の有用性に関する多施設
共同二重盲検ランダム化比較検証試験（第Ⅲ相試験）

石田　秀行

　 380 直腸癌手術に対する術後感染予防薬の投与期間に関
する比較試験（２） 石橋　敬一郎

　 381
胃癌・結腸癌開腹手術患者に対する術前術後免疫増
強健康食品（GPS）摂取の効果に関する無作為第
Ⅱ相比較試験（２）

石橋　敬一郎

　 382
S-1単独療法に治療抵抗性を示した進行・再発胃癌
に対するCPT-11+CDDP併用化学療法VS CPT-
11単独療法の無作為化比較第Ⅲ相臨床試験（２）

芳賀　紀裕

　 383 胃全摘手術に対する術後感染予防薬の投与期間に関
する比較研究（２） 芳賀　紀裕

　 616
StageⅡ/StageⅢ結腸癌治癒切除例に対する術後
補助化学療法としてのmFOLFOX6療法の認容性に
関する検討（JOIN Trial）附随研究

石橋　敬一郎

　 199-Ⅱ 結腸切除手術時の術前処置におけるsennosideと
polyethylene glycolの前向き比較臨床研究 桑原　公亀

　 389 新規癌抑制遺伝子候補SVS-1の腫瘍内発現に関す
る研究 桑原　公亀

　 396
大腸がん化学療法に起因する口腔粘膜炎に対する半
夏寫心湯の有効性を検討する二重盲検無作為化比較
第Ⅱ相臨床試験（HANGESHA-C Study）

岡田　典倫

　 397
胃がん化学療法に起因する口腔粘膜炎に対する半夏
寫心湯の有効性を検討する二重盲検無作為化比較第
Ⅱ相臨床試験（HANGESHA-G Study）

岡田　典倫

2011年度 251-Ⅱ
治癒切除結腸癌（StageⅢ）を対象としたフッ化ピ
リミジン系薬剤を用いた術後補助化学療法の個別化
治療に関するコホート研究　B-CAST

石橋　敬一郎

　 277-Ⅱ

オキサリプラチン、ベバシズマブ既治療進行再発　
大 腸 癌 に 対 す る ２ 次 治 療 ベ バ シ ズ マ ブ 併 用　
FOLFIRI療法におけるベバシズマブ至適投与量の第
Ⅲ相ランダム化比較試験（EAGLE trial）

石橋　敬一郎

　 432 進行癌患者へのEPA含有経口濃厚流動食（ONS）
の有用性と分子マーカーに関する探索的研究 桑原　公亀

　 435
治癒切除不能な進行・再発の結腸・直腸癌患者に対
する CapeOx間欠投与＋ベバシズマブ（BV）療法　
多施設共同第Ⅱ相臨床試験 ‐ VOICE試験 ‐

石橋　敬一郎
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　 305-Ⅱ
StageⅢ結腸癌治癒切除例に対する補助化学療法と
してのmFOLFOX6療法（L-OHP+l-LV/5-FU）の
臨床第Ⅱ相試験

石田　秀行

　 449

切除不能進行・再発大腸癌に対する一次治療として
のFOLFOXまたはFOLFIRI＋panitumumab併用療
法の有効性・安全性に関する検討 －第Ⅱ相試験－　
PaFF-J

石橋　敬一郎

　 450 治癒切除不能な進行・再発胃癌症例におけるHER2
の検討　-観察研究- 石田　秀行

　 451

前治療歴を有するHER2強陽性* （IHC3＋または，
IHC2＋かつFISH＋）進行・再発胃癌症例を対象と
するトラスツズマブ/パクリタキセル併用療法 ‐ 第
Ⅱ相試験 ‐

石田　秀行

　 476 がん化学療法に伴う貧血に関する実態調査（ＣＩＡ
調査） 石田　秀行

　 480

治癒切除不能な進行・再発大腸癌患者の二次治療に
対するXELIRI+　Bevacizumab療法の有効性・安
全性に関する研究- capecitabine及びbevacizumab
のBeyond Progression Disease -　SILK-Ⅱ

石橋　敬一郎

　 481
T3またはT4のStageⅡ/Ⅲ直腸癌に対する術前化
学療法としてのmFOLFOX6療法の有効性および安
全性の検討　多施設共同第II相臨床試験（FACT）

石橋　敬一郎

　 486

開腹下胃全摘術施行後の消化管機能異常に対する大
建中湯（DKT：TJ-100）の臨床的効果～予防的効
果に関する探索的検討～（プラセボを対照とした多
施設二重盲検群間比較試験）

芳賀　紀裕

　 497

遺伝子解析による大腸がん治療薬の感受性及び副作
用予測に関する臨床研究－modified FOLFOX6±
BevacizumabおよびFOLFIRI±Bevacizumab－　
PMSGC

石田　秀行

　 511

EGFR陽性・KRAS野生型の進行・再発大腸癌症例
に対する一次治療FOLFIRI+Cetuximab（q2w）
併用療法および二次治療mFOLFOX6 /XELOX 
+Bevacizumab併用療法の検討　GARNET

石橋　敬一郎

　 512 新規癌抑制遺伝子候補ALEX1の腫瘍内発現と臨床
病理学的因子・予後との関係に関する研究 桑原　公亀

　 526 エンドサイトスコピーシステム（Endocytoscopy 
system）による食道病変の探索的研究 熊谷　洋一

　 527 蛍光法PDEを用いた食道癌手術中の再建胃管血流
評価の探索的研究 熊谷　洋一



― 261 ―

2012年度 449-Ⅱ

切除不能進行・再発大腸癌に対する一次治療として
のFOLFOXまたはFOLFIRI＋panitumumab併用療
法の有効性・安全性に関する検討 －第Ⅱ相試験－　
PaFF-J

石橋　敬一郎

　 538 再発危険因子を有する StageⅡ大腸癌に対する 
UFT/LV療法の臨床的有用性に関する研究 傍島　潤

　 101-Ⅱ 人工肛門閉鎖術の術式の違いによる合併症頻度など
の検討 傍島　潤

　 216-Ⅱ 大腸癌化学療法による肝繊維及び脂肪肝炎に対する
非侵襲的評価の検討 桑原　公亀

　 337-Ⅱ 消化器腫瘍の発生・進展に関わる因子の探索的研究 石田　秀行

　 305-Ⅲ

StageⅢ結腸癌治癒切除例に対する補助化学療法と
し て のmFOLFOX 6療 法（L-OHP+l-LV/5-FU）/
XELOX療法（L-OHP+Capecitabine）の臨床第
Ⅱ相試験FACOS

石田　秀行

　 581 消化器外科周術期合併症例の病態解析とその対策に
関する検討 桑原　公亀

　 583

KRAS野生型切除可能大腸癌肝転移に対する術後補
助 化 学 療 法mFOLFOX6と 周 術 期 化 学 療 法
mFOLFOX6+セツキシマブの第Ⅲ相ランダム化比
較試験（EXPERT試験）

馬場　裕之

　 584 「胃癌化学療法中に発生した口内炎に対するエレン
タール®の軽減効果」に関する探索的研究 桑原　公亀

　 592 大腸ステント多施設共同前向き安全性観察研究 松澤　岳晃

　 432-Ⅱ 進行癌患者へのEPA含有経口濃厚流動食（ONS）
の有用性と分子マーカーに関する探索的研究 桑原　公亀

　 592-Ⅱ
遺伝性大腸癌の遺伝子変異の様態と形質発現との関
連性の解析による臨床応用の可能性の研究（臨床的
腫瘍病理学的研究，遺伝子解析研究）

石田　秀行

　 609 大腸癌の予後予測因子（臨床病理学的因子） 石橋　敬一郎

　 610 進行・再発大腸癌の各種化学療法と臨床的効果予測
因子との関係 石橋　敬一郎

　 611 大腸癌肝転移の肝所属リンパ節転移が予後に与える
影響について 石橋　敬一郎

　 612 遺伝性大腸癌（リンチ症候群，家族性大腸腺腫症な
ど）の臨床病理学的検討 松澤　岳晃

　 613 胃癌の予後予測因子の解明 芳賀　紀裕
　 614 食道癌術後合併症のリスク因子の解明 熊谷　洋一
　 615 食道癌に対する治療法別の予後解析 熊谷　洋一
　 616 食道癌に対する拡大内視鏡の有用性 熊谷　洋一
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　 617 高齢者消化器癌手術における適切な術式選択とその
妥当性の評価 石田　秀行

　 618 消化器外科領域の腹腔鏡手術の低侵襲性とその評価 芳賀　紀裕
　 619 穿孔性腹膜炎の予後予測因子の検討 桑原　公亀

　 620 稀な腫瘍（小腸悪性腫瘍，後腹膜腫瘍）の臨床病理
学的検討と治療成績 馬場　裕之

　 621 そけいヘルニア術式の選択と再発・合併症の検討 傍島　潤

　 622 家族性大腸腺腫症・潰瘍性大腸炎に対する大腸全摘
術の工夫と成績 松澤　岳晃

　 623 胃切除・直腸切除におけるドレーン留置の必要性 傍島　潤

　 624 消化器癌手術における手術部位観戦のリスク因子解
析 芳賀　紀裕

　 625 消化器外科手術におけるクリニカルパス，first-
track surgeryの評価 傍島　潤

　 635

EGFR陽性及びKRAS codon G13Dの進行・再発
の結腸・直腸癌に対するBSC（Best Supportive 
Care） とCetuximab（Erbitux） とIrinotecan+ 
Cetuximab（Erbitux）併用療法のランダム化比較
第II相試験（G13）

石橋　敬一郎

　 636

KRAS野生型転移性大腸癌に対する２次治療パニツ
ムマブ＋イリノテカン±フッ化ピリミジン系薬剤併
用療法のランダム化臨床第Ⅱ相試験（PACIFIC 
study） 

石田　秀行

　 643
StageⅡ・Ⅲ大腸癌治癒切除例に対する術後補助化
学療法としてのUFT/Leucovorin療法における抗
癌剤効果予測因子のmRNA発現分布調査

石橋　敬一郎

　 648 肛門機能温存を目指したT3T4NO-2直腸癌に対す
る術前化学放射線療法の探索的研究 石田　秀行

　 665
食道胃接合部癌の至適リンパ節郭清範囲を検討する
ための全国調査

（多施設共同研究）
芳賀　紀裕

　 675

StageⅢ結腸癌治癒切除例に対する術後補助化学療
法としてのmFOLFOX6療法またはXELOX療法に
おける5-FU系抗がん剤およびオキサリプラチンの
至適投与期間に関するランダム化第Ⅲ相比較臨床試
験（ACHIEVE trial）

石橋　敬一郎

　 676 食道表在癌発癌早期の血管新生に関する観察研究 熊谷　洋一

　 435-Ⅱ
治癒切除不能な進行・再発の結腸・直腸癌患者に対
する CapeOx間欠投与＋ベバシズマブ（BV）療法　
多施設共同第Ⅱ相臨床試験 ‐ VOICE試験 ‐

石橋　敬一郎

　 713 家族性大腸腺腫症に対する大腸癌予防のための内視
鏡介入試験 石田　秀行
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　 610-Ⅱ 進行・再発大腸癌の各種化学療法と臨床的効果予測
因子との関係 石橋　敬一郎

2013年度 481-Ⅱ
T3またはT4のStageⅡ/Ⅲ直腸癌に対する術前化
学療法としてのmFOLFOX6療法の有効性および安
全性の検討　多施設共同第II相臨床試験（FACT）

石橋　敬一郎

　 756 家族性大腸腺腫症（FAP）に関する後方視的多施
設研究 石橋　敬一郎

　 612-Ⅱ 遺伝性大腸癌（リンチ症候群，家族性大腸腺腫症な
ど）の臨床病理学的検討 松澤　岳晃

　 618-Ⅱ 消化器外科領域の腹腔鏡手術の低侵襲性とその評価 松澤　岳晃
　 619-Ⅱ 穿孔性腹膜炎の予後予測因子の検討 桑原　公亀
　 809 大腸癌に対する手術成績に関する後方視的研究 石田　秀行

　 480-Ⅱ

治癒切除不能な進行・再発大腸癌患者の二次治療に
対するXELIRI+　Bevacizumab療法の有効性・安
全性に関する研究- capecitabine及びbevacizumab
のBeyond Progression Disease -　SILK-Ⅱ

石橋　敬一郎

　 833 直腸癌リンパ節診断に関する後方視的研究 幡野　哲

　 852 Niti-S大腸ステント多施設共同前向き安全性観察研
究 松澤　岳晃

　 325-Ⅱ 侵襲（手術・感染）に惹起される分子マーカーに関
する探索的研究 鈴木　興秀

　 874 腹腔鏡下幽門側胃切除術における迷走神経腹腔枝温
存の有効性の検討 持木　彫人

　 875
StageⅢの治癒切除胃癌に対する術後補助化学療法
としてのTS-1＋Docetaxel併用療法とTS-1単独療
法のランダム化比較第Ⅲ相試験

持木　彫人

　 876
StageⅢ治癒切除胃癌症例におけるTS-1術後補助
化学療法の予後予測因子および副作用発現の危険因
子についての探索的研究

持木　彫人

　 892 内痔核に対するALTA療法の治療成績の検討 石橋　敬一郎

　 511-Ⅱ

EGFR陽性・KRAS野生型の進行・再発大腸癌症例
に対する一次治療FOLFIRI+Cetuximab（q2w）
併用療法および二次治療mFOLFOX6 /XELOX 
+Bevacizumab併用療法の検討　GARNET

石橋　敬一郎

　 592-Ⅱ 大腸ステント多施設共同前向き安全性観察研究 松澤　岳晃

　 592-Ⅲ
遺伝性大腸癌の遺伝子変異の様態と形質発現との関
連性の解析による臨床応用の可能性の研究（臨床的
腫瘍病理学的研究，遺伝子解析研究）

石田　秀行

　 905

大腸癌に対するoxaliplatin併用の術後補助化学療法
終了後６か月以降再発例を対象としたoxaliplatin 
based regimenの有効性を検討する第Ⅱ相臨床試
験（INSPIRE study）

石橋　敬一郎
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　 675-Ⅱ

StageⅢ結腸癌治癒切除例に対する術後補助化学療
法としてのmFOLFOX6療法またはXELOX療法に
おける5-FU系抗がん剤およびオキサリプラチンの
至適投与期間に関するランダム化第Ⅲ相比較臨床試
験（ACHIEVE trial）

石橋　敬一郎

　 747

遺伝性消化管腫瘍症候群（ポリポーシス及び関連癌
を含む）における原因遺伝子の同定と新たな原因候
補遺伝子の探索-次世代シークエンシング技術を利
用して-

石田　秀行

　 613-Ⅱ 胃癌の予後予測因子の解明 持木　彫人

　 624-Ⅱ 消化器癌手術における手術部位観戦のリスク因子解
析 持木　彫人

　 924 免疫彩色・マイクロサテライト不安定性検査からリ
ンチ症候群候補を同定する探索的研究 石田　秀行

　 925

遺伝性消化管腫瘍症候群（ポリポーシス及び関連癌
を含む）における原因遺伝子の同定と新たな原因候
補遺伝子の探索-次世代シークエンシング技術を利
用して-

石田　秀行

　 926 遺伝性大腸癌の遺伝子変異の様態と形質発現との関
連性の解析による臨床応用の可能性の研究 石田　秀行

2014年度 636-Ⅱ

KRAS野生型転移性大腸癌に対する２次治療パニツ
ムマブ＋イリノテカン±フッ化ピリミジン系薬剤併
用 療 法 の ラ ン ダ ム 化 臨 床 第II相 試 験（PACIFIC 
study） 

石田　秀行

　 526-Ⅱ エンドサイトスコピーシステム（Endocytoscopy 
system）による食道病変の探索的研究 熊谷　洋一

　 527-Ⅱ 蛍光法PDEを用いた食道癌手術中の再建胃管血流
評価の探索的研究 熊谷　洋一

　 940 大腸癌腹膜播種の客観的評価方法に関する多施設共
同前向き観察研究 松澤　岳晃

　 941
進行下部直腸癌に対する照射野を小骨盤に限局した
術前化学放射線療法の多施設共同第Ⅱ相臨床試験

（OCD1401）
石橋　敬一郎

　 950 全国大腸癌肝転移登録事業および登録情報に基づく
研究 石橋　敬一郎

　 924-Ⅱ 免疫彩色・マイクロサテライト不安定性検査からリ
ンチ症候群候補を同定する探索的研究 石田　秀行

　 957
進行・再発大腸癌を対象としたオキサリプラチン再
導入biweekly S-1+Oxaliplatin（SOX）療法の有
効性を検討する第Ⅱ相臨床試験　ORION2

石橋　敬一郎
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　 635-Ⅱ

EGFR 陽性及びKRAS codon G13D の進行・再発
の結腸・直腸癌に対するBSC（Best Supportive 
Care）とCetuximab（Erbitux）とIrinotecan+ 
Cetuximab（Erbitux）併用療法のランダム化比較
第Ⅱ相試験（G13）

石橋　敬一郎

　 538-Ⅱ 再発危険因子を有する Stage Ⅱ大腸癌に対する 
UFT/LV療法の臨床的有用性に関する研究 傍島　潤

　 924-Ⅲ 免疫彩色・マイクロサテライト不安定性検査からリ
ンチ症候群候補を同定する探索的研究 石田　秀行

　 926-Ⅱ 遺伝性大腸癌の遺伝子変異の様態と形質発現との関
連性の解析による臨床応用の可能性の研究 石田　秀行

　 747-Ⅱ

遺伝性消化管腫瘍症候群（ポリポーシス及び関連癌
を含む）における原因遺伝子の同定と新たな原因候
補遺伝子の探索-次世代シークエンシング技術を利
用して-

石田　秀行

　 609-Ⅱ 大腸癌の予後予測因子（臨床病理学的因子） 石橋　敬一郎

　 610-Ⅲ 進行・再発大腸癌の各種化学療法と臨床的効果予測
因子との関係 石橋　敬一郎

　 611-Ⅱ 大腸癌肝転移の肝所属リンパ節転移が予後に与える
影響について 石橋　敬一郎

　 614-Ⅱ 食道癌術後合併症のリスク因子の解明 熊谷　洋一
　 615-Ⅱ 食道癌に対する治療法別の予後解析 熊谷　洋一
　 616-Ⅱ 食道癌に対する拡大内視鏡の有用性 熊谷　洋一

　 617-Ⅱ 高齢者消化器癌手術における適切な術式選択とその
妥当性の評価 石田　秀行

　 620-Ⅱ 稀な腫瘍（小腸悪性腫瘍，後腹膜腫瘍）の臨床病理
学的検討と治療成績 松澤　岳晃

　 621-Ⅱ そけいヘルニア術式の選択と再発・合併症の検討 傍島　潤

　 622-Ⅱ 家族性大腸腺腫症・潰瘍性大腸炎に対する大腸全摘
術の工夫と成績 松澤　岳晃

　 623-Ⅱ 胃切除・直腸切除におけるドレーン留置の必要性 傍島　潤

　 625-Ⅱ 消化器外科手術におけるクリニカルパス，first-
track surgeryの評価 傍島　潤

　 876-Ⅱ
StageⅢ治癒切除胃癌症例におけるTS-1 術後補助
化学療法の予後予測因子および副作用発現の危険因
子についての探索的研究

持木　彫人

　 1033 食道表在癌発癌早期の血管新生に関する観察研究 熊谷　洋一

　 747-Ⅲ

遺伝性消化管腫瘍症候群（ポリポーシス及び関連癌
を含む）における原因遺伝子の同定と新たな原因候
補遺伝子の探索-次世代シークエンシング技術を利
用して-

石田　秀行
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　 480-Ⅲ

治癒切除不能な進行・再発大腸癌患者の二次治療に
対するXELIRI+　Bevacizumab療法の有効性・安
全性に関する研究- capecitabine及びbevacizumab
のBeyond Progression Disease -　SILK-Ⅱ

石橋　敬一郎

　 1059 切除不能胃癌のconversion surgeryに関する観察
研究 福地　稔

　 1060
エンドサイトスコピーシステム（Endocytoscopy 
system）による家族性大腸腺腫症に随伴する十二
指腸病変の探索的研究

熊谷　洋一

　 1067
胃カルチノイドRindiⅢ型（Neuroendocrine Tumor 
Grade 1，2；NET G1，2）のリンパ節転移危険因
子に関する多施設共同後ろ向き研究

持木　彫人

　 1107
Stage Ⅲ 結 腸 癌 術 後 補 助 化 学 療 法 と し て の
FOLFOX療法による末梢神経障害へのクレスチン
併用効果の検討

石橋　敬一郎

　 1067-Ⅱ
胃カルチノイドRindiⅢ型（Neuroendocrine Tumor 
Grade 1，2；NET G1，2）のリンパ節転移危険因
子に関する多施設共同後ろ向き研究

持木　彫人

　 1143 大腸癌におけるアクアポリン遺伝子の発現解析 石橋　敬一郎

　 1158

治癒切除不能進行・再発大腸癌に対する一次治療と
してのカペシタビン/LV5FU2+ベバシズマブ療法
後のXELOX/FOLFOX +ベバシズマブ逐次療法と
XELOX /FOLFOX +ベバシズマブ併用療法の多施
設共同ランダム化第Ⅲ相臨床試験C-Cubed Study　

（JSWOG C-4）

石橋　敬一郎

　 950-Ⅱ 全国大腸癌肝転移登録事業および登録情報に基づく
研究 石橋　敬一郎

　 924-Ⅳ 免疫彩色・マイクロサテライト不安定性検査からリ
ンチ症候群候補を同定する探索的研究 石田　秀行

　 1187 日本におけるリンチ症候群の臨床病理学的特徴に関
する調査研究 石橋　敬一郎

　 592-Ⅳ
遺伝性大腸癌の遺伝子変異の様態と形質発現との関
連性の解析による臨床応用の可能性の研究（臨床的
腫瘍病理学的研究，遺伝子解析研究）

石田　秀行
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消化管・⼀般外科 
10年のあゆみ

消化管・⼀般外科 初⼿術リンチ、宇都宮、両先⽣と(InSight)

交換留学⽣と

カンファレンス
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Party memories 
Digestive Tract and General Surgery

2008 歓迎会

2007 忘年会

2009 歓迎会

2009 忘年会

2010 忘年会
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Party memories

2013
2014

送別会

梓先⽣結婚式

2011

2012
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学会
⼤腸肛⾨病学会 2006

⽇中韓⼤腸シンポ2011

ISUCRS 2010 胃癌学会 2011

JDDW 2011

教室行事

ラパロ実習 2010 ラパロ実習 2010

鴨⽥会 2014

ゴルフコンペ 2010

欧州内視鏡外科 2007 ISUCRS 2008

結紮技術修練 2012結紮技術修練 2012 ゴルフコンペ 2013

当直⾵景

サンドル教授講演 2010

アニマルラボ 2009

世界内視鏡外科 2006

星先⽣講演 2012

予演会

⽇中韓⼤腸シンポ 2006

ゴルフコンペ 2014
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消化管・⼀般外科 
教室スナップ

教室旅⾏ 2012

実験⾵景実験助⼿ ⾼橋さん

医局近況 秘書 ⼩⼭さん、前橋さん

教室旅⾏ 2013

⿑藤さん、福井さん ⽴川先⽣
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人　事
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人事

　 教授 　 准（助）教授 　 講師 　 助教 　

2005年度 　 　 石田秀行 　 北郷邦昭 2005/05～09 権田　剛 2005/06～10

　 　 　 　 　 橋本大樹 2005/05～12 中田　博 　

　 　 　 　 　 ○権田　剛 2005/11～ 横山　勝 　

　 　 　 　 　 　 　 石塚直樹 2005/01～

　 　 　 　 　 　 　 須藤謙一 2005/05～

　 　 　 　 　 　 　 ●﨑元雄彦 　

　 　 　 　 　 　 　 吉田　裕 　

　 　 　 　 　 　 　 大澤智徳 　

　 　 　 　 　 　 　 傍島　潤 　

　 　 　 　 　 　 　 菊池政貴 2005/05～

　 　 　 　 　 　 　 桑原公亀 　

　 　 　 　 　 　 　 長嶺寿秋 　

　 　 　 　 　 　 　 石畝　亨 2005/05～

　 　 　 　 　 　 　 鈴木興秀 ～2005/04

　 　 　 　 　 　 　 天野邦彦 2005/05～

　 　 　 　 　 　 　 北岡　斉 2005/05～

2006年度 石田秀行 2006/02～ 石田秀行 ～2006/01 ○権田　剛 　 三橋敏武 2006/07～

　 　 　 　 　 中田　博 　 沖田剛之 2006/12～

　 　 　 　 　 石橋敬一郎 　 横山　勝 ～2006/09

　 　 　 　 　 宮崎達也 　 石塚直樹 ～2006/07

　 　 　 　 　 　 　 ▲岡田典倫 2006/07～

　 　 　 　 　 　 　 ●﨑元雄彦 　

　 　 　 　 　 　 　 吉田　裕 ～2006/07

　 　 　 　 　 　 　 傍島　潤 　

　 　 　 　 　 　 　 長嶺寿秋 ～2006/09

　 　 　 　 　 　 　 石畝　亨 　

　 　 　 　 　 　 　 緒方杏一 　

　 　 　 　 　 　 　 坂口大介 2006/08～

　 　 　 　 　 　 　 天野邦彦 　

　 　 　 　 　 　 　 北岡　斉 　

2007年度 石田秀行 　 松木盛行 2007/10～ 石橋敬一郎 　 三橋敏武 　

　 　 　 辻　美隆
（兼担） 2007/05～ 中田　博 2007/04～ 沖田剛之 　

　 　 　 　 　 宮崎達也 　 横山　勝 2007/10～11

　 　 　 　 　 　 　 岡田典倫 　

　 　 　 　 　 　 　 ○﨑元雄彦 　
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　 　 　 　 　 　 　 桑原公亀 2007/10～11

　 　 　 　 　 　 　 傍島　潤 ～2007/09

　 　 　 　 　 　 　 ●石畝　亨 　

　 　 　 　 　 　 　 天野邦彦 　

　 　 　 　 　 　 　 北岡　斉 　

　 　 　 　 　 　 　 細沼知則 ～2007/09

　 　 　 　 　 　 　 幡野　哲 2007/05～

　 　 　 　 　 　 　 久保憲生 　

　 　 　 　 　 　 　 田島雄介 　

2008年度 石田秀行 　 松木盛行 　 石橋敬一郎 　 三橋敏武 ～2007/05

　 　 　 辻　美隆
（兼担） 　 ○横山　勝 　 沖田剛之 ～2007/09

　 　 　 　 　 宮崎達也 　 岡田典倫 　

　 　 　 　 　 　 　 﨑元雄彦 　

　 　 　 　 　 　 　 大澤智徳 2008/03～

　 　 　 　 　 　 　 桑原公亀 　

　 　 　 　 　 　 　 ●石畝　亨 　

　 　 　 　 　 　 　 北岡　斉 　

　 　 　 　 　 　 　 幡野　哲 　

　 　 　 　 　 　 　 田島雄介 　

　 　 　 　 　 　 　 横山　勝 　

　 　 　 　 　 　 　 石井正嗣 　

　 　 　 　 　 　 　 久保田　将 　

　 　 　 　 　 　 　 近　範泰 　

2009年度 石田秀行 　 芳賀紀裕 2009/09～ 石橋敬一郎 　 岡田典倫 　

　 岩間毅夫
（客員教授） 　 辻　美隆

（兼担） 　 横山　勝 ～2009/07 﨑元雄彦 　

　 　 　 　 　 宮崎達也 ～2009/08 ○大澤智徳 　

　 　 　 　 　 隈元謙介 2009/10～ 桑原公亀 　

　 　 　 　 　 　 　 ●石畝　亨 　

　 　 　 　 　 　 　 天野邦彦 　

　 　 　 　 　 　 　 幡野　哲 　

　 　 　 　 　 　 　 外間尚子 　

　 　 　 　 　 　 　 田島雄介 　

　 　 　 　 　 　 　 横山洋三 　

　 　 　 　 　 　 　 石井正嗣 　

　 　 　 　 　 　 　 近　範泰 ～2009/09

　 　 　 　 　 　 　 久保田　将 　

　 　 　 　 　 　 　 猪野　梓 　
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2010年度 石田秀行 　 芳賀紀裕 　 石橋敬一郎 　 岡田典倫 　

　 岩間毅夫
（客員教授） 　 辻　美隆

（兼担） 　 隈元謙介 　 﨑元雄彦 　

　 　 　 　 　 　 　 ○大澤智徳 　

　 　 　 　 　 　 　 桑原公亀 　

　 　 　 　 　 　 　 ●石畝　亨 　

　 　 　 　 　 　 　 天野邦彦 　

　 　 　 　 　 　 　 幡野　哲 　

　 　 　 　 　 　 　 外間尚子 　

　 　 　 　 　 　 　 田島雄介 　

　 　 　 　 　 　 　 横山洋三 　

　 　 　 　 　 　 　 石井正嗣 　

　 　 　 　 　 　 　 久保田　将 　

　 　 　 　 　 　 　 猪野　梓 　

2011年度 石田秀行 　 芳賀紀裕 　 石橋敬一郎 　 岡田典倫 ～2012/01

　 岩間毅夫
（客員教授） 　 辻　美隆

（兼担） 　 熊谷洋一 2011/10～ ○大澤智徳 　

　 　 　 　 　 隈元謙介 　 傍島　潤 　

　 　 　 　 　 岡田典倫 2012/02～ 桑原公亀 　

　 　 　 　 　 　 　 ●石畝　亨 　

　 　 　 　 　 　 　 天野邦彦 　

　 　 　 　 　 　 　 鈴木興秀 2012/01～

　 　 　 　 　 　 　 幡野　哲 　

　 　 　 　 　 　 　 今泉英子 2011/08～

　 　 　 　 　 　 　 小野朋二朗 　

　 　 　 　 　 　 　 田島雄介 　

　 　 　 　 　 　 　 山本　梓 2012/01～03

　 　 　 　 　 　 　 本城裕章 　

　 　 　 　 　 　 　 平岡　優 ～2011/09

　 　 　 　 　 　 　 伊藤徹哉 　

　 　 　 　 　 　 　 近谷賢一 ～2011/12

2012年度 石田秀行 　 芳賀紀裕 　 馬場裕之 　 傍島　潤 　

　 岩間毅夫
（客員教授） 　 辻　美隆

（兼担） 　 隈元謙介 　 桑原公亀 　

　 　 　 ○石橋敬一郎 　 熊谷洋一 ～2012/11 ●石畝　亨 　

　 　 　 　 　 　 　 松澤岳晃 　

　 　 　 　 　 　 　 天野邦彦 ～2012/12

　 　 　 　 　 　 　 鈴木興秀 　

　 　 　 　 　 　 　 幡野　哲 　
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　 　 　 　 　 　 　 今泉英子 　

　 　 　 　 　 　 　 田島雄介 　

　 　 　 　 　 　 　 久保田　将 2012/10～

　 　 　 　 　 　 　 近　範泰 　

　 　 　 　 　 　 　 木暮憲道 　

　 　 　 　 　 　 　 伊藤徹哉 ～2012/06

　 　 　 　 　 　 　 山本　梓 2012/12～

　 　 　 　 　 　 　 村田知洋 2012/06～

2013年度 石田秀行 　 辻　美隆
（兼担） 　 馬場裕之 ～2014/03 傍島　潤 　

　 持木彫人 2013/04～ ○石橋敬一郎 　 福地　稔 2013/04～ ●石畝　亨 ～2014/03

　 岩間毅夫
（客員教授） 　 熊谷洋一 2013/04～ 　 　 松澤岳晃 　

　 　 　 中島日出夫
（客員准教授）2013/02～ 　 　 幡野　哲 　

　 　 　 　 　 　 　 鈴木興秀 　

　 　 　 　 　 　 　 今泉英子 　

　 　 　 　 　 　 　 渡辺雄一郎 2013/04～

　 　 　 　 　 　 　 小野澤寿志 2013/04～

　 　 　 　 　 　 　 田島雄介 2013/10～

　 　 　 　 　 　 　 近　範泰 　

　 　 　 　 　 　 　 久保田　将 ～2013/12

　 　 　 　 　 　 　 牟田　優 2013/10～

　 　 　 　 　 　 　 山本　梓 　

　 　 　 　 　 　 　 村田知洋 ～2014/03

　 　 　 　 　 　 　 柴田和恵 2013/04～

2014年度 石田秀行 　 〇石橋敬一郎 　 福地　稔 　 傍島　潤 　

　 持木彫人 　 熊谷洋一 　 　 　 ●石畝　亨 2014/10～

　 岩間毅夫
（客員教授） 　 辻　美隆

（兼担） 　 　 　 松澤岳晃 　

　 　 　 　 　 　 　 幡野　哲 ～2014/09

　 　 　 　 　 　 　 鈴木興秀 　

　 　 　 　 　 　 　 今泉英子 　

　 　 　 　 　 　 　 渡辺雄一郎 ～2015/03

　 　 　 　 　 　 　 小野澤寿志 ～2015/03

　 　 　 　 　 　 　 田島雄介 　

　 　 　 　 　 　 　 近　範泰 　

　 　 　 　 　 　 　 牟田　優 　

　 　 　 　 　 　 　 山本　梓 　

　 　 　 　 　 　 　 平岡　優 2015/01～
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　 　 　 　 　 　 　 小泉和恵 　

2015年度 石田秀行 　 石橋敬一郎 　 福地　稔 　 ●﨑元雄彦 　

　 持木彫人 　 熊谷洋一 　 ○石畝　亨 2015/08～ 傍島　潤 　

　 岩間毅夫
（客員教授） 　 　 　 　 　 ○石畝　亨 ～2015/07

　 辻　美隆
（兼担） 　 　 　 　 　 松澤岳晃 ～2015/09

　 　 　 　 　 　 　 鈴木興秀 ～2015/05

　 　 　 　 　 　 　 天野邦彦 2015/06～

　 　 　 　 　 　 　 今泉英子 　

　 　 　 　 　 　 　 小倉俊郎 　

　 　 　 　 　 　 　 田島雄介 ～2015/07

　 　 　 　 　 　 　 近　範泰 　

　 　 　 　 　 　 　 山本　梓 　

　 　 　 　 　 　 　 伊藤徹哉 　

　 　 　 　 　 　 　 平岡　優 　

　 　 　 　 　 　 　 牟田　優 　

　 　 　 　 　 　 　 小泉和恵 　

○総務，●副総務
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教室員の紹介
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現教室員（平成27年10月現在）の紹介

教授・診療部長　石田秀行
埼玉医科大学に入職して今年で20年目を迎えます。診療・教育・研究のあ
らゆる面でも、まだまだ足りないことを痛感した20年でもありましたが、
毎日やれることを一歩一歩進めていくことを心がけています。診療科のスタ
ッフには、臨床における見識や技量を高めることはいうまでもなく、 患者さ
んに寄り添う暖かい心をもって接することができる、心豊かな外科医を目指
してほしいと思います。診療科の体制作りに邁進してきた10年でしたが、

私が専門としてきた下部消化管領域（大腸がん・炎症性疾患の外科・集学的治療、遺伝性大腸が
んの診断）については、ステップアップすることを計画しています。 

教授・副診療部長　持木彫人
私は1988年に群馬大学を卒業し、群馬大学第一外科、病態総合外科に所属し、
2013年４月に総合医療センター、消化管・一般外科に赴任しました。専門は
胃外科、胃癌に対する化学療法で、特に低侵襲手術に力を入れています。研究
面では消化管運動生理が専門で、先日ノーベル賞を受賞した大村智博士とも共
同研究（エリスロマイシンの誘導体で消化管運動刺激）をしていた事がありま
した。

教授（保健医療学部兼担）　辻　義隆
昭和63年に本学を卒業し、武蔵野日赤で研修の後、毛呂の第２外科に入局しま
した。大学院生時代は東京医科歯科大・難研にて研究に従事しました。学位取得
後は原田病院出向を経て医局長を５年以上やっておりました。ここ10年間は医
学教育が仕事の中心となっておりますが、当科ではカンファなどを通して医学生
や医局員と一緒に楽しく外科を学ばせていただいております。

准教授　石橋敬一郎
1991年群馬大学を卒業し、東京女子医科大学第２病院（現：東医療センター）
に所属し、2006年４月よりお世話になっております。2012年１月より2015
年４月まで総務を担当して、近郊の先生方には大変お世話になりました。この場
を借りて御礼申し上げます。
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准教授　熊谷洋一
平成４年弘前大学を卒業後上京し、東京医科歯科大学第１外科へ入局いたしまし
た。平成13年より都立駒込病院、平成15年に太田西ノ内病院に赴任しまして主
に食道癌の手術、内視鏡診断を専門として研鑽を積んで参りました。平成23年
埼玉医科大学　総合医療センター　消化管・一般外科講師、短期間東京医科歯科
大学　食道・一般外科　准教授、その後平成23年より現職をつとめさせていた

だいております。今後ともよろしくお願いいたします。

講師　福地　稔
「川越から世界に発信（メッセージ）を」を目標にして臨床・研究・教育に日々
勤しんでおります。現在、癌克服に向けて「進行胃癌および食道胃接合部癌の集
学的治療における外科的介入の役割」をテーマに取り組んでおります。

講師　石畝　亨
2005年に毛呂の大学病院から総合医療センターに移り、10年が経過しました。
最初は、消化管全般の手術をしておりましたが、2007年より食道・胃外科手術、
腹部救急疾患全般の手術をを中心に行っております。食道癌および胃癌（腹腔鏡
手術）、救急患者様に対し積極的、最適な治療ができるよう日々心がけております。

助教　﨑元雄彦
平成８年卒業の崎元です。消化管外科・一般外科の発足の時から在籍し、権田先
生の後の医局長（総務担当）をしておりました。一時教室を離れることとなりま
したが、縁がありまた一緒に仕事をさせていただいています。緩和ケアや栄養サ
ポートチームを中心に仕事をしております。10年前の新鮮な気持ちをいつまで
も持ちながらがんばっていきたいと思います。

助教　傍島　潤
平成９年卒（91年度入学）の傍島潤と申します。外科統合の時に入局し、現在
まで至っております。もう早や10年、これからも諸先輩方の名に恥じぬよう日々
精進したいと思います。今後ともご指導ご鞭撻の程、よろしくお願い致します。

助教　天野邦彦
７月より大腸チームを任せていただいています。まだ若輩者ですので、身の引き
締まる思いであります。先陣をきって引っ張っていくタイプのリーダーではあり
ませんが、周囲の意見をよく聞き、確実で安全な医療を提供していければと思っ
ています。
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助教　今泉英子
平成15年に金沢医科大学医学部卒業、その後　同大学病院、一般・消化器外科
にて勤務し、その後、福島県立医科大学付属病院を経て、現在、埼玉医科大学　
総合医療センター消化管・一般外科でお世話になっております。臨床以外に大学
院も兼ね「大腸癌とアクアポリン遺伝子」について研究を行っております。

助教　小倉俊郎
平成27年４月より消化管外科・一般外科に所属させて頂いております小倉俊郎
と申します。私は東京医科歯科大学を卒業後、同大学肝胆膵外科に所属し各病院
で研修した後に当科でお世話になることとなりました。特に肝転移切除などでは
積極的な外科的治療を目指し邁進していく所存でございますのでよろしくお願い
いたします。

助教　近　範泰
下部消化管（大腸癌）、炎症性腸疾患、遺伝性疾患、一般外科（腹腔鏡手術）、化
学療法をメインに診療しております。患者様一人一人に適した治療を検討しご納
得していただける治療を提供できるように日々心がけております。

助教　山本　梓
石田教授率いる消化管・一般外科に入局し、早や６年が経ちました。結婚し二児
の子供にも恵まれながら、無事仕事にも復帰させていただきました。皆様の御協
力を得ながら、育児と仕事を上手に両立していけるよう、“ママ外科医”として頑
張っていきます。

助教　平岡　優
埼玉医科大学医学部医学科を2008年に卒業し、埼玉医大総合医療センターで
の初期臨床研修を経て2010年４月より埼玉医大総合医療センター消化管・一
般外科の一員になりました。まだ、専門臓器は決まっておりませんが、腹腔鏡
の手術に大きな魅力を感じています。低侵襲で患者さんの要望に応えつつ、必
要十分な郭清、少ない術後合併症など高度な手術手技を身につけていきたいと

考えています。宜しくお願いします。

助教　伊藤徹哉
当科で治療を行っている疾患は、生命に直結する病気が多く、非常に不安をかか
えられている方も多くおられます。そうした患者様の安心と安全を第一に医療を
行って参ります。
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助教　牟田　優
外科も子育ても一生懸命頑張っていきたいと思います。
今後ともよろしくお願い致します。

助教　村田知洋
2014年度４月より都立大塚病院にて外科修練で出向させていただきました。本
年の10月より再度総合医療センターにて勤務となりました。前年度は同期にめぐ
まれ、また腹腔鏡を中心とした外科治療を経験させていただきました。そこで培
った経験を生かしてまた当院にて経験を積み重ねていきたいと思います。どうか
またよろしくご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

助教　山本瑛介
2015年10月より埼玉医科大学総合医療センター消化管・一般外科にお世話に
なっております。私は2009年３月埼玉医科大学を卒業し、総合医療センターで
の初期研修後、血管外科に入局したのちに墨田区の同愛記念病院で消化器・一般
外科を２年間後期研修し2014年４月に血管外科に復帰しました。復帰後１年間
半、血管外科で勤務しましたが、消化器外科への未練もあり、10月より消化管・

一般外科に転科致しました。少しでも戦力になれるように頑張りますのでよろしくお願いいたし
ます。
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【出向中】
沖田剛之（埼玉よりい病院　外科）

埼玉県大里郡寄居町という群馬県とのほとんど県境にある病院です。
平成15年開院以来当科からは継続して出向しています。現在、常勤は内科３名、
整形外科２名、外科１名です。急性期病棟47床、回復期リハビリ病棟48床、療
養病棟50床の病院です。自分は平成５年卒で旧第２外科に入局。その後現在ま
で関連病院勤務を含め消化管・一般外科に所属し平成25年４月から当院に出向

しています。平成27年10月以来外科は１人体制となり、外来、内視鏡をメインにほそぼそとや
っております。

石塚直樹（東松山市立市民病院　外科）
消化管・一般外科10周年おめでとうございます。医局を離れ10年以上経過し
たものかと思われます。今は東松山市民病院で岡田先生と地域医療で頑張って
います。眼も老眼が入り、髪の毛にも白髪がふえてきて、月日の流れを感じて
います。今後も宜しくお願い申しあげます。

岡田典倫（東松山市立市民病院　外科）
平成７年より第１外科、第２外科、外科、消化管・一般外科在籍です。
現在、石塚先生と東松山市立市民病院に在任しています。
当院では平成28年度完成に向け、外来・管理棟が建築中です。
今後も診療で総合医療センターと連携させていただくことも多いと思いますの
で、よろしくお願いします。

吉田　裕（小川赤十字病院　外科副部長）
当院は埼玉県の北部、細川紙で有名な小川町にあります。周囲を山に囲まれた自
然豊かな街ですが、周囲10km圏内に三次救急病院がなく、二次救急指定ではあ
りますが地域の救急医療の中核を担っております。現在、施設の老朽化のため、
建て替え工事を行っており、2016年10月には地上９階建ての新病棟が稼働の
予定です。新病棟稼働後は災害拠点病院の指定を予定しており、災害にも強い、

地域の中核病院を目指しています。私個人では、胃・大腸はもちろん、食道から肝胆膵に至る消
化器全般の手術を年100例程度執刀し、また上部消化管内視鏡500件以上、下部消化管内視鏡
200件以上、ERCP70件程度と内視鏡検査・治療も行っております。
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桑原公亀（白河病院　外科）　
平成10年卒です。今、東北の玄関口である白河市にある白河病院に平成27年６
月より赴任いたしています。地方都市の中核病院であるため、小外科から、内視
鏡、手術など多岐にわたっての医業ですが、地域医療の担い手として頑張ってお
ります。また、白河に来てゴルフとサイクリングを始めました。これでスマート

になるはずですが、残念ながら白河ラーメンがおいしい過ぎるので食べ過ぎてしまいます。

鈴木興秀（武蔵野赤十字病院　外科）
武蔵野赤十字病院は、都内でありながら敷地内には手入れの行き届いた様々な樹
木が生茂り、太くて立派な幹を持つ木々が心地よい木陰を作ってくれています。
人・環境・施設ともに恵まれた環境で仕事できることを感謝しつつ、僕もたくさ
んの事を吸収して、一回りも二回りも太く成長したいと思います。そう、僕らを
見守ってくれているあの木々のように。

近谷賢一（国立がんセンター中央病院）
平成20年埼玉医科大学卒業後、総合医療センターでの初期研修を経て入局しま
した。都立大塚病院外科出向後、平成26年４月より国立がん研究センター中央
病院外科レジデントとして日々研修中です。
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編集後記

　「埼玉医科大学総合医療センター消化管・一般外科10周年記念誌」をお届けいたします。
　振り返ってみて、あっという間の10年間であったと感じております。この期間、診療面では
外来患者数、入院患者数、手術症例数等が約 1.5 倍に増加しました。緊急手術も年間総手術件
数も30％前後を推移し、当院ならではの特徴が表れています。私たちが充実した診療に携わっ
てこられたのも、ひとえに関連施設、OBの先生方をはじめ多くの関係者のご協力の賜物と考え
ており。紙面を借りて御礼申し上げます。充実した診療を行いながら、学術活動の業績も少しず
つ伸ばしてきたと思います。まだまだ発展途上の教室ですが、次の10年を見据え、診療面はも
とより、世界に発信できる研究を行い、さらに発展できるように教室員一同がんばってまいりた
いと思います。今後ともご指導・ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

� 石橋敬一郎
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